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沖縄県八重山鳩間島方言

i　収録地点

　　沖縄県八重山竹富町鳩間島

2．　地点の概観

　　「鳩聞島は、八重山群島中最大の面積を有し、かつs陸産物に比較的恵ま

れている西表島の北itc位する、周囲4．26粁の島であるQ最短距離にある対

岸の西衷島上原部落までは、約5粁、モーター付小舟で約a時間の里程であ

　る。

　　島は隆起珊瑚礁を基盤とし、三島南部に於いては、西表石炭層と同質の第

三紀砂岩がその上に乗っかって島の最高峯を形成するが、標高は僅か54米

　であるQこの高地が民謡「鳩間節」で名高い鳩間中森である。現鳩悶村は南

斜面の中腹に位するiケ所にまとまった世帯数85の集村である。中森丘陵

は、島の南海岸に沿って形成されているので、平地は廃の北東から北西にか

けて展開する。」

　　（4959卑6月「文化財要覧」高宮広衛著、参照）。

　三間村は1955年までは、戸数120戸余、800入余の人口を有して

　硲たが次第に沖縄本島や石垣島に移住し、1960年には戸数85戸、455

人になった。その後、八重山の各離島では過疎化現象が一段と激しくなり、

現在では、鳩間島は21戸、67入と人口が激減し、島にとって深刻な問題

　となっている。

　　島の産業は半農半漁で、農i業は主として西表島の北岸一帯で稲作に従事す

るが、島に於いても畑を耕作したりし、養豚に従事したりする者もあるe漁

業は、1966年までは鰹業が盛んであったが、・入口激減にともなって石垣

島に工場を移し、現在では鰹業は全く行われていない。戦前養殖した海草（ツ

　ノマタ）は毎年夏に収穫され、島の大きな現金収入源の1つとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　“一



5．鳩間方言について　　　　．

　　　「八重山方奮の中でも波照間万言と与那国方言はそれぞれGつの方言とし

　て区画できるJ（方言学講座、voU，P20参照）から鳩問方言は、その

　他の方言と同じく1つの区画内に入れて扱ってもよいと考えられる。

5．a　音　　声

　　圏立圏語研究所、話しことば研究室振定の記号によって鳩間方言の音節表

　を示すと次のようになるo
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5．1。1　音声の特色

　　鳩間方言の主な音声上の特色をあげると次のようになる。

　1）喉頭音2は、音声的には、〔i，e，a，o，u〕のすべての母音の前

　　と、磯音Nの前にたち得るが、弁別的特徴をもたず、従って音韻的には意

　　味をもたな・い0

　2）破裂音p，t，回避通は有気音〔P‘t‘k‘〕として現われる。しかし、促音

　　の場合は無気音〔p，　t，　k，〕となって現われる。従って、これも音韻的には

　非弁別的特徴として考えてよい。た黙U〔P〕は厳密には半有声と考えられる。

　5）唇歯音fは〔i，e，a，G，u〕のいつれの母音の前にもたち得るが、必

　　ず促音〔｛R，〕を伴なって現われ、その有声音〔V〕をもたない。

　　従って、音韻的には／h／の異音として解釈することもできる◎

　4）hは母：音〔e，o〕の前では〔h〕であるが、〔u〕の前では〔φ〕と

　　なり、〔i〕の前では〔9〕となる傾向がある0

　5）cは音声的には〔i，e，a，o，u〕のいつれの母音の前にもたち得る。

　　つまb、〔七∫i，t∫θ，　t∫a，，　t∫o，t∫u〕　となる。この他に〔tsa，　tso，tsu〕

　　もある。しかし〔tsi，tse〕はない。従ってこれらは音韻的には相補分

　　布をなすものと：考えられるから同一音素として扱うことができる。〔t∫〕，

　　〔ts〕は同一聯奏の異音と考えられる。

・6）zは音声的vaは、母音〔i，e〕の前では〔d9〕であ鉱〔a，・，u〕の

　前では原則として〔dz）がたつ。しかし、語によっては〔鳴〕もにたち得

　　るQ従ってこれも音韻的には相補分布をなすものと解釈される。

　7）sは〔i，e〕の前では〔∫〕であり、〔a，o，u〕の前では原則とし

　　て〔S〕である。従ってこれも音韻的には、相補分布を示すから4つの音

　　素として解釈される。

　8）無声子音と無声子音の間にたつ母音は無声化する傾向が強い。
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3．2　共通語との音韻対応

　鳩間方言と共通語との音韻の対応関係について略述する0

5．2．1　母　　音

　三間方言には次のような、長母音、短母音の2つの母音が認められる。

　　長母音　　i二，e：，a：，○：，u：

　　短愚音　i・（e）・at（o）・u（ただし、e，・の2母音は、N，qの直

前にのみ現われ、それ以外の環境では常に長母音として現われる。）

　　共客語との対応関係は次のと診り

　　共通語　a，iジu，e，。

　　鳩聞方書　a，i，u，i，u（共通語のe，○は鳩間方言ではi，u）

　　例①〔huni〕〈舟〉，〔nit∫勾く熱》，〔paniruN〕〈はねる〉

　　　　②〔kukuru）〈心〉，〔ku　t⑳a〕＜言葉》，〔jumuN〕＜読む》

3．2．　2　連母音

　　共通語の連愚音ai，ae，aoは、鳩聞方言ではそれぞれe：，o：とはならず、

　ai，auとなる。これは、沖縄本島方言と異なる大きな特徴であるQ

　　例えば

　　共通語　　ai，aθ“ao，au

　　鳩問方言　ai，ai．au，au

　　瀬底方言　e：、，θ：：，o：，o：となっているO語例は次のとk・り

　　〔mai〕〈米〉，〔mai〕〈前〉，〔pai〕＜蠣》，〔pai〕＜南方》，〔sau．〕

　〈ノrA一乎〉，　〔pau聾〕＜を含＝う》　，　〔paraUN〕＜ぎムう＞

3．2．5　係助詞一一　ja　〈～は〉が、ある形式に下接する際、その直前の形式

　の末尾母音が一u，一iであると、音飾構造のちがいによって次の変化が起

　こるQ

　（イ）　CVCV構造の場合

　　　一u＋ja一う・o：・，　｛列　　paku〈箱〉　＋　ja＜は》→pako：　＜箱e｛IZ》

　　　一i十ja→e：，例　huni＜舟》＋ja〈は〉→hune：〈舟は〉

　　　　　　　　　　　　　　　　一4一



（ロ）　CV▽　構造の場合

　　一u＋ja→uwa：　例　bau〈棒〉＋ja〈は〉→わauwa：〈棒は〉

　　一i＋づa→ija：　例　nai〈地震〉＋ja〈は〉→na鉛a：〈地震は〉

5．　2．4　子、音

（d）共通語のクは鳩間方言では、原則的に、h，fに対応するが、語によっ

　　ては、語中、語尾に於いてkにも対応する。例えば、

　　　〔qf。：翼〕＜黒い》，〔hu聰わu〕＜ζ九年母》，〔撤七∫i〕〈口〉，〔qfu翼〕

　〈食う〉，〔makuN〕〈巻く〉，〔sakUN〕＜裂く》，〔juku〕〈欲〉

（m）共通語のハ行音は原則的には、鳩問方言ではP音に対応するが、フのみ

　は例外的にhに対応する。たとえば

　　ハ；〔pama〕〈浜〉，ヒ；〔：pi：〕〈火〉，へ；〔：pi：tai〕〈兵隊〉

　　ホ；〔puni〕〈骨〉

　　　フ；〔huni〕〈舟〉（フとホの対立）

の　共逓語のワ行音は鳩間方言ではbに対応する。例えば

　　　〔ba’；〕＜吾》，〔baku潜〕〈分ける〉，〔baka：mu．nu〕《若者》，

　　〔barauN〕〈笑う〉

←）共平語のス、ズは鳩間方言ではそれぞれ＄i，ziに対応し、ツはsiとci

　に対応するQたとえば

　　　〔u∫i〕〈臼〉，〔kasi〕《かす》，〔∫i：∫i〕＜すS＞，〔miz　i〕〈水〉

　　　〔ki　z　i〕〈傷〉，〔kazi〕〈数〉，〔∫imi〕＜爪》，〔mat∫i〕〈松〉

　　　〔it∫⊥〕＜いつ》

一　5　一ny一



5．5　文　法

5．ろ．1　名　詞

　　鳩間方言の名詞には、特定の助詞がつくと融合変化を起こすことがある。

　次に融合変化を起こさない例と、起こす例を示す。

　①　一nu＜～が》（主格）

　　　　huni－nu　ke：N　　＜船が来た》

　②一一一nu〈～の〉（所有格）

　　　　huni－nu　Para：〈船の帆柱〉

　③一ba〈～を〉（目的格）

　　　　hu．ni－ba　k：auta　〈船を買った〉

　④一na：〈～に〉（場所を示す）

　　　　huni　－na：　nu：ruN＜船に乗る》

　⑤一tu〈～と〉（相手を指す）

　　　　huni　－tu　su：bu　suN　〈船と競争する〉

　　⑥一ba：ki〈～まで〉（到達する地点、場所を示す）

　　　　kuma－ba：ki　ku：　＜ここまで来h》以上の諸例では名詞の語

　　　形変化は認められないが、次の格助詞が名詞に下接するとき、名詞の末

　　　尾母音が狭母：音i，Uで終わる語は、それぞれ融合変化を起として、広

　　　母：音e：，○：のように長音化する○たとえば

　　⑦一ra＜～より》（比較）

　　　　hune：一一ra　maSi　Ctu　jaru．＜船よりましである：》；　huni，

　　⑥一一ra＜～から》（動作の起点を示す）

　　　　patak：e：一一ra　ku：ta，〈畑から来た〉；　：pataki，

　　⑨←一he）〈～へ〉（方向を示す）

　　　　patake：　pare：N〈畑へ行った〉

　　⑩一ja〈～は〉（係助詞とりたて）

　　　　hune：ikK　eN　paruN〈船は非常に速ら〉
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5．5．2動詞
　　「琉球方言の動詞の終止形は、宮古：方言を除いては、文語の動詞の連用形

に『居b』が複合して出来た形である。たとえば、ka可UNは『書ク』にそ

の綾X対応する形でなく、kaki＋wu．N（書き居り）に対応する形である」

　（「方言学講座」第四巻）とされている。

　　ところで、鳩間方言動詞の終止形の場合は、沖縄本畠方欝動詞の終止形N

　kat∫UNのように口蓋化せず、　kakUN　となる。これは鳩間方言動詞の大き

な特徴のiつで、活用形はごく大kかに次のように示すことが出来る。

①志向形
②　否定形

③　連用形

④接続形

⑤終止形

⑥連体形

⑦　条件形

⑧命令形

⑨　禁止形

di：ma：zuN　Zi：kaka　＜さあ、一一緒に字を：書こう＞

kuriSe：　Zi：kaka直U　＜これでは、字は書かない＞

wa：　ja　ka，ki　ba．：　コa、　ju．mi　sa：＜君は書き、私は読み、しよう》

abati　kaki七i：：parana：　＜早く書いて　行こうねえ》

bannuN　Zi：kakuN　＜私も字を書く＞

Zi：kaku：puso：　七a：ja：　＜字を書：＜人は．誰か＞

w・・k…b・・ub・・j・ma…d・・＜可惜貌こそ・枇＞

Zi：kaki　＜字を書け＞

wa：kakuna〈君は書くな〉

　　　　　　　　　（「方言学講座」第4巻　P58参照）

5．5．3　形容詞

　琉球方誉の形容詞の活用形には（イ）語幹十一一sa十「有り」と、（ロ）語幹十Sa十

　「有り」の2つの系統があって、それが国語形容詞のク活、シク活に対応す

　ると雷われている。

　三間方言の場合は、大まかに分けて、一aN系と、一sa翼系にわけられるQ

ただし、一aN系はク活用に、・一一s　aN系はシク活用に対応する。たとえば

　①ク活用　く高い〉；taka：N
　　　　　　　　〈早い〉　　 ；　　paja：N

　　　　　　　　〈若い〉　；　baka：N

　②　シク活用　く珍らしい》　；mizirasaN

　　　　　　　　＜忙しい》　　　；　：pantasaN

　　　　　　　　〈可愛い〉　　　；　kanasaN
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4．話者について

1．　氏　名

　生活歴

　学　歴

2　氏　名

　生活歴

　学　歴

5．氏　名

　生活歴

　学　歴

　聞き手

1．　氏　名

　生活歴

加治工伊佐（男）明治58年窪2月25日生半農半漁

（イ）明治58年12月25日、鳩聞島にて出生、現在に至る。

（n）兵役なし

（イ）九島間島テ尋常ノ∫、学校（6年）卒

加治工モウシ（女）閣治58年列月28日生農業、家事

（イ）明治38年1G月28日、鳩間島にて出生、現在に至る。

（イ）鳩間農尋常小学校（6年）卒

大城サカイ（女）萌治56年7月26日生農業、家事

④明治56年7月26日、鳩間島にて出生、現在に至る。

（イ）鳩間島尋常小学校（6年）卒

加治工真　市（男）昭和G5年8月15日生　教員

鳩間島で出生（0～G6才）、石垣島（高校在学）G6M　8才

那覇市（20才～32才）、大学卒、就職、現在に至る。
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1 年中行事について

話　者（W）

聞き手（M）

加治工

加治工

モウシ

真市

　　　　　　　　（注t）

M　Pa　tuma一一nu’
　　　鳩聞（臨）の

W

　　　　（注5）

bu：mu－nu
　もの　　が

　　（注2）

ic工nθ］舜　Z3U・一一nu
　　・一年中の

　（注の　（注5）

aro；ru－kaja：
あられGすかねえ。

a：　nu：sl　bu：mu－nu
あX，どんな　　　電の　が

　　の　　　　　　ほ

nu・Si
どんな

bu：mu－nu
　もの　が

　　　　　　　サ

9JO・Z工
　行事

　　　　　　　ゆ　　　　　　ロ　　　　

暑翠総．琶罵■

　　　　　　　（注6）

aru　kaja：一ti　　si　　a二i
ある　かねえって　言って㈲。いや

　　（注7）

ma七i－ba：
　’まて　よ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（注8）

aro：ru－kja：一Qci　si：　wa：　ure：
　あられるだろうか◎　といったって君，　それは。

　　　　　　　　　　　　（注9）

M栽と，蓄轟器措雌籍）
　　　　　　　　　　（注ao）
xx謚[。’一n’Nga’麗：

niNgaci　niNgai－nu
　二月　　　願い　　　の

函嶺ぱ器錫濃e’

　　　　　（注　11）（｝主　竃2）　　　（　温三　15）

hazimaro：ru－wa－na：　unu
はじめられます　　ねえ。　その

（注嘩4）

kare：
あれは

　　　（注15）

　nusi－ru　so：ru－kaja：
どのようにして（ぞ）なさるのでしょうカb

W　ure：　me：　iQkaneNzu：一nu
　　　それは　もう　　一ケ年　中　　の

ni ?楚薯お一nu

躍
継知

　　　（注16）

sinakazi
いろhろ

亀臨凸’ga。

go：kaz±

nzgal嚇鷺u
願い　　の

ure・　　狙θ・
それは，まあ，

）
侶
a

駐
幻
は

認
私
駐

　　　　　　　　　　　　　　（注19）

　　　　　　　　　　pusuNl〈eN－du　Cbso：ru　nu：nu　n±gaisanu　nz．gai
　　　　　　　　　　人たち　　（ぞ）が知って涛られる。何の願レ㍉せぬ◎　　願い
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1〈u（：）N　p．　．j　gc“・．i－Vi

かんの願い　　　　　　　　　　と

su　・　nlo　il“）e　・

いうものは

ba：一jfic．　w　a　lr一．a　rcfi」nu－n；Li　．（uLNmal

私　　は　　わからないが　　　（そのときは）

’耀1θ陥￥●一あ“n鑑’鷺琶91’： np：Nku－nu　glg，a．i
　　　　　　　　　　願い（は）何やかの

聖聾aci聾 nコーgaユーna・一rしし
　　　　（ぞ）願に

憩e：　　huku狐ari
その　　含まれて

　　　　（注20）

bu：juN－da：
レAるのだ；から

　uN
そのとき

嚇蕪ai。謝菱a二恕ら望磯をna’ ○・rコ．　r艮ku聾gaci－1ユU
於いて，　六月　　　　の

’鱗蹴a‘い蹟：⊥畿簸瑠濫瀞ε鑑sゴ

。：re：nu：（riii）　huko：rasa：　Qsaro：ru
なされたところの（ぶん）　　感謝を　　　申し上げられる

資nu　　n■gaユ・
　　　　騨その

　　　（注21）

S二LZ■爾CO．
わけさ。

）2
　
　
　
0

2
：
い

注
○
は

（

M

W舞う湯SQ畿鰐da器凪慧凌魁き醐」呈讐

n当；ac’n’膿ga’一器： nigailgaki　o：ruNkeN
願いかけ　　　 なさると，

　（注25）

9エ・me・
　もう

ni：Nztt：一nu　1）u：ru－nu　o：ruNke：N　nu：一nu
年中　　　の　　　豊年祭が　　やってこられるまでに　野め

（せきばらレ≦）nanika，：

　　　　　　　何か

ujaza：　da：Sina
ねずみ　　などのような

　　　　の通臓nu・
もの，

pataki－na：
　　畑に

zエru　　皿usユ　　da：si
幽る　　虫（の）　たぐhの

mu－nu　sidiru　baso：　mata　uri－nu
ものが，　すでる　　ときは，　凌た，　　その

Qfo：ri：一ti　si：　burako：一ra
　　下さいと　　いって，　部落から

　　の皿u。ru．
みな

　　　　注24
SO：zi：一聾　　8i二
「お1稼いごと養もして

　　　　　（注25）

aQpata：一ni
司のバーサン：方に

saka6aNke：N　n±gai
“司n方に　　　　　澄願い

　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

O。ru『wa哺na？
なさるよ　ねえ。

Qsaro：ru－wa－na：
申し上げられるよねえ。

　　　　　　　（注26）

tanamo：ri－ba　unu　baso：　ta：　1nata　uNna：
ま瀬みになると　　　その　　ときは　　（また）　また　　そんな

plgai－Ja・
頼　　　は
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Sl・　SX．
したり　して

SO．ru　　　∬IU．：N－nu　　　me二

なさる　　　ものが，　その，
kazu　gju：ei一一ru
数，　　　　　hくつ（ぞ）が

　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　の

aro・　ru一　3L．・

あられるのやら

器碧差謎s影穿響響’●

wakara－juNda：　m6：　unu　tus±：一ni
わからないのたから，　もう，　その　　年　　に

juQti：
よって，

　　　　　　　　注27

kaija：　ro：rvt
　　　　きれな

七usi
年で
jaeqo：ru－k4：ja　pataki－nu　nu：N”f．ui　sikaNCo：si
　　あられるなら　　　　　畑の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろhうなもの㈲付かないで，

ka±ja：ro：ru　tusi
　　きれいな　　　　年で

jaru－ka：一ja：
　ある　ならば

n±Ngaqi－nu　n±N．gai－na：
　　　二月の　　　　　　　　　　　　願いに

　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

n：Lga■　0・ru
　　願われる

潔巌繊喫鵤。毒藺ba：k’薯茜暖 。・ru－nu
なさるが，

nut：Nkui－nu　pat．aki－nu　sukvt：
いろhろのものが畑（の）に　　つく

tusi－nu　ataru－ka：　ree：
　　年が　　　あたるのならば，もう

tu．：一N　　　七u：a孤ari：一N　　孤θ：

十も，　十あ’ま　bも，　　　その
niﾛ諮澱： Nzi：ki：suNda：出て来ますので，

y．b　ii　．．　n．＃．g　a　i

それだけ　　　　　　願い
　o：re：nu　pigai　o：riba　me：
なされたところの，願いなされると，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その

kaN－n1ユ　　狙a：L－nu
神の　　　御駒が（神様力う，

mamuri　tabo：re：ti　riQpanl　pataki：一一N　’mu：ru　nuki
守砂　　　　賜われて，　　　立派に　　　　畑　　も　みんな　悪ばらh

nukasi　riQpani　maNct．　zo］uni　inunusukuru：一一N　sukuri
まはらいされて，　立派に 満足に： 作物も　　　　　　　作9

鋳傍δれ）n天職星撰’：一N遍慶kQ：

gi：Paraso：ru
頑張らせなされる，

　matpa　i　rrU
（その）感謝を㈱ぱ，

pu．ru－na．
豊年祭に

aras■］丑工　　七abO．rit工
あらしめ　　　たまわれて，

　　　　　　　　　　　（注28）

　o：re：　Qsaro：ru
いかられては，申し上げられる

SiZl－CO・
わけさ。

願，　　’　大願ほどき
b＆N　　ububaNpu’じuki－ti：　　si二　　pu．ru－nu　　iQ，ci　　uNma：．　］〔nθ二

と いって， 豊年祭の　　一一es， そのときは，その，

一M一



墨輔画師gaユ巻謡講1：ka鴨a孤a：測器d癬’：

Q　s　a．ro　；・　ru　s　iz　4r　g　ja　：

　　　　　　　　　　　わけさ。申し上げられる

M甥」a糠警ab’：儒あ“nユ糠la●
　　　サ　　　　　　　コ　　　　　の

ure・『∂a・
　それは，

W　uri：一N
　　　　それも

ロ　　　　　　　　　リ

■me・　　P■eC工
意味は　　一つ

Daro．ru
であられる

　　　レ　　の

pazレ．はず。 n蔓角。あ殉nu　M諸　ai一七tU

ja］範a　takabゴ．；一to：　　孤e：　　i憩le：　　piこci

“山崇べの願恥とは，　　その，　意味は　　一つ
jaro　：　ru　一一　juN－da　一ru：

　であられるのだから

manama：　kisaro：re：
今では　　　切りすてられた

paz　1
はず。

M　gQ　，qsaP．a．：一nu　n．iNgai－Ja：　ta　u．r．e；．　tq：
その　　“草葉　の　　　願い” は　　また　それは，．また。

W　pu：　mainu　Qsaba：一nu
　　穂（の）　稲の　　　　草葉　　の

n　S．　Ngai－jo　：

　　　　かねえ。願い
（　ma：　IQkwai　si：ri：　）
（もう　一度　言いなさい。）

M　t一．

wqsｶ6噸n’器嶽」a：。a肋un織評。二讐鶏1：評讐譜毒

aro：ra－ba’一ru　muitaki：一N　kaija：
　　あらればこそ　　　生え姿（丈）も　きれいで

aro：reti
あられて，

　　　　　　　　ロ　　　　　ゆ

naurエコu。
稔り・世

maNzaku－nu　ju：　（N：）
　　満作の　　　　・世（をも）

ukisimo：ru－Qti：
受けしめなさるとて，

si：　Qsaba：一nu
し，　　　草葉の

n認レ淫●
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

SO。ru－tU．一CO．
なされると（いうそうな）さ。

M粉q繋：計瓢，qs霧δ捻un薪潔a’3鷺：碁，

pu・一一nu
穂の

　　ウ　　　　　　ロ

SO．Z工
業祓い

pama　uri　so：z±一Qte：
浜下りのお祓いと

aru－nu　mukasl－nu
あるが　　　　昔　　　の
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　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ゆ

palnaur：L　　SO・Ze●
浜下りのお祓いは 融通巌，黙號；鳶1蒜麗「e：

w（騨謡Q繭は，驚eぢ，国払易：一「as繋du
　ロ　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ロ

n＝L・ru　　O・r■
以て　　澄られて

bgze：．ru．　mqnamaN　Nme：　4situ一一ti一一N－ma：　pu：nu　so：zi
いたんでしょSo　今も　　　その　　あさってという日は　　穂の　　澄稼い（精進）

jar±一ba：　mu：ru　ja：ka：zi　ma：ri
でありますから　みんな　　家族（ごと）　まわって

　　　　　　　　のjaku，saNke。nu
村役入たちが

Qsare：
“申し上げます

Qsare：一Qti　si：　ine：　ki：　aNnai　si：　Qsaro：ri　（beN）
申し上げますちとして，　その，来て，　案内（を）　し，　申し上げられて　（言いあや袋鋤

aSi七〇二　　PU：一nu　　SO：zi　　jaro：ri　・一　baこ
あさっては，　穂　の　精進（i贈品）であられますので

ja：niNzu：一N　mu：rv．
　　家族も　　　　　皆

beNto－ba　sukurO＝ri　sa｝　s　±ki　一一na二　urO：rθ：一ti：　pu・一nu
弁当　を　　　作られて　　　横敷に　　　　　　降bられて　　　穂の

　　ゆ　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　ひ　　ロ

SO．ze・　　Si工nlL．
翌秋いは　　させて

tabo：r±一Qt±　s±　Qsari　ja：niNzo：一ni
　賜はれっと　　　いって申し上げ，　　家族　　　　　に

Qsari：　mata：
申し上げ，　また，

pMakaN－ganasi－nu　mai
　　　火の神　の　　　　　　　　　　　　　　　　御前

ni：一N
にも，

Pina?誤謬罫sθ； ja：一na　o：re：一ti
家に　　　　toられて

　コ　　ぐ

P■・『nu
火の

ma：ra　misuku：
まわり　　用心

si：　　七aわO：ri－Qレti：
し　　　賜はれって

si；　ubi　Qsari：一Qti：　ta：
し，　それだけ　　申し上げて　　　また 幽幽の

。：Qtaru
帰られたのだよ。

ka　fi一　ro　：ri－ba　me　：　uN　一da　：　mu　：ru　ta：　asitu　一一　nu　beNto
澄帰りになると，　その　　それから　　みんな　　また　　あさっての　　　弁当を

suko：ruNti　me：　kiQsu：　se：ti
作ろう騨零しようとLrC）その一・一一生懸命　　しながら

として

beNto二
弁当を

suko：re：一ti
作られて

簸湯齪磁｝e葡P撫あnu　s籍ぜ↓蹉毛：駅いpa器下量「↓
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　ロ　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　の

s■・　mu．ru
して　　　みんな 下りられると，その，　訟勢られ，

uro．：ri：ba　me：　urQ；ri　bura．ku－nu　pgso：一Ja
部落　　の　　人　　は

mu：rvt　saNsiki一一na：　o：ri　musu：N
みん左　　　棲敷　　に　いらっしゃってむしろも

　　　ロ　　　の皿u七±．

持って
ja：niNzu－tu
　家族　　　と

a。S＝L　　I簸USU：蟹　　 工nu『しi：　　bθ］爵七Q：

あわせて　むしろも　　持ってt’弁当（も）

s±ki：
点いて，

　　　　（注29）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

皿e．■　　皿u．・

その，みんな
sa聾s工ki－na．
　さんしきに

　　　　の　suko．ri
お作わになって

。：za　me：　muso・
こられ，その7，むしろは

biro：］re：一ti　sakasaNl〈e：・一nu
於すわりになって，「　　司たち　　　　が

繕臨蘇器総篇羅：鴇畷ん謬£噂話簸黙

jukui　o：ri－ti：
澄休み　　なされて

瑠’簑沿’：q穀「a：蹴霧ど暑漫罵），

burako：　uro：rt　zibuN－ma：
部落へ　　下bられる　　ころは

Qta：
また，

SUba．na：一一N　　皿θ　　tUTU－nu，
輸側には　　　その　　鳥の

nak：漁a：わi：　si：　pus媒一τ■・
鳴きますね　　し（する）

　　　　　　　　puso：　kubare：　suko：re：ti
んといって）　　　　　　　　　　　　　　配って翻あてて）　澄かれて　　　　　　　　　人を

unu　pusuNke：一nu　turuNnaki
その　　　入たちが　　　鳥（鶏〉の鳴き（声）

so：ru－ka：
なさると，

me：　uN　uko：ri

皿i：kui
　　ニまゴ
　；二∫ロ，

七uru－nu　　工na：bi
鶏の　　　まね（を）

　　　（注50）

uN－da－ru　me：
その一，その時，起きられ，その時から（ぞ）その一

ke：ra　beNto：
みんな　　弁当を

huce：
くちは
kaki：　N－ko：Qta：　ai－ru　si：　o：Qta－ru　mukase：
開けて　　召しあがられ鵡そんなに（ぞ〉して　論られた（φだ）　　昔は。

manama－N　ju：一N　ni：一ru　buta－ru：　ai　butaN－du；　me：
今の　　　　　　世も　　以て（ぞ）　いた（のだ）。そう　やっていたのだが，その一，

nuNti　kiso：CLtaN－sa：　kiso：ri　na：N－wa：一一N一一no：
なんで　切り捨てられたのやら，．切られて　　しまってないではないか。

　　　　　（21ist　）

aibu二ca一一N：
そんなものも。

M　unu　pamauri　so：zi－nu・
　　その　　　浜下り　　　精進の

piN噸a：　王nukase：
とき（日）には　昔は，

　　ihu：閣　用布
zo・no．
税金
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一nu　kutusi：
　の　　　ことで

jakuniN－nvL　tur±　sirab±：
　　役入が　　　　取り　　　調べ

sO：（1七a一七i
された　　と

su．騨nu
いうが，

　　　ゆure．
それは

nu：si　so：Qta－kaja：一nare：
どのように　　されたのだろうかねえ。

W甥；皿聡se：騒南留陛’蕨響謝’ 　　　　り：PUSO・
　人は

bikidumuNke：一ja：
　　出たちは

mai－ba　sukuro：ri　mai－ba：
米を　　　　作られ，　　　米を

uku　Qsi：
澄こして

　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　リ　　　　コ

ZO・no・囎Ja・
　　税納は（上納）

Nzaso：ri－ba：　midumuNke：一ja　ja：一na：
　　出されると　　　　　女たち　　は　　　家に

O：re；一七i　　bu：一ba　　u・］m　　bu．：一si　　nu．二nu－ba　　unru・　　gu．ihu：
輸られて　　　麻を　　つむぎ 麻糸で 布を 織って（；ぞ）　御用布，

zo：no：一Qti　si：
税金と　　　　いって

zo：no：　Nzaso：re：Nda：　N：　ju：・　ju：一ru
税金は　　出されたのであるから，え一と，よく，まあ　よくぞ，

斑θ：

まあ，
so：ba
（精を

根性を

コ．r■．

こめて）

入れて，

u：mo：re：N　puso；一ja：　uN－nu　piN
（麻を）つむがれた人は，（それゆ　　その　　　とき

’sirabo：ri－ba－Qti　si：　ini：ni：）　niN－ba　iri
　　　調べられるので，　　といって　　　　　　念を　　　入れて

u：mo：re：Npuso：一ja：　vLN　turo：pt　u：mo；raNpusuN．一ctu　me
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つむいでない入が（ぞ）　その，　　　麻をつむがれた人は　　　そのときとってこられ

sirabi　Nzasarl
調べ　　　　出され

suba：　nasa：ri　me：　bacu　saroQta
側に　　　なされて，　その，　罰（を）　された

七usuwa：
というでは

araNno　：
なhの。

M急心P｛評量「■濾ガ■Mおuc難e● sukuma：一nu
スクマ　　　が

　サkui・一nu

来るが
me：

（まあ）

unu　sukuma－nu　mukasi－nu　sukuma：　ure：　nu：siru　si：
その　　スクマ　の　　昔　　　の　　スクマは，　それは，どのように（カS）して

。：Qta－i｛ja：一nare：
勘られたのでしょうねえ。

（注52）

baNta：
私たちが

Qse：一ra　una：
知ってからは，その一

　　　　　　（注55）

malzunl－na・
前そね　　に
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huni－ba
舟　　を

situmuti　pa．；sa：
　　　　　　　　　　早く　　朝

　o：ri　ima　：）
来られて，　まあ，

pama－nu
　浜　の，

pamazaki－N　t“q：N　huni－ba　narabl
浜崎の 所に 船を　　　　並べて 集蹴，燦諭nu囁夢a

mu七i　　o：rU　　通O：　　（uNme：）　　mire：（mirθ：）
もって　来られるもの（i瞳子うは，あのとき，　　見は

sita－nu　re：
　したが，　　その

mukase：　nu：si－ru　si：
　昔は　　　どのように（そう　して

。：Qta－kja：
訟られたのかねえQ

VL’　mukase：一ra
　　　　昔から

　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

ure・　　］笹θ・

それはその一
so：N－du　ni：一ru　o：re：一ru
ちょうど　　似て（ぞ）　おられたのだ。

muka6±一一nu　so：re：N　kataclni－ru　manama．：　ai　mu：ru
昔の「（人々が）　なされた　　　様にが（ぞ）　　　　今は，　　そのようにみんな

mukasini　s；．taga．irru　si：　o；QtaN一．du：　urel　me：　．．（m4i）
昔に　　　　従って（ぞ） して　論られたのだが， それは　もう　（粛いあやまb）

ka餌一nu　　艶aエーぬu　　sukuri　　e：　　田a且11ユr：L
神の　　　　御前が　　　作られ，　いや，　　守り

七abO：re　一七i
　　賜われて

naurasl　ma．z－nu　pac；
　稔らせ，　　稲の　　＄・初㈲

me：
その
　　　撃

kaN－nu　mai－n±　ohaci
神の　　　　御前に　　海蝕㈲

a麗菱● uN－da－ru　sukuma：　me：
それから（ぞ）　マスクは，　その，

ja：一na　turo：ri　ta：
家に：．t　持ち帰られて　　また，

xnai－nu　size：　Nzasi：
稲（）k）の粒（謁は　　出させて

kaN　・一　mu　mai　一j　uN　pace：
　神②　御前　へも　te初は 撮鷲■

o：rlti：
塵されて，

uN－ra
それから

sukuma　so：raba－ru　me：
スクマ㈲　　なされたらば㈹　その

ta：一nu一　baN－juN
田　の　　番　　も，

kamai－nu　nukimunu：一N　’ta：nu　aza：
イノシシの　　　澄どしものも，　　　田の　　　畔は

pi．：一ju］璽　　七a七θ：ti

　火をも　　　たてて，

β
曜

take：ti　kamal－juN
たきつけて　　イノシシをも

　　　　　　　nukasi．
のかせて

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　

ma■騨3a・
　稲は

kar±：
刈り
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　　　　　　　　　　　　　（注55）

tuzumo：rari一一ba－Qti　st：　me：　sukuma：
終えられるのですからといって（という籾で）　スクマは

ausukuma－ti：
青．スクマと（いい）

sukuma　　ma2－nu　　irukakar規一ka二　me：
　スクマ　　　稲の　　　　　色がかると　　　　　もう

sugu　sukuma：
すぐ　　スクマは

so：ri－ti　munu　so：Qta
しなさいといって（何を）　なされたのだよ。

M量紘s噸輿論ぽ麗）撒號謝五船鉾，論．

鰻辮毘雷「u芝禦謂曝液と蟄凝し、號　撫

Wka奄舞h鍛。転回：翠易： ja：　turo：re：　me：家に　取って来られてはその

P’ Q職；nu鍮、糊鴇と）．コ駈凱姦？O　P’優お紡nu御蹴5繋

　　　　　　paZUInθ・
初めで

aro・ru
あられる。

mata：
蜜た

agl：一ti－ru　ta：　mi：
　供えてから　　その　新しい

pu：一wa：　mueo：ri：　me：
　穂は　　　持って行かれて　もう

pinakaN－nu　mai－na：　maci：
　　火の神　の　　　御前に　　　該つり供え，

uN－ra：　ta：　’mi：一ja：
それから　玄た　　　実は

Nzasi：　kaN－nu　mai－ja：
　出して　　　神の　　　　御前には

　　O；ri　七i：言えら奴 mata：
　’また

ujapuSUL－N　　 エna＝L－ju．N　　 pmak二aN－nu．
祖先の　　　　　御前にも　　　火の神の

maiN－ju：N　maco：ri　buba：ma　bunaru：一N　mai－nu
御前にも　　　まつb供えられ，　ヲバ様　　　ヲナリ（姉妹神）　にも

me：
もう

七i：一nu
　手の

　ロ　　　ゆ

m＝L．繭na
いっぱいずつ

jaraba－N
であっても

　　　（注55）

kamisimi
かみしめ

　　　　　の　pacθ・
お・米の澄初は

。；yas1．
なされて，

pu：rurna：　ki：一rg　me：　ku：bana；
豊年祭に 来て（ぞ） 屯う 香華は

（Q　s　ab

（して）
tidase：ti　ta
ごちそうさせて　また

kamisimi　o：rarl－tl　si：　sukuma　mai一一nu　pace：　me
かみしめ　　　なされると　　いって　　スクマ　　　米の　　　霧雪は　　もう
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slrus：3u：一naL
　シルシだけずつ，

み　ば　　り

vよ．一nu
　　争の

三と1ゴ．：一na：　　ai　　ka，mi　si遊i

いっ1かすつ，あのように：かみしめ

　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　ワ

○。xaS■。
　　なされ

（QSO：）so：ru－Q・t　i一：　st：　unu　3コU一：k翻　ja．ruN－da：　me：
（：まさる）　なさると　　　　いって　矛の　　　習慣　　　　であるから　　　もう

ai　si：　manama－ba：一EtiN　ai－ru　se：　so：ru－jo：
そのようにさ托，　　今　　までも　　そのようbC　（一ぞ）しは　されるのだよ。

1ivl，　N　：　p　u　：　r　u　一　n　u　p　i　N　一i　u　：　k　u　n　u　z　o　：　r　a　k　1　：　一　n　u　s　u　：．　b　u　N　一　d　o　：　r　e　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　日の，　　　この　　ソ㌧ラキ踊りの　　　　競争などは　　ええ，　豊年祭の

ure：　mukase：一ra：
それは，　　昔から

seidai　ni　si：　o：Qta－re：
　　盛大　1”C　　して　　澄られたのか，それは。

W搬ukase二mθ二kisai　gutu－Q七i
　　　昔は　　　その，　　　　　　　　　　　　　　　“競い　　ごど“

　si：
といって，

　　　　　りM1ユnエユu・

ええと，

kj．Q　．：　so．：　一・gja：

・競争“　　　　　さ

ine：　mttua　s　l　puso：
その，　昔（の）　　入は，

Q　k．　．：’　sa　i　Q　k　4　sai　gu　t　u：　一Q　t±　一r　u

“競い“　　　　　　　　“’競いごと“といって

so：re：N±　一da：

なされたのだから。
mukase
　昔は

］磁e：　　皿ana皿a：一ra一聾
もう　　　今　よりも

　　ゆ
SU・wa
強く

arp　rn－gJa　．
　あられたさ。

iQkapt－nu　s　g：wa　aro：ri　Qsugo：，　i　lv一一nu　mura－tu
いかりが　　　　　　　　強く　　あられ，　その一　　酉　の　村　　と

as’一nu　mp．ra－tu　kjQlso：一Qti
東　の　村　　と　　　　　　　　　　　　競争だ　と

　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　リ

s■。　　憩e．
いって，その

so：Qta－ti　su：Nnu：
なされたと　　いうのだが

zo：ral〈e：一ja：　manamaN
ソ㌧ラキは，それは，　　　今の

り　　　　　む

JU・一nu
　世の

katacine：．　m‘awase：
　ようには，　　　昔は

aro：raN　bure：ru
あられなかったのであろう。

na：i　．me：　kaNtaN　nu：　mu：一ba：
fe　X’，　その，　　簡単　　　の　　　ものをば

se：ti－ru　zo：rake：
なされて　　　ゾーラキ踊りは

tu：so：QtaN－nu　bau　bau　nuN一一di2　ine：　iNta－nu　bau
　　通された　　が　　棒踊り，棒踊り　だけが　　その，　　西　の　　棒踊り

（anta－nul
　（東の）

aN－nu　　皿u．ra，・一捻u

東の　　　村の．
bau－Qti
　棒踊9と
（いうように）

aru難一da：
あるのだから。

bau
棒

．一 P8一



nuN－du　me：
　踊りが　　その

iQl〈e．　na　su：wa　aro：Qtacu－p－u　ure：一一ra，　ki：
　非常に　　強く　　　あられたというが　　それから　　きて，

ta　pa．：．rG：一nu
また，　爬龍船の，

　　に　　　　　　　　　を

pa・re・nu．
　爬訟訴の

juN－si－ru　mukaso：
故で（ぞ）　　　　昔は

uNnu　buN
　あれほど

まkari－ba　　七ati：
　いかりを　　　たてて

iN－nu　mgra－tu　aN－nu．　．mura－te：　ai一一juN

西の　村と東の　村とは噴嘩屯
σ
　
●戯
」

　　コ　　　　　　　　　の

pa・re・q’nu
　爬回船の

JyLN一．〈y：　g．！．yNdp：一juN　so：Qta　gtcu－nu
故に（ぞ）が　　　　　　　　問答いさかいをも　　なされた　　というが，

mp．uk．asi　puso：　pu：ru－nu
昔＠　　　人は　　　　　　　　　　　　　　　豊年祭の

juN－d－u：
ために（ぞ）

in．tce：　pusa－ti　su：
　命は　　　ほしいのだと　　いう．

suku－bukara：
　　ほどに

ikare：　aro：Q，ta－Qtu：　airu　panaso：Geta
いかりは　　　　　　　あられたというそうな。そんなに㈲が　話されたよ。

M　pa：re：一一nu　piN－nu　innu　mura－nu　kacu－ka；
　　　　爬’龍船の　　　　日に　　　　　西村の　　　　　　勝ったら，

jugahu：　e　u
世界報　　だって

su：
hう，
ure：　mukase：一ra　airu　si：　o：Qta－kja：
それは　　　　昔から　　　そんなに　㈲して　澄られたのでしょうかねえρ

W　ai　iN－nu　muya－nu　kacu－ka：
　　そうだよ。西の　　　村　　が　　　勝つと 」鵬鍛婁qt’蕨

a±bu：munu　muN－nu　arikl：一ru　iN－nu　mura　pusu－nu
そういうものが，電のがあるので西の村 入が

kacu－ka：　me：
　　勝つと　　　その

aN－nu　mura　puso：
　東の　　村　　　人は

unusuku　ubunakura：
そんなに，　大変な恐ろしく

aro：Qta　Qcusuwa：N－no：　ure：　pa：re：一ja　me：
凄られた　　というんだよ。　　　それは，　　武並船は　　その

sukaraN－nu
　　力　　が

kanai
かなって
（勝って）

bu：　huniN－du　kacu－juNda：
いる　　　船　が㈱　　勝つのだから，

iN瞬nu．　且1ししra－nu　　kaCU：
西村の　 村が　勝つ

a謝u皿u静n“k面謝：窮蓼離鵬銑 wakaraN七a一取u．
わからなかったが

sinapike：　me：　ja：．diN
　綱引きは　　その一　　必ず

（注56）

iNta：
西の方へ

コ　　　　　の　　　　　　サ

JU・s■
寄せ
soQtaru
なされたのだ。
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彊あnu籍協鴇晃環藩農，コu証認a．器ぞu隅警u麗1ぎ三野毒

si：　nauri　ju：一N　ju：huku：一N　ja’ro：ruL－gLti
レ恥，　稔り　　　世も　　　裕福　　も　あられるんだ　と

　　コ　　の　　　　　　　　　　　　　ゆ

　S：L．　　a＝1ru
いって，そのようにして

sina；一d、ake：　皿e：　　iNt；a：　　PU．SO・
　綱だけは　　　　もう　　西の方は　　人は

is±ka：N－da：
少いんだから

JO・ru
弱いの

aro：ruN－da：
　であるから，

ja：齪i聾　　mθ：　aNta：
　必ず，　　その，　東へ

icijo：　pikiti：
一応　　　　引いて，

mudusi：
もどして

iNta：
西へ

ju：sl一．ry　ju：nigai－tx’　si：　so：Qta－tu：
寄せて㈲　　　　　　　　世（乞いの）願いだといって　なされたというそうな。

sinapike：一ja二
　綱引きは。

M　u　（n　ul

　　　その
s±napik±一nu　plN一一nu：　una：
　綱引きの日　　　H　の，　その，

　　　　（注57）

sinanu　miN
　シナヌミン

tusu：mu－nu　aro：ruNti－na：　ure：
というものが　　　あられますさねえ。　それは

nu．’nu
　の何　の

■w翁r■。
いわれが

aro：ru－kja：一nare：
あられ9すでしょうかねえ。

Wba：unuユ斑一nu　wakaraN－sa：
　　私は　　その　　意味が　　わからないさ。

M　pu：ru－nu　una；
　　　豊年祭の　　その 醜あ奮を’：認繍謬泌，n隔あnu

iml　jaro：ru－kaja：
意味　　であられますでしょうか◎

M　（ju：　jul　a：．　Qsl：　a：）　pa：re：
　　　（世を，世をええ～〈弔いあやまり〉）爬龍船を

　　　　　　　（注58）

隷鼠づ竈を罫：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

SO・ru］睡ti－na。
なさいますさねえ．，

unu．．．．
その．．．．

Wurθ：me：atiNga：ra聾七i　suko：一ai：ure：ime：
　　　それは　もう，　見当がつかない　と　いってk’こうねえ）それは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意味は
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wakaraN－baN
わからないさ。

M　u　pu：rurnu　simau－ka：
　　その　　豊年祭が　　終る　　と， c腰●

so：raN－nu　o：ru－nu　me：
　凄盆　が　　　来られるが，　その

mukasi－nu　so：raN－ma：
　　昔　　　の　　　　澄盆は

　　　　　　　　（注59）

W　so：raAT－ma：　me：
　　　　　や盆　は　　　その

nu・slru　si・
どのように　　して

。：Qta一一kaja：一nare：
　　　訟られたのか　ねえ。

so：Ndu　mukase：ra　manama－nu　a±
ちょうど昔から　今の間

so：raN－dake；
　澄盆だけは，

me：　kawaranu
その，　変わらない。

mukasi
　　昔

so：qtaN
なさった

kaeacini
　　様　に

si　o：ru－nu　manama：　me：　kaite：
して　澄られるが　　今は　　　その，　かえって

加a，nama－nu．
　今の

ju：　nare：　me：　mukase：一ra　masari
世に：　なっては，その　昔から（よりは）　Aさって

bu，ra：　N－kaja：　一Qti　：

いないのか（ねえ）って
　　　　　　　なあ

　　　じu滋u。
居、う
ataru：
ほど，

me：　ixyanama－nu　pusu－Qti　site：
その，　今　　　の　　　入　　と　しては

uJa－nu
　親　の

ko：ko：一ja：
　　　孝行は

si：bu：
している。

mukase：
　昔は

unusuku－ba：k二e：　　na：N
それほどに　までは　　なかって

bure：
いた
pazi　aro：raN　bure：ru
だろう　あられなかったので　ありましょう。
（はず）。

M　unu　so：raN一一nu　piN　（一一gul　一na：
　　　その　　澄盆　　の　　日　（の）　に

　　　（注40）

murumuru．
“ムルムル純

suna1　o．ru
供えて　　toられる

murumuruN－do：re：N　abu　mu：nu　±me：　ure：　Qso：reN
　　ムルムル　　などは　　　そんな　　ものの　意味は　それは診わかりですか。

W　ure：一ja：
　　　　それは

sizaCu　usitu－tu一一nu　siza：一一ja

兄と弟との，兄は
zaisaN　aro：ri
財塵（も）もって訟られ
　　　　　　　（あられ）

munusukuru：一N　iQpai　so：ri　me：
　農作物　　　も　　　いっぱい作られて，その，

U．ja－nu．　　k二〇＝一ja

　　親の　　孝は

so：rari－nu　usito：一ja　me：　zaisaNtrnu　na：N－be：ti　na：i
なされる　が　　　弟　　　は　　その，　　財産が　　　　　ないので　　　　たy
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s　cuD　a　・一　nu　p　z　t　a　r　a　lg’　i　一　b　a　s：　］L　：　o　：　r　e　：　・一　“．　i　一r　u　’　p　u　：r　u　一n　u

　そばの　　　働き　　　をば　　して　　k一られた　ので　　　豊年祭が，

　　ehθ；
い・や一，

SO：工・a聾一n℃し　　ici一七ii豆　　〔〕0：Xa短一ma：

　　　お盆が　　　いつだとも，　　　澄盆：は
Qso：ra：一na．；　patarake：
訟わか参にならず，　　　　　　　　　　　　　　働い

　も　　コ

輔しz－ru
て（ぞ）

o　：　r　e　：　一　t　i　一　一r　u　i－n．　e　：

論られたので，その
SQ：1－oN－nu．　　SO：ra，N一孤a，：

　八仙　　の　　　細盆　　　は

ici－k二a，ja，ニー（鑑七i　　S生：　　tui　　O；ri　　PU．SU．N－na：ni　　t；U．；N

いつだろうかって　　いって　　たずねられ，　　人　　　に　　　　たずねる

keN－ma：　siciNguci－nu　zju：
と，そのときは　　七月　　　　の　　十

saNnici－nu　so：raN－ti
三日　　　の　　澄盆だと

sita：　u）NT－da：　rae：
いったから　それから　　その

no：N　rp．ute：ru　takara：　na：一一juNda：
何も　　　持てる　　　　害は　　　ないのであるから

（注4D
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

uゑa．　　mθ。
自分は，その

jama．
山に

nu・r：L　　ki；一nu．　naru－nu．　pacコ．　　pa，ci－ba
登り　　　　木の　　　　実の　　　　於初，　初i夷をば

buri　ki：ru　sunai“ti　aja－nu　k’o：一ja　su：一Qti
折匂　取ってきて　　　供えて　　　親の　　　孝は　　するものだと

　
　
り
蛎　　

サ
費

unu　do：ri：
その　　道理

jaro：ru　Qtuwa：一一nu：
であられる　　というのではないの。

M　unu　murumuru－nu　naka一一na：
　　　その　　　ムルムルの　　中　　に：

　　　サuna。
その
e：　mizinuku：N－do：re：
ええ，　ミジヌクー　　など

SQ：ru］罫一七i一工la：　　ure．

作られますさねえ。　それは
nu：一nu　sizi－kaja：
何の　ことでしょうか。

W　1nlzinuku：一Qti
　　　　　ミジヌクー　と

sumo：一ja　so：roN　naruka：　me：
いうものは，　　論盆に　　　なると　　その

u3apuso．
　　祖先は

皿u・ru　　ja：
みんな　家に

。：ri　ja：一na　o：r±ti　Qfama：一nu
こられて　家に　　　いらっしゃって　　子孫　　の

　　　ワ
aro．ru
あられる

aj
は
ンso猟

先
謳
糧
UのPa．つ

り
U（ Qfa　ma：一N　ko：　sariru　o：ru－nu

　　子孫にも　　　孝行　されて（ぞ）　診られるが，

unu・
その

．（Qsul　subanu　mu：一gera
　　　　　　　“側のものUさ。

澱θ：

その
Qfa　　王na：陶餌　　no：一N
　　子孫も　　　　　何も
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na・nu　tatuiru・一ka：　mθ：　no：一N　蟹a　阻a；一・tiN　o．　一t’　O．ranlユ
ない，　　たとえると，　　　その，　　何も　　子孫としても　　　あられない

uj．apusu－nu　rpe：
　視聴が，　　　　　　　　　　　その

munu　pu’sa－ba　si：　ja：1〈a：zi　ma：ro：’i－u
もの　　　ほしさを　　して，　家の数（ごとに）　概うられる

juN－da．ryL　vLri－N　G5fa：suN－ti　siru　ure：　’ta：　gL’v，Lkuro：riN
のだから（ぞ）　それに　　たべさせようと　　して㈲　それは　　また，　．語㈲になられる

sa・一nu・
そうな。・

sukuri－ti　m±zlnuku：一GLtl　si：　uri　uri　paNki　muno：一N
　　作って　　　　ミジヌクー　と　　いって　それ　ぞれを　はねる　ものも

nu：ra　nubaN－nu　huke：　e：　maJa：bu：一ba　turo：ri　urinu
野原から，　ヌバンの　　　茎を，　いや，マヤーブ《猫の尾）を取ってこられ，それの

sina：　me：　mizinu　ku：一nu　sina：　u：Tu　nasabi：
晶は，　その　　　ミジヌクーの　　　　品は　　　ウリ，　　ナスビ

siNza－nu　　hULki：　　ma工nユ　　エnai

　キビの　 茎，　豆，　米，
kubu：
コンブ
　　　　’

N：na：ki：　miz“ba：1〈i
それに　　　　　水kで

asrti　nanas±na　iriti　uriba　s±daki：　me：
あわせて　　　九七品　　　入れて　　それを　　　最初に　　その

izjapusuN
　　祖先の

　　つ　　　　　　　　　　　　　り

ma：L－na。
　　前に

皿ac：L・

　供え 曝蹄’器愚襲誌㈲壷網Z誌糠肝

zi：N　sikiru　basu：
論膳を　　すえる　　場合，

sa：　sa：huki　sikiru　basu
茶，　茶うけを　　　すえる　　場合，

kanarazu　me：　ure：　huka：一ni：
　　必ず　　　その　　それは　　外の方へ

panairti－yu
はねて（ぞ）から，

　　　　　　（注45）
　　　　　　　　　ゆN〕ζisaSU－da・
召しあがらせるのだよ

　（注42）

kau－wa：
香　は

siki：
つけ，

ziN－juN　sik±：
撫膳も　　　供えて。

　コ　　の　　　　　　　　　　　　　　　　の

工aユ．．工nuse．

　三度は
kai　paNki：一ti
かき　　　はねて

tati：　ujapvtsuN　no：N
立て　　　祖先に（は）何でも

塾護　　u．nu　　80：raN－nu：
　　　その　　　澄盆の

kunu　sunai　muno：
この　　　　供えものは

ure。　　　ZC■nコ，C■●
それは，　　一一日に
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p　us　u　1　g　」　u　一　pt　n．a．　一　na　．

一日に　　　　いく品ずつ
ujapUS篭一N　　Inacコ．・
　糧先に　　　　　供え

（s　iki o：pt　siko：ru
　　っけられるか

噛wa。哺rθ。
ねえ。

Wurθ：一ja二
　　　　それは，

ur1・
それ，

　サ　　　　　サ　　　　　　コ　　　の

9コU・CX・
いくつ

SO：N（加
ちょうど

sikiru：一t±：
　　そなえるとは

　　　　　　　　　　　（注44）

me：　pusu－nu　be：
その一　　人が　吾々

　　サna。捻u
ない。

i蜜甕麗貼画聖：

k二a七acini：
　ように

si’むU工nu七ユ．

　朝は

　　　（注45）

kanarazu　me：
　　必ず　　　その，

situmuti：
　朝（の）

sa：do：　si：　situmute：
茶道をして，　朝は

asakal－Qti　Qsi：　kai一一ba　taki　Qs±ki：
　朝がゆ　と　　いって　　　澄かゆを　たいて　供えたり

su：　pusuma：　ta：
する。　　お燈は　　また

z　jec　：　niz1　一一　tu；

　十二時　　と
situmutl－tu－nu　aida－na：
　　朝　　　　との　　　問　　に

ta：　no：N　sa：hutke：
また，　何か　　　茶うけを

subo：ri　silsci：　uN－da：
作って　　供え　　それから

ZDU・MZI一
十二時に

su．ko：’ri　Nkisasu一一ka：　ta：　mata　zju：niz±一tu
　作って　　論あげしたら　　また　　玄たジ　　十二時　　と

ju：boN－tu－nu　aida－na：
　　夕食　との　　　　間　には

ピ
た
七
号
s：L．皿unu．一ba　　SUkO．r■　　siki：
吸いもの　　を　お作りになって　　供え

uN－da：
それから

ju：boN　suko：yi　Nl〈isasi：　uN－ra：　me：
夕食を　　作って　　　　訟あげし，　　それから，　その

bikidumuNke：一N　utu．zamari：一N　o：re：ti：　ujapusu－ba
　　　男たち　　・も　　親戚縁者　　　も　　いらっしゃって　　　禮先をぱ

turumuci：
　　もてなし，

S＆ke二　　N｝ζθ：七i；　　niNbuca：一ba　　kazari：
下酒を　　お飲みになって　　念仏歌をぱ　　　　謡いかざり，

ujapusu：　turumuci：　uriru　uja－nu　ko：ko：一ti　si：
　祖先を　　　とりなし，もでhして，　それが　　　親　の　　孝行（だ）と　いって

a■一ru　　SO：ru．一wa二N一・no：・
そのように　　なさるのだよ。

一24　一一



IVI　aNde：ka：
　　　　それでは，

unu　so：raN－nu：　u：　zu：siN－do：re：　mata：
その　（ソーラン）診盆のええ，　“雑炊祷などは，　　蜜た，

una：　una：　nu：siL’a：　una：
その　　その，　　何というか，　その，

namasl・一〇〇．
“サシミ”ネー。

　　　の
ure・
それは

ja：di］欝　　suko二ro：tuエnu　　k：ajare：
　必ず　　　澄供えになられるものなのかねえ。

Wure：mUkase：raθ：aro二raN－be：ti－gera：
　　　それは，　昔は　　　その，　あられなかったので　　さ

sukuro：ru
澄作りに：なる

憩a：L・幡Ja。
　米　は

　　の
mu。rU
みんな

zo；no・
税納として

　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

Nza，SO．ri：一七i．
　澄出しになって，

zeitakuni
ぜいたくに

aro：ral“一juNda－ru　Nkaio：ru　piN－ma：
あられなかったのであるから　診迎えなさる　　　日は

ja：dlN　zu：si一一tu
　必ず　　　雑炊と

namasi：一tu－si：
　　サシミ　　とで

Nkai　jo：GLta－tu－eo：
迎え　　　なさった　そうな。

江la七3　　U．kuro：r1ユ

また　　鉛送りになる

piN－juN　　　aユ，　so・ruし

　日　も　　そうなさるo
pusuma．
昼間は

ja：diN
必ず

　　リ　　　　　　ロ　　の

zu．s■．
雑炊，

捻amasθ。
さしみを

つ
　
　

i
て
s
し

siki；　　皿un疑So．ru
　供え，　　なになさる。

ure：　aisiN　so：ru　pusuN－dut：
それは　　それでも　なさる　　人が㈹

al－ua．　sO．ru
そんなにも　なさる。

a，■繍Ja・

そうで
araNpuso：
　ない人は

du：一nu　kaQti：　ze：takuni：　Nkisasi：
自分の　　　勝手，　　ぜいたくに　　　召しあがらせ，

jUL：ciNgu聾一ba：　　sukO；rθ：もi：　　Nkisasaニーba：N　　munu
四つ品のごちそうをば　　準備して 召しあがらせても　　　なに

Jaru－nuなんだが，

manama一一nu　ju：一ja：　ariamari：　bu：
今　 の　　世は　　あJt余って　hる

ju：　jaNda：　misanu：i
世であるからよいけれど，

mukase：一一ra　me：
　　　昔から　　　その

sikitari：
　しきたり

jaruN－daこ　　エnθ：　　mata
であるから，　その，　　壕た

du：Nta：　Qfai　pusa：N　arUN－dai・　du：一nu　ma：N　jo：ni
自分もまた　　食べ　　　たくも　　　あるのだから，　自分の　　お・いしh　ように

一25一



ujapusvtlg｝ce：N・一juN　suko：ri　Nkisa．sa－Qti　si：
　　　根先だち　　にも　　作って　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　召し上らせようっと　して，

u且u。
その

hutake：　me：　zu：si：一tu　namasi：一一tu　si：　Nkisasi
二食eg　t　　凌あ，　　雑炊　と　　　サシミ　　と　　で　　召し上らせ，

o・rasu
なさる

　　　　　　　の　　の

s■z］．・

わけ。

M　so：raN－nu
　　　　お・盆　　の

　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　の

cuge．　　工駐e・
次は　　　　　　玄あ，

　　　　　　　　　　　サzu短gu　ja・一Q七i
　　十五夜　　　　　　　　　と

k案器，z弊叢：庸腎

C翻重k愛騨ci哀窯ci： C搬k’c講疑嚇匙t’：k顯鐸

paJa認u　ub朕臓Fe：器1鱗裂k論鰐；野tθ：

a黒蟻をu鶴器uki麟灘一狙a mukase：　nu：si　昔は　　　どんなに

so：Qta－kaja－nare：
なさったのかねえ。

W　inu［K．asel－ra　me：　aibu：　gjo；ze：
　　　　　昔　から　　　まX，　　　　　　　　　　　　　　　　　　そういう　　行事は

g　unumu　・　一一　c　o　．

　同じもの　さ。

　　の　　　　　　　　　ロ

通u’・ru．
みんな。

kawayanu
変わらない。 瀧un都i響u」篇濠鵠虚病「聖旨

（ju：）　junumunu
　　　　同じもの。

ma：N　1〈awvare：　aro：ranu　siNze：　si：
どうも　　変わりは　　あられない。　　信擁は　　　して

。・ru
おられる。

Mk’ｫ㌫憩a；鵬舞，’盤e驚a㌻nu：繍旛総謝：

ure：　subl；
それは　　終尾

jaro：ru－kaja：
であられるのかねえ。

W　ai　jarp：ru　paze：　araN－kaja：　niNzju：　me：　mamuro：ri
　　　　　　　　　　　　　　はずでは　ないかなあ。　　　年中　　　　まあ　　守られ，　　そ’う　であられる
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taburo：re：一ti　ke：ra：
　　　賜わって　　　　みんな

akaka　raz　i：　一N　keNko　：
　　民百姓　　も　　　健康

sukusai
息災

araslml
あらしめ

tabu．ro：re：ti　gi：．Parasi：N　taburo：re：一Qt±：一nu
た綾われて　　　　　　　　　　　　　気張らしめ　　　　　賜われ　　　との

tatuiru・：一ka：　me：
　　たとえるならば　 まあ

ni：Nzu：一nu　huko：rasa一一Qti
　　年中　の　　　　感謝　　　と

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コ　　サ

SU．　　：LM■。

いう　意味

jaro：ru　paze；　araN－kaja：
であられる　はずでは　ないのかねえ。

ba：
私は

niNga±．　1＞uso：
願いをする人では

araNda：
ないので

sikaito：　ime：　wakaranu－nu　airu　jaro：ru
しかとは　　意味は　　わからないがg　　そうで　　あられる

pazz．
はず。

M塔器k撮緊N庭na： kjoNgiN－tiba　nu：NkuiN　Nzasimo：　回書　　とか　　　何んだかんだと　出しものは

so：runu　mukasi－ra：　aibumo：　ario：Qta：
出されるが　　昔から　　　そういうものはあられた銚

W　mukase：一ra
　　　　昔から

　　　り　　　　　　　　の

arO．n・
あられた。

nO：］N　　mukasiニー］ユu　　sikゴ．：一ru　　孤e．　　aru

何も　　　者　　の　　　式をぱ，　まあ，　有る

rコ．・一Ja　　　”tO：saraN一。七i二　　mana皿a－ba：kiN　　　sid．ai
例は　　　倒されないといって　　今　　　までも　　盛大に

　ロ　　の　　　　　　　　　　　　　の

S工。　　O．ru．
して　　澄られる

sizidal
わげだよ。

mukase：　ma；brkN　umuQsa：　aro：re：ru
昔　は　　　　もっと　　　お・もしろく　あられたろう。

mukasi
　昔（の）

puso：一一ja：　me：　du：一nu　siinammp±．　s±：．iru　Qso：Qta一一ti
　　人は　まあ，　自分の　臨言葉（方言）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で（が）　　なされた　と

su　n　u：　m　uk　as　i　一一　nu　so　：r　±　jo　：一　．1’　a：

いうが，昔のなされ方は
babecaN　wakare：　sanu
　私たちも　わかりは　　せぬが，

N：　baNta：　ju：　nare：一ra：　me：
え一，　私たちの　世代に　なってからは　　懐あ，

s±baja：
芝居

kjoNgin一七iわa
狂書とか
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budu．ru．：一一N　　sゴba　Ja．　　buduru：一N
　踊り　も　　　　　芝居　　踊bも

　　　　の　　　　　　コ　　ロ

maza．r■。
　掛り，

皿ukasθ：一ra　　塑e
　　昔　から　　　まあ

su・wa－ru　are　・　so　，ru
強くは（大変でゆありは　　し凌すが・

CN：　mu：Q）　Nzasimunu－gtti：一一site：
（え玉その），　　出しもの　　と　　しては，

me：　umuQsa－N　ari：
まあ，　まS“もしろくも　あり，

ma．nama（：）ju：N－du

　今の　　世　　が
　　　　の孤a8e．
袋しでは

are：
ありは

Eo：re：ru　mukase：
したのであろう。　　昔は

　　　　　ゆai　一・　ba・kθ・一ja・

それほどまでは
aro：raN　bure：rik
あられなかった　であろう。

M　e，：　sima：一ra　a：　s　ima－nu　irfunu　murakjoNgiN－ti　sumo：
　　ええと，　臨から　　　あN，　　島　の　　　この　　　村狂言．　　と　　　いうものは

mukasi：一ra　aro：QtaN
　　昔から　　　　あられたか。

W　Qsanu　unu　mamido：ma：一Qtu：
　　　知らぬ。　その　　マミト㌧マー　　と

nu：　Qturu　　工ne；
何　とが　　　もう，

エ【ユu．rakjoNgゴ．N一⊆記t；i：

　　村狂言　　　といって
aro：Qta－kaja：　me：
あられたのかねえ，　　寮あ

a－tiNga：raNbaN
見当がつかないさ。

me：　mamido：ma
まあ，　　マミドーマー pl：cxrrg　Me一つが（ぞ）　　　　　　　　　まあ， 贈零面罵u爆ガ‘a

hukaN　mo：　atiNga：raN－sa：
外の　　ものは　　見当つかない　さo

M　unu　pira
　　　その　　ビラ

tu．ka　　孤ata：　　凪e：

とか　　 また，　まあ
paru　su：bu：．　tuka；一ti
　畑　勝：負（くらr”〈）　とか，という，

abumo：　ario：rl
：そういうものは　あられて

（bur6：Q）　mukase：　so：QtaN　abucamo：
（詐あやまり）昔は　　　　なされ蓑したカbああいうものは）

W　muk．　ase　．：　一ra　arSQ：cr　t：一gera：
　　　　　昔から　　　　　　　　　　　　　　　　あられるさ。

憩uk：asθニーra　　a，r■O・ru．一JO．
　　昔から　　　　　あられたよ。

ure：　mukase：一ra－nu　narai　naraiki：
それは。　　　昔　からの　　　　翌い　　　㈲習い来て

　　ゆ
mu。ru
みんな
sidai　sidai
しだいしだいに

si：ki：ru：　manama：一ki－N　s±；o：ru
して来て（ぞ）　　今寮で　も　　　して訟られる。

kaite：
かえって，

皿ana孤a－N
今　　の
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juニーN　　PUSO・　wakaraN－」○：
　　　　　　　　　　　わからないんだよ。世の　　　人は

ure：　Nme：ma：　mukasX－nu
それは，　　少し　　　　　昔　　　の

k．aCL　ta　：　mu　k．a　si－nu　pu　sultfke　：一ra　g’　uz　iri　：．　juz　±ri：　s　i：　一一ru

方々，　　　　昔　　の　　　人々　　から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆずb（受け）ゆずり（受け）　して（ぞ）カ㍉

nara：se；tl：
　　習わせて，

simio：ruN－da：
させられるんだよ。

unu　ptra－tl　sumo：
あの　　ビラ　と　　いうものは。

M甥kユ籍繍fnu　s誌禦らka’
zuNsiLgiliCslk niNgai tanaduT　12　一一ti

　　種取りと

ku．：一nu　　u漁u　　tana（1uru：　　ure。　　nu．sユ。　　s↓．
来るんだが　その　　種取り，　　それは　どのようにしてして

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　の

。・Q♪七a－kaja・
澄られたのだろうか

nare．
ねえ。

W　tanaduro：　me：　maidani－ba：
　　　　種取りは　　　まあ　　　二種　　を

皿u七〇．ri
持たれて
　　　　　’

　paN　ta　一一na　：　muto　：　ri

南方（西表島）に持って行か；欺：

ka：ra－na：　muto：ri　siki：　suko：re：ti　naNka：　tuQka－na：
　　川　　に　持っていかれて　（水に）つけ，　　齢かれて　　　七日げづ）　十Hずつ，

naNka　一一　na　：

　七日ずつ
SU］ζ○：q》ta一七i　　8工七a　　kajame：
つけられた　と　いった　のかねえ。

slclnlcz－na．
七日ずつ

siki：一Qti：
つけてして，

聾zasi
出して

　や　　　　　　ロ

○・r■
こられて

Qsimi：
　　積み

s±ke：ti
お・hて

pu：makasi：
ほめかして
（熱を電たせて）

unu
その

　り　　　　　　　　　　　　　ゆ

a■一na．
問　に

na：Qso：
苗代は

kusa．i　　Q：re二七i　　ta，naduru　　 SU二
こさえ　　k“かれて，　　種取り　　する

P」U・ru－nu　kuNkeN一一ba二ki－na：
　　　　　　　　　　　　来るとき蜜でには吉β（日より）が

工ae二　　tane：　　工narase。t；■．
2あ，　種子は　　産まらせて（発芽させて）

tanaduru：N　piN－ma：　me；　maburo：ri　na：gsu　Ka：zi：
　　種取りの　　　日には　　　まあ　　守り澄られてて，　苗代の　　轍）ごとごと，

huNkiru　ka：zi一一na：　me：　maburi：
区切りの　　　ことに　　　　黛あ，　　fO“守b

o：re：ti：　maburo：re－nu
澄られて，　　守られたところの

mai　dane：　me：　N：　na：Qsu：
　米の種子は　　まあ，　ええ，　　苗代

ka：zi：　huM〈iru　ka；zi：
ごとに　　　区切りの　　ことに
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　　　　（注47）

masikazi：
　田　ごとに

孤adu　　kid斌：
　　すき間

arasirni　tabo：ro：ra：N　suku：N
あらしめ　　賜はることのない　　　ように

±N7nu　ki：　maja－nu　ki：ni　kuirasiml：
犬の　　　毛，　　猫　の　　　毛に　　越えまさらしめ

tabo：rare：C±
賜われて

lbiz±buN　turizibuN－ma；
植えるころ，苗取りのころには

kimupiki　inipiki　　sxm：し
　　ねたみ　　　そねみ　　　させ

tabo：raN　suko：
　賜らぬ　　　よう，

pikinai　simi　tabo：ri　Ci：
長く伸び　　させ　　　賜われって

tabaru
霞原の

ka：cr．i　maslka：ze：　ibisiml　tabo：ri－Qtl：　si：　nlgai
数ごと　　　田の数ごとに　　植えしめ　　　　賜れ　　　と　　いって　　願い

麗器。pu雄弁u畠tan繊「u房u　n隷鷺i譜：

M　unu　tanaduru－N　pi｝一ma：
　　その　　　種取　　の　　臼には

na；（記SU．：　　N：　　］ユa：GしSU－na：

　苗代　　　え一と　　苗代　　に
nai
苗を

uraso：ru　piN一一ma：　midui，n・uNke：一ja　uiana：　o：ru　kuto：
澄うされ　　ときには　　　女の：方たちは　　　そこへは　いかれる　ことは

naraN　cusu：　a±bu：　mo：　aro：ruN
出来ない　という　　そういうことは　あられますか。

W　a：i　aibu｝〈uto：ja　na：nu－nu　ta：ja：
　　いや　　　そんなこと　は　　ない　が　　　田

（ja：）　］；）しLsuN　　　sユ．1］ユa

は，　よその　　　島の

puso・一3a・
　人は

S■憩a　　｝；）■・C・噛na・

島　　　　一つに
ta：一ja　aro：ruN－da：　mu：ru
　　田は　　あられるのだから　　みんな

midumlユ　　bikidumu　　O：re：ti　　SQ＝ruNpaz工：：　daニーnu　　pa　tu皿a
女男（ともに） 行かれて なさるはず だろうが　　　鳩聞

pusu一一t±　site：　me：　bil〈idumuN一一du：　o：ri　ta：ja：
　入と　してはまあ，　 男　が　行かれて田は

sukuro：ru
作られる。

mrdumo：　ai　palta：　o：rajuN－da－ru
　　女は　そんなにはへ晒表臨）へは，行かれないわけだから，
　　　　　　　　　　　南方

魚idUlnO：　　Qsa封
　女は　　　知らない。

GLso：raN　bure：ru　o：raNti：　su：
お・わかbで　なかったのであろう。行かれないと　いう

，lt：
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k二UL七〇：一ja，　　na：N－jo：

　　ことは　　　　ないよ。
manama－N　ju：一ja：　me：　mu：ru
　今　　の　　世　　ts　t　まあ　　みんな

pari　＄ibaN
　行　くよ。

感心昆uN濡そ （tani［］　a／　tanaduro　：

　　　　　　　　種取bは
ジ濡
て
一
し
S

O・r媒轍QcQ
いらっしゃるんだよ。

M　gnu　ta　n．　a一　一d．　uru　so　：．　ru　pt　N－paa；

その　　　種取 なさる　　ときは， 鬼継蝋曙鍮Nそ撚

so：ruN一・kaja：
なさるかねえ。

　　　　Wha：na：Qsu－nu
　　あらまあ　　苗代の
　　　伏変）。

薪謙窪即

応緑そni蕃繋i麗読；

dai±c±：
ng一一一（だ）

　　　　　　o

na　：Qsu　一一na　：

　　苗代に

p釦?鴇翠『誌u轟紐n8r＆ai£蕊詫り

Qsi：ti：　uN－daru　patuma：一ja　o：ru－da：　tanaduruL　ta．ne：
　して　　それから儲）が　　塁間へは　　　行かれるのだよ。　種取り　　　種子を

maburo：ru－ka：
　守られる　　と。

M　unu：　na：Qsu　sukuri：　ta：一nu　・aro：na：　so：ri：　mai
　　　その　　　苗代を　　作り　　　　田　の　　荒うち（を）　なされ，　米を

ibO：ruN1〈eN　Urθ：　9コu遡u．sma・
植えられるまで　それは　どれくらいずつ

ta：　so：Qta一一kaja－nare：
田うちを　　なされたのかねえ。

W　ta：一一ja：　me：　maihuna：
　　　　田　は，　まあ，　　働きもの

jaro：ru　puso：　me：
であられる　入は，　まあ

頸・）gudu
（謁やまり）五度，

guturna：
五度ずつ，

nanatu－na：一ba：ki　so：gLtaN－euwa：
七度ぐらい　　玄で（も）　　なされたという

araN　一一　no　：

ではないの。

　N：　pirasuka
ええと，　怠け者

　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　の

　Jarumo・　　斑e。
であられる人は，まあ，

aro：na　lr｝ato：na　si：ti：N
荒うち　　　懐たうち　　しても

saMu　bakaN－na：
三度　　　　ぐらいで

ibiru　　PULSU・一N　　bししri　　pata，raki　da：
植える　　　人も　　居り，　よく働き
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arO。ru
なさる

　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

PUSO。　　me・
人は，　まあ，

gutu－na：
五度ずつも

（nanaop　siciQkai－ba：ke：
（七）　　　七回までは

　ロ　　　　　　　　　の　　　

sユ：一tユ・

やって
ibo：Qta－Qtu；
　植えられたという。

鍛甥：え翼七ana翻げu　c鍛： me：　s　ima－nuまあ，　　島の
gjo．：ziQ一一ti；
　　行事　　　　　　　と

si七e：
しては

s　imaQsaru－Qti：　b’　u：　munu　（o　：）
　　島シサル　　って　　hう　　　ものが

aro．ru－na　me・
　あられるねえ。もう

urθ・　　nu．・Sユ．rUL　　SO；⊂ミ，七a一｝laja：’nare；

それは　どのようにして，　なされたのかねえ。

W　simaQsaro：一ja：
　　　　島　スサル　　は m諮嘉k’繋8’k’謬n縮一q茎’畷

ure．　　遊e：
それは　もう

玉）ユ・。rO・一Ja・

　　昼　　　は
iso：pa：re：一一ba　simS：
イソパーレーを　　　させて

jarabiNke：一ba　acami　paurazarai一一ba　si：
　子供　たちを（ぱ）　　　　　　　　　　　　　　集め，　　　村さらえを　　して

su．ru－nu
　　夜　に

naru－ka：
なったら

ju：to：　pa：re：一Qti　＄i：　baka：m．uNke：一ba：ki
ユートー　パーレー　と　　いって　　　　若者たちまで

　　　　　のNzasi。
出して

mu：ru　murasarai　sirni　o：riQ，ti：
みんな　　村さらえを　　　させ　　　なされて，

簸a・ca噂nu，
　　翌Bの

ptN－ma：
　日には

me：　pama：
もう　　浜に

sibina：z±na：　nai
　シメ縄　　　を　　なって

　　の
阻u。ru
みんな
uridaci
お・り立ち（入り口）

uridaci－na：
澄り立ちに：．

sibina：zina：　nai　pikiPi：
　シメ縄　　を　　　なって　　引（き）hて

　　　　　　　じpama－na・
　浜　へ

。；rl．
行かれて

hune：
：舟を
謄：｝擢霧響説： Qfa，imuno　：

食い物を
r．．g．k．　o．：ri　gu．s．lpapa：

　　　　　　　グン（回田ナをサ柱隠準備され

siki　muto：r±　unu　panasiki一一nu　kaN－ni：
っけ（供え）　澄かれて，　その　　　流行病　の　　　神に

patuma－nu
　　鳩問の

s］．狐a・

島は
sユ狙a脚nU　　gu皿a‘・nu
　　　　　　　　　小さくて島が

　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　wa・　　agar■
あなたが　上って

ku　：　一一　baN　patuma－N
来ても　　　　　野間の
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sima－na：一te：　suzukaraN－ba：　ka：ma　nisinu　ho：na
　　島に（は）翻ハては，続けられないので，　　はるか　　北の　　　　方に

iNdo．s　4n｝a－geti　s　i：　」’u：hnkunu
インド島と　　　　いって　　裕福　の

s1一工na輸nu．　ari一・ba．　　una：
　島　が　あるので，そこ（で）へ

　　　のO：re・ti
行かれて

奪易謙：壁鷺濃裸譲豊鵡是窃王号に（るi搬こて

　raso：Qta縁　って）行かされた
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　

CUSU．wa，・鱒nu・
という（ではないの』〉そう窩

hune：一ra　me：　hune：
　　舟から　　もう　　舟は

髄慧鶴て）r竃よう謬蜜謬n糊’
　　　　　　　　　（e

轟pa號裾i揚u場齪■

sO：ru－tu：一（lti　si：　u，biru　aro：rU　血：　i：　sima〔lsaru－nu
なされるのだといりて　して　　それだけがあられるんでしょう。ええと，　島スサル　　の

●
　
■　
　
O

謳
は
レ繍n
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2 昔 話

話　手（W）

聞き手（M）

加治工

加治工

モウシ

真市

その1 SSdimizi　一一　nu panas1

Wmukasi；七iルnu　kamisama－nu　gazahuke：一ba：Qsikai
　　　　　昔　　天の　 神様　が　 ひばり　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使って

・
工
　
，r
り
U
降

雛
てU
っ

皿
も

8
a

脳
ヵ
を

　
溢

　
．
工
水

　
m
で

祖
す

　
飢 P難瀧n驚逢鶏「i：庸泥ia器壱●

sidiNga：rasimiri－Gtt±：
すで変わらしめよって

　サ　　の
多工・

醤って
sikai　uraso：Qta：
使い　　　　降ろされたら，

gadzahuke：一ja：　mize：　muti　uriki：　micinaka：
　　ひばり　　　は　　水を　　　もって　降釦来て　　　途中まで

k：u．翼｝ζeN一辺a

来るときに
taisi　一一nu：

イチゴが

（u　：）・　sika　itu

　　　　たんと

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　ロ

皿e●　　nar↓。
もう　　みのって

u：mi－be：ti　uri－ba　buri　QfuN一一ti　si：　ma：r±　a：ki
うれているので　それを　　　折動　　食べようと　して　　まわb　歩いて

uri一一ba　buri　Qfaiti　kuNkeN－ma
それを　　折って　　食べて　　　来るときに

pabu－nu　ki：　unu
ハブが　　　来て　　その

mxze．
水を

kuP．qsi　．4．m；n．a’tN一）e：ti　uthr．e：N　me．：　rp．　ut　i　gi：
こぼし　　浴びてしまったので それを もう　持って　hって

niNg．iNm．ari　amasi　muN　na：N－be：ti
人間（生れ）に　　　浴びせるものが　　ないので

siminu　saki
　爪の　　　先き
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saki－na：　．mutigi；　aN　amase：ti
旧きに　　　　　　　　もって行って，ええ，　　浴びせて，

醗a江しe。τu　　u，bi一臼i：

　ぬった　　　分だげで，

：pusu－nu　　tよ・一nlユ　　s　i皿i　・一　nu　　8ake
人問の　　　　牛の　　　　爪　　の　　先きは

蹉…鍬。：撮：ti’：粟1：暖も：

s臆え淫ti曽；｝u血囎si　pa晶蹟e：二三笈観二三huke註」a：

宰器t㌣努a：幡暑i響野錦蓼最：P慧暴ひua場篇毛i葡「u
　　　　　　科

（s±kai：）　pusu－nu　sukaumuno
（使い）　　　人の　　　　　使、うのも

tudu．k：asa豆1u七i
届かさないで

　ai　a：ki一一ba：
そんなに　く遊んで）

　　　　　あるくので

ええ，その
n．：　u．nut　ty．Nga：一QCi

科といって
paN－ina　：

　足は
slmlyarl．
しめられ

tabarari
束ねられ

Q’soQta－ju：
なされたののか，

unu　paNrma：　me：　unu　gadz4huke：一一nu
　　　　　　　　　　　　　　　　　その　　　ひばb　　　のその　　　足は　　　もう

paN－ma：　me：　ubiQciN－ka：ni　aru－ti　si：
足は　もうあれぼっちしか　 ないといって

gadz．ahuke：一ja：
　　　　　　　　　　はひばり

aibu　janakutu：
そんな　　　悪事　　を

se：七i－ru　　 paN一工na：
　したので　　　　足は

ubiQciN　一ka：ni
それぼっち　　だけ

aru－ti－da：一Qti　si：　mukasi
　　しかないんだ　　といってレて，　昔

　　　　　　の
paqase・
　話は

s±kaso：Qta
　聞かされたよ。

その∬〔pi：αama〕〈火霊〉の話

W　unu　panase：一ja　jarabi－nu　amanu　ju：ru　ju：naki
　　　その　　　話　　は　　童（子供）が　　あまりに　　夜　　　夜泣き

si：Ndu．：　　UJa－nu　　皿e・　　unu　　Qfa：　　皿inaka：　　Nzasi：
するので　　　親が　　　もう　その　　子供を　外（庭）に　　出して

sike；ti　jactu：
　お・いて　　　　戸

jadu一一ba　huiti：　una：
　戸　を　　　しめて　　自分は

jukui　o：ri
寝て　　訟られζ
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bure：N
いた

　の　　　　　　　　　り

9エsa・一nu
そうだが

unu　Qfa：　me：
その　子供は，屯う

七iN一（叉a：

　天から
gaQk．u　：b　a

カギ伽き）を

降ろし，
qra．si　tiN　gak；　nu．：si：

天へ ひっかけてのせ，
tibl－na：
天　に

　　サ　　　　　　　　　　の　　　　　　り　　の

sa・rO．r工・
つれていかれて

p±Nzirasi：
化物に化かせ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　ひ

u．rθ●　　nas■・

　それになし
kare：　nasi：
　あれになし

pi頁ziri皿uno：
　化物　　　に

の
　
　践望 me：　s　ika　i
もう　　使レ㍉

tusi　nasi
トイシに：なし，

〈tlda）　tuse－ja　tida－na　pusiti
（太陽）トイシ　は　　　　　　　　　　　　　　太陽に：　　　ほして s謝● pi・一nu

　火の

Nz±ru　suku：
出る　　　ほどに

unu　ticta－na　pus±：
その　　　太陽に　　　ほし，

ka七ana－ba　　’もuro．n
　　刃　　　を　　とってこられて

滋■ze・
水は

kakvL：N－to：si　karatu±一ba
かけないで　　　　　　　からとぎを

●
　
O鉱
レ
繋厚謝3きも
　　　　　　　　　じ）に

nasx．
なし

SU二nabi－N　　naka・
風なべの　　　　中に

tataQkumi：　si：　me：
たたき込み　　　したb，もう，

］ru　wu．
　いろいろに

piNzirasi：　me：
　　化せて　　　もう

sikai　　通u．RU一わa
使い　　　もの　を

　　　（注49）

sl・　Ja・
したり，ひどい

as±kai－ba
　扱いをぱ

O
　
O農 jo：ri一一ti－ru　ato：　me：
　　澄られて，　　　あとはもう

pi．　：　dama　：

　火霊に

　　　　　　の
籍as：L・
なして

（vtra）　tiNra
　　　　　天から

uurasi：　wa：
降ろし，　君の

uこlanu　　ja：一一ba　　gi；　　こjak＝t七i　　k：UL；一七i

親の　　　家を，　行って　焼いて　　　　こいと

　　の　　の
＿＿S■・

’薔りて

sikai　ura．so：Qta：　uriki：
使い　　　降ろされたら，　降ちて来て

be　：　nuN　一．du：

　　居いるが，

　ほ　　　　　の

UJa・
親は
me：　unu：
もう　　その

daﾃ鴉’：「～a　8毛：器： コa・一nu
　　家の

　　ゆ
鶏a，ra－nu
　懐わりの

so：zi：kaki：
　　掃除を

unubuN　si：　o：rvL－juLNda：
あれだげ　　やって　　蔚られるので，

jaku　kaユtlユーnLu　　】〔ユaraコ国「一bθ：ti

焼く　事が　　　　出来ないでhるので，

me：　kamaci－N　kusina：
もう　　かまどの　　　　後に

huc　i　akibu：
　口の開いている

miNsubu－nuL　aribe：一ti
　壷　　　が　　　あるので

unu　miNsubu－nuL　naka一一na：
その　　　壷　　　の　　　中　　に

kumari　be：一ti：
かくれて　　いて

u．r工｝ra．
　それから
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miNkakirari：
　　見つけられ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　の　　　　　　　　　の

u∂a－nu　　m二L・na・
親の　　　建に

arawari：　Nziki：
　現われ　　　出て来，

uja餌一篇a：ni
　　親　に

tanam±：　una：　me：
　　頼み　　　自分は　　もう
　　　　　t

kaNkaN一一si：　tiN一一na：
かくかくしかじかで　　　天　に

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ワ　　の

nu，s■rarユー．
　のせられ

jana　asikai　siraribuN－ma：
ひどい扱いを　　　　される．だけは

slrari－ti一一ru
　　されて，

kuNdo：　wa：　ja：一ba　jakiti　ku：一Xi　sl：　sikai
今度は　あなたの　　家を　　　焼いて　　　来いと　　いって　　使い

uraso：Qta，　una：　ki：
降されたので　自分は　　来て

be：一nu　me：
居るが，　もう，

jakaraN
焼かれない。

teN　nu：ru　kutu一一N　n．araNta　sik±N－nu　tura－nu　pa：
天へ　　昇る　　　ことも　　出来ないので　あり繁すので，　　トラの　　　方の

　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

s工nu－na・
　角　に

3a・ma・
小屋を

sukuriti：　uN－na：　pi：一ba　siki：
　作って　　　　それに　　火を　　　　つけて

jaki：　Qfo：ri
　焼いて下さい。

asi　unu　kibo：si　si：　una：
そして　　その　　　煙　　　　で　　自分は

’tiN　nu：ri－ba：一ti　si：　aziki：ru　ja：ma：
　　天へ昇るから　　と　　して　　言うたので，　小屋を

sukuri：
作って

pi：sil〈iti　uri－nu　ui　uri－nu　kibo：sj．：一si：　tiN
　　火をつけて　　それの　　上，　　それの　　　煙　でして　　　　天へ

nu：so：Qta－Qtu：一一Qtl　si：　mukasi　panase：
昇せられたと言うって　　　　して　　昔　　　　　話は

sikaso：Qtaru
聞かされたのだよ。
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その璽〔ka：raja：nu　tura：ma〕〈すX“め〉の話

W　ka：raja：一nu
　　　　瓦屋　　　の

（turo：　J’a　：）　tura：ma：一ja；

　（鳥は）　　小鳥（スズメ）は
ujakn：ko：一na　munu
　　親孝行な　　　　　もの。

k二abure＝一ja：
　　ふくろう　は

ujahuko：一na　mu：
　　　親不孝な　　　もの

jare：t±：
であるので

ka：ra　3　a：一mu
　スズメは

tura：ma：一ja：　uj’a－nu　bjo：kLi　so：GLta：　ujanu　bjq：ki
　　　それは，　　　　親が　　　　病気　　　なさったので　親の　　　病気を

naytsi　o：rasuN－ti：　pusu－nu　nu：nu：　si：　k；．so：ru　1）ima：
な診して　さしあげようとして　　他人が　　　布を　　織って　　着られる　　ひまは

uja一一nu　ko：一ba　・si：　kabure：一ja：（一ja：）
親の　　　　孝行を　　して，　ふくろうは　　それは

zeitakuni　a：ki
ぜいたくに　してあるいて，

uja－nu　o：rumu：　nu：一el－bl　Qsanu　me：
親が　　　於られることも，　　何とも　　知らずに　もう

du：一nu
自分の

kiNpadarka：ni　piQkara．si：
　　着物だけ　　　　　　ひからせて

icukiN－ba：
　絹織物を

kisi二　a：k：ゴ．

　　着てあるき

u．jahuko：一nu
　　親　不幸な

互1u・

出G
jare：ti：　uja：
であったので，　親は

ka：raコa：毒nu
　　．スズメ

tura：ma：一ne：　wa：　ujako：ko：
　　　　には　　　　論まえは，　親孝行

jaQta　siklN－dix　me：．
であった　わけだからi　もう

ka：ra　ja：一nu　Q，sa：N－na：
　　　瓦　屋の　　　（軒）下に

be：ti：
　　居て

jucikuni　mqn．o；　Qx“ai
　裕福に　　　もφば　　食べ

k：i聾一辺a：帽ja，：

　　　着物　は
七i：一si：
手　で

kisu
（織って）

着る

pima：　na：Nta　s±kiN－nu
ひまは　　なhので　　あるから

kasitaku．N－ma
かぜ糸の束を

nubi－na，　：

首　　に
pake：ti　ka：raja：一nu
　はいて　　　瓦　　　屋　の

Qsa：N－na：
　　軒下に：

be：ti　jucikuni　Qfai
居て　　　　裕富に　　　食べよ。
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kabure　：　一一jo　：　一ja’：

ふくろう　へ　　は

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

Ja孤a一籍a・
　山　　に

a：ki　sakabara；　ui　riari
居て　　さかさまに　　　　なって

be；ti　ki：一nu　naru－ba：
いて，　　木の　　　　爽を

hy，ziri　Qfai－Qti　si：　uja：　ai
捜して　　食べよと　　いって親は　そう

i，　gLo　N

遺蕎を　　　　　なされたので，
so：．re：ti－ru　kabure：一ja，：

ふくろう　は
ki：一na：　ki：　Qsa：ru
木に来てぶらさがる

puso．
ときは

sakabara：　ui　narl　huQsa：ri　bu：一一ti　si：　raukasi
　さかさまに：　　　なって　ぶらさがって　いると　　いって　　昔

panase．
話　は

sikaso：Qta：　一　N・
聞かされた　　　　よ。
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3　鳩間島の漁業について

話　者（1）

聞き手（S）

加治工　　伊　佐

加治工　真　市

S　e：　patuma－nu：
　　え㍉　　鳩問　の

　　　　（注50）

goqgDo・nu
漁業　　の

　　　　　り　　のpaロa，s■・
話（を）

　i：　sikasi
信って）　聞かして

Qfo：ri：一mi：
　ください　な。

Ig?。場upa響si望ε犠：
惚
は辞鰯

　
S

．　p　g　：・　6　i．N　一d　a　：　．s　i　：

帆船から　　　　　　　　　　して

。：riti：　pu：siN－da
於らして　　　帆船　　から また　行って

　　　（時がたって）

ta：　．gi：　kik．a．．；．q“i’Nrnu

機械船　が

）52

S注肥
（
z
め

㎞
初

sukuro：Qta：　baso：
　造られた　　　　時は

pusu：一N　mu：
　人　　も　　皆

pu　：　s．iN－ma　：

　　　　　　は　　親船

（注55）

go；qo：
合同

　　　のsiti．
して

jami－ti：　iNta：　aNta．一一N
やめて，　西（村）　東（村）の

　　　　　　　（注54）
　　　　　ロ　　　　　　　　　ゆ

unu　　nユ90・一nu
その　　二号　の

kacusiN－cu
鰹船 と

　　　　　　　　　　（注55）

SU，皿Q：　kumiai一わa
いうものは，　組合を

sukuriti：　unu：　si：　o：ri：
　作って　　　その　やって　S5“られ

bure；冠一・（la二

たのだから

（注56）

sono．
その

（sono　：） ato；　me：　o：riti　ta：
後は　　もう　　時がたって　また

kunu：　kumiai－nu　mu：ru：　na：
この　　　　組合　　が　　みんな　　各自

　　の　　　　　　　　　　

me■】籔e．

めいめい

（注57）
kaisaN
解散

siti
して

meimei一一nu：　huni－ba　sukuri：　iNta　aNta；
　　各自の　　　船を　　 造って　 西術）東（村）

　　リ　　　　　　　ハ

皿u．ru．。

　皆
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me　lme．
各自

hu且e：
船は
sukuriXi　ta：
　造って，　　また

（注58）

saNzo：
三三，

joNso：
四艘

・。

ﾍ
㎞
船

sukuri　o：re：一na：
造って　　訟られたろうな。

憩exme・鴨エユu
各自　　の

sidainl：
　　次第に

～　　（注59）
（ka／　kabu
　　　　　　株

　狙e　　　ur■nu。
もう　　それが

sosiki　siti：
組織（を）　して

り
傷
三
品
（
－
e
哉

　
S
一

：
一
飛
え

sukuri　o：rlti：
作って　　診られて，

CコU・一一鍛a・

　　中には

（na　：） me：
もう

（注61）

t笑縫θ．一　Jlt’総二 kaisaN　＄o：ru　pusu：一N　o：ri：　N：
　解散　　　される　　　人　　も　　訟られ，

s糊潔；畏：

：
ら

・。讃
た
θ
れr
ら

創
診

。：riti　ta：　kaisaN　so：re：
論られて　　壊た，　解散　　　された

（注62）

zuQto
ずっと

　　　（注65）
七〇：Sitθ：

　通して

辺θ：

もう，

pusu：一N
　入も

　　　　　　（注64）

saikiN－ba：ki：
　　最近までは

　　　　　　　（注65）

nakaibutsaN－nu：　si：
　　仲伊｝部さんが　　　　やって

且ar：L・

なって

nakaibusaN－juN　siNka－nu　isika：
　仲β｝部さん　　も　　乗組員が　　　　少く

bura：N一一be：ti：　kuNdo：　me：
　　hないので　　　　　今慶は　　もう

　　　（注67）

ge亙豆zai－ja
　現在　　は

me・　sl．　o．ru
もう，やって　診られる

コ　　　　　　

JO・n■
ように

　　（注66）

isigaki：一na：
　　石垣　　に

nari　bu：
なって　　居る

O；rl；
行かれて

S工Z］一・輔 X3a・
　　わけさ

me：
ねえ。

S　unu　kacusiN－nu　mai－ja：
　　　その　　　鰹船　の　　　前　は

　　　　　　　　　　　　（注68）

sinakakija：一N一一do：re：
　追い込み漁　　　　など

patuma－nu　sima－nu　izutuy±　siguto：　urel
此間　　の　　　昆　の 魚取り　　　仕事は　　　それは

　　コ　　　　　　ロ　ゆ

nu，．sユ．伽欄ru

どのようにして，

si：　o：Qta　一一　kaja：一　nare：
やって　於られた　　のだろうか　ね。 （それは）。

1　　鷺nu，　uNnUt　　皿a；ra：
　　その　　その　　　頃は

わa－N　　jaraわi：
私も　　童（子供）で

．jaruN－da．：　si！（aiQ“o：
あったんだから，　　　　　　　　　　　　しかとは
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wal．．aranu－nu　slnal〈al〈ija：
　わからないが　　　追い込み漁を

sj，：　　Q：（丸七a：一七U．：一七i　　SU：

して　　澄られたそうだ　と　　いう

panqsi：一N　siki：一N　si：tl：　unu　sinakakija：一ba：　mata：
　　話　　　も　　聞きも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，　　その　　追い込み漁をば　　　　　また

ure：一ja：　uwa：ri－te：一ra－ru：
それは　　　　　終ってからが（ぞ）

懐器uka顯謁酢皿a：轟晶翼儲

da：一ru　　hazi通ま：
が㊨　　　始めに

si：　o：re：　juNi　一da：
して　　澄られた　　のだから

㎝
を蹴

SO：Q七aN　　kθ翼噴na：
（もち）なさった　ときは，

iN七a：
　西

aNta：“nu　huni：一N
　　東　の　　　船　　も

（a　：）

sukuri：
造b

ure．一ra．
それから

Q：ri七i：　　mθユme．　　kabu　　 SUkuri七i：　　si：　　o：ri：七i：
なさって　　各自　　　株を　　作って　　　やって　語られて，

mo：ki　Nzasiti：　mata：　a：　ma：biN
もうけ　　　出して，　　また　　（あ→　もっと

（注69）

koziN
　個人

koziN－juN　ta：　uikanake－nu　acja　ta：一N　sa：so：ri
個入　　をも　また，　上兼久（浦回）の　澄父さんたちも　　　船を造られ，

nakasike－nu　pusu－N
　仲底　　　の　　　人　　も

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ロ

Ba・SO．r↓●
　船を作られ

pu：siN－lna：
　　帆船　は

joNso：　buri
　四艘　　侮ど）

bure：N一一da：　vLbi：一si：
1’

盾ﾁたのだから，　それだけで
8程競。： si：　o：Qta－nu　ubi

して　　　居られたが　それだけ

ka：ni：一N　araN
だけでも　　ない。

皿ata；
また

junoN－da：一N　saNzu：
　与那国からも　　　　三艘

bul〈ara－na：　ku：gLCaN－jo：
　ほどずつ，　　　　　来たよ。

patuma－na：
　鳩問一　に

nanaSO：一ba：ke：　（kacu）PU二siN－ma：
　七艘　　までは　　　　（書いあやまb）　帆船は

so：re：N
　なされた

pas　uL　：　一N　aCe　taN

　　時　も　　あった。
junoN－da：一一N　q．aNzu：一bukara－na：
　与那国からも　　　三二　　ほど　　ずつ

ki：bure：N－da：一jo：
　来てま勅たのだからねえ。

asiti：　　ku皿a：　　ma】v．　ta：

そして　　　ここ，　前の方，
　　　　　　　　　五lainaN一廻a．
　　前並みは
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七aige：
大概は，

nalJa．
　　納屋

　　　　　　　　　　　　　

mu・ru。
みんな

　
　
　
■

）
：蟹（○

さ

　
　
s
な

　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　

na＝1Ja・一コO・
　納屋だよ。

kuma：
ここ

be：一na：一一juN
我が家　　に屯

kvtsike：一na：一juN　irakazake：一na：一jurv
　　小底の家にも　　　　　　西加治工の家にも

　　　　　　　　　ロ　　の

so。rユ・
なさって

tumuse：一一na：一juN
　　宮良家にも

の
　
　
　
　
　
コ

ー
てr
つ
Q
さ
s
な

kunu　irakamke－nu
この　　　　蓉加治エの

aNea－nu　umalif－juN　muru：
　東の方の　そこにも　　みんな

（注71）

sei2ゆba：
製造　　場

　jare：N－da：　ai－ru：
であったのだから，そんなに（iOS）

si：　o：Qta－nu　uro：　pu：＄iN－da　s±：
して　　凄られたが　　それは，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆船から　　　して

。：riti：　mema：　ta：
teられて　　少し　　2た

mo：kirari　ta：一ru　ta：　unu：　k“〈ais±N－ma：　ina）　na：　meime：
　もうけられたから（ぞ）　また，　その　　　機械船　　　　は　　　　　各　自，

kumiai－si：　ta：
　組合　で　　　また

sa；so：ri：　bure：ru
造られて　　　　誇られたろう◎

kikaisiN－nu　hazimare：一ja：　me：　muN－na：
　機械船　の　　　始まbは　　　　　　もう　なんだなあ一t

pusunu　・
　人が

so：gUtaN　keN－ma：
なさった　　　時　は

pu：siN－ma：
　　帆船　　は

　コ　　　　　　　　　　

n：LgO・一nu
　二号の

（注72）
り　　　　　　の　　　　　　り

：LC工O．

一応

jami　ti－ru：　ta：　kunu　kikaisiN－ma：
　やめて（ぞ）　　　また，　この　　　機械船　　は

kabu一一si：　srk：
株　　で　　やって

。：Qta－nu－ru　mata　ure：　N：　mo：ki：一N　si：
　　　繭られたが　　褒た　　それは　’t　一，　　もうけも　　して

。：GLtaN－dma
　　＄・られたが，

ta：　mata　ka，bo：
また，　また，　　　株は

kaisaN　siti：　mata：　meime：
解散　　　　して，　　また　　　各自

iNta：
　西，

aNta：
東

CNdul koz±N－si：
個人　　で

so：ru　pusu：一N　o：ri：
なさる　　人　　も　　居られ

kikaisiN－nu
　　機械船　の

　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　

hazi辺ari．一N
　　始唆りも

me：　sigo．s．o：．一bukara：
　　　　　四，五艘ぐらいはまあ，

buributa－jol
　　居たよ。
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uikanake－N　pusn：N　so：ri：
上兼久舗崎）の　人も　なされ，

　　　　（注75）

　　　　り
聖窮鱒nu pusul－tiN人（と）も

n■9Q・一nしし　PU．SU－ti聾

　二号の　 入（とて）も
　　　　　　　の　　　

○．r↓・
居られ，
maituze：一nu　pusu：一N
前通事　　の　　　　人　も

　　コ　　じ
Or：L．
居られ，

il“ta．na：一ja：
　　茜村では

ba．　Nta：　N：　gjohuku　．m　a　ru　一一　ti
　　　　　　　え一，　　　漁福丸　と僕等

　si：
しへって，

baN．　ta：

僕等㈱き手を
　　電工な④

kabuba：
株を

sukuri：　hac±mei　（si：）
作って　　　　　八名の

siNka－iof’i：　kabu：
組員で　株（を）

sukur　i：一t±；
　　作って

si；　　狐ata；
して，　　袋た

zu：CLtu　iNta－nu
ずっと　　醤（村）の・

　　　　　（注74）

1〈edas±ro－nu
　　慶田城　の

zi：saN　ta－N：　maCa：　kabu　sosiki：
　じいさんたちも　　また　　　　株　　組織

si七i：　　U－ca聾　　ta：　　Si：
して　　　あの方たちもまた　　やって

Q：qta－nu　gUSU－ka　rOkusuニーka：　加ri加re：N－na；
お・られたが，　　　　　　　　　　五艘か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六艘　・．か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贋ていたろう　なあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注75）

響あ鰐。　　署毛i器1醜揚嘉島翻ai　si艮蒙i：

i’kusaju：　nariti：　munu　sita：一ru　me：
戦争の世の中になって何したから（ぞ〉もう

taige：一ja　hune
　　大概　　は　　船は

Jamo；re．　pam；
やめられた　　はず。

ik：u．sajしし：一1ユa，：

戦争の世の中に。

S　e：　me：　kacu：
　　え一，　もう，　　　鰹を

ho：＄±一N　o：ru　ptNma：
　釣珍に　　行かれる　　　　　　　　　　　　　　時には

situmuti：
　　朝

zako：
えさを

七u．ri一聾　　○：ri；

取りに　　行かれ
so：ru－nu　ure：一ra　ki：　izo：　ho：si：
　　なさるが，　それから　　きて，　魚を　　釣り，

kaco：　ho：si：　o：teu一一ba：ki－nu：
鰹を　　　釣って　　　　論られる寮での

1　　1：　　si七UL工【iu七e：

　　え一　　朝は

行って　　　エサ場に：

panas1．
話を

　　　　　　　　　　　　　（注76）

me：　du：一si：ru　esa　turi
もう　　自分で（が）　　エサ　　取って

gt　：．　6saba　1．＝　na　：　．gi：

行って
esa・
エサ

七uri：
取って

unu・
その

sikaso　；r±　一一mi　：

聞かして下さいな。

Nziru－juNda：
　　出るのだから，

　（注77）

sonohi：
　　日

一一　44　一



sonohi－nu：　muno：
　　その日の，　　　その

s’怎ｿ一腱j呈r盤1辺嚢：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注78）

su：　pjo：si－ti　su：一ju：　sore－ni－joQte：
いうか，ひようし　と　　　言うか，　　　　それによって

　（注79）

hitoa’狙i　huta　a工ni－si：　haiQ－t工：
　一網　　　　　二網　　で　　　　サッと

　　（注80）

lcxnxei
　一門

k二aka（誌七e阻O：

かかっても

田a醤瞬ti－ru
“運”　と

esa－nu
　エサが

turari：　basu：一N　ari；
　　　取られる場合も　　あり，

torenai二七i　　asu　　baSU．：一N　　aribeこ一ti
　取れないと　　轡う　　　場合も　　　あるので

七筑rari　　baSO：
取られる　　　場合は，

　　　　の　　　　　　　の

mazu・　u。
裏ず， paisa　turleV

早く　　　　　取って
uki　Nzi：
沖へ　　出て

uki－na：
　沖に：

Nzi：　．　gi：
出て　　　　行って

　　　　（注81）

ki］爵kai一無a：
　　近海　に

izo：　ho：siti　ta：　ki：　mata：
魚は　　　釣って，　また㈱って）来てまた

izu－nu　be：t±：
　魚が　　　居て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注82）

ho：ri　paso：　u：　nikwai－pu：
釣れる　　ときは，　　　　　二回　も（の）

salikwai－ba：］〈i－N　su：
　三回　　　までも　　　する

baSU；一］9　　a（ミ七aN
　場合も　　　あった。

　　（注85）

sosite：　unu
そして，　その

basu一一nu　ta：　unu：　ai：　iso：　nikwa±一juN
　　場合は　憲た，　その　　間　　漁場へ　　二回屯

saNkwai一一jvLN　NziruN－ti：　su：
　三園　（を）も　　出る　　と　　する

puso：　ma　ta　Ar　ako：一nu　ta　：
時は，　　また　　（雑魚）えさが　9た

uN－ina：　baNziN　nari：　hito　ami　hutami：一na：一si：
その時は，　　最盛期　　になって　　一網　　　　　　二網ずつやって，

turari；
取れる

basu：一N　ari　be：ti－ru　ai　n±kwai－juN
　場合もあb，　　　懐すので　そのように　二園（勧も

saNkwai－juN　ho：siN
　　三園　　も　　　釣りに

　　　　　し　　り
：para「■・
行ける
6かれる）

buso：
場舎は

arユ．　　bu．re二N－da：
あって　　あったのだから，

asunu．　　aibu　　bas◎：　　me二　　ziki；一na：　　unu．　aibu．
だが　　　そういう　場合は，もう　　時期　　で　　　その　そんな

xbcr　u－nu
魚　が

klNXai　iril〈u：　basu－tu：　mata：
近海（に）　入って来る　　場合と　　　また

unu：　zaku－nu　me：
その　（雑魚）エサが，　もう
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zik±　nari　be：ti：　hito　ami　huta　ami一一si：
時期　　になって　　hて，　　　一網　　　　　二網で

turariN－ti
　　　取れると

asu　ziki－na：一ru　ai－ja：　naru：
言う　　　時期に　　（ぞ）　　そんなには　出来る。

iciN　iciN一一ma：　ta：
しへっも　　　㌔（つもは　　 『また

aija：　narajuN一一da：
そんなには出来ないのだから

ieinici　hu　cuka一一si　zako：　turima：ki
　一日頃　　　　lHで　　　　エサ．取りかねて

bu：

hる
basu：一N　aQtaN－jo：
　　場合も　　　あったよ。

naNkul〈uru：　ziki　na：ru
　　　自然に　　　　時期に（ぞ）

（認瀦騰篇）。

S　zako　：　一一　ja：

　　　　　エサ　は
urθ。　　】簸ana。　　］丑aN皿a；一na＝一ru。　turO：Gしta－k：aja二
それは　どこに　　どこのあたりに（ぞ）　取られたのかね。

（憩ata）

（まだ｝

1ユU；si　　bu：　　NL「：　　工滋U．至迂一］kU　　me：

　　どのような　　　　　　ものが　　もう
zako：一nu
　エサの

zako：一tu
　エサ　　と

site：　me：
しては　　もう

siY－a：i　sil〈ai　o：Qta－ju：
（使って）　使って　　訟られたのか（ね）

1　i．x．　u　n　a　一　n　u　z　a　k　o　：　d　u　：　一一　s　i　tu　r　u　z　a　irf　o　：　一　」　a　：

　　　ここ　の　　エサは　　　自分で　　　取る　　　　エサは

　　（注84）

sub6te：
　すべて

bakazakO：一Qti　　s二L・　　unU・
　バカザコー　　と　いって　その

ba玉ζazak二Q
　バカザコー

si　：　ra　一Qtl　sumu）1　一一　du

　　シーラと　　　いうものが

．rnu七u：　　七u，ri　　1）u：

（主で）　取って　いる
sユz■．　　aiti　　殖a七a　　unu．
わけ。　そして　　綾た，　その

janaZak二〇：一（／’tng

ヤナザコー　　とも

ta：　buribumu　janatir　a］c：o：一ja：　ta　（jal　jana－na：

また　居るが　ヤナザコーはまた，　穴に
be：七i：
居るので

ししnu　　ur■　　turi　　七urijO：一ja　　七a：　　kauri：
その，それ　（取り）　　取り方は　　　壊た　　変って

su：juN一一da：
　　hるのだ。

janazako：一QtS　si：　uri：　uri：
　　ヤナザコー　と　いって　それを　それを

kauti：一ru　su：N－da：
変って（ぞ）　　hるのだから。

tu．ru　busu：一Qta
駿る　　場合は　宏た，

　　（注85）
hu．cミユ：一ja　　 I且θ：

　普遜は　　　もう
bakazako：
バカサコー
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si；ra－Qti　si：　unu：
　シーラ　と　　いって　　その

　　（注86）

難a：m工C■
　毎日，

sube七e　　憩e：　　ur■ru
　すべて　もう　それを（ぞ）

tuributa
取っていた

SZZI．
わけ。

s janazako：一ja：　ure：　nu：si．ru　turo：ru－wa：
　ヤナザ＝L　一は　　　　それは　どのようにしてそ）取られるのか。

1　ur　i一一N　me：
　　　それも　もう

tur　i：
取り

aN一皿a：
網は

cjo：du　esa　turi一一nu
丁度　　　サエ　　　取りが

aN－qti　st：　hukur　Q：
網と　’‘・　いって　　　　　袋

aribut　：　一一　juN－da：

侑り居る）あるのだから

（turi：nul
（取りが）

　　（注87）

am±一qti
網　　と

’bakazako　：
バカザコー

janazako：
ヤナザエー

　si：　b±cu－ni
いって，　　別　に

tur　u：
取る

　（注88）
ame・一Ja
網は

muzi－am．i－Qti　si：　me：
　　ムジ　網と　　　いって　もう

zuQto：
ずっと

unu　a・
初

hari－ami　：　一一　si　：一rva

張b　網　で（ぞ）

七uri：
取って

bure：）“一da：
　いたから。

unu
その

（j　ana！　」　ana　zako　：

　　　　　ヤナザコーを
turu：　busu－nu
取る　　　場合の

ame：　me：
網は　　もう

kaurisu：
変っている。

hししkurQ：　a狙i：一Qti
　袋　　　　網　　　と

Si　・　一一JOt

hってね。

e跨購’a編マ器蓬’滴る）s号磁鐙．：

S　N：　zako：
　　え一　エサを

turo：rut－ka：　．uke：
　取られたら　　　沖へ

。・ru－nu　me・
　行かれるが，もう

（u）斌ki－nu：
　　　　沖の

zjo：taiN－do：re：
　　　状態などは

maNmaニーna：一rU
どこの辺に（ぞ）

（s　s　al

o
は

加
魚

ho：so：ru：一ju：
　　　釣れるの　か

　　ゆ　　　　　　ロ

nu．・s■
どのように

s■．一ru　　！丑a七a：

して（？）　　また
lZO：　　ho二SO：ru－ju．＝
魚は　　　釣られるのか，

abu　　panasi：一N　　sikaso：ri一工n1
　　　　　　　　話　も　　聞かせて下さい（な）よ◎そんな

1　zako：turi：
　　　エサを取って

uke：
沖へ
Nz±ruka：　me：
　出ると　　もう

lk　ono　：） ul〈　i　nu

沖の
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　　　　（注go）
zjo：tai一七U　　si七e：　丑1e：
　　状態　　と　　しては　　もう

一LZO。　　　艶a鱒nLa．

魚は　　どこに
bu：一Qti：　ure：
　居ると　　それは

haQkir±：　wa，liaraN一・CLa：　Nziti：　unuL　N：　ieinici：　N：
はっきb　　　わからないので，　　畠て　　　その　え一　一日　　　　え一

a　：　k　i－u　i　：　（±　：）

行っていて，
izu－Ru　ataru　basu：一N　arl；　ataraN
　魚が　　　当たる　　　場合も　　　あり，　当たらない

basu：一N　aribuAT－da：
場合も　　　あるのだから。

subete：　e：　kunu：
すべて，　え一　　この

（siN）　siNdu－nu
　　　　船頭の

unu・
その
kaｹ毅鴨sk； hune：

　船は

　1・（UriG：
　x

me　：） ma：　paru一一ba－ru
どこへ　　行けば（ぞ）

IZO・
魚は

○：　　misiユζ：irarユ：一Qブじi

　　　　　　さがせる　　　と

　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　

鉢SUjo・na。
・いうような k薯聖ai雛a喪

わe：ti：　璽皿e：　ho：siki：　b昼蟹da：　N皿a：　mazu：　du：
いるので，もう　　釣ってきて　　hるのだから。（繁あ〉　まず，　　自分

迄弊a一薯■●
●
　
Oi
て
k
つ
a
行

i2；U－ba∫　皿：Lri七：L．
魚を：ば’ @　見て

tairo：一ba
大漁をぱ

　　　リ　　ワsi：七コ．・

　して
ku；
来る

baso：　pusuN　sukasaN　joNbasi：
場合は，人（他人）に聞かさない　ようにして，

　　（注91）
uki，　一wa：

沖　を

血i：） ifie　：

もう
kunu：
この

kazame：ti　a’：kubasu：N　ariru　bure：sita－nu　nu：
　　隠して　　　　　あるく場合も　　あり（ぞ）　居った　　　が，　なに，

Rri一翼　　狐e二
それも　　もう

alJa・
そうは

tiiciN　iciN　ai－ja：
いつも　いつも　そうは

nare・
出来は

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

sθ。sanu．
しない。

pus－amusi　｝zo：si　ku：ka：
　一度　　　　釣って　　来ると，

ta．i’　r．　jo：

　大漁
8u．：ka二

すると，
sugu　sibi
すぐ　　　後

　　　　　　　　の　　の　　　　　　リ　　　サ

u±s：L・9■・
追って行って

ho：suN－ti　asu：
　釣る　　と　　いう

（sono二） kq．N．gai　kat．a：
考え：　　　　　　　　方は

孤u，ru．．

　皆

やって（ぞ）　　居るのだから，
s■・一ru　bu：juAT一⑫：　N　me：　tairO：　SU：　U：わasO：　me二

S1ユめe’te：　　狙a七a：

　すべて，　また，

もう， 大漁 する　　　場合は　　　もう，

sono　siNka　naina：　mata：
その　乗り組員　 内には　　　また，

　　　（注92）

him±cuni
　秘密に：
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si：　gi：　sikasu：　pusu－N　buri：
して　行って　　聞かす　　　人　も　　居り，

ma，七a：　a：
『また

　　　　　　（注93）

（otagai　na，　：）

　齢互いに

ma：2；uN　　sikase二ti：　孤a：zuN－si：
一緒に　　　聞かしあって，　　　一緒に

七airo：
　大漁

sa：一Qti　sv．：
しょうと　　する

ki憩oci－ba　　are：ti：　　〕〔Bata二　　］〔na：zuN　　hO：su：
　気持　　を　　持って笛らして）裏た，　　一一一緒に　　釣　る

basu：一N
場合　も

ari：　bure：一juNda：
有って　　居ったのだから，

me：　airu：　kisa－nu　kacusiN・一ma：
もう，そんなに（ぞ）以前の　鰹船は

me：　munusi：
もう，　なにをして，

buta：
いた。

si：jo：一一ja：　me：　ai　si：　o：Qta：
やb：方　は、　　もう，そんなにして居られた。

S　ukina：
　　　沖に

。：riti：　N：
　行かれて

su：一nu　pari　kata：一tuka：
　潮の　　　　　流れ方　とか

turumaki－nu：
　　　新巻き　の

unu．
その

七urunu・
鳥　の

burtiKata一一tuka；
　　群れ方　　とか

tubikata－tuka：
　　飛び方　　とか

abuea　mu；一sl；
そんな　　もの　で

lzu－nu．　mana．
　魚が　　　どこに

bu：Qti；
居るんだと
　　（いう）

kutu：　abu　mu：　wakaro；QtaN
こと，　そんな　もの　わかられたか（御存知でしたか）。

1　aha：　ure：　wakari：
　　ア㍉　　それは　　わかって

buta：　mazu；
いた。　　先ず

七urunu・
　鳥が

kai：
こう，

（SU二）

su：一nu　ma：　paru　ma：　paruRti　si；　me：
　　潮が　　どこへ　行く（流れる）どこへ　行くって　　して　　もう

（Q　su　：）

su：一nu　parumunu：一ba：　me：
　潮の　流れるものをぱ　 もう

siNdu：一Nke：一ja：　me：
　船頭　　　たちは：　　　もう

uri－ba：　　kaNgai　　わe二℃i：　　エ！ユa七a：
それを　　　　考えて　　　いて，　　また，

turu－nu二　　pariづO：一ba：
　　鳥の　　行き（飛び）様を

mire：七i：
　見ながら，

izo：　mana：．ru　bu：一Qti　si：　turu－N　s－ibi－ba：
魚は　　　どこに　　　　　居るって　　して，　鳥の　　　　後を

uisi：　kuNdo：
追って　　今度は

tur　O：　　】：na・一ru，　paQ，’じa　　s　thkiN－nu二　　皿ana・　一一ru

鳥は　　「どこへ　　行った」　わけだから，　どこに（ぞ）
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躍額纏
　サ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　サ

S■・　君■・
いって行って

turu，一聾　　s1わi一わa　　uija：一ti
鳥の 後を 追いつ））L

gi：．　i　zLurba
　　　　　　魚を行って

misiki：　asi：　ai－ru：　（ho）
　捜し　　　そして　そんなにして

ho；siN　ki：　bure：N－da：　N
釣っても　来て　　いたのだから，　’t　一，

me：
もう

ヨ　　　　　の　　　　　　　　　ゆ

Cしa二LC工・

　第一

色u，：） 七uru．一nu．　panコQ・一na　孤θ：
　鳥の　　　飛び様だな一　　もうo

七uruN　　N：
鳥の

　　　　　る　　　　　　　　　　　　　の

砦ぎユ〈綬）涼麗∫

basu－na：
場合　に

　コ　　　　　　ロ　　リ

m⊥rユ・
見て

　　　す　　の　　　　　　ロ　　　　　　コ　　ゆ

bur：L．s■zユ。
いるわけ。

　　　　　（注95）

torimaki－nu
　　鳥巻き　　が

　　（注96）
cikajori
近寄って

　　（注94）

aizita：
そしてまた，

ki：ti：
来て

ロ　　　　　　　　　の

■zu．．

魚を

IZU：
魚を

ho：su
釣る

ho：su
釣る

basuna：噌］v．　　エロe；

　場合にも　　　もう
unu　izusikijo：
その　　魚のつけ方，

zako；一一　ba　　工rユ．

　　エサ　を　　入れ，
二L2u．
魚の

sikijo：
付け方

na：一聾　　me：
にも，　　もう，

unu。　　zo・2i工・　　hi七a・一こ】a・　　皿e：
その　　上手　　　　下手　　は　　もう，

siNdu－na：
　　船頭　に：

jaraba．一NH　o：ri　buN－da：
　teいても，居られる　のだから

a：i　nu：si
いや，　どう

suka：
したら

：P雛sa・　sikirarita　muN－na＝一Q七i　si：　ma七a二
　早く　　　付けられた（毛のを）のになあ一って，　いって，　また，

IZO．
魚は

側へ　　　回わして
suba：　ma：se：　parase．：

　　　　（注97）

seiNdo：si：
　船員同志

bure：
居は

　　　　　　　　parase：　si：
行かせたり　行かせた診，　して，

（u憩 皿u．ru．
　　皆

na：ri：　me：　kuNzo：　i’zi：　bu：　pusu：N　ari：
：互いに　　　もう　　　腹をたてて　　　　居る　　場合も　　有って

se．su捻しレ　　ma七a：
　したが，　　また

　　（注98）
sureNmul“
　　それも

uN－nu：
　その

basu－nu：
　場合の

pjo：si：一ni　joQke：　haiQ－ti：
（「運一1）「つき」　によって　　　パソと

iZUL一エ葺：　ki：　　sikiこ｝aQlsa
魚も　　　来て　　　付けやすh

basu－N：
場合も

bu翼da：
居るのだから，

arユ。　　憩a七a：
あり，　また，

siki：　gurisa：
付けにくい

sl｝〈Jg．urisa　basvL：　me：
付けにくい　　　　　　　　　　　場合は　　もう

basuN：
場合も

O⊥
り
町
あ

　　　　　　　　（注99）

e：　do：sitemo：
　　　　　どうしても
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izu一一一N：

魚　も
si．kiguriQsa－nu：　n．q，raN　eusu　puso：
　付けに：くくて　　　　　　慮る　　　という　場合は

kure：
これは

通aN－nu　　waQsa－nu　　Qci　　si：　且1a七a　　ke：七i：　皿aN　　naUS工一ba
「つき」が悪い　と書って　蚕た帰って来て「マンな賛し」を

si：　raRtari：　se：kicu－ba　si：　miQtari：
して　　みたり，　　　　　　　　　　　　　清潔（みそぎ）を　して　　みたり

　　　　　　　　　　　　コ

s■．℃i
して

孤a厳　　na，usi嶋わa　　siti：　　ma七a；
「つき」直しを　　　　　して，　　　2た

N．z，．i：．gt：　hp．：su

出て行き　　　　　　　　　釣る
basu：N
　場合も

kazi二
項

（ari：）aru　basu－nu　ari：　bure：N
　　　　ある　　　場合が　　（有っていた。）あった。

s （1　：）

izu：
魚を
suQko：ru　piNma；
付けられる　　時は

±c　±baNz　jo：　一一　ra：

一番：釣手　から，
i：　zako：
　　　　エサ

maki：
蚕きを

si：
して

SO。ru・　　玉）az：Lda・一nu　　しLre・　　nu。S■　　Sユ・ru，
なされる　　はずだ　　が　　それはどのように　　して

mako：Qta－kaja：
　　まかれた　のか

nare・
　ね。

I　　uしre：　　ユ．zu－nu　　 ciユζajOri　　ユζu：一ka：

　　それは，　　魚が　　　近寄って　　　来ると
mθ：　　hoN工na’kj－ti　　si：
もう　　　本位き　と　いって

naka－na：　hoNmaki－nu：　zako：一ja：
　船腹で　　　　　本尽き　が　　　　エサ　は

maku：一juNda：
　撤くのだから，

hoNmaki－nu　zo：zi－N　puso：　me：
　　本撤き　の　　　　上手の　　　人は　　もう

siNdu－nu　zako：　iri－t：L
　船頭が　　エサを　　入れよと

asaN　burabaN　du：一nu　kaNgai－si：
言わない　けれども　　自分の　　　考え　　で

iri：　munu　su：
入れ，　なにを　する。

doNdo｝　zako；一ja：
どんどん　　　エサ　　は

憩a七a：　　hoNmaki－nu
裏た，　　本撤き　　が

　（注t8fi）

aNmari；
あんまり，

コ
　
じ

e
う

皿
も

ai　zo；zi　araN　puso；
そう　上手で　　ない　　　人は，

’むa：

また
siNdu－nu　zako：　irirl－ti
船頭　が　　　エサを　　入れよと

asaba－ru　me：
言わば（ぞ）　もう
（書ってはじめて）

■r■rU．　　jミュN－dLa：　　　U．rゴ雫一N　　 me：　　　1）USU－n工

入れるわけだから，それももう人に
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ごOq宅e：　ZO．Zl・
よって　　　上手

］Gita－niu
　　　　ま下手　が

bULribuN　　 da：　　hO　19工登aki－nu　　 su．：ri
居りをるのだから　　　　本撤きが　　　　上手

わ授：　PULsuNlge：一・　ja二

である　　入たちは
siNdu－nu．　munユ　sik：aNs　eN　r，’j　o：
　　船頭　の　　言を　　　聞かなかったよ。

s　i，Ndtenu
　蚊頭　が

　　　　　　　　ロ　　　　　ロ　　　　ゐ　　コ

Jam：r■一し：L
　止めうと

sabaN　jamiraN－jo：
書って電　止めなかったよ。

mata；
また

工rユri－ti　　asaN　　bura・一baN　　klsa　　zako：一ja：　　iri　bu：
入れう　と　　　言わなくっても　　　　すでに　　　エサは　　　入れていた

siz　i－co　．
わけさ。

aija：一ti：　ubisi：　me：　meime：一nu　kunu：
そうだから　　それだけで，もう　　　各自　　の　　この

ieibaNzjo：一juN　hoNmaki：一N
一番釣手　　　をも　　　本撤　　も

　　ロ　　　　　　　　　　

mθユ孤θ．一nu
　各自　　の

siNdu：一N
　船頭　も

　　　　（注191）
　サ　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　サロ　の

9■ZXCU・櫛S■・
技術　　　で

si：parasuN－da：　ai　giz．icu－nut　aru　pusuNke：一nu　buL：
やってbくので，　そう 技術 の ある　　　人達　　　が　　居る

pu．　sp　：　huNrp　ajK　i－nu　g．1　z．4　cu　一nu　a．rg4a　：

ときは，　本撤の 技術　　 が　　あると，
slNdo：　ine　（nalD
船頭は　　　もう

壌瞭： na：蕪　　s：LZユ．．

ない　　わけ。
kazi－sa：riN　no・：）一一sa：riN　me：
風吹き　でも，　　何のときでも，　もう

muni　sikaraN　pusu－na：
書髭が　　聞こえない　　ときで

jara－baN　zako：
　　あっても，エサを

thriri：一1　ti：
入れうって

uja：　ri　一一　baN　s　ikar　aN　一一　be　・：　ti　me　：

大声を噛しても　　聞こえないので　　　　もう
kuNzo：
腹を

Nze：ti　siguL：
たてて，　　すぐ，

　　　　　　　　　t

jana　uja：ri　saba－ru：　sikari：N一一da：　ai　su：basik：’uN
　　大声を　　　　　　出したら（が）面こえるんだから，　　そう　　する時も　～

　
　
リ

ユ
りa
あ

（buNda　：） m．e　：　ur　i　一N　：

もう，　それも

Chu） ke：ra－nu
　　皆　の

　　コ　　　　　　　　　の

me■meし噂nu，
　各自　　の

sik±niN－ba：　mutibu：
責任　　　を　　　持ってhる

て）USU．聾k：θ：一nu
L
　人たち　　の

glzlcu－na．
技術　　に：

コ　　　ピ

JOW，ta
　　さよ〉た
　　と
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mung　a．」　se；，t　tr　一ru　izu－N　s　ik　i：
　　　　　そうやって（ぞ）ものだ 魚も’　付けて

ho；si：　（N　：）

　釣って
bure：　juN－da：
　居たから，

ubi：　me±me：一nu：
それだけ，　各自・の

肇岬。鴨呈a寓鵬；ぜ3； siNdu：
　船頭，

stkMIN　naru
責任者に　　なる

　　　　　　　　ロpusu－Nke．・一ja　　me：
　　　入たちは　　　　もう，

擁齢9： na：N
ない

SコーZ■嚇CU鞠狙θ◎
　わけさ　ねえ。

．
　
■θ
は

k
由
」
U
－

　
，

，
　
●

N
え

S maNma：ra－ti－ru　me：
　　　どの辺にお・いて，．　もう

mukase：一ra　izo：
　　昔から　　　　魚を

ho：sl
釣って

。：Qta－kaja－nare：
居られたのかねえ。

x燕翻調ち禦謙： 孤u．ru・
　皆

palsa．
初は

皿e：
もう
duku　　tu二
あ酸9　遠

uke－te：
沖へとは

paraN－juN一一da：
行かないのだから

na：i　kiNkai－na：　me：
ただ　　　　近海　　で　　もう

na　：　Nkwa±　一一　juN

　　　何回　　をも
junuNtoN－ba：
　　同じ所　をぱ

ma．re．
回って

ki：ki：　ma：re：
来たb，来たり　回って

ki：k±：
は来年

s1・一ru．
して（ぞ）

munu：　uke：
何　　　沖は

ma　．　m．
回って．

si：buta－nu：　suno：
やって居たが，　その

go．r　一“a．

　後　は
me：
もう
ulst1：一N　siNdai
沖　　も　　次第に

tu；wa　I
遠く

naru－a：s±　me：
　なるにつれて　もう，

ma－nu　uke：
どこの　　沖へ，

ma－nu　uke：一t±　si：　mata
どこの　　沖へと　　いって，　また

sune．
曾根へ

kaju：
通う

basut：一N
場合　も

　　　　　の
ar＝L・
あったり

si：　buLNda：　me：　uri：　manvt　uke：一ti
して　やっているんだからもうそれは，　どこゐ　　沖へと，

ure：　kimar6：
それは　決っては

bura：N　sizi－gera　me：
居ない　　　わけ，・さ・．　もう。

me■澱e．輔nu
　　各自　の

ka�≠奄汲＠�＝p貯1者u：ど9二 uke：
沖へ

ma：ru　juN一一da：
回る　　　のだから。
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S　m，e：
　　もう

kaeu＄iN一一nu：
　　鋼船　　の

dON　eq．，．lk，　peNgu　： 　　　　　ma　“t　a．

また
siNdu：一ra
船頭から

icibaNzjOニーra：　　abu　　pusu醤ke翼一nu：
　一番釣手　　から　　そんな　　　人達　の

　　　　　ロ　　　
panas■。
話　を

sikaso：ri－mi：
聞かせて下さいよo

1尋巳：ka翻iN：一あu：da額：一『まu犠寵：轟： pu：siN
　帆船

zidai－ra－nu　daNgo：一一ja：
　　　　　　　　　　　　　道具　　は　時代から　の

para：一ja：　arir．u　bure：N
　柱　は　　　有って㈲　　居た。

pu．：siN一工na：一ja：
　　帆船は

の
．
御

－0

T
は

注
ン
（
3
0
初

　
s
最

　
説　
S

　
，
．
勉

　
え

sgwN　boN
三　本

X（araN）
　　ajaN
　　hや，

nihoN－du　para；一ja　aCeta
二本（ぞ）　　　柱　　は　　有った。

tubasibu：一t±　su：ka：
飛ばし帆と　　　　　書う．と

hukuru　bu：一jo：　kunu：
　　袋　　　帆　ね。　　この

PU二zaN　一一　ma：

　　帆禮では
araN－da：
ない　よ。

tubasi　bu：
　飛ばし帆

ja　ruN　一一　da　：　unu：　ulNTma　：　nihoN　一一　du

であるから，　　その　その時は，二本が（ぞ）
（pu！　para：

　帆柱は

are：N－da：　vtNna：
あったのだから，　それに

tu”Dasi　bU：一nu　me：
飛ばし　　帆が　　　もう

subete　mlnaJ
すべて　　ミナ縄

kunu　pu：　pikumo：一ja　ure：　mina：一ti　su：
この　　帆を　　　つるものは　　　それは　　　ミナ縄と　　いう。

mata
蓑た，

uNna：
それに

unu：　haNdul－ti　su：　munu　aN－co：
その　　　ハンドウと　　いう　ものが　　あるよ。

haNdu：一t±
　ハンドウと

su：　muno：　ta：　para：　ari：　bu：
いう　　ものは，蜜た，　柱に（も）　　ありをる。

孤a七a：　　玉）u・一nu・

また　　　　帆の
kunu：　mun　o：
この　　　あれは

ta：　tiNna：一Qti：　a：ku
また　　　テン縄　と　　いっでいる

muno：ta　tubasibu：　一na．：一ja：
ものは’また，　飛ばし帆には

七iNna：脚一ja；　　a：　　k二unu：

　テン縄は　いや　この

zl：jo：一ti－ru　se：　juN－da：一jo：
ジーーヨーと（ぞ）　　　　言ったのだからね。

Zl・JO・
シf一ヨ嶋o

皿aCa：
また
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Q，saNta－nu　rjoho：
　下側　　の　　両方を

h，aru　　通uno：　　七a
張る　　ものは　　密だ

　　　　ゆsu＄u．
すそ，

　（o：　o：）　o：ra：

齢あ鴨の上手の

Q，　su．

すそ，
Q，sa；ra
下の

Q，su：一ti：
すそ　　と

s■．輌ru．
－蕎って

1〈ai
こう
siNtu，　huta：e±一ru
たった　　二つが

ari　bure：N－da：
あって　　いたのだから，

kai　　piku　　mu　　u．嚢一漁a：
こう　　引くもの　　　それに

unu・
その

tubasibu，　：
　　飛ばし帆

一nUL　　℃i】Una：一七i　　　SUエno・　　maコ，一nユrru　　 IPik＝U一一CQ：

の　　　テン縄と　　　　　　　　　　　　　　いうものは，　前に（ぞ）　　引くんだよ。
kai
こう

huta：ci　kai　turi－ti：　una：　pi：ee：
　二つ　　　こんなに　　取って　　そこに　　一つは

ka　i　ti：
こう　　手を

maエーn：L－ru　　harujuN－da：
　前に（ぞ）　　　張るのだから

　　ワ　　　　　　　　　コ　　　

maユ鵯n■・
前に

hari：
張り，

aslti－N：　raata；
そしても　　　また

huni
舟（を）
o・ra　parase．
風．上へ　　　　　　　走らせて

a：ku　puso：
いる　　ときは，

’pu．：’一nu　baQtal
　帆　カニ　　ノくツタイ

t

baQtai　su：
バツタイ　する

buso：　Qta：　（haiziD
場合は　　玄た

haizo：一Qt±　su：munu一一nu
　張りざを　と　いうものが

arlbu；
　　ある。

8阜u憎畷．認｝響uわ玖驚＆げuボ甚黒部a

hubariti：
　結えて

un　u．
その

　（注195）
tumu一一nu．
　纏　　の

miN　一一　na　：　hubar　Ki　：

　ミミに　　　　　くくって，
uriba：
それを

umuikisl　pu：一ja：
思い切って　　　帆は

hariti：
　張って

airu：　s±ka，i
そんなに　　使って

bureru　ure：
いたので，それは。

faaD　ha　izo　：　一QtS　su：
　　　　　張り竿　と　　いう。

aユS■．　　hunLi一順ba：

そうして　　船　を
parasl．
　走らせて

a：k±：ti：
　いて

　　　　　　　　　　　　ロ

狙a・re。
回転を

su：puso：　me：
するときは，　もう，

hukuru
　　袋観は

pu・一Ja一

　リ　　　　　　　　　　コ

O．ra。
風上への

ma．re・
回転は

naraN　sizi－co；
出来ない　　わけ　さ。

o．ra．　ma，．re．
風上への　回転

cusu：ka：
と言うと

（o：ra：ma：re：
（くりか．えし）

cusu：　ka　：） o．ra．
風上へ

　　ロ　　　　　　　　　

艶a・re．
回転

si：ki：一ti：
して来て，
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unu　huni：N　ma：svLN　su：ka：　me：　k　i：　lpaJt：一nu　k“Ndo：
その　　船を　　鳳転ずると　すると，　もう，　　　　帆が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今度は

uQkairiruNk－da：　unu　pu：一nu　Qsu－ba　kasami　se：　puso：
裏返えしになるのだから，その，　帆の　　　すそを　　　つかみ　きれる　　人は

bura二聾一CQ：
居ないさ。

七疑basariSU．：一CO：
　　飛ばされる　　さ。

撮貌『翻毒調a：「i　’：

s・u：N一（la：　kuNdo：
るんだから，　今慶は

　　（注104）
ba：：L－ja　　Q，SQエna：

場合は，　風下への

ma・re．
圃転

su・puso．
する時は，

　
　
，

：
て
一
つs
い

・
■t免

｝
と

．
心
誤
r
回

●
　
●a疎

tubasi　’D　u：　一Ru
　飛ばし帆の

　　サ　　　　　　　　　　　　　ロ

玉）u・醐na・
　　帆に

kaze：
風を

garas　x・
当たらせ

七u：se：一一七i：

　　続けて，
kai　Q，soma：一ni　Nma：　ma：ru　sizi－eo：
こう　　　風下に　　　（雷いあやま切圏わる　　わけさ。

aNda：　kunu：
だから，　この

：pu：2；a．N　　naQ℃a：　mθ二　uNda：　me：
　帆横に　　なったから　もう，　それから，もう

hune：
船は

me：
もう 長田風

ma．rs．一一gera・
　　回り　　さ。

孤e：

もう。
o・ra．
風上

工巨a●re．　　　e．

wa　b　　　を

cr．u：juN－CLa：

するので
seQkaku：
せっかく

kai　hune：　o：ra：
こう　　船は　　風上へ

magi：　k；：ti：
　　　　　　　来て，回わして

N：　me：
　　　もう

tubasi：bu：　一一nu：
飛ばし帆の　　場合は

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

ba・i－3a・
　場合は

Q．　soma　：

風下
遊a・rθ。
回りを

sunu．
するが，

kunuし　　1）u，；zaN　bu：一ja，　　mθ：

この　　　　膏油　帆は　　　もう
Qsugu
すぐ

　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　り　　　ゆ

O．rao囁n■．
　風上へ

junutoN－na：一ti：
　同じ所　　　　で

ma．sl．
回転して

parasuN－da：　ube：　me：
　行かすので　　　それだけはもう

huni：N
　船も

magl．　parasu・
回転して　　行かす

pasunu
ときの

　　　ゆunU．
その
　ube：　kauri：　slta：
それだけは　　変っていた。

aiQt±：
そして，

tuわasi：bu：一七U　　茎）U：zaN　bu：一七u　　suka：
　　飛ばし帆と　　　　　　　　帆；淺　　帆　　　と　　’言えば，

be：　kuna：
我々の　ここに，

ukina：一ra．：　ukina：一nu　mu℃ubo：一ra：
　沖縄から　　　　　　　沖縄の　　　　　本部から

pu：siN－nu：　o：re；taN－co：
　　　帆船が　　　来られたってさ。
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Q：riti　　疑nu　　PU：siN一阻a：　且1e：
来られて その 帆船は　　　　　もう，

pu ｲ親鍵ま；c。； pu　：　z．　．aNpuL　：

　　1翫戦乱で

jaQta：　me：
あったから　もう

patuma－na一一te：
　　鳩間では

ユnada：
璽まだ

pu：zaN－ma：
　　帆穫　は

（Na：）　hazimaraN　bure：N－da：
　　　　　始まって　　　いなかったので，

aiQti：
そして

Pu　；・　za．NI）u：　一ba　：

　　帆桟帆　　　を

コ瞼uti　kuta：　　皿u．ru
持って来たので，　みんな，

（ure：）urete：　ai　ubina：
　　　　　それは　　あんなにあれだけ

tiNna：一N
テン縄も

ari七i：
あって

（u　：）

munu・一s1・一ru・
　　何かで

maka：r±：
　巻かれて，

unu・
その
kakari：
引っかかったb

皿acibししi－ba　　si：
　もつれたり　　して

unu．
その

（iz薰?羅ち） kasa／ kasamasa
　　うるさく

na二N－kaja：一Q七i　　s：L・　　aエru・
　　ないのかねと　　　いって　そんなに

ka｝ごgai　　panas■　　butaN－dlユ：
考えて 話して　　　居た　が

kuna－N　pusu：一N　me：
ここの　　　　人　も　　もう

　　　　　　ゆu．ri－ba．
それを

uQca：　huni－ba：
あの人たちの　船を

miri七±．
　見て

mu，ru．
みんな

pu；zaNpu：
　二面帆に：

nasl．　slzl．
　なしたわけ。

aユS工七a．
そうしたら，

mutijaQsa：
持ちやすさは
（操縦しやすさは）

me：
もう
pu：za，Npu：N－du；
　　　帆桟帆　　が

mutijaQsaru　sizi：
　　操縦しやすい　　わげ。

huni－nu　　para，sijo：一・　j　Ut聾　　me二
　　船の　　　　　　走らせ方　も　　もう

pu．＝zaNpu：N－du　　masθ：加N－da：
　　帆桟帆　　　が　　　ましなのだから

mu：ru　ato；
みんな　後は

皿e：

もう
pu：zaNpu：一juN　nari：一一GLti　s±：
　　　帆桟帆　にも　　　　なって　　　やって

me：
もう

U，】頴一】ユU　　PU80・　　r∂U・一∂a・

その時の　場合は，　　　　　　　　　　　　　　　艦は
haQcjo：一na：
八丁　　　ずつ

mu七i．
持って

。：（丸ta；

お・られた。

YJU．
膳
haQcjo二　　m礒ti：
八丁　　　　持って

。：re：N－da：
診られたので

r3u．一nu
魑　　の

sma　．
網は

七a、：

また

hajo：bu：一Qti　si：　rju：一na：
　　張り紐と　　　いって　　膳　　に

si’k　ri　ru　sina　：

つける　　網は
hajo：bu7Qti
　張り紐と
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su：
いう。

　　　　　　ロ　　　　　の
unu．　rこ〕u・一nu
その　　　臓の

kai：
こう

rju：　1〈u：
繕を　　漕ぐ

pusvna．；　ubl－na：
　ときに　　　それに

rju：bo：一Qti：
　艦の棒と

su：　munu　aN一・eo：
層蕎う　　もの　　があるさ。

mi：　piQkari：
穴が　　あけられ，

rju：bo：一Qci　sumunu：　mata　unu　Q．saNta：一ra：　munu－Qcu
　　心棒と　　　　言うもの，　該た　　その　　下から，　　　　　何　　と

　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　の

mo．　七a・
いうものは　また，

rju：mara－Qti　si：　uri：N　ari：　bure：N－da：
　　　櫓摩羅と　　　いって，それも　　あb　　をつたよ。

h麗亀：輸聾n幌野u撚＆：薪　N： nagasi　kazi－QPi　si：
　流し　　　舵　　と　　いう，

tumu－na：　kaze：
櫨　　に　　　舵は

pu　I　s．　ttg　一ma：

　　幌船　　　　　　は
ari：buta：
　ありをつた。

asit2　ure：　hucu：一ja：　me：
そして，それは　　普通　は　　もう

unu　kaze：　kazi－nu　aNti
　　その舵は　　　舵が　　　あるとは

（；ISa］耳一da二　　me二

知らないのだよ。もう。
munu　kai　sa±　sikiti：　huni：一N
何だ，　こう　下げて　　揮いて　　　　船　　を

㌔響su霧閤貯畠謬言lh学警e照系譜ほt1慰】繭留二黒鍵。：

ta：　ure：　｝〈ai　iri－ru　Q，sa：ra　so：ruN－CLa：　ai
また，それを　　こう　　入れて㈲　　下げられるので，　　　　　そう

Qsa；ra　s　o：ru－ka：　me：　hune：　me：
　　下げられると　　　　　もう　　船は　　もう

pu：s±N－ma：　maNta－nu
　　帆船は　　　　前方　　の

ka：ra：一nu　aruN－da：
カーラ（量感が　　あるので，

v．ri－nu　na：N－ka：
それが　　　　ないと

tumo：一ni－ru　kai
　　櫨の方に　　　　こう

（Qsa！　mullu　si：
信いあやSk　b）何　　　して，

nan　・
流れて

paru　zl．一一co．
行く　　　わけさ。

urコ．．

それを

sag　a．　r4　su　（ga：　a　：）

下げると，
sagarasu一一ka：　me：　ina：taki　kai
　下げると　　　　もう，　同じように，　こう

ju，：riku：　　　8ユーz■一ge］ぐa，膠

寄って来る　　　　　　　　　わけさ。
unu　tami一一si：ru：
その　　　為　　で
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aa窮asikazi：一Qt；i　　si：　　PU．二8iN－ma：
　　　流し舵　　　と　　　いって，　　帆船　　は，

tuep“一na：　ari：　buta－jo：
　　櫨に　　　　あってをつたよ，

ure．
それは。

S　unu　hukana：
　　その　　　外には 驚a譜’』旧藩d蹟ut珠： 工nata・

　談た，

kacuQsi　（blna：）
　　（言いあやまり）

潔暴嘉s滝N曝Σ…蔀ち鱒「aあnu（雲聖姻

do：re：一ja：
　などは

aro：一faNseN
あられませんでしたか。

1
a：　aributa　u：
アー，　あのをつた。

　　eedg5）
saNsuiki
散水器

izuho：su　buso：一jo：　be：　unu：
魚を釣る　　　場含はね。　　我々の　その，

Qcumo：　na：juN－da－jo；
というものは　　ないのだからね。

be：
我々
unu．
その

kisa：
以前は

su：hani：一Qt±　si：
　潮バネ　　と　　いう

taki一・ba　bariti：
竹　　を　　　割って

su�guk徹n’：

sukuriti－jo：
　　作ってネー。

JUi卿∂a’・
　柄は

me：
もう
unu．
その

（s　i　bul sibuk二1ユーN
釣り竿の

　　　　　ロ　　の
kacini。
ように

me：
もう
pusuhiru：
　　一ひろ

b恥ka聾一na：
ぐらいずつ

pusuhiru　a皿a恥a：
　一ひろ　　　あまりずつ

me：
もう
taka：
高い

toN－ma：一ja：　me：
　所は　　　　　　もう

pusuhiru，　　a，皿aNna：一ju．N
一ひろ　　　　余りずつも

N：

sikiti二
置いて

uN－na：
それに

su：hani：inQti：
潮はねという

gaija：ma：一N　su．k．　o；ri：
　　　　　　　　　　　　　作って　小杓子も

。：ac　i七1・

澄かれて
uri－si－ru　kai
　　それで　　　　こう

su：一ja　hane：一ti
潮は　　　　はねて

1zo二
魚は
ho：st
釣って

bu七a　　zzエ．
居た　　わけ。

aiti：
そして

わe：聾keN・一ma：
　いるうちに，

saNsuiki－nu；
散水器が

ha

hazimari：
　　始まb，

七a￥Rhunレs暴と「■● jamatu　hunl－sa：ri－N
　　　大和船　　　なども

一59　一



ki　Qti　　血θ：

来て，　もう，
±zuho：suN－ti　ku：　buso：　kiti：　unu　saNsu±ki：
魚を釣ろうと（やって）来る　場合は　　　来て　　　その　　散水器を

hanlru－wa－na：
はねるさねえ。

saNsuil・e：　haniruN－da：　mi：zirasa－Qti
散水器は　　　（水を）はねるので　　珍らしいといって

me：　maCa　uri－nu　haniruka：　me：
もう，　　また　　それが　　　はねると，　　もう

umユ．　　haniru　　七〇N－du
その　　はねる　　　所に（ぞ）

の　　　　　　　　　ワ

■ZO・
魚は

狙U・rしし　　paru坤cume・
　　　　　　　行くんだよねえ。みんな

ai　jaN－da：
そうなんだから，

uN－da；
それから

je：N．ma－na：一juN　me：　unu
　　　八：重山にも　　　　もう　　その

（Qsu　　　　　Qsuhani　c．umo：
　　　（言いあや則り）

na：N

bure：　e：） saNsuiki　cumo：　na：｝｛bure；ru：
　　散水器　というものは　なかったのであろう。

uNdaru　baN‘ta：　GLse：］ra－ru：　saNsuiki：一一N　Nzi；
それから　　私たちが　わかってから（ぞ）　　　散水器も　　　　出て

kutaN－nu：
　来たが，

isaNkG：一一na：
　　石垣には

s　aNz　u　：　一　bu］r．ara　：

　三艘　　ほど，
ゴ。聾su．：一bukara：
　　四艘　　ほど

butaN－kaja：
居たか　ねえ。

saNsuiki　sike：
散水器を　　　付けた

hune：
船は

buta－nu．：
　　いたが，

patuma　一一　na　一te　：

　　鳩聞では

baNta：一ra　pazum±：一jo：
　私たちから　　　初めだよ。

baNta：一ra
　私たちから

　　　　　コ　　ロ
pazum：し・
　初め

url．
それを

sikiti：　　ba翼七a：
付けて　　　　私たちが

s±ktti：　nikaneN　me：一bukara－si－ru
つけて　　　ニケ年　　　　目　　ぐらhで（ぞ）

nukaru－nu　hunlNl〈e：一ja：
　　残りの　　　　　　船などは 認識囎

suko　：　gLta－nu
　付けられたが

nu：　me：　kunu　saNsuiki：
　　　　もう　　この　　　散水器を

siklraN¢o：一se：一一jo：
　付けないでは　　　ねえ。

me：
もう，

izo：　me：
魚は　　もう

s　ik　a．　ti　：　huni“na　：

　付けて　　　船に
kai　ki：　butraNtiN－jo：
こう　来て　　いたっても　　ね，

aNda：　na．rai－ti：　unu　salifsvtiki－nu　iutiraNkeN－ma：
それからは　　　慣れて　　　　その　　　散水器　　が　　落ちないうちは

xzo；
魚は
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hO：｝トCO：闇
釣れないんだよ。

na：　kai　me：
た判　　こう　屯う

ま（記pai　　皿θ：

いっぱいもう
（bur　D

（言いあやまり）

buribuN－du：　ho：nu
　　居るげれども　　釣れない。

aiNda：　uLnu：
それなので，その

saNsuik±：一CLti：
　散水器　　　　と

su：mu－nu　ko：一Ka：　me：
言うものの　　効果は　　　もう

　　　ざube♂
それだけ

aribvLbaNi－na：一Qti　si：
あるんだなあ一　　と　　いって，

ika：na：
どんなに：

izo：　ki：　kwaja：　izu＞一一Qei：　si：　me：　iQsjut：
魚は　　来て　　よく釣れる魚だと　　　　　いって　もう　いっせいに

孤θ：　　Gしfai　　わutaN一七iN　　urユ・一nu　　u．t工ru．NkeN一】臓a：
もう　　食って　　　いても，　　　それが　　　落ちるまでは，

unu；
その

●
曝
　
，

a
こ
辮9・
h
ツ

i
釣

8 muNdari－na：
　　　エサに

ho　：　N－eo　：・

食わない。
rikuce：
理潤を

S：L七＝L　　Uわθ：

して，それだけ

Qsi：bu：　sizi－gera　．me：
知っている　　わげさ　　ねえ。

aija：一vi：　uNda－rut：　unu：
　　それで，　　　それから（ぞ）　その

saNsuiki：　　（ミ∫CU狙O；　　孤e：　　工nu　nu　　　se；ki：
散水器と　　　いうものは　　もう　　　何　　　したので。

エna七a

また
（unu　ki：） 1〈ikai－na：一一ja；　me：

　機械には　　　　　もう
np：N　g；．z．ico：　．a．re：
何も　　技術は あbは

se：sanu　m6：　klsa：　me：　kika±N：一ju　hune：一ja
しないが　　もう　　以前は　　もう　　　機械も　　　　　船は

siNzo：一ba：
新造（船）を

suku．riti：　kikairja：
作らせて　　　　機械は

kaiki：tl　　sikiわθ：頚一k二θN　　1｛二ikai一捻u
買ってきて　　　　付けていると，　　　機械が

naribe：ti
なっているので，

　　　　　（注198）

na：Nkwai一・ju．至9　　エne：

　　何團も　　　　　＄う

（ja　：） cju：bu，ru－ba
　中吉品を

　　　　　　　（注10フ）

bosjo：darake：
故障だらけに

（u　：）　wazacju：一na：一tiN

　　　　操業中　　　にで5

kikaiba：
機械を

paNcasi；
　はずし

turisiki：
　取りつけ，

nu：一Nkui　si：　a±ju－N
何もかも　　して　　そんなことも

s1：Qta－nu
　したが，

　　　　　　　　　　　　　．　。（注109）
1〈unu：　mata　oiru：一’ №?ｒａ：
この　　　また　　　オイル　　さねo

oiru：N　　k工saニ
オイルーも以前は
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tarasi：　aQta一一co：
「たらし」で　あったよ。

patum．a－na　：
　　鳩間では

tarase：　si：
タラシを　　やって

s　i　：　bu．ta－nu　：

　していたが，

u，nu　：

その
七arasi．
　タラシ

　　リ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　の

S■．　　sumO．　∬1e。
とレ・っているものは，もう

olru．
オイル

k馬謝誤una落語a：鵬： gju．：　s4N
いくらも，

GN；） icinlci；　me：
　　一呂　　　もう

iCetu－N　niQtu一一N一　QfaisuN－da：
　一一斗も，　　二斗も　　　　食うんだから。

kuri－ba：
　これを

mata：
また，
olru
オイル

bako一一Qti　Bi：
　箱　と　　いう

u翼一丑u　　工lia：N－na：　　ta：　　baNta：
　あの　　　ころには　　　また　　私たちが

tr言㍊‘「a：

cju．；玉】ユoN　　 si二　　七Uしgi’むi：

注文　　　　して　　　　　　　　　　　　もって来て
unuL：　　Uエ・まsiruka；
その，　それでならば

の　　　　　　ロ　　　の　　　　　　リ　　　ロ

：LC］．。C■i

いちにち

gusuna：．一；u　olro：．　qfu：Qti　sita：　a：．1　siba　．te：
五升ずつ（が） オイルは　 食うと 言ったので，そう　したら　それは，

kikaija：
機械は

jakanu－te：一一Qti　gi：　usuku　munu：　se：ti：
焼けないのかって　　　言って　あれほど　　何　　　しながら

a：kutaN－du：
　いたけれど，

　　　　　のmana皿a．
　今

k宮古i鷲雲霞a：器： ube：N－ca
それだけさえも

QfuN－no：　me：
食わないよ。　もう，

mudanl　me：　munu：　tarasi；　si：　me：
むだに：，　もう　　なに，　　たらして　　やって　もう

In．uru　・

　皆
oiro：　siti　bure：
オイルは捨てて　　いた

s：LZ＝L－9Ja・　　皿e：
　わけさ　　　ねえ，もう。

aiti　uri：一N　ta：　baNta：
そして　　それも　　また　　私たち

taipaN－ra：　N：
　　台湾から

oirubako　：　一一Qci
　オィルバコーと

　　　　のsu．孤。。

言うのを
cju：moN　si：
　　注文して

Pugi．：　u．nu
持ってきて　　　　　　　あの

maN－na：　me：
頃には　　　もう

patuma－na：一ee：
　　鳩間には　　その

baNta　：　一一　ru　paz　ime　：

　　私たちが　　　初めは
（sikD siki

付けて

bure：ru
　いたよ。

色aq七e：　皿a，na：）
（言いあやまb）

孤anamξい　　　na〔ミ「七a：一ti　　皿θ；

　今に　　　　なってみると，　　もう
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ザ醤辺 aiわu　　tarasi：　　SU憩O。　　na：狐U．N　　皿e；
そんな　　　「たらし」　というものは　　ない　　　　よ。

Nti：
そして，

kikai－nu
機械　の

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コu・su工
附水」。

pazume．
初めは

ta：
また

］U・8Uコ．

有水で
jaqta－jo：
あったよ。

me：
もう
hune：
船は

コ
　
リ

e
う
m
も

ma：NsiN　me：
　　満船　　　もう

unu　mlzi－ba　muti
その　　　水　を　　　持って

bura：N－1〈a：　naraN　s±zl－cume：
　　いないと　　　出来ない　　わけ　さね。

kikaiN－du：　mize：
機械にが　　　　水は

me：
もう
Qfa；si：
食わせて 旧誼競ら，騒濡k’霧 busu－na：ta：　me：場合などは，　　　もう

zuNni　unu：
本当に　　その

i　CL　tvL　1〈aN一　nu　：

　　一斗かんの
gorQkptz　i．Qk．　aN　一一　na　：　N

　五六十かんずつ

　　の　　　　　　ゆ

nu．◎8■
乗せて

paQ肥画図：器：
　コ　　　　　　コ　　ゆ

a］．s■・

そうして
siNniN　me：
わざわざ　　もう

kika±N
　機械に：

Qfa：simuN一一ti　si：　N：
食わせるものって　　菖って

mizi　taNku－N　me：
　　水　．タンクも　　　もう

sigoptGt　lt．aN－na　：　一N

　　四五十かんずつも
pe：ru　mizitaNku：一N
入る　　　　水タンクをも

　ari：bure：N－da：　（Nzi　：）
”　あってをつたのだから，

kuri－nu　musui　naQta　pusu：N　ta：
これが　　　無水に　　なった　　　時も　　　震た

baNZa：
私たちが

patuma－na－te：
　鳩間　　では，

baN七a：　　pazumエ・　　Inusu工
私たちが　　初め　　　　無水に

nasita－jo：
なしたよ。

musui　nasuka：一te　ure：　kikai－juN　me：
無水に：　　　なすと，　　それは，　機械をも　　　もう

sukara：N
　　力も

jo：一一ru　aru：一tuka：
弱い　　　　　　とか，

naN七uka：一Qti　＿sエ・
　　　何とか　と　　言って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

a＝L㎜ru　　panase・
そんなに　　話は

aQta－nu：　si：miQta：
あったが　　　やってみたら，

no：N　sukaraN
何も　　　　力も

jo：N－ti　su：
弱いと　　言う
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kutu：一N　umo：raN　se：
ことも　　　　思われなかった

翼
．
．
”

a
o

b
潔

・
工C

　　　　　　　　　　　　　　　の

∂unu・
同じ

gjOhしし｝ζ二i4一：1naru：一（ミ；ti

　　　　漁福丸　　　　　　　　　　　　　と

si：　　ba蟹ta二
いって　私たち

siNzo：　sai．
紙造を　　作ゲ（

O
g
五

＝
十
、
u
．
二

2
．

・
ユ
‘
n
・

baraki
馬力を

sa：siti：　unu
造らせて　　　その

ki／〈ai－ba：　ta：
　　磯械を　　　また，

turiti．：　・hutakena：
　敦って　　．・llすぐ．

MlユSUI
無水に

　　ロ　　　　　　　　　　　ら

kalZO．
　改造

slti；
して，

s版k：au．七a－nu：

　使ったが
u．N－nu．　baSu－nal二・　狙a二zuN　　I）atu皿a：　　pu（su）Nke：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳩問の人たちはその　　　　ころに’　　一一・reに

ma：zu弱
一繕に

icigOニーQ－t　i　si：　合‡：σ．：（記七a：

　　一号と　　　いって　　やって於られた。
uQca－sa：ri：
あの人たちと

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　ほ　　り

parasz　　m■r■。
一緒に走ら槍てみて，

　コ　　　　　　　　　　　　

a＝LS↓・

そして
un’〟C1’・・tsulsu・i　nas±ti：一一N　parasi
その：．．1：t．t．．無水に　　　なしても　　走らせて．

畷b晃1－N墾罵弾帯：ごマ添四四1： parida：一ta：　走り一早かったo

asi七a。
そしたら

si’kara：
力は

　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　ロ　げ　　　　　　　　　　　　
七asita，」’．qλ幻想，．・♂．．．、．　a，■　　kauruN

たいした　　☆その∴それほど　変わる
cusumo
というのは

na：NbaN－na：一Q．ti　uN－nu　ma：＋NM一一一’na・；一　uino：ri：
　　ないのだなあ一と　　　あの　　　頃にい既ご㍉思われて

bure：
いた

s±ta－nu：
けれど

uN－ma：
あの頃は

　　　　　　　（注1佃）
zi　：　s　a　pttl一　nu　：　N－du

　　　ちいさん　　が
（宮良長康さん）

Zi1 G「＄a聾5du二
ぢい港んが∴

kikwaNse：　s±：　o：ri
　機関士は　　　し．て　　澄られた

bure： 　　　り　　の

paz■・
はず。

daikeN　puso：　uNma：
　（大工定市“さん）　あの頃は

Pユ．・tal
兵隊

jaru．翼一da：．　ja蟄a．七．○だna：

であるから，・　　　　　　　　　　’．大和に
膓

si，zi－co：
　わけさ。

3a狐a七Q－na・
　　　大和に

わe：『ごi：　　uNda：　　ka‡ZQ：一ごa：
房て　　　それから：．．　　　　　　　　　　　　　　　　改造．は

N：

musui　kaizo：
無水に　　改造

s工ta
　した

ju｝“　一da　：　z　i　：　saN－nu　Ni・’一　du　；

　のだから　　　ちいさんが

　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　

munu・　　S■。
何を　　して

O：Qta－nu　　a二i　　sltj．　　］簸e：
診られたが　　そう　　して　もう，

kil〈ai：ja：
　機械は

N：　munu－da；
　　　　何　　だよ。
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mUsuユ
無水

jaruba－Q，ti：
　だからって

kikai－ja：
　　機械は

sikara：　kauru　kasini：
　力は　　　　変わる　　ようには

bura：NseN
いなかった。

憩ana．哺tθ。
　今はして

kikai“ja：
　機械は

　　ロ　　　　　　　　　の

憩u．ru．
みんな

㎜εui－da：一エ且e：

無水だよもう。

S　N： aNde：ka：　kacusiN　araN一・do：s±；
そんなら，　鰹船では　　　　なくて

1〈uNdo：　ino：
今度は　　沿岸の

izubl－do：re：
　　魚などを

tur　o：ru　p“一rna：
取られる　　　ときは

mukase：一ra　nu：si：　si：
　昔から　　　　どのように　して

。：Q，ta．一kja：一nare：
澄られたのだろうかね。

1　kisa：　me：
　　以前は　　もう

Mo：izu　turo：ru　buso：
沿岸の魚を　取られる　　場合は

sinakakija：一ba
シナカキヤー　　　を

si：　　七urO；r1一・七i：
やって　　取られて，

izuN　taku－nu　aru　puso：　me：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時は　　もう魚も　　　　たこも　　ある

kui　ja：一『tiN　nO：N　皿θ＝　ja：di：　isaNk：e：
　漕いででも　何でももう　かならず　　石垣へ

　㎜七〇二raNka：　nara蛋一CU；
持っていかれないと出来ないわけ
　　　　　　　　　　（囲る）

me：

嬬

taNko：一N　muto：ru　pusvt－nu　ari：
ta炭鉱へも　持っていかれる　　人　も　　あり，

isa聾kθ：　　］皿uto：ru
石垣へ　　持って行かれる

bUSU－nu　　ari：　　si：　　工濃e．　　a■一ru　　k：a；si：
場含　も　あb，　　して　　もう　そんなに　　売って

。：re：Nda：
お・られたから

lzunu．
魚が

aru　basO：　m．e：
ある場合は　　　もう

kuija：一tiN　no：N　me：
漕ぎながらも　　何でも　もう

e：

！nu．nu．　　a工一ruし．　　ka：si五「　　o；Q，七a

何だなあそんなにして　　売りに　　行かれた◎
baNta：一ba：k±一N　al：N：
　　　私たちまでも　　そんなに

工ne；　　naNkwai－N：　　me：
屯う　　　　イ再回も　　　　　もう

kui－ja：ti：
　漕ぎながら

七aNkO：一ju聾　　皿u　ti
　炭鉱へも　　　持って

parx・
行き，

±saNke：一juN　m．uti　pare：N　puso；　ari
　　石垣も　　　　持って　　　行く　　　ことも　　ある

bu：一juN－da，：　ai－ru：　kisa－N　1）uso：　si：　o：Q，ta；一jo：
　　　のだから　　『そん左ふうに　　以鶴の　　　人は　　　やって　　澄られたよ。
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．　S　　 silユa，k二ak＝ija：　　u．rθ．　　mana騨一一ru．　　sO：（発ta－k二aja，一nare：　　ure：一te：

シナカキャー それは， どこで（が） なさったのかねえ，　　　　　それは。

皿a七a：
また，

nu・Sユニ脚r1ユ・
どんなにして

so　：．Q　ta－gja　：　一nare　：

なさったのか　　　ねえo

1　sinakakija：一一N　me：　du：一nu　sima－na：一N　si：　pait．a：一一N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　にも　　やり，　　　西表にも　　　シナカキヤー電　　　もう　　自分の

　サ　　　　　　サ　　ロ

Q．r■・
行かれ

ga．b．anaTe：　ma：！a：一ba：ki：
　　　　　　　　　　あたbまで，歩離の

　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　の

mu．rU・　　　Q。r■。
みんな　　行かれて，

s±nakakija：　si：　o：re：・一juN－da
シナカキヤーを　　やって　澄られたのだから。

ba．Nta：一N　N：
私たちも

kac　us　iN　一一　ma　：

　　鰹船は
jqrp．iVi：　ku．s　l．！jLe：nu　a．b．u．　ptr　l　g　．一g　i：　mvpe．gs．tti：

やめて，　　　小底部の 訟じいさんと行って　　何をして，

iN七a］瞼a：ra　　pusuNke；　　〕笠U・ru璽
西村の辺の　　　　人々は　　　みんな

arabusuke－nu　acja　ta：
大工（東大城）の　　診父さんたち，

panasike－nu　acja　ta：一N
　　花城の　　　　　細父さんたちも

　　ロ
通u・ru
みんな

gq：一ba　siti：
　組を　　　やって，

kama：　iramutema：　gi：　be：ti：
あそこへ　　　西表　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　行って　いて，

ginakakija：　si：　zuQtu
シナカキヤft　　して，　ずっと

kama：
あそこ

sirahama：一ra　hukabanare：　ma：ra：　a：k±：　miri：
　白浜から　　　　　　　外泊　　　　　　あたり　　行って　　　みて

simahakija：
シナカキヤーを

si：N　miritl　kj．：　uNda－ru：　kusike－nvt
して　　　みて　　来て，　それからが　　　小一の

塾騰為まa潔聾賜轡： sa：se：　aro：re：ta：
作らして　　あられた

se：
　よo

sa：si：　o：ri　ti－ru：
作らして　　診られて，

　　　のuna・
自分は

滋θ：　　mu】ユU，　　SQ：Qr七aru；

もう　　何を　　なされたよ。

　　　　　孤a七a．
また 甥a．設搬：鍛h’墨繊：

aN一わa：
網を

　　　　　　　　　　　ら　　　
瓜U㌻O．r＝L．

持って行かれて

u．nuL　　u二N一一nuL　　busuL：

その　　その　　　頃，
sukuri（士頑）ta：
　　作った

aN－ma：

繍
so：　aN－nut
よい網の
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buN－ma：
　分は

　　サ
mu・ru．
みんな

重
て
：
つa
売

k aro：ru－da：
　あられるよ。

taka　aN－nu
高網　　　の

buN－ma　；
　分　は

　　ロ　　　　　　　　　　

滋u．．ru．。

　みんな
ka：siti：
売って，

unu；
その

pisa：　aNna：ma－ka：ni－ru：
　低い、　　網　　これだけが

滋ana．
今は

muti：
持って

。：ruN－da：
劃られるのだから。

gJ．u．・sa　xzo・
いくら　　　　　　　魚を

turabaN　me：
取っても　　もう

ziNpu：
順風

maraN　puso：
でなh　　時は

kutija：一CiN　no：
　　漕いで　　　　でも，

ka：siNrCLu
売りに（が）

paQta－jo：
行ったよ。 それを

uri　kaNga．iru－ka：　ma．nall］a－nu：
考えると， 今の

（u：　me：）

izuturi　puso：
魚取り　　　人は

s工・ruの
で（ぞ）

gju：s．a　tgrabaN　me：　（ziru：）　kikai
　　　　　　　　取っても　　もう　　（言いあや・まり）機械どれだけ

　　　　　　　（注IK）

mQ：ta；ks2一一ruL；
　　モーターで（ぞ）

paru．N－da：
行くんだから n？ザ耀駄脳

na．nu
観

S　papama：
　　　　鳩問の

pi：一・na二　　aN　　uraSO・ru　　玉）i聾一ma：
干瀬で　　　網を　　訟うされる　　ときは，

maNma：ra：
どこの辺に

nu，sl　nu；sl
どのように

　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＄■・一ru・
　して

ししraso：Gしta－kajare：
勘ろされたかねえ。

1　atN　urasu　baso：　me：
　　総を　下ろす　　時は，　もう

tuniku：
とにかく

sinahakija：　su：
シナカキヤー：を　　する

baso：一ja：　ure：　oikomi－Qti
　時　　は　　それは，　　追い込みと

　　ロ　　　リ

＿sz。
¶言って

皿e：

菊う
瓜alユa皿a齢n，u
　今　　　の

oikomi　a皿i－Q七i　　8i：
　　　追い込み網　　と　　いう

uri－ba；　munusi　bunu：　mata：
それを　　　何して，　　いるが，　また

hi－tamasa：　su：
ヒータVサー　　する

puso．
ときは

Qxa：
また
unut　CLkusaN－Qti
その　　　クサン　と

　の　　り

多レ
冨って

　　び　　　　

na・．工

ただ

a聾鱒ba：
網を

　　　の　　ロ
：pa「：L・

張って
siki七i：
　＄一hて

ド　　　　　　　　　や

：LZO・

魚は

（e二）
su：一N　pisaba－rvt
潮が　　　思いたら（ぞ）
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P

O
ま

　
をz
魚

ユ 七u．ruju聾一（iしa：　　皿e：　　a■一τu　　s■。

　取るんだから　　もう　そんなふうにして
bure：N－da：
　居たので

biCuni
　別に

me：　翼；na：　ka1λru　　皿0：　na・》レ」○．　me：
もう　　それに　　変わる　　ものは　　ないよ，　　もう。

（k．isaQtul
（言いな澄し）

1〈isaQtu　manama－tu：N
以前と　　　　今　　　とも

　　　
mu．ru
みんな

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

コunumu・
同じもの

の　　　　　　　　　　　　の

Daru・
である。

sunaka；一“’　junutoN．　na：．一ru　s　i：bu
　海　も　　　　同じ所　　　に（が）　　やってhる。

S　ure：　maNma：
　　それは　　どの辺，

工N’じa：一ja：

　西では
i聾七a：　aNta：N．．．．．
　　（西は　酋も）

1　わasjO：
　　　場所は

ari二bu：　　kunu：
ありをる。　　この

s’a：一一ba　pisasiti：
潮をぱ　　　干させて

　　　　　　　　コ　　　　　　turu狙unu－30・
取るものかね。

　
　
O

；
、
い
○
は

S

1　ma：ma：一Qti　si：　unu　basjo：一一ja：
　　　　どこどこって，　　その　　　場所は

arlbしt・一CU．re・
　　有るって。

unu
その

kumuru；一ba　miri：ti－rv一　su：juN－da：
　　籠り所を　　　　見て　　　　　　やるんだから。 a

だ
望 oikomi－Qti

　追いこみと

sumo：　oikom±一Qti　simau：　u：
養うのは，　追いこみと　　いうのは，

uriN
それも

（i　e）

■z宸Wu　雫貿駕

zu－ba　　三口iriti：騨ru：
所を　　　　みて

亀：）皿e：　su．：

　　　もう　　やる
jutN－da：
のだから

uriN　mu：ru．
それも　みんな

ヨ　　　　　　　　　ほ　　　　の　　　　　の　　　　の

oaSJO・一∂a・
　　場所は

　　ロ　　リ

ar■。
あめ

　　　　　　　　　の

bU－jG・
をるよ。

E　INta：　maNma：N一一na：
　　　’西は　　　どの辺　　に

　　の　　　　　　　　　の

捻嬢、・S■・

どんなに
so．ru－wat－re．
なさるのか　　　ねo

1　na：i　unu：
　　ただ　　その

こ｝ara－nu　　i］醤ta：

屋良の　　西の方Q
　　　サ疑辺a．

そこへ
paruka：
行くと

黙u．

ari：　buN－da：
あるん　　だから。

ui－ni：　Nka：su，一jo：
　上の方に　　向けるよ。

aN－ma：
網は。
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（pi　：） 璋燕Ri翼塙堤七i：pi穣：）昌智： 撚
s－a．　gar，　iku　：

下って来る

izuru　turujuN－da：
魚を　　　取るんだからな。

S　unu：
　　　その

piN：
とき
sikai　o：ru
　　使われる

（a酌 aN－nuL
網の

　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　サ　　　　　ゆ

sjRrUL一一∂a。
　　　種類　は

nuのs＝し
どんな

bu：mu－nu　aro：ru－wa：
　ものが　　　　あなれ懐すかo

1　aN－nu　sjur．u±一一tu
　　　網の　　　　種類と

　　　　　　　　　　（　RII　a　2）

毒忌：器　墾雅： hukuru－N　　袋の

toN－rna：一ja　aN一一ma：
　　　所は　　　　　網は

むaka；
高く
　　　’

mata
また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　サ　　の

Ul　　naru騨agsコ．・
上に　　なるにつれて

sidai
次第

si聾d．ai　　aN一孤a
次第に　　　網は

plsa．
低い

aN－du：　kai　muti　gi；　sujgN－da：
網を　　　こう　持って　hって　やるんだから

uN－na：
それには

sjurui一一Qtu　site：　me：
　種類と　　　　しては　　もう

七aka：孤u：nu一（斗七u
　　高いもの　　と

pisa：mu一一Qtu：
　低いものと

　　ロ　　　　　　　　　　　　ロ

ubi－nul
それだけ

N－du：
　が

aN－nu：
網の

aN－ma：
網は

　　　　ら　　ロkaRr■．
変わる

sul
のだ。

S　ure：　su：mica：ru　sa：ri：
　　それは，　潮の満てくる　　　時に

aN－ma：
網は

iritiru：
　入れて

turo：qta
取られたのか

mθ二
ねえ。

I　a：　　SU．皿■ca・ru　　sa・ri　　SU：田uN：
　　いや，　　満ち潮　　　と共に　　　やるのも

　　　　　しaru－nu。
あるが，

kure：　subete：
　これは　　すべて

もう　　　満潮の
憩e：　　皿aNcjo：N　　PUSU－na・　一gth：

時 に　行って

　　らSU．一nu，
潮の
pisi　paraN
干いて　　行かない

keN－na：　gi：　aN一一ma：
　　　　　　　行って　　網はうちに

iriti：　ku：一nu
入れて　　　来るが

　　　　サ　　　　　　　　　　　　　の
辺uno●　　　誼ユe。

あれは，　もう
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imunu：　h　i：）

　ぐ言レ、あや蜜り）

hi：tabarusa：一一Qti　su：mu：　ai－ru　＄i：bu：一co：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してhるよ。ヒータパルサー　と　　　　いうものは，そんな

S　manama：
　　　　今　は

i：si－nu　zikl　aru－nu　me：
角又の　　　時期　　　ですが　　　もう

patuma－nu　i；si－nu
　　鳩聞　の　　角又の

　　　サ　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　の

：L．se・　　u．re・

角又は　　それは
iciN
いつ

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

ma。ra｝ra．
　　の頃から

nu．s1・
どのように

　ロ　　　　　　　　　　　　　リ

s↓：一ru。
して

N：

turo　：　Qta－ka　ja　：　一・nare　：

　　取られたのかねえ。

1　N：
　　え一

i：si：一Qti
　　角又と

suka：　me：
言えば　　もう

baN七a：
私達が

gym．a．：　一一　gL　ta　k　e．Nrma　：

　　　　　　　　　　　時は幼少だった

・N：　ba：
　　　　私が

gqQxo：
学校
su浮ts30． si七i；

して
ZJU・
十
90roku－N
　五六の

ma：N－na：
　ころに1

parta－na：
　　西表に

daike－nu　abuzi：一Qtu：
　　大工の　　　於じいさんと

JU・密θ一nu
　　松竹の

abuzt；一Qta：
k・じいさんたちと

　　る　　　　　　　　　の

sa・r：L・
一緒に

Inak　i一工ユU　　 U．S＝L．

牧場の　　　牛の
baN－CLti　si：・　be：ti：
　　番と　　　いって，居って

　　ゆ　　の
Llr＝L，

それを
s±：tena；
やbながら

kunu：　manama－nu　naNkai：
この　　　　今　　の　　菌海商会は

kis＆：
以前は

k暑覧七i

二物bu一男乏a：器k犠諺a： munu．
何

ロ　　サ　　　　　　コ　　　

■、。S3．・

角又を

kaio：ruN－ti　siba：　unu　ma：ra：
　　買われるんだと書うので，あの　　ころ

meNsekゴーN　　wazuka：
面積も　　　　　わずかで

are　：N一一　da　：

　あったから
uma．一ra　m．se・
そこから　　角又は

七uri：七i：
取って

　　　　リ　　　　　　コ　　の
pnu　t■91・
持って行って，

taka：ni－N
　多くも

kaio：raNseN
買われなかった。

颯e：
もう，
eju：moN－nu：　wazukana：
　注文　　　が　　　わずかずつ

arujuN－da：
あるので，

孕（ubira） mutigt；
持っていって

CN　：） 　　　　り七ure．ti
　取って

ka：se：
売ったb

SZ．8i．
して

bw七aN－n賞：
　　居たが 聖躍： kun葛：

　この
kumi　at－ba
　　組合を

　　　　　サ　　の8◎sikエ．
　組織

　コ　　　　　　サ　　　

8itユ．
して
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kumiai　sosiki組合　　　　組織
si七i：
して，
uN－nu　basu－na；
その　　　　時に

k±：　ov　：）

来て

七二魚u，re幽nu．：

“友利論の
　　　やunu．
その
tomori　Beiki：一一Qti：　su：
“友利　　盛喜：n　と　　　　いう

pusu・
人が

kumiaicjo：
　　組合長を

si：ti：
して

vtN－nuL　pusu－na：　be：　i：si　bi：一ra－jo；
その　　　時に　　　我々の　角叉の干瀬から，

i：sibi：鱒】ra：　　huca：maニー1）a：k：i：　　ni㎞ai－ja，：　　jo：SOkしと　　80：rθ：N－CO：

角又の干瀬から，　フツァーマAで　　　二園は　　　　養殖　　　された　よ。

七uriti：
　取って

do）ldoN　taniise；
どんどん　　種石を

皿ak：i：　　］丑θ：

蒔いて，　もう
huca：皿a；
　フツアーマに二

snkuN－keN　maki：
　　至る懐で　　　蒔いて

簸ikwai脚ja：
　二回　　は

zuNni：
本当に

jo：sjuko：
　養殖を

so．rl．
なされ薯

uN－Ru　atu－na：　me：
その　　　後で　　　もう

コ　　　ロ　　　　　　ロ　　の

■．s工・

角又を
七uro二ru　　bUSO：　　狐e：
取られる　　時は　　もう

（saD

rs
又

●
　
■

i
角

　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　つ

sa■SJU・
　採集

so：ru　buso：
される　　　時は

me：
もう
jo：sjuku　sumu：tu
　養殖　　　　するものと

」　un　V且1U・一CU　　憩e：

　　同じことさ　　もうo
七urit■．
取って

tada：i　me：
どんどん　　庵う

unu．
その

xse．
石を

”uri；　maki：
取って　　蒔く

8uwa．　　na：　　N：da：　　皿e：
さ　　　　ねえ。　それだから　もう

cjo：du　　 刃ユe：

　丁慶　　もう
an　IL

種

isi一一ba
石乏

　　コ　　　　　　　　　　の

9Q・ra・
多く

me：
もう
po・rx一
　蒔き，

jo：Sjuk二Uし：

　養殖
si；bu：
している

katacMi：
　ように：

naru　slzlt一一co．
なる　　　わけだよ。

aibe：ti：
それだから

sidai
次第

sidaini：　me：　N：　uN－da：
　次第に　　　もう・　　その頃から

　
　
ロθ
をs
又

ゴ
角

七url
写り
tu；si　o：ruN－da：
通して　おられるから

㎜a・一コa狙e：
そこ　は　　もう

狙eNsike：
面積　　は

stdai　ni：
　　次第に

ma■コa・
大きく

naru聾一七i。
なるさ，

zu免to　　aNta－nu　　i：si　bi：一ra　　huca：エna－ba：ki：　　皿u．ru
ずっと　　　東側の　　　角又干瀬から　　　　フツァーマまで　　　　みんな
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P篭su七u：ru
　一通．b

　　　　　　サmalユa皿a．
今では

i：s±　nari　bv．：
角又に　なって　　いる

sizi－da　me：
わけだよ　もう。

aiti：
そして，

saikiN－juN　ta：
　　最近も　　　　また

jo：sju．ko：
　　　養殖は

cja：
常に

●
●
　
・i
し

S 七1ユニsi－ru：

　通して

bu：一juN－da：
　居るのだから，

mana：　me：
今は　　もう

mu．ru．
みんな

hi’む〇七〇；ri：　　皿U：

　　一通b　　　全部

ロ　　　　　　　　　ら

■・s工
角又に：

naribu：
なっている。

asu一且u．
　だ　が

baNta：
私たちの

z　lda±　一一　nu

　　時代の
pusuNke：一nu－jo：
　人（々）たちがねえ，

ba：
私は

igLciN
一番

　　　　　コ　　ロ
paz　umユ・
　初に

nikwai
二園

jo；sjuko：
　　養殖は

sユ。rlユ　　aru．．幡多u・
して　　　　あるが，

ta；N　 ししri：　ju；gjRkしし：
誰も　　それを　　　養殖し

unu：
その
munu．
何を

　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　

a・　　S■・
　　　言って

pan．asユ
　話

s．o；ru　pu6q－ti：
　　　　　　　　人とてなさる

。　：　raN一一　co　：

居られないよ。
Nda：　uN－nu　ma：ra：　ine：
だから，　その　　　頃は　　　もう

　　　　づmuru、．
　皆

含u：） pi：tai－na：
　兵隊に

　の　　　　　　ロ　　づ

。・r■・
行かれ，

jamatu　saN一一na：
　大和　　あたうに

O：re：ti－rしし：
居られたので

haQ．kiri：　urS　Qso：raN　bu：一ju：
はっきり　　　それを　わかられないのか，

baNta：
私たちは

pi；tai－juN
　　兵隊にも

工）araN一αa：　　bθ：七i
　　　　　　　　　。だから行かないんだよ

me：　du：一’si：
もう　　自分で

se：N　mu：
やった　ことに

naribuN－da：
なっているのだから

qse： 　S工Zよ一CU．　　mθ。
（という）わけさね。

a工rUL嚇n1ユ。
そうなんだがg

baNta：　uN一一nu　ma．：ra－nu　pusuNke：一一nu　muQtu　a±bu
私たちは　　その　　　　ころの　　　　　人たちが，　　ちっとも　そんな

pa工1asユ．9
話　を

so：raN－ba：一ru：　ba：
なさらないのが，　　　私は

muQtu　Qsiru　so：raNju：
全く　　知って　　いなさらないのか，

狙ata　　uN一籍UL：
また，　そのころの

jo：sjuku：
　　養殖を なさらなかったのかなあ一と

gO一：．r．aNtq：rj．u：・一gti　whsi；　pq一：i
窟って　　ただ，
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老えな誰膿’甥・謬 baN七a：
私たち

zidai－nu：
　時代の

pusuNke：一」’a：
　　人たちは

te：　naNzu：
また　　それほど

kuna：　　！孤ana．　　皿e：
ここでは　　今は　　もう

。：raN－da：
as・られないのだから。

kusrkke：
小底の

acja：　zi：saNta：一N　o：rvLN－da：
蘭父さん　じいさん（官良長康さん）居られるので，

ku，sik二e－N　　a，Cja℃aE］断　　Hλθ：

小職の　　　凝父さんたちも　もう

uNina：　jama　tu－na：
そのころは　　　大和　に

。：GLta－ju：　wakaraN－cure：
凄られたのか　　わからないさねえ。

jamatu一一na：　o：Qta一一ka：　uri：　wakaru　wake：　na：N－co：
　大和に　　　　細られたのなら　それを　　わかる　　わけが　　ないさね。

pi：tai－na：　o：Qta一一ka：
　　兵隊　に　　行かれたのなら。

　ロ　　　　　　の　　り

a■七：L。

そして
ic磁a恥usuNke：一ja：　Uτe：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　それは　　糸満の人たち　　　は

tiNnumucuru
　　天然物　　で

ロ　　　　　　　　　　　　　

∂aru・
ある。

（u　：）

mukasje：一ra；　arumu　se：　mukasje：一ra　arumu；
　昔から　　　　　あるものだのに。　　　昔から　　　　ある亀の

a七aN－tiN
であっても

　　　ゆurθ・
それは
me：ke－nu　ujapusuN－du：　¢uro：ri：　una：
宮古屋CJicu）の　　裡先　　　が　　　取ってこられ，そこに

ibo：re：ta：　Qzu：　mukasi　panasje：
植えられた　　　という　　　昔　　　　　話は

aru－juNda：
　　あるので，

ibo：reNke：N　mata　ure：　unu：
　植えられたとき，　また　　それは　その

j：pt．bg；・．一Rtt　i　一s　i：．　gn－u

角又三瀬　と 吾って　その

aNta－N　ublna：　are：N－da
東の←部1　それだけに　　あったので，

uN－da：　kunu　kumiai　sosllki：
それから　　この　　組合　　　　組織

　に　　　　　　い　　の

S■t■．
して

patuma　pu，suN－du
鳩間の　　　人が

ubi：　　∂O。81kU　　Sθ：ti－ru　　皿ana・
それだけ　　養殖　　　　したので　　また

iQ，：paN

一般に

me：
もう

mu；ru
みんなに
（金域に）

hi．rugari：
　広がって

buNda－jo；　（±　：）

いるのだからねえ。
i：siN　CN：no）
角又も

icoNpusuNke－nu　ure：　tiNnumucuru　jaru－Qti
　糸満の人たちが　　　それは　　　天然物で　　　　あるつと
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asitaN－tiN　no：siN　du：　patiima　pusuN－dvt　ja．suko：　．si：
翻ったとしても何としても自分の年払の人 が　　　養殖は　　　して

kama：一ra：　turo：ri：　tani：
あそこから　　取って来られ　　種を

Nzasi：一N　s’o：ribaNma：一Qti
出させも　　なさるのだなあ　　と

kuto：　me：　mukasi　papasl
いうことは　もう　　　　昔　　　　　　話を

sikiti：　me：　haQkiri：　si：
聞いて　　もう　　　はっきり　　して

bure；
をbは

su．N
する。

S　pe．a　：　Ta　tugo　：．　rqt　Jta－k　ja　：　一re　：

　　　　　　　　　とって来られたのかねえ。　　　どこから

1　kumoma：一ra－ru　turo：一Qta－tu　su：
　　　　小浜島からでカミ）、　　　取られたと　　　　いう

　　　　　　　
pana8e・
　　話は

　　　コaru．．
ある。

ku辺。漁a．一na．
　小浜には

i：se；　　ariわub＆一se二
角又は　　　　あるよ。

S　kumoma：
　　　小浜は

mukasje：一一ra　i：sje：　ari　o：Qta：
　青から　　　　　角叉は　　あって　tsられたの？

1　G：） ユ，、・S3θ・。　．a‘r■辱
角又は　　・あっ．て

buta－Qcu：
いたという

papasJe・
話は

aribu－Qco：
　あるさ。

（kumo） ］sumo工na－na：N　　ari：　　kabira一一na：N　　kuma：一juN　　エロe：
　　小浜にも　　　あり，　　　川：平　にも　　　ここにも　　もう

i：sibi：一Qti
　　角又干瀬と

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　サ

　s■●　　　na’■　　　u．皿a

言って　　ただ　　こそ
ubi－na：一ru　aribure：N－da：
　　だけにが　　　あっていたからねえ。

s （a　：）

i：si：bi：一一na：　uN　pi：一nuL　na：　nu：　nu：一ti
　　角又干瀬に　　　その　　干瀬　　名前は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何何　と

aro：ruN
銘前abS）あられる？

1　aribu：　una：　±：si：一nu　：uQta：一ru：
　　　ありをる。　そこに　　　角叉を　　　取ったので

±；sibi：一一tl　si：bu：
　角又干瀬と　　言っている。

u］喰a・噂3a・
そこ　は

daiku　bi：一ti：　su：．jo：
　ダイクニF瀬と言うよo

unu　pl．一一nu
その　　鎌瀬の
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ku孤aN七a－nu　　kadu－」○二
　こちら側の　　　　角　ね。

u魚a。｝Ja・
　そこ　は

da　il〈ubi　：　一ti　一一　ru

　ダィク干瀬　　と

na．一Ja　aru；
　名　は　　ある。

QsaN
知らん，

　　　nu．．一nu
　　何の

kaNkel　siru：
関係　　で（ぞ）

dalku　bi：一ti：
　ダィク干瀬と

　　　　　　　　　　コ　　　　　　

nal－Ja。
　名は

sikirari二
つけられて

　　　　　　　　　　ワ　　　　　　

わu・一JU・
いるのか

ure．
それは

wakaranu：
わからない。

daikub±：．（ure：ral　paita－nu　uma：一ra　kaiL：
ダィク干瀬（それから）　　南風端＠俵）の　そこから　　こう

Nzi：　bvt：
つき出ている

toN－ma；　七a；　磁a：一ja：
所　は　　また　　そこは

na：sibi：　na：sibi：一QU
ナーシ干瀬　　ナーシ干瀬　　と

su－ka：　me；
言うと　　もう

　　　　　　　jaQpa8i・
　やっぱり

ina　：） 　　ロ　　　　　　　　　ほ　　　　　　ロ　　　リ

na・na・s■。
　　長々と

皿ununしし　Pエ・一nu
ものが　　　干瀬が

Nzi：
出て

　　ロbe．一ti－ru
　いるので

na；sibi：一ti：
ナーシ干瀬　と

sikirarl　bu；　kaja：一ti
つげられて　　いる　のかなあ一と

umu：一一nu：　da±kubl：一ti
思うが，　　　ダイワ干瀬と

　　コ　　　　　　　　　の
SU．］蝕U．。

書うものは
uma－N　kadu－nu：
そこの　　角　の

unu
その

na：一ru　wakaraN－sa：
　名前が　　　わからないさ

nしし：si　ki：一ru　　ai　　SUkO：・一
どういうわけで　　そう付けられた

Qta－ju：
のか。

S　ure：　huca：ma－nu　aNCa　kata：　nari：　bu：　me：
　　それは　　　フッアーマの　東側の　　：方に　　　なって　　いるのかねえ？

1　aNta　naribu：
　　東の方になってhる。

huea：ma：一ra：
フツアーマーから

z．u：gLto　aNta－nu
ずっと　　　　　　　　東　　の

kadu．一gera　皿e：
角　　さ　　　ねえ。

pi：一一ja：　huca：ma：一ra：
干瀬は　　　フツアーマから

aNta：
東方へ

zu：tu
ずっと，

琶転i：鴉ゐ装零ξキ：思～ 　　aita－N融端の
（国表）

huci－N　toN一一jo：
入り口の　所ねえ。

（uM uma－ru　daiku　bl：一Qt±；　asu
そこを　　ダィク三瀬　　と　　　言う。
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s器h野駈港門務：皿a訪○：幽濃：羨： nu．s1
どう

naribu－wa：
なっていますか。

1　uma：一ja：
　　　　そこは

i：rizlma：一ti　zu：
イーリジマと　　　　いう。

umaN　pi：一一Ja．：　huca：maN
そこの　　干瀬は　　　フツアーマの

iNta　kaea：
西側の　　方

ari：bu：一da：
　　あるよ。

i：rizima－Qti　su：
　イーリジマ　と　　いう。

（kana；め

　ana：一N
　あそこに：も

jo：siko；
　養殖は

umaN；
そこも

の　　ロ　　　　　　　　　　サ

：L・Sθ。

角又は
皿u．ru
みんな

gju：mus±：一N　jo．．：siko：
　　　　　　　　　　　　　養殖は　　　　幾度　も

baNta：
私たちは

s±：re：一juNda：
やったのだから。

S　i：rlzima：一ra：　ho：tobare：一一N　ma：ra：
　　　イーリジマから　　　　　鳩離島　　の　　　辺は，

uma－N　iEa：ra：一N
そこの　　　辺　　も

Pレーnu．
干瀬の

　　ゆna。一N
名も
aro：ruN
あられ玄すか。

1　N：
　　ンー，

の　　ワ　　　　　　コ　　　　　　ロ　　　　　　　　　ロ

z●r↓z工ma。幅ra，
イーリジマから

uciNta：
　内側

fuoQtul hoQtubare：＝NA　一ba：klN
　　　　鳩離島の（所）護で

一nu．　aida－na－jo：
の　　　　間に　　ね。

nakabi：一Qti　sumu－nu　aribu－co：
　　中千瀬と　　言うものが　　ある　　さ。

媒蔦a．
そこには。

nakabi：　Qeumuno：
中干瀬　　　　というものは

　コ　　　　　　ロ　　サ

a■S■・
そして，

unu　sunl一一co．
その　　曾根　さ。

ne）unt－ru：　uNna・　：一ru：
曾根　が　　　　それにが，

un　u．

その
tu：ze－N　pusuN±ke－nu　mana：
通事家の　　　　人たちが　　　　今

turi　o：re：　isje：
取ってこられた　　石は

（u．nu！
unu　suni　kai－ti　baNma：
その　　曾根　　　か　と　　私には

u．mO；r2：
思われる。

nakab±：一Ci：　su：
　　中干瀬　と　　いう

　　　　　　　じ　　　　　　の　　　　　の

unu．　uma・一コa・
その　　そこ　は

nakabi：一tiru　　SU．二
　　中干瀬　　と　　　斯うQ

旗翻一N鳶球趣kθ：一ja： so：re：　一一　juNda：

言われたのだから。
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S　pa　tuma－nu　s　i．ma一一nu
　　　　鳩間　　の　　　　　　　　　　　　　　農の

ma．ra－nu　pl．一nu　na：一3a；
　辺の　　　　　馬瀬の　　　名は

nu：
何

nu：一tiru　aro：一一wa　（aro：ruwal
　何　　と　　（言かれて）あられますか。

1鷺商澱遷aこそ％t」：尋灘ほ鷺 aN七a：　　ki：
東の方へ　来て

ta，　ka　bi　：

高干瀬

（ki：　takal takabi：　（一ba）　一ra　siNta：　ma：rl：
　高千瀬（を）から　　（島の）後方へ回わって

ki：

敷

iN七a聾一dU，：　　七a：

　西の方が　　　また
k　ut：sibi：一Q，　ti　：

クーシ干瀬　と
na．一Ja　aru．
　名　は　　ある。

（ku：si　bS　：）

kub±sibi：一Qti
　クーシ干瀬と

su一’汲＝F　ta：
’言うと　　また

瓜aN七a－nu
前の方の

　　　　ゆ
Sunθ・一ra
曾根から

mu．ru
みんな

maizuni－gera　me：
前曾根　　さ　　　もう。

maNta－na：
　前の方に

suni　：　一一nu　aruN一　da　：

　曾根が　　　あるので

皿a■卿n℃し　　SUぬ工。

前の　　　曾根
maizuni：一Qti
　前曾根　　と

s±：

言って
na・一Ja．
名前は

　　　　　　ゆaru扁nu．
　あるが

uNna：一ru　ki：　ta：
それに（が）　きて　また

unu　raaizuni－na：N　ta：
その　　前曾根　　にも　　また

nu：
何
sum
曾根

nu；suni：一一ti：　zako：turi－te：na：
　　何曾根と　　　　（誉って）雑魚（エtt）取珍ながら

　　　　のmuro．
みんな

na．一Ja
名前は

sikirarrk
付けられて

bu：一jo：
　いるよo

se；

kana嶋℃e：
あそこでは

iNta－nu　huciNtoN－na；　ta；　na：na：一nu：
西側の　　　入り口の所には，　　また，　長々の（長い）

pl　．　一一　nu

千瀬が

aru－nu　ure：　ta：　manama
あるが，　それは　また，　今　に

sikitiN　nakasike－N
お亀いても　　　雲底蒙の

Sunigwa：一Q七i　　量■・
　曾根　　　と　　　　　　　　　　　　冒い㌧

na：一ba
名　が

slkirar±　bu：一nu；
付げられて　　いるが，

uro．　me二
それは　もう

n晋置そ「una罐1k覧n競羅愛諜ajぞqti：盤：
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sikirarita：一Qti
　　付げられたのかと

su：ka：　unu：
言うと，　その

pu：BtN　z　i．d．4．　i　一一　na　：．　一jo：

　　　　　　　　時代に　ねえ，帆船

エユakasike－nu：
　　仲底　　の

huniN－du：
　　船　が

uNne－N　pusu－N　pu：siN－ma二
　　　　　　　　　　　　　　　　帆船　　はその家の　　人も

muti：　o：re：　bure：N－da：　unu　hvtniN－du：
持って　S＝られて　　いたので，　　その　　船　　が

piNViru　p±N
　　　毎　　日

una・　多■・
　　　　　行ってそこへ

unu　sum－na．
その　　曾根に

be：ti　zako：
　居て　　雑魚を

ture；
取った

．
　
O
O

C
o

糧
さ

●
　
9器S

asita；一一ru　ur6：
　そして　　　　それは

nakasike一一N　suni－ti：
　　　仲底家の　　　曾根　と

　　ロ　　　　　　　コ　　　　　の

na・一Ja・
名前は

sikirari：
つけられて

bu：　sizi：
いる　　わけ。

S　unu：
　　その

huk　a．　一　na　：

　外に：
ma：biN　suni一一N　na：N－do：re：　aN
もっと　　　曾根の　　　　名前など　　　ありますか？

1　i：　kana：ta：　isike：zv．ni：一ti：　su：
　　ンー，　あそこには，　イシケー曾根と　　　　いう

sun　］．　一nu

　曾根が
　　　　　むaru．一nu．・
あるが，

　　　やure・　　unu
それは　　その

　　リ　　　　　　　コ　　　　　　　

na・一’　Ja・

名前は
suku七a聾一ju：
聞いたの　か

wakaraN－sa：
わからないさ。

isike：zun±一t±
　イシケー曾根と

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

SU．　　sunθ．
いう　曾根は

9Uﾘさぜ“ma魂U　SU撫欝噸nu

aN－cu　se：
あるさ 鉱鍵 huce：一ra　NzasuNtoN－na：一jo：

入IP口から　　（船を）　出す所にね。

airu－nu　ure：　mu｝〈asi：
そうだが、　それは　　昔

hu．ni－nu　：
　　船　の

isike：一ti　su：
　dシケーと　　いう

pusu　一nuLN一　du　：

　　人　が
huni－ba：　sa：ro：ri；
　船　　を　　つれてこられて，

aNga．raso：re：ta：一ti：
　　　座礁されたと

　　ロ　　　　　　　　　　　　　コ

su・騨コu・
いうのか

nanika：
　何か

　ロ　　　　　　　　　サ

a：LbU・panasθ・
そんな　　話は

sukutaN－co：　（a　：）

　　聞いたんだよ◎

a〕〔aase－N　　abuzi七a：　　O二taN－jo
小浜家の　　診ちいさんたちが　居られたよ。

aibu：　panasl；
そうhう　　話をして
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asiti－ru　ure：
　そして，　　それは

isikesuni一一ti：　na：
　イシケー曾根と　　名は

sikirari
付けられて

bu：一ti　ba：　一一　ja：一ti

　　　　いるらしいと
gi；　as“o．：gt．a　pa“gq．se：
　　　　　　　　　　　　　　　話は冨って　　言われた

8uku七aN聯（1u：
聞いたんだが

me：
もう
wal〈araN－baN
　わからないさo

una：ta：
そこには

jamatazird一一ti　su：
またヤvタジルと　　　いう

suni：一N　aN
曾根　も　ある。

una：　huci：ra
そこに，入り口から

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　の

Pθ・ras：L。
　入れて

a：ku：
居る

kumaNta　kata－na：
こちら側の　　　：方に

jamata　suni－ti　si：　ari：　bunu：
　ヤマタ　　　曾根と　いって　　あるが，

unu：　uriN　ta：　nu：si：
その　　　それも　　また　　どうして

jamaCazun±一ti：　na：　sikirari
　　ヤマタ曾根と　　　名前が　　付けられて

buNsa：
いるのか

wakaraN－baN
　わからない・さ。

S　maNta一一N　ma：ra－nu　maizunl－nu　suni－nu　na：一一ja：
　　　前の方の　　　あたりの　　　前曾根　　の　　　曾根の　　　名前は

ma：biN
もっと

aro：ruN
あられますか。

1　　皿e：　　iN七a　　kミユna：
　　もう　　西の側の　　ここに

hu¢i－nu　aN－euL一一se：
入り口が　　あるさねo

huci　huta：ci
入り口が　　二つ

mi：cl　aribuN－da：
二つ　　　あるんだから

　　　　u，nu．
その

iN“t；a恥〇ニーja：

西側のものは

ロ　　リ　　　　　　ロ

t，。r■ malzum
前曾根

nakaN
　中の

　　の　　　　　　ロ　　　　　　ロ

mo・　ia・
　　ものは

（naka）　naka－nu　suni：　mata：
　　　　　　中の　　　　曾根　　　また

a｝　takata－lg
　東側の

孤Q：　　七a；　　a：ri　　皿aよzun1一・tl　　Si：
ものは　『また　　東　　　前曾根　　　と　　いって

（t　a　il iN七a二　　aNta：
　西，　　　東

ub1－nu：
それだけの

。■{鉱換u’ aru
ある

　コ　　　　　　　　　　ロ

s■Zi。
わけ。

uri一一nut　hukaNta
それの　　　外側の

kata－na：
　方には

ki：　ma：ru　2uniニー（斗t；i　　七a：
来て　　円　　曾根って　　　また

　　　　　ゆ
ar：L．
あり，
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isike：zuniニーQt±：　an．　ubi－na：　kunate：一ja
　　イシクー曾根とも　　　　あり，それだけだなあ　　　ここでは

（jamatal jamata　zuni－t±
ヤマタ　曾根と

　　　　　　　　　　　　　サ

　SU．mo・
いうものは

una：　ki－ru　aruNda：
そこへ　　来て　　あるのだから，

umamaN－na：　ubiru　na：一ja：
そこの辺では　　これだげが　名前は

ar疑．
ある。

s jadaNbure：　b±：　sumo：　mana；
　ヤダンブレー干瀬と　　いうものは　　どこに

aru－wa　me．
あ参ますかねえ。

I　　Ure二　ZU：QtO　　kunu：
　　それは　　ずっと　　　この

Ckunu．：）sai七aNsjo一職　QsaNta，一jo：
　　　　　　　採炭所の　　　　　　下の方ね。

ulla・　　娩P－u・　　z｝a】鍛ユーzユu　　ara・

そこに　その　　　波　　の　荒い
puso：　zu：Qtu　nami－nu　kai
時は　　ずっと　　　波が　　こう

辺u．nu　　　suN七■．

　何　　　するさ。
N：　七〇：
ウン　　そう

u．rユrU．
それが

（jad　a！　jadaNbure　：　bi　：　一一Ci

　　　　　ヤ、ダンプレー干瀬という

Qsu：
いう。

S　unu　jadaNbure：　bi：一nu：　burlru－ka：
　　その　　　ヤダンブレー干瀬が　　　　波高ぐ群れ寄ると，

osiki　　斑a：ru聾一ti
天気が　　　くずれると

su；
いう
panas1．
　話を

sukuta－nu　ure；
　　聞いたが　　それは

　　サ　　　　　　

職u。s↓
どう

naribu　：　一一kja：

なっていますかねえo

I　u．rθ二

　　それは
jaQpasi：　unu：
やっぱり　　その

osiki－nu　jabiru　mai－na；
　天気　の　　　悪化する　　前には

nam工喩u
　波　が

Nziku：一wa－na：
出て来るさ　ねえ。

nami－nu　Nziru：一・juNda－ru　uma：一ja：
　　波が　　　　出るわけだから，　　　そこ　は

皿e：

もう
na狐」．nu．聾　　ta：

　　波も　　また
皿安黙あ謬旧説 jaQpai　asi：　me：

やっぱり　それで　　もう

kazi唱nu：
　風　が

osUci－nu：
　　天気の

3aburu：
悪くなる

ma　L靹na．
前には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

Ra皿θ。rra・
　波から

haz　i皿：
　初めに

聾2鼓とu：
出て来る

’pasu：一N　arl：
　場合も　　あり

　　の　　　　　　　　　　　　　コ

Se．　OS↓ki－tu
また天気と

kazi－tu　ma：zuN
風　と　　　一一緒に
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　　　　サna】惣e。

波が
Nziru　basu：N
出る　　　場合も

　　　　　　　

ar＝L・
あり

Nir｝e　：

もう
nisaNnici　mai－ra：
　　二三日　　　　前から

name．一ra．
　波から

pazuml．
　初めに

Nziku：
出て来る

bascurN　ar±一一ru　buNda：
場合も　　　　　あるので

Nme；
もう
aibu；　buso：
そういう　場合は

me：
もう

ka客θ：

風は
so：mu－ti；N　nami“nu
　吹かなくても，　波　　が

Nzikvt：一ka：
　　出て来ると

osiki－nu　jabiru　baN－na：一ti
　　天気が　　　悪化するんだなあ　と

　　り多u・
葺う
kuto：　me：
ことは　　屯う，

unsi．それで
sadami－ru　mana：ki一一N－ma：
　　定めて　　　　今までは

　　　　　　　ロ　　のmunu．　　s二L．
　何をして

。．ru　slzl．
訟られる　わけ。

S　pa　tuma－na：
　　　　　鳩間　　に

肥ana：ki：
　今まで

turo：re：
取られた

コ．ZU－nu　　na：一tuka，：

魚の　　　名前とか，

abuca一】皿O二
そんなものは

GしSO二re：一mo：　　sika，＄0；ri一】ni：
知って＄・twるものは聞かして下さhよ。

nu．：8ibu二
　どんな

izuN－du：
　魚が

tu，rari：一ju：
とれたのやら。

1 izuN
魚の

　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

嶽a・“一Ja・　　mθ・
名　は　　　もう

subete；
　すべて

aN－na：　turibu：
　網で　　　取っている Q

は

並
魚

皿e：

もう

　　　　の　　　　　　の　　　　　ロ

通U．to・一ga。
　主なのは

　　　　　　　ロmunu－na．
何ですなあ。

i：rabuciニーru．
　イラブチ　が

　　の　　　　　　　　　　

9Q・ra・
多　く，

mu七〇：

主では

araN－kaja：
ないのかなo

irabuci：
　イラブチ

sznuma．ru・
シヌ・マe・ノレ
　　　　　　　’

bo：da：
ボーダ

irabucl－na：一N　me：
　　イラブチにも　　　もう

a：ga±N－nu：　me：，
　アーガイが　　　もう

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

au：Lrabuc±一nu．ja・
青イラブチ　やら；

unu．
その
na：bu　irabuci－nuja：・一Qti　si：
　ナーーブィラブチやらって　　　　　　して，

unu・
その

　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　ゆ

iraわUCIL－na。・」N
　イラブチにも

冤u● sjurui－ju：N　aN－jo：
　種類　　も　　あるよ。

autp±nakaN－tiN
　青ピナカンとも

buri；
居り，

わQ：d，a一七i
ボーダと

si：一N
いうのも
（いる）。

bo：da．一tu　sinuma：rurQto：
ボー一B’ ﾆ　　　　　　　　　シヌマールとは

t黙e：N：
だなあ）。
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　　　　　　pi：ka・
ビーカ

aibumuN　me：　p±：na：一ti：
そういうものももう　　能瀬で

su：一nu．
瀬　が

げ
　
　U
　
，

翻
時

b
鱒
く

亟
退

micu　basu：
満つ　　とき

Su．n：rnU　si．tt’ak．g．1－ba　aLtiti　．gi；
潮の 潮 どき を あてて　　行って

サ　　　　　　　　　　　　　　　　の

↓zunu．
魚（の）を

mak4rgera．　me：
巻き（取ること）さねえ。

be－tnu：
家の

k：una：ru　　u．nu　　jasi皿i－Gし七i
ここにある　その　　入十目（網）と

職説で紫ゴ，s
で

罎
網

　
　
の

U
う
s
い

maki
巻き
（取って）

bu　：　・一　」　ueeda　：

居るわけだから。
na．x
ただ

hueu：一nu　munu：si：
　　普通の　　　もので

unu・
その

oiko孤U一’じoka：
　　追い込むとか

　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

h．i●tamasa．
　ヒータマーサ

toka：
とカ㍉
izu　turu：
魚を　　取る

lzo；一Ja
　魚　は

　　　の　　　　　　　　　　　　　コ

u．rθ・櫨3a。
　それは

izo：　uN　kaze：
魚は　　その　数は

　　サ　　　　　　　　　サ

90・ra・
多く an一あb，

aru・　一vnu　；

　あるが
響’ s；na－ru；　na，3a．（種類）品が　　名前は

aruNsa：
あるのか

wakare：
わかりはQ
（しない）

通しa七a　　皿ur：L．

また　　　群を
sukuribu：
作っている

izo：
魚は
subete　me：
すべて　　もう

　　　　　　　　　　　　コ
munu・廓93a。
何　　さ。

）“：　oNde：一jo：
ええ，　　オンデーさO

oNde：一nuN一一du：　mur±
　オンデー　　が　　　群れを

sukuri：　buna：
作って　　いるねえ。

S　i：　sicu　izuN：
　　え一，　シツ　　　魚も◎

1　sicu　lzuN：
　　　　シツ魚も

sicuN二　　me：
シツも　　もう

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　む

P■・舳na・一七i・
　　三瀬で

maku－jo：
　　巻くよ。

ure：　aibu：
それは，　そういう

oikomi　saNna：一ja：
追い込み　　あたりには，

　サ　　　　　　　　　ゆ

S3．CO．
シツは
a13a．
そうは

turaraN－baN
取れkい（わい）。

S　siNtaN　pi：一na：
　　　　後の干瀬で

（ju：ciz現：　ju：ci　包：
（　言いあやまり）

o’u：」　izu：） a：i
hや

コ　　　　　サ

∂u・ru
　夜
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N：　pacina：N－cto：re：　ho：．so：ru　piN　abu：　piN－nu：
　　　　　　パチナー　など　　　釣られる　　時，そういう　　時の

izo：
魚は

nu：si　bu：mu：
どんな　　　ものが

　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

aro・ru－wa・
あられますか。

1　vtma：一ja：
　　　　そこは

ju：ru：　pasina：　ho：su　baso：一ja：
　夜パシナーを釣る場合は

　　　　　　　　　　　　　の

pas■na・
パチナー

i2u：一Q七i　多■・
　　魚　と　　9って

uNna：　hvLtasina：　mi：sina：一N：
それに　　二品仁種）　　　　三品も

btxN－jo：
　居るよ。

　　　のunu．．
その

　コ　　ゆ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　の

mレpa8■na。縣nu・
　メスパチナーの

bikipas　ina　：　一nu　一一Qti　：

　ヲスパチナーの　　って
　zi：
蕎って
mata
また

翠お’h耀二一qt’い饒9鷺ξ磁a：εキ：鵡：二二N

（unu：　Qti二）ni：baru：一juN　　nu：NkUti　　huisu一αa二
（言いあや襲り）　ニーバルをも　　　何もかも　　　食うよ（釣れるんだよ）。

ja：ctiN　pasina：一Qti：
必ず　　　　パチナーだって

a〈a：nD
だげでは

aranu
　なレ㌔

S　ku：re：　Qcusu：
　　　クー・tZ・一一　　という

lzu：N：　buta　（tD　一Ru　ma：biN　・．．．・．
魚も　　　　居たが　　　　　まだほかにも。・・b・

1　　ku：re：ku：rθ：聯juN　　王且e：
　　　　　クーレー　　　も　　　懐あ

ロ　　　　　の

∂　u．・ru

　夜
unu：　ju：　sukai一一Qti　si：
その　　「夜網を使うこと」と　　いって

pi：一na：一Qti：　．makurwa－na：
　　　　干瀬で　　　（魚を）巻くさねえ。

．
邸
う
m
も

創
はr
れ
u
そ

sicu－Qtu：
　　シツ魚と

k燦：re：一tuN噛dU：
　　クーレーとが

ロ　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

呈㍗’ヵ畿撮記 ju：ru－nu　j．u：　sukai
　　夜の　　　　「夜つかい」

　の　　　　　の

一Ja・
（夜網を使って魚を取ること）は。

S　ju：ru：　maNta一一N
　　　夜に　　　　前の方の

　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

ma・ra－na・
　あたりに：

tataka：　si：　turo：ru　mu：
タタカーを　して　　取られる　　もの

　　　　urθ．
それは

nu：一ti　so：一Qta－me：
　何と　　雷われたかねえ。
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．
創
は
r
れ
u
そ

1 （ju：）　ju．：ru　munu
　　　　　夜　　　　　　　　　　　何

8U狙Q．
するものは

　　　　ロ通unu，．
なんだなあ一。

k二a七akasi：一sa；re：一N－dミ1し：
　　　カタカシ魚などが

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

3規・　　garu－wa・一N
よくかかって馳るではなレ切㌔

katakasi：一nu
　　カタカシ　　が

kaigaN　層ba七a：
海岸　　　　端で

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　

JU・ru・
夜は

nu：Nkui　mu：ru　su：be：　izu：
　何から　　何まで　　スーベー一p魚の

hu；zlna：mu；
　ようなもの，

aibu：
そんな

muN－du　：
ものが

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　の

kO。h1ユーsa・re．
　コーフなど，

a±bu：
そんな

muN－du：
ものが

　　　　　ロ　　の
turarl。
取れる。

S　hune：ra　izu　ho：so：ru　piN－ma：
　　　　船から　　　魚を　　釣られる　　　時　は，

maNta－N　ma：N－na：
　　前の　　　あたりに

maNma：ra：
どの辺で，

nu：sibu：　izu一一nu　huiru一一kaja：
どのようにして　魚が　　　　釣れるのかねえ。

i
subete：
すべて

（　　　　．mu．）

もう
nibarR；
　　　　やニーノ、ノレ
　　　　　，

hueina±
　フチナイ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

↓zu。一n－a●
魚だなあ，

tamaN
　タマン，

aburu：
　　　リ　アフル

aibumuN－du．：　hu：
　そんなものが　　釣れる。

　い　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の

M■M■zJa・
　ミミジヤー

mimizja：一Qpt　Et：　Va．：
　　　　　　　　　　　　　冨って　また　　　　　　　　　と

agaizu－nvt　buribu．N－du：
　赤い魚が　　　　いるんだが，

ur±：　subete：
それは　　すべて

aibu　izuN－dvL：
そんな　　魚　　が

hu；
釣れる。

S　akazina：一N　do：re：一ja：
　　　　赤ジナー　　　　　など　は

mana：一ru　ho：so；ru－wa
どこから　　　釣られるのか。

L｛．　akazina：一N
　　　赤ジナー　愚

jaQpas±　inaNta－na：　una：
やっぱり，　　前の方で　　そこで

ho：su－nu：
釣るのだが，

　　　　　　　ロakazina。
赤ジナー一は

七a：
『また

　コ　　じ

P■・ru－1「t　u

　　昼　　が
hu：一sa：
釣れるさ。

Jutro．
夜は

ho：N－sa：
　釣れないさ。

t“一’）　m　u　c　±　iz　u　）NT　一d　o　：　r　s　；　ut　m　u　r　i　：

　　　　モチ魚などは、　　　　その　群れを
sukuri：　a：ku－nu　ure：
作って　　あるくのだがそれは

一一　34　・・



の　　　　　り

Ja。噛nu
巣が

aribure：
ありますか。

1　a：　mucizo：
　　アー，　モチ魚は

ja；一ja　aribu：　mucizo：　me：
　　巣はある。　　　　　モチ魚は　　　もう

Ja・一コa
塚（巣）は

aribu：一juNda；
　　あるので

ja：diN：　vLnu．：
かならず　　その

ja：　一一　ja　me：

家（巣）は　もう
junutoN－na：
　　同じ所に

ki：一ru　buNda：　ure：　nu：nu　kwaNke：
来て（が）　　居るので，それは　　　何の関係

si－ru　ai　bu：一ju：
　で　　そんなに　居るのか

unu　ja．：一ja：　nanika：　Q£a±　munu：N－du：　mu：
その　　家（巣）は　　　何か　　　食い　　　　物　　が　　　何か

Jaru－3u．
あるのか，

ma七a：
’また

piNkusi－na：　　bu：　　InuciZQ：一ja－jQ：　　N：　　『be：　u・ru繭獄
　　千瀬の後に　　　居る　　　　　モチ魚は，ねえ，　　　　我々の　珊瑚が「

kai：　ko：
こう　　堅い

　じ　　　　　　　　　　　

u．・ruo　聞nu

　珊瑚が
Nmema　一一na：　kai：
少し　　ずつ　　こう

isika：ma：
　短かく

siti：　unu　bu：mu：　aNcu－se：
して　　　（その）いるものが　あるさねえ，

subete：　unu　bu：
すべて　　それの居る

toN－na：　me：　unu　u：rut－nu　aru．一juNda：　kure：
所には　　　もう　　その　　　珊瑚が　　　　あるので　　　これは

ぬanika：
　何か

u．］鍛a：　　ka，ku．rユ2u・一∂a・

そこは　　　　隠れ所　では
a「_霞雰轟硬工憲磐篇工腸綴；望£鞍。

munu：　malja：　izunu　QfaiN－ti　ku：　puso：
何だな　　大きな　　　魚が　　　食伴うと　して来る　時は

haiQti
ハット

pe．rx・
入り

jaQsa－juNda：
やすいのだから

aibutoN－ba：
そんな所　をぱ

rlJo．s1．
利用して

bura：N－kaja－Qti－N　umo：riN－jo：　N：
居るのでないのかなあ一　とも　　　思われるよ。

kisa：ra：nUtN　mθ；　N：　mucizu－N　jaニーqti　si：　Ipi　N
　以前からの　　　も・う　　　　　　モチ魚の　　家（巣）だと　いって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干瀬の

kusi一臓a；
　後に

kure：’　manu
これは　　どこの

　　　の　　　　　　　　　　ゆ

MUC■ZU．
モチ魚だ

kure：
こ．れは

manu　mucizu：一Qti：
どこの　　モチ魚だと
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na：一nu　aN－cu－se：
名前が　　　　あるさねo

na．嶋nu　　ari一わa；
名前が　　　あるので

URU．　．

その
na・騎Ja
名前は

郎
たt
ま

patulna－nu　s　ima－tu：　qnu　aNta－nu：
沼間　の　　　島 と その　　　　東の

±saNke：
　石垣の

sima－tu　atiti：一jo：
　島と　　　　当ててねえ，

　　　のu．D＿u．。

その
ku：re：　ina－N　kata－na：
これは　　どこの　　所に

a七ari
当って

bu：
いる

　　　　の狙unu・
ものの
umanu　na：一ba　sikirari：　bu：
そこの　　名前を　　付けられて　　いる

　　　　　　　　ロ　　の

sx2：L。
わけ。

aiti　kabira－N　toN－na：　una：　kai　unu：
そして　　　川平の　　　　　所は　　　そこに　　こう　　その

gi．zagrZa　pl．
　ギザギザ　　　　　　　　　して

　　　　ら孤unu・
　何
ε潔碁麟，糊ほ警影響論：

muq　i．z．g．　．：　一Q　ti　一s　i’　：

モチ魚だと　　　言って

ma七a　ma：Pθ：皿uciZU：一Qci　　SU皿O二　una・　isa聾kθ一ひa：
また　　　マーペーモチ魚　　と　　　いうのは．‘そこに，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石垣島に

kuna：
ここに

　　　　　狐uぬ1ユ・

何さ，
uma：　kabira：一｝i　“toN－na：
そこに，　　　　川平の所に

nusukupe：
野底マーペー

u，孤a｝塾ζ孤aN－na：

そこらあた参に

piNto：ma：一nu　kal
　　とがった山が　　　こう

　　　　　　　　ロaru鱒wa，一na．
　あるさねえ。

nusqku　ma：pe：一Qti
　野底マーペーと

mu：
いう
muru－nu　kai　ptNto：ma：
　森が　　　　こう　　　とがった山：が

aNti：
あるさ。

kur　e：

これは

　　　　じ憩ata．
　また

unu　ma：pe：　mucizu：一Qti　si：　aibu：
その　　　マーペーモチ魚と　　　　言ってそんな

ja：一ja：　utN－na：
家（巣）は　　それに

atiri：
　当てて

bu：一co：
　居るさ。

pa七u工丑a哨七u
　　鳩間　と

　　　　　　しu］喩a『nu．
　そこの

u： 七ana　　a七xrarエ。　　bULN一・da：
所に　　　当てて　　居るんだから

kure：
これは，

ma－riu　mucizu：一do：
どこの　　　モチ魚だよo

kure：　ma一一nu　muci．7，u：一do：一Qti
これは　　どこの　　　　モチ魚だよと

一si：

菖って，

kisa：　’　me：
以前は　　もう

urエーba。
　それを

atiti－ru：
　　　当てて，

　　ほ　　　　　の

CJa・
いつも

ho：siN一・ma：
　釣りには，
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paQta－nu
　行ったが

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　の

辺ana曾　　豆｝θ●

今は　　もう
piN一”kt．u．s一．e．．：．一一；a：　．gi：．　muc；．zo

千瀬の後から 行って モチ魚を

h　o　：s　g　N．　一t　i　．s　R；　k　u　P　p．：　．一g　i　：一　m　i一　r　La　NLr　ba　N

釣ると　　　　いう　　　ことは 行って みなさレ㌔
滋ana．魚a－N
　今も

buN－ju：
　居るのか

（N：ju：）　me；　uri－ru　wakaraN－baN
（言いあやまり）もう　　それが　　　　わからない◎

k±sa：
以前は
me：　buri
もう　　居り

　　　　　　　　　　　　　　

七u．si．
　通して

bure：
　いは

sitaN－jo：
　したよ。

Q，’t1：

そして
huci通aciru：一Q七i：
　フチマチル　　　といって

　　　のuna・
そこに

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

ユ」zu禍nu．・

　　魚の
mlc　z一　n’ 普@ar　1．．　ru

　道が　　　ある

bu：一juNda：　unu　izu－N　miql－na：　gi：　aN一一ma：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道に　　　行って　　網は　　　ので　　　　その　　　魚の

　　り　　　の

na．■
ただ

　　　ぐ　　　の

parレ
張って

sike：ti　me：
謡いて　　　もう

izu－nu：
　魚が

unu　aN一一nvL　u±一na：
その　　網の　　　上に

hune二
船は

uki；　be；ti：
浮けて　　居て，

1ZU－au　　ki：　　garu　　muニーba：
　魚が　　　来て　　かかる　　ものをぱ

mirite：
　見ては

七uri
取り

turi
取り

sコ．・　　　aユruL鱒　　　unu．

して，そんなにして，その
aN－nu
網の・

　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　リ

na・騨Ja・
　名は

ta；　uNma：　ta
また　　そのときは出た

hucimaciru曲七i
　フチマチルと

　　コ　　　　　　　コ　　　　　　

na・鱒Ja・
　名前は

遊ukase；一ra：　　皿θ：
　　昔から　　　　もう

　ロ　　の　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　サ

S↓O　　O．ruL・
やって診られる。

aiti；
そして

鵬：N皿a：N－na：一juN　me：　araN
　どんなところでも　　　　もう　出来ない。

me：
もう

　　　りunu．．

その

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

■ZU－nu．
魚の

uriru　mlcl－nu．
下りてくる　道が

an．ある
be：tiru　una：一一ru　aN－ma：
　ので　　　そこに（が）　網は

na。工　　pariti：　　魚at主：
ただ　　　張って　　　待って

be：ti：
居て

xzo；
魚は
turu－juNda・
取るのだから

　　コ　　　　　　　　　け

aibu。
そういう

’t；urika七a：　　皿e：

取り方は　　　もう
hu’simaciru一一ti：
　フシマチル　　と

kisa　：　一一　ra　：

　以前から

　の　　　　　　　　　　　　　　

ai脚ru・
そんなに

ゴ
てs
し

。．ru；
涛られる。
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鳩聞方言の録音

　　録音の日時　　3971年8月13日

　　録音の場所　　八：重山石垣市登野城198

　　　　　　　　田代長秀氏宅にて

話し手　大城サカイ（明治56年7月26日生）◎とする。

聞き手　　加治工真布（昭和｛5年8月15日生）㈹とする。

内　容

2

ろ

鳩間島における産育の思い出

鳩間島における織物の思い出

禰島に鮒論作の思咄．その他
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産 育

　
　
，

9
．
一
e
え

K 　　　　　の：pat㎜a・
　鳩問は，

mukase：
　昔は，

jarab±一nu　Q，fa－nu
　子供　　の　　赤児の

maru　　piN一王na二
　　　　　　　ときは，生まれる

工〕LU．．8＝L鱒ru

どのように

　ロ　　し

8i・耳ru
　して

marasi　o：Qta－ju：
生ませて　　おられたのか，

unu　panasx．その　　話を

stkasi
聞かせて

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

ζむfo・τi一皿i・

下さい　　ね。

O　baNta：　wal〈are：一ra－jo：
　　　私たちが　　わかってからわね，

jo：　baNta：　Qse：一ra：　patuma－na：
　　　　私たちが　知ってからは　　鳩聞には，

N： saNba－N　o：raN－wa－na：
産婆も　　　おられないさねえ。

saNba－N　o：rana：一ki：
産婆も　　　teられないので，

頸憩e：ma　　七U．siba　　tu．rO：n
　少し　　　年を　　　　とられて

肱
を

等
㈲a高
熱

k
　
（

Qfa　（na）　nasi　Nnu
子を生み，　　　　その

keNkju：　1〈eNkju：一GLte：
概究　　　研究ってほどまでは

ara聾一nu．：　　聾：　　1ζa七i－Ru　　arO二ru
いかないが，　　　その勝手の　あられる

pusu－nu
　　人　が

　の　　　　　　コ　　　　　　ロ　　　　　コ

O・r＝L一’JQ・
於られてね。

k：asa豆1e；ti：　　］narasi工gi；七i：
　つかまえて　　　（生まらしめて〉生ませて，

皿arasi：　N：
（生ませ）

buQco：
へそを

kisi：
切って

　じ　　　　　　　　　の

憩：LZe・
水を

amaSO：免七a－jo：
浴びせられたよ。

mxze・
水は

　　　　　つ　　　　　　の　　ロ　　　　　　　　　ロ　　リa皿aso．r■夢’tユ，。

　浴びせられて

CN　：）　m±ze　：

　　　水を
amaso：ru．一ka：　me：
　浴びられると，　　もう

saN一　nici：

　三日

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　の　　　　　　　　　　　　　ひ　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ロ

jo捻■Cユ．。轍S■雪嘲ru轍JQ・
　四日　　　で　　　ねえ，

　ju：kaziraN　　玉）iN－d，u二
　　　　　　　　　　　　Bに（が）四日ジラ（産：褥）の

sirak　iN・一　ti

　　産衣　と

　コ　　の　　　　　　　ロ　　　　　の

S工・一DO。
言ってね。

sirokizi－ba　kaio：ri：　siruklN一一ti
　　臼生地　を　　　買ってこられ　　白い蒲物　と

si：　kiN－rna：　nui　k±Baso：ri：
いって　着物は　　縫って　着けさせられ，

unu　ai－ja：　me：
その　　間は　　　もう

　　の　　　の
1よa，．■

ただ
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me：　（N　：）

もう
huruklN－na：一一N　jarikiN－na：一N　me；　kai－du：
　　古着にでも，　　　破れた着物にでも，　　もう　　こんなに

Qsumi：
くるんで

（N　：）

Qsu一一N　sibaru一一N　zo：tuni　simit±　me：
うんこも　　小便も　　　　上等に　　　させて，　もう，

ju：ka　zira一一N　piN一一du：　me：
四日　シラ（産褥）の　　沼に　　　もう

atarasiku：　血：　ju；kazira
　　　　　　　　　　新しい　　四Eジラ　新しく

sirakiN一・ti二　ki8aSO：Qta：
　　着物　　と　　（いって）着せられた。

　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

kisasO．ri－ti．
　　着せられて

（N　：） 　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　

URU　　a：L－na・　　皿e・
その　　間に　　　もう

七しし（えka　zira・一nu

　十日ジラが

aNda：　me：　zo：tuni　N：　sira：一N　vtnu
あるので，もう　　上等に：　その　語産床　も　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ゆ
S＝Lra葡nu，　uC＝L一こ｝O・
産床　の　　　内ねえ，

uma：　so：zi：　so：Qta－jo：
そこは　精進（訟祓い）を　なさったよ。

sibinaizina：
　　しめ縄を

pikiti：
　引いて

mariru－ka：　me：
　生まれたら，　　もう

　　　ゆ　　　　　　　　　の

　SQ・ze・
精進（聯榔弟ま

si：　umana：一ti：　me：
して，　　そこで　　　もう

szraso．ze．
細産所の精進は
　　　（お・穣い）

s主七i：
して，

　　　のuna．
そこで

me：
庵う
bi：一N　sabi：一N　sikisimi
あかも　　さびも　　　つけしめ

taburo：N　suko：si：一Qti：
賜わらぬ　　　ようにして下さいと

βi・　　孤e・
して，　もう

zjo：七〇ni　　皿e：
上等に　　　もう

　　　　　　　コ　　　　　　レ　　の

kju・mエ・
清め，

umanu　　ziru－ba　　kju：斑i：（N二）
そこの　　地炉を　　　清め

so：zi　barai－Qti
精進　　　　祓い　　と

“sj：．　i．：．＝gu．N　kulPl；．n．a：　m．u．xl．．i．’ti：・．一一jO：

　　　　　御飯をも，　これくらい　　つつ盛ってね，吾って，
zibuku－na：
　　重箱に：

bisiti：
すえて

　　ロ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　の

SO．Z↓．　わ工ra＝L
　精進祓いを

　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

sコ．・　　unu．・

して，　その
sibina：z±na一一N
　しめ縄綱の

uei一一na：ti：
　　内で

so：zi：　barai－ja：
　精進祓いは

80．r＝L。　　翼孤e：

なさって　　もう

sirakaija：　zi．rukaija：　arasi：　．　P．abo：ri：一Qtl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらしめ賜われと産後の肥だちもよく地炉電汚れなく，

“si・

言って，
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u袈儘ti鵬；翻をmi：凝1 SQ：ri：一ti二　　t；U（斗ka2ira一】宜　なさって，　　十日ジラ（産後十日）の

piNrma：　ta：
　日は　　　　また

（t　uQkai tuQka　naru－ka：一jo：
十日に　　なると，ねえ，

kai
こう，

ubu．Qkaru
太　陽（を）

（arゆ 三惑滋漉’：い既職矯九「“一三

su：ka：　me：
言うと　　もう

uma－nu：
　そこの

ja：N　naka－na：　一　ka：Nrru：
家の　　　　中　に　　　　：だけ（ぞ）

七uka一一n媒
十日　の

a■哺∂a・
間　は

bu－wa－na：
　居るさねえ，

（u：）uN－du：　　］ne二　　U1ロa．　　NzasO：ru

　　　その時が　　もう　　そこへ　　出されるo

Nzihazimi－peo：
　外出はじさ。

K　minaka：
　　　庭へ

O　N：　minaka：
　　ウン，　庭へ

Nzaso：ri：
出されて，

轡；幽幽画面趨醤油毛｝●婁湯λ

NzaSO；ru，　baSO二　ta；　dakiti　一・　jo：
　出される　　場合は　　また，　抱いてねえ。

midumu
女　で

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　サ

コarしし一ka・鱒コa
あるならば，

na．bisike：一jo：
　　鍋置きをね，

nabisike　：　一一tu：

　　鍋置きと
ju聾一tu：
　弓と

jata－kaja：
であったかな，

uN－na：　kai　me：　manumanu：　si：
それに，　こんなにもう　　まるまるく　　して

sukuri：　kai
作り　　　こんなふうに

usanakiti：　ure：
　　劇し刺して，　それを

　　　　　ロ　　　リ皿uCi七■．鱒rU．
　　持って

Qfa：
子供を

daki「じi：
抱いて，

kai
こう

　　ロ　　　　　　　　　の　　　　　　ロ　　コ

ma．ro，rユ．●
　回わられて

ユζi：一rU．　　ja二nak＝a：　　pe：rO：Gし℃a－jQ：
来て　　　　家の中へ　　　　入られたよ。

　　つ　　う　　　　　　　　　コ　ロ　　　　　　　ロ

pe・ro。rユ脚t二L　　unu
　入られて，　　　その

　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ゆ

エnu．］no。　　’じurO．ri．

ものは，取ってこられて，
maNta－nu　ptsasi－na；
　前方の　　　　　　痛　に

usanaki：
器し刺して

suko：Q七a
置かれた。

asiti　ta：　bikidumu－nu　eqfa
そして　また，　　　男　　の　　子
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jaru－ka　：　pt　：）

　であるなら，

uri：（，　　　　　　　　費un硫・）

それを
nabisike：一一tu　jar±・一tu：
　　鍋べ置きと　　　　槍　　と，

孤’ v皿o：一盗a猿零泥民謡 adu　bukara－nu　i：
これ　　ぐらいの　　　飯を

piQcai　　lbira－nu　　aru－nu　　ibira－ba二N：　nuk：L七i：
つぶす　　　飯べらが　　　あるが，　　飯べらを　　　　貫いて来て，

　　　　　　　　　　　　ロ

SO・rU．。
なされる。

bikidumo：一一ja：
　男　は

コ　　　　　　　　　の　　サ

Jan・槍，
juN一一nu　kata一一tu：
　弓の　　　型　　と

juN－nu　gL£a－jo一：
弓　の　　子㈹さねえ，

コ　　　　　　　　　し　　り

jar■。
槍では
aranu
ない。

　　　　　　　Qfq．一geraj　vtN　一nu

　弓の　子（矢）さねo

me：
もう
uN－na：　hiQpari：　kai　sRti：　ure：　mut．iti－ru：
それに　　弓つばって　　こう　　やつで　　それを　　　持って

　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　ロ　　ゆ

孤a。ro。rユ．・
　回わられ， u膿蹄「u：藩蓼穰二三アi：二三そ，器

ubisi：　tukazira：　me：
O托だけで，　十日ジラは　　　もう

S：LI口aユ　　○；re：N

終え　　　　られた

　コ　　　　　　ひ　　の

s■z工。
わけ。

alru．
そんなに

so：qta：
なさった。

altl　　皿θ・
そして，もう，

unu　Qfa　sudati　nuN－du：　me：
その　子を　　育てること　　が　　　　もう

mana－N　ju：一N　katasini：
　今　の　　世の　　　ようには，

osime：一tiba　kiN一：±ba－N
　　澄むつとか　　　　　着物とかも，

nu：NkuiN　na：N－wa－na：
何もかも　　　　ないさねえ。

du：一nu　sitatiru　kiso：ru
自分が　　　　仕立て　　　着られる

ubゴ
だけ6

㌫
・
謂鴎

（ kiN－nu；　kise：皿aN　　no：N　　mac■ja・一ra
　着物の　　切れっぱしも，　何も　　　　店から

　　　　ウ　　　　　　　　　　リ

kaio。re．
買ってこられた

kiN－nu　kisiN　no：N　aru－ka：　urisi：
着物の　　　切れも　　何でも　あるなら，　それで，

unu
その

Q£a，：ma－na：　ato；ru　kiN一一ma：
　　子供　に　　あてられる　　着物は

nui　　kisase：七i：　me二
縫い　　　着けさせて，　もう

sudat1：
育てて

。：Qta－jo：
　釦られたよ。

N：　Qfa　sudate：　manama－tu
　　　子供　　　育てば育児憾）　今　　　と
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kisa一一tuN　dlrvt－ka：
　　以前と　　　較べると，

　　ゆ　　　　　　　　　　ロ

nu．一七i
何と

aza－ba－ru　wakari－N
　言ったら　　　　わかbも

　　の　　　ニ　　　　　ゆ

su・JU・
するのか，

wakaraN　gurai－ja：　me：
　　　　　　　　　くらいは，　　もう，わからない

iQkena　me：　zo：toni　sudatari
非常に　　もう　　　．上等に　　　育てられて

bu：　manama－nu　Qfa）ke：一ja：
いるよ。　　　今　　の　　　子供たちは。

kisa－nu　Qfa：　me：　ai－du　me：
以前の　　子供は　　もう、そんなぐあいに，もう，

　　　　（注電1乃

kinodokuni
　気の竃に

孤e：　　ai－du：
もう，そんなぐあいに，

⑪磁e：）

　　　　　（｝lll　1　8）

osi滋e：一ti聾
　お・むっとも

　　のna．蔦u，
ない。

manama：一ja：　naQsu
　　　今では，　　　生む

皿a■一na．　　08■皿θ．
前には，　　お・むつは

caNtu：
ちゃんと

suko：rt－ti－ru：
　　準備されて，

　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

nasaSO．ru－nu。
　生みなさるが，

k：isa一聾工）usO：

以前の人は，

　　　　サ　　　　　　　　　　　　　の

狙arθ・鴫ra。
生当れてから，

kiN－nu　kisl：　kai：　kaku：ni
着物の　　切れを　こんなにg　　四角に

kirl：　nuニーNkui－N　　turO：ri：（sibisi）
切b，　　何もかも　　　取ってこられて，

　　　　　のsit）aru．の一N
　小便も

　　　　りturi・
取り，

Qsu：　一一・N

大便電

　　　コ　　　
turi．
取り，
me：　ai　se：ti－ru：
もう　　そう　　やって

me：
もう
baNta：　Qse：ramu
私たちが　　わかってからの

kutu：N　jarabaN　so：re：一jo：
こと　　　であってもt　なされたよ。

K　kisa：　una：　Qfarnure：　kiN　tuka：
　　　以前は，　そこに，子守り用の　　着物　　とか，

abuca：　panasi－nu：
そんな　　　　話　　も

s　i　ki　m　±Q　t　‘a’　一n　u　：

聞いて　　　みたが，

O　　聾：　　（誌famure：

　　　ンー，子守り用の
｝ζ：iN一一t；i：　　sU皿O・　　七a－jo：　　hukube：一］y

着物と　　雷うのは　　またねえ，　帯はもう，

hu．wnbi：一N　uNnu　ma：ra：
　　帯も　　　　その　　　ころは

Nme：ma－na：　maclja－na：
少しずつは，　　　鉛店には，

±sa王ユa］』くi：構N　　jaima一］璽　　S＝Lma．　　k：UL：一k：a：

　石垣の，　　　　八重山の　　島へ　　　来ると，
arエ・噌gera・
　　　あるさ。
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kai　o：ru　puso：
買い　　なさる　　人は，

kaiO：ri：　　hULku，1）i　　manaエna一］9　　kat；acini：
買いなされ，　　帯は　　　今　　の　　ように，

hukube：　kai　so：Qta－nu；一jo：
　帯は　　　こんな具合になさったけれど電ねえ。

ldN－ma：　kai　（ju：ma）
着物は，　　このように

kiN－ma：
着物は，

kisiti；
　着て，

（ku：）ku．nu　mata：一ra－jo：
　　　　この，　　　股からねえ，

sudi－nu
　　袖　の

Q3a：ra：　　ku皿a：一丑1a；ki：　　】丑ata：
下へ　　　　　ここまで，　　　　股を

sikiti：　kasanau一一ta：　me：
つけて，　　　おrんぶしたら，　もう，

unu　maea－ba：　kasami：
その　　　マタを　　　　つかんで

sa；kfu－ru：　kuma：　hubaru（tD
もって来て，　ここへ　　　くくると，

kai　ti：一一na：
こう，　　手に

kasami．ti：　ka±kai　Q£a：　kasanauta－jo：
　　つかんで，　　こんなに　　子供は　　　輸ぶったよ。

hukubi－na：　kasanu－ti　sumo：　ba：　Qse：一ra　jaru－nu：
　　帯　　で　　　細んぶすると　いうものは，私が　　知ってから，　であるが，

be：一nu　abuze：一一ra　］〈aN：
我が家の　　＄“じいさんから，こう，

nara：soQta：
教えられた。

e：　so：Qta：
え一，　なさったo

be：　abuze：　kuma：　o：ri：
我が　家のおじいさんは，ここへ　　来られ

tu；si；　be：tiニーjo：
通して居られたのでね。

kai　munu一一ba　turo：ri：　nu：n－a－ba：
このように　布を　　　取って来ら江て，　　　布を

　　リ　　　　　　ロ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　り

k：a■0。r■齢℃工．
買ってこられて，

kai
こう

kasana：su
詮んぶさぜる。

kasana．　：si：
お・んぶさせて

kai　hukube：　makaso：Qta－jo：
こう　　　常は　　　　　　巻かれたよ。

kisa－N　puso：
以前の　　人々は，

g磁a；N　kθ：N－ma二　me：
　　　　　　　　　頃は　　　　もう幼少の

sugu　me．
すぐ　　もう

na・1
ただ

kusMaka－na：　Qfa　kasana±kiN－ti：
　　　背中に　　　　子供を　細ぶる着物といって

becuni　aributa一一cta：
　別に　　　ありをつたよo

du：si　me：
自分で　　もう

isika：mas±：
　　　短かく

uriti；
織って，

kuma－nu　mata：　kai
　ここの　　fまだ」ば　こんなに

sakas工　　kunu　　皿a七a・一）　　皿aN七a－nu　　皿a，ta一一　ba　　kai　　kasa皿i：
裂かせて，　この　　「蜜た」も，　「前の」の　　　「蓑た」を　　こう　つかまえて，
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pik±ma：si　sa：ki：　kunu　ti：rna：　kai　ka．sa．mi：　kQi　ka．i
引きまわして，　持って来て， この 手に こう つかんで，　こう　　こう

　　　　　　　　　ほ　　　コ

se．七i．
やって

Qfa：
子供を
kasanauta：
輸んぶした。

K　mukase：
　　　　昔は

jarabirnu：
　　子供が

panasi．kilif　kakay±：　geuNkui
病気に： かかり， 何もかも（なんやかんや）

zu：piNrma：
　するときは，

　　　　　　　　　コ

篇U・S工
どんなに

　ロ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　

S■．一ru．
　して

nausz　sl；
な澄したb　して

。：Qta－kaja：一nare：
　　於られたのかねえ。

O　jo：
　　　ねえ，

panasik±一nu　mamaru－ka：　me：
　　　病気が　　　　　　かかると　　もう

lsa－N　jabu－N
医者も　　ヤブも

。：raN－wa：一na：
澄られないさねえ。

h呈庵i鰯繋： 野3署蜜　N男♂a

pana　s　iki　一一　nu　：

　　　病気が，
kaNbo：
積工

Ra：一一ti　umu．一ka：
だなと　　　思うと

slgu；
すぐ

語彙雰影1ら「a： saki：　utnu　saki　huci一一Npa；一一sa：gi：
先に，　その，　先に　　　よもぎの葉さえ

saki：
先に

nasl．
なして

numasu－ka－jo：
　　飲ましたらねえ

bza．　cL　ut　b　j　o．　L・ts　i．：一N　s　o：z．；y－aLPf－Vi　“s±：

別の　　　病気も　　　　　生じないと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言って，

pana80二Q七a－jo：
　　　話されたよ。

e・　　patu狐a
　　　二間の

　　　　リ　　　　　　コ

PUSQ・嫡コa・
　　人　は

aNmari：
あまb

w鋤kara且u　　　uklna：
わからないが，沖縄の

pusuNke：　・一ja：
　　　　人々は，

cja：
常に
patuaa；
鳩間島へ

be；N　ja；一ja：
　吾々の家は

血e：

もう
patuma－na：　o：ri：　jaduri：　si：
　　　鳩間に　　　来られて，　宿をとり　　して，

　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

0・ru－wa－na・
論られるさね。

sirabuta
白保屋の

　　　　　　　　　　　　　

pa・pa・・
お・ぱさん

　ta：　uma：一ra　ui－nu
たちは，そこから　　上の

P㍑8ししNke：　　瓶u’ru　　O・rltl・　　be：　　コa・騨ru．　i｝ζξしpiki：
　入たちは　　みんit　t　　来られて　嘉々の　　　家を，　　イカ釣り

toka：
とか，

nu：一Nkui－N　baso：
　何もかもの　　場合は

　　　　　　　　コ　　ロ

Q。m・
来られて，

mu：ru　jadu，ri：　si：　o：ruN－da：
みんな，　宿を取って　やって　澄られるので，
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uQca：ra：　sikinarai　mirinarai　si：ti：
その人たちから，　聞き習い　　　　見習い　　　　して

hucirNpa：一一ba：
　よもぎの葉を

捻u］皿asi：鱒du：
三惑せて（ぞ）

paQsaN　simiti：一jo：
発散　　　　させてね， n羅nuど3：ぜ襲

tu：ru一一ka：　uN一一da：　me：
　通ったら　　その時から　　もう

niei－nu　su：waN一一na：一ti　me：
　　熱が　　　　強いなあ　　と　　もう

manama一一nu　me：
　　今の　　　もう，

kaNsurしいsi：
　　剃刀で

joNz　vt　：　do　：　一一　ti　：

　　　四十慶　　と

　　　（注喉19）

baro：Qta：
割られた（切った）

asu．
言う

レ↓cM
n

iniei：）　nici－nu
。　　　　　熱を

aru－ka：
であるなら，

（N　：）　turo：ru－Qti：

　　　　取られると

s■・喩∂o・
百ってねえ。

kaNsuru－si：
　　剃刀　　で

●
　
O

　
　
，

β
に

03 kuse：ra－N　　辺a蛋ta：鱒ra6聾
　背からも，　　　　　前からも

　の　　の　　　　　　　コ　　　　　の

sx・一Ja・
　血は

　　　　　　turiti．
取って，

uri：　turumo：　ta：　mizi－siru　turu－tu　su：一ka：
それを　取るものは　　また　　　水　で　　　　取ると　　　原うか，

N：　huklN－siru　tuTu－Qtl　suLka：　aija：　araN－da：
あるいは，布巾　で　　　取ると　　言うかと言えば，そうでは　ないよ。

轟謡
蕉蜷 ma：basa－ba　turo：ri：　usi－na：

　　真芭蕉を　　取って来られて，　臼で
siQkit“jo：
　　たたいてね，

siQki幽じi：　mθ二　hija8主bu
　たたいて，もう（それで）ひやしている。

Giijal　uNda：　me：　siQkiti：
　　　　それから，もう，　一．たたいて，

na・工鞠コa・
ただでは

munu　siraraN－da：
何　　　　出来ないので

　コ　　　　　　　　　の

皿：LZθ。

水を
kaki：　Nme；
かけて，　もう，

hijasiti：一jo；
　　冷やしてねえ。

unsl　．
それで

七ada：i：　　unモλ　　s■・Ja
どんどん　　その　　　血は，

　　リ　　　　　コ　　　　　　　　じ

ur■s：Lru・
　それで

pik±　Qsuro：Qta：
ひき　ぬぐってふき取られた◎

ふ馨最隻轟に80：麸望旦

s揮
（sama）　zaQ hai（誌ti　　孤θ：

パツと　　もう
sa通aru’じa－jO：
　回ったよ。

tw　：）　airu

そんなにして
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bjo．：ke：me：　．（nusita　muica）
　　　　　　　　　　　㈲といったのか，その）　病気はもう

　　　（注121）

akacaN－nu
　　赤児が

tuQka
十日

　　の　　　　　　　　　　　の

U，C■騨na．
　内に：

na：ta：
（などに）

　　（注｛2の

nakunaru
なくなる

bjo：ki　si：
　病気　　　して。

．
　
，O
　
，

∂
よ韓
の

O

U
も

搬 bura．：N　N：　sinirumu－jo；
亡くなる　ええ，　死ぬものよo

ure・　me　mana：
それは　もう　今では

ka^謬藷：
　　（注125）

haco：hu：
破傷風だよ。

ure．

織
so：doku－nvt　tara：N－ta　u．b±一ti：
　　消毒が　　　　　足らなかった　それだけだと

　　　　　　　　のka！豆gaまbe・
考えているよ

　　　　　　げ滋ana通a．
今は。

K　a：　buQeu－nu：
　　ああ，　　へその

0　　わu（之cu：　kisi“じi：一」○：
　　　へそを　　　　切ってね。

buQcu　kisiti：
へそを　　　切って

⑪：）qs1血naニーnu
　　　　締め縄が

jo：Qta一一kaja：　munu：te！　（Qka）kana：zi
　弱かったのか，　　何だった。その　　　　かならず

jU：kazira，　　UCユna・
四日ジラの　　内に：

unu　bjo：ke：
その　　病気は

Nz±taN－jo：
　　出たよ。

皿琴a’皿aka噸寝弄a；

ure：　rae：　haco：hu－co：
それは　　もう　　　破傷風だよ。

haco：hu：
　破傷風で

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

3a．ru葺u・　　unu。
あるが　　　その

bjo：ke；　me：　unu　bjo：ki－na：一ti
病気は　　もう　その　　　病気だなあと

sG：一一ra：　gju；sa，　ti：
　　　　　　　　　いくら　　手言われたら，

　獄 sitaN－tiN　ikaN－seN
したとしても　生きなかった。

Qfo：　Qfo：
　　真黒く

narlti：一jo：
　なってね，

N二（unu臓nの
　ぐ言いあやまり）

unu　bjo：ki　kakare：一ra：　me：
その　　病気に　　　かかったら，　　もう

teNsai一£i
　　天災と

azarl
言われて

bu七a　　皿e：
いたよ　もう
　　　　　　　o

uro：ra－baN
来られても，

U．rθ．　　工nθ：　　］〔〕LO：siN　　isa－N

それは　もう　　どんな　　医者が

　　　　　　（注124）

nausara．N－seN
な訟せなかった。

axru．
それで

Ckisal　baNta－ra
　　　　　　私たちから
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guma：N　puNkui　manaN　du：一nu　QfaNke：一nuN
小さい　　何もかも，　どこでも，　自分の　　　子供たちも，

　　　　　　　鶏ana憩a，ゆ
今までの

　ロ　　　　　　　　　ゆ

amu・闘の QfaNke：N
　子供たち，

　　のmu・ru，
みんな，

　　り　　　　　　　　　　

azruG　　　U籠U
そうして，　その

30．ZO；
養生を
喪

buta　一一　nu　；

　いたが，
職ana遣a．
今では

me：
もう
naQsi：　mai　naru－ka：
生む　　　前（産前）になったら

kuna：
ここに，

isanake－na：
　　石垣に

ki：ru：
　来て

sa翼ba－nu　　Q．ru，　　tonaニーtiru．：　　nas■。
　産姿の　　澄られる　　所で（が）　　　　生んで

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　

bu－wa，・一na，。

いるさねえ。

　　　タ　　　ロ
nas：L．
生んで

。：ruN－da：　me：
ca・られるので，　もう，

no：N　aibu　kuto：
何も　そんな　　事は

漁a：N－jo：
ないよ。

huciru－nu：　kana±　bu：一juNda：
　　薬が　　　　　すぐれて　　いるのだから，

uJanu．
親の

nし凹u　　hu．clru；N
飲む　　　薬も

　　ロ　　ゆ　　　　　　　　　　　ロ

ar■φ一na．
あ砂，ねえ，

uja：一ja　Qfa　nasu－ka：
親は　　　　子を　　　生むと

siQgU二
すぐ

kubi　na：N
これぐらいもある。

tamunu－ba；
　　薪　　を

Pugi．：　z“ugama：
　　　　　　　　地炉ガマを持って来て，

suko：riti：
作られて，

uN　一一　na　：

それに：
Qsigu
すぐ

baNbaN　si：
　バンバンと

pl・一3a・
　火は

むaQlsiki七i：
　　お・こして，

　　　　ゆ
賢Q’ kuse：一ra：N　　背からも

皿ai－ra；聾　　u篭u　　iQsi一わa
　前からも　　その　　石をぱ

jaki：
焼いて，

uN－na：
それに

わ鷲潮あ鑑：噸8i＝

⊆ISUしm二tti：一jQ：
　　旬んでね，

biro：sa－Npa：一Bi：
　　ビローサの葉　で

Qsumiti：
　　包んで

　na，ma皿o．
生のものは
（そのままのもの）

kasamaraN－wa：一na　kire：一・na：　kai　Qsumiti：
つかまえられないさねえ，　　：布地に　　　こう　　　包んで，

O
　
●U
噛餐飢す
ba七at：
腹へ，

kvLGtse：一raN　bata：一raN　tado：Qta－jo：
　　背からも　　　　腹からも　　　あてられた（湿布すること）よ。

nacl－tiN
夏とも

huju－tiN　na；nvt
冬とも　　　　ない。

tadi：
あて

simo：Qta：
させられた。

Nme：
もう，

皿a七a
また，
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一捻a：k巽聖呈i瑠鵜： basiki：　na：N
　忘れてしまった。

1〈　ure：　ure：　kari－kja：
　　　　　それは，　　あれだろうか。

ta（生1：

湿布
simo：ru　Qsumo：　asi：
させられるというものは，汗を

　　　　　の：para8u・
出す

O　ase：
　　　汗では

kaNga；一kja：
考えですかね。

　　　　ワaranu・
　ない。

bata－N　naka：
　腹の　　　中を

　　（注125）

saraxru
さらって，

　　る　　　　　　　　　り

Ur■nu・
　それが

jo：N
弱い

　　　　　　　　　　　の　　　　　　コ

PUSO・欄JO・
　　入わね，

kana：zu：
　必ず

ba七abjO：ki：　　N＝　　kana：Zしし：
　　腹病気，　　　ええ　　　必ず

bjo：ki－nu　aQtaN－jo：
　　病気，　　　　あったよ。

kunu　bata　tadi：
この　　お・腹を　湿布し

nac蕊・
　夏

jariba－ti：　）：　uriba：
　だからと　　いって，　それを

（N　：）　tadu：N

　　湿布しない

　　　　ロ　　　　　　　の　　　　　ロ

PUSQ・葡JQ・
人はねえ，

kana：zu：　N：
　　必ず

　　　　　飢u，nO．
　何は

ar±：　sita：
　　　あった。

jo：re：一】ka：鱒七i：　　asO；Gしta晦〔｝0：

弱かったんだなあ一と　言われたよ。

躍毛書寒農3u

（濁26）
　　　の　　　のa1七i．
それで，

naci：Qfa
　夏に子を

nasu－ka：一jo：　naci
　生むとねえ，　　　夏に：

Qfanasi：一・ru　Qfanas；　puso；　bjo：za：
子供を生むのが 子を生む（産婦）入は 病気がち

naru－da：　Qti：　so：Qta－jo：
になるんだ　と言って　　言われたよ。

a（塾ca一七i：　　pi：

暑いと言って，　火に

nukuma飛縣wa：輯漁a：
当って温隈ないさねえ◎

huju－nu：
　　冬の

hujo：　　皿e：
　冬は　　もう

s蛾pai
たくさん

pi：ja　nukumu－nu－jo：　nace：　me：
火に　　（火に当って体を）温めるけどね，麗ぱ　　もう

aeanu　acanu一娩u演工・
暑い　　　　暑いと　　　　　　　　　　　　　　　蕎って

　り　　　の　　　　　　　コ　　　　　ロ

Pレ縢コa・
　火は

nukumanu　kuma　bata　tadiraN－be：ti：
　温まないで，ここを，　お腹を　　　湿布しないから，

Qfa　（na　：）　（N　：）

子を
mukasi－nu：
　昔の

（u　：）　uipusuNke：一ja：
　　　　　老入たちは，

　　　　　　し　　　ロ　　　　　　

コO・コ○・

よくよく
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（Qfa－na　：）

（言いあやまり）
naQ．cl　Qfa　nasu
夏に　　　子を　　生む

　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　の

PUSUL－na・｝ru．・
人に（ぞ）

bjo：ki：
病弱者は

Nzlru－da：一Qti　si：　bjo：ki：
出るのだよって，　　書って　　病気

（jana．・．nan±ka：jare：
（書いあやまり）

bjo：kinul　bjo：za：
　　　　　　　　　病弱に

nari：一ba：
なるので

izi一一ba
勇気を

Nzi：　pi；nukumi：
出して，火を当てて体を温めな
　　　　　さいと

　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　の

a：L　　　panasx・
　　　　　　話してそういう

ように

sikaso：Qta：
　聞かされた。

suburu－nu　kuiriaN　ma：N－na：
　　頭の　　　　ここの　　　辺に

cuNcuNcuNsi：
ツンツンツンとして

naci　asi－bu：一］ユU：
　　夏あせ亀　　が

Nziru薦kθ聾一jo・
出るほどにねえ，

　　　り　　　
nac：L・
夏に
Qfa
子供を

　　　　　　　りnaSULI）U－SO・
生む入は，

聾：　　baNta：
ええと，私たちの

anisaN一一nu
　兄さんの

　コ　　　　　　　　　ゆ

s■za．
上の兄は，

guNgaci－na：　marita－nu
　　　五月に　　　　生れたが，

號n二三獄漉t’：畿篇u脇u「u評 uja　da：　me：親　　だよ　　もう，

uja－N　suburu：
親の　　　　頭は，

ku憩a一錘　ma二ra
　　　ここの辺は

　　の　　　　　　　　　の

mu．・ru。
みんな

asibu：　narl：
あぜにも　　なって

na：N－seN
しまっていた。

airu；　kisa－N　baNta：　Qse：一ra：
それで，　　以前の　　私たちが　　知ってから

jaica－baN
であっても，

mukasite：　aranu
　　昔とは　　　でない，

baNta：　mukase：　ina：biN
私たちは　　　昔は　　　　　もっと

　　コ　　　　　　　　　　　　　ゆ

ma■需コa・
以前は

nu：si　so：Qta－ju：　wakara－nu
どんなに：　　なさったのか，　　　わからなレ㌔

baNta，：　wakare：一ra：
私たちが　　わかってからは，

　ロ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　コ　　の

aユru．●　　　83．●

そんなに　　して
O二Qta－jQ：
　論られたよ。

K　mata：
　　　また，

anu：　mukasi：
あの　　　　昔，

（a　：）　patuma－nu：
　　　　　鳩間の，

pat脚a；一te：　皿e：
鳩間にお・いては　　’もう，

isa：一一N　o：raN　bure：N－da：　unu　tuja：si：
医老も　　k・られな　　かったので，　その，　取りあわせ
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huc±ruN－do：re：一ja：　nu：si：
薬（せんじ薬）などは，　　　　　　　　　　　　　　　　　　どんなに

　　　　　（zal　12　7）

tuja：se：ti：　CLfaNkeN
　　調合して　　　子供たちに

　　ロ　　　　　　ロ　　　ロ

nu。s↓。
　り　　　　　　　　　　　　に

S■。ru・
　して，

通e：

もう

numaso：一Qta－kaja：一nare：
　飲まされたのだろうかねえ。

O　N：　ure：ta：一jo：
　　　ウン，それはまたねえ，

d翻us証歌・骸sθ：w　潔‘象鷲；

ure；　baN　du：se
それは，　私も，　自分では

wakaraN－du－jo：
　わからないがね。

ta　bi：n　iNke：　一一nu：

　　旅の人たちが

ukina：
沖縄

sa．rs．一ra．
あたりから，

pusuike：一ja：
　　　人たちは

isanake：
　石垣

co：du　me：
丁度，　　もう，

　　ひ　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　の

sa・re．一ra・
あたりから

ime　：）

（2M　a　2　El）

jabu
ヤブの

　サQ。ru
来られる

kaQti：一nu　aru
　　勝手の　　　ある

玉）USU一’nU　　Q。rコ．・

　人が　　　細られ，
slr．a．　ga．

白髪
usuma　i　一一　julif

ちじさんも
（故金城二郎氏）

　サ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　の

。．r：Lo’na・
訟られるしねえ。

si．r“aga；　usuma．iTQtu：
白髪　　　　　　　　　　じいさんと，

　　る　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

漁e・sユ．n．aga。聯nu．
　弱前瀬長範　　の

usu磁ai鴨七i　　asu
動じいさんと　言う
（固有名詞）

pusu－Qto：　me：　uQca－ru　me：　patuma：
　　人とは　　　もう，その人たちが，　もう　　妻問へ

O：ru一一ka：　me：
来られると，もう，

jabu：N　isa：
ヤブも　　医者や

isajabu－Qti：　uQca－ru　sukau：
　　　　ヤブも，　　その入たちを　使った。

　sukasi
お・つれして

　
　
つ
裟 sukaisukai　si：

　使い使い　　　して
bur　i：一ba：　vLcaN－du：　nu：一一tut
居るので　　　その診たちが，　　何と

nu。一七u
何とを

　　　　　　　　ロ　　　　　　じ　　の

t；UL∂a・Sk．
調合して，

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　の

s■z工’一　t工●

　煎じて
烈umasi：一Q七i：
飲ませなさいっと

so：rlba－jo：
言われるからねえ。

uri：
それを，

　　の　　　　　　ロ　　の

　aコ．sx・

そうやって
nu瓶asu－ka：　　皿e：
飲蓬せると，　　もう

n■ce．　　皿e：
熱は　　　もう

samarユ，・
冷まり，

mu：ru：　me：
みんな　　もう

UC■一一簸a．
　内には

nice：　nuQkaru　mu：　paQsaN
熱が　　　　残る　　ものを　　発散

slti－jo：
　してね。

レ唱
で
ユ
れ
町
そ

su：一ka：
　やると

sizeNni
自然に：

aQsi；一ba：
　汚を
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pari。　　孤θ：
出して　　もう

sa】丑aru；一’じa翼禰jo：
　　　冷つたよ

狙e：

もう。

（」abu：めnqN　k験訪n四s筆薯θ「a鵡
　　ロ　　　　　の

nUja・
何やら

kuja：
かんやら，

me：
もう

　　　　　　　　　　　　の

mu．ru．
みんな

uri－ru：　me：
それを　　　もう，

adaNbura－N　huki
　あざにの　　　　茎

七〇k：a：

とか，

baNsuLru－N
ばんざくろの

　　　1

huki－toka：
　　茎とか，

ko　ptgi．一一　nu　ni　：　一toka　：

　桑の木の　　　根とか。

maja：b’u：一一toka：　Nme：　ure：
　マヤーブーとか，　　もう，　それは

。
○
う

鵬
も
nanaszna
　七品

hQ：6玉：）一daニー七i

　　揃えなさいよと
so：Qta－jo：
言われたよ。

nanasina　ho：si－Li：
　　七品　　　　揃え合わせて

uri－ba：
それを

箆a・■一ja。
ただでは

sizi－ti：
　煎じて

nu斑as■
　飲ま

jarabiNke：
子供たちは

slta
せたo

na：1　Nme；　s　izuka：
ただ　　　もう，　煎じると，

　　　ロ　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　

nu磁■JU・saN－wa・一na・
　　　飲み得ないさねえ。

（注12～ウ

　kuru
　　黒

sato：一ba
　砂糖　を

七ugi：　　N］阻e：ma：
　　　　　　　　　少しもって来て，

　孤ak：e：rasi
混ぜて（味つけして）

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

Nme．ma－naの
　　少しずつ

zθa
味

turl　sikitl：
とって　　　酷いて，

go：Nko：N－si：　uri：
　ゴクンゴクンと　　それを

numasita：
飲ませたよ。

kisaNpuso：　（jaQ）
　以前の人は，

kubi’bukara－na　：
　これぐらいの

jakoN－ma：一jo：
やかんはねえ。

Qfamuei－nu　go：ra：N　ja：一ja：
　　子持ちの　　　　多い　　　　家では，

kaNbo：一nu　go：ra：N　puso；
　　感冒の　　　　　多h　　　　ときは，

jaQ，kQN一皿a：　si冠n蝋　me：　huciru　sizlmu一（轄i　sik：θ：ti
　やかんは　　　（専念）わざわざもう　　薬を　　　煎じるものど（って，置いて，

uN－na：
それに

　コ　　　　　　ウ　　リ

s↓21■・

煎じて
nuJnaso：Q－ta－da：
　　飲まされたよ。

ba：　me：　aibumo：　na：i　mG：　mata：
私は　もう　そんなものは，ただ　　もう，　また，

N：　jakuteN－ra：
　　　　薬店から
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isa血ake・一一　ra　　狙e：

　　　石垣から　　　もう
nanika：
　　何か

nic±samas±：一Qtoka：
　　熱冷ましとか，

Qsa：ku－nu
　　　咳　　の

huciru：一toka：
　葉　　　　とか，

ba“Tta：　Qse：一ra：　aQtaN－jo：
私たち　　が知ってからは　　　あったよ。

albumu；一sa：re；一ba：
　　そんなものなどを

七a二　　kaiki：
また，　買って来て

，jUsiN－ba
たくわえを

sikisike；一ti：
して訟いて，

●
　
電

・
■も
と

：
［聖翼ンージ

　
　
リ

．
．
え

蟹
え

O
鷹出職磁

aSU　　hUCiru．：輯翼
いう　　　　薬　　も

　　ロ　　サ
ar＝t・

あ鉱

（N：　nu：ti　sita：）　kumisiNki－Qti
　（雷レ、なお・し，）　　　　クミシンキと

asu　huc±ru：一N　ar’」：一na：
いう　　　　薬も　　　　あってねえ。

aiti　a±bu：
そして，そういう

　　　　　　のh．UCiエ「Q。

　薬は，
Nzi：
出て

ku：七a，N－jo二
　　　来たよ。

baNta：
私たちが

Qse：膚ra：
知ってから。

K　unu：
　　　その

kumi　siNki：
　　クミシンキ

su：一ka：
と書うと

nu：sibu：
　どんな

huclyu：
薬ですか。

O　uri：　Nga．huciru：
　　　それさ，　　苦い薬だよ。

kuro：
黒

kuro：
黒く

S工七工一」0．　　be：

　　してね，　吾々の

mana－nu．
その，今の

huciru－na：N　uri・一nu　kaza：一N　niwoi－nu
　　　薬にも　　　　それの　　　匂　も　　　匂　　が

suN－da：
するよ。

a■8U．触nU　　　憩eの　　　U．re．

そうだが　　もう　それは
　　ぐ
mu．ru
みんな

孤e：
もう

kai
こう

sira，riti：
　　されて，

haciro：
　薬は

sukurari：
作られて

bu．一wa－na　：

　いるさねえ。
aibu
そういう

huciru：一N　m6：
　　薬　　も　もう

basiki　na：nu
忘れて　　しまった。

nu：一聾ku　1：一頸　　Mθ：
　　イ可もカiも，　　　　もう

mukasi：一ra－nu　lcuna：一ti：
　　　昔から　　の，　　　　ここで，

（kuma）　kuma－nu
　　　　　　ここ　の

jaku七eN－Ba二
　薬店　　で

蕪 kai　para－ba：　買って行くとs
hucirLz：
　　薬

huciro：　me：
　　薬は，　もう

huciro：
　薬は
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Nmea－na：
少しつつ

nici　samasi：一sa：re一一ra：
熱冷ましなどから，

（asupi：　　　　　　　e：）a8ししpiriPtト鵬：

（言いあや凌り）アスピリン　は

me：
もう

（osirokuisiti　：）
（言いあやまの

iQ，pai　　aQ，七a聾一jo：
いっぱい　　あったよ。

iQpai－te：
いっぱいでは

araN　ine：
ない。　　もう

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1丑u。ru．　　na　o

みんな　　各
me：me；一一si－ru　oriru：　kuma：
自（もう）　　で　　来られて，ここ（石垣），

isaNke：
石垣へ

。：ruka：　kanarazu：
来られると，　必ず

　　　コ　　　　　　　　　の

hucirO．
　　薬は

kaio：ri　me：
　買われ，　もう，

jusiN－ba；　si：
たくわえを　　して

sike：ti：一jo：
　　お鳳いてねo

panaslki－nu二
　　　病気　　が

su二waN
強い

　　　　ぐPUSO・
ときは
me：　ai　du－N　ja：一N　puLsu－nu　kakara－baN
もう，そのように，自分の　　家の　　　人　が　　病気にならなくても，

　
　
コθ
う
滋
も

PU．SU－N　　 ∂a・輔工〕La・
　よその　　　家　に

ka］〈ara－baN　¢a：　kaibu：
病気にかかっても　また，このような

huciro：
薬　は

RkeN　zjo：to：
たいへん　　上等で

jari－Pa：　．　g±：
あるから，　　　　　　　　行って

ip．uti　gi：　numast：　Qti
持って行って　　　　　　　　　飲ませなさい　　と

sl；　a±　muto；ri　numase：
書って，そのように持つで濡れて，飲蓑せは

O
■
Q。
」
　
，

鱒
ね

　
　
　

i
り
8
た

．
・
し

・
工S 　ai　so：Qta－jo：

そのように　なさったよ。

be：一na：
　家では，

zi：saN－ma：
じいさんは

huciru：
薬　は，

ptCLciN
絶対に
（一つも）

（a±ru：）asibu－nu　Nziru：一baN　asibu－nu：
（それで），あせもが　　　　出ても，　　　あせもの

kisaso：raN－seN
切らされなかったよ。

jubizasi－Qtokal
（吸い出し）　とカ㍉

unu　munu　sumu　huciru－sa；ri：
そんなようなものという㈱もの　　　薬など

辺uいru・　　］箕e：　manama：一ja：
みんな　　もう，　　今では

nu；一N　kui－N
何も　　　かも

so　：　ctoku

　消毒
inul　mu：ru　aru－wa－na：
　　（みんな）　であるさねえ。

kisa－N
以前の

puso：　me：
入は　　もう

（9；ゴ）　　nu：

行って，何（⑳
huq．iru　kulh’a．eiru　Qti　pRcl：
　　薬，　　　　　　　　　かの薬　　　と言って　Ptつ

huta：ce：
　二つは

kana：zu二
　　必ず

ja：　一一　na　：　一Qti　me：

　　　家で　　　　もう
jusiN鱒】匿a：
　保存は

siki：
して
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bu七a：
お・つたo

isa：　O：raN一一be：ti－jo：
医者は　　　診られないのでね，

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ロ

a■　　se。’t■
そう　　やって，

aibu：
そんな

huciru：一si－ru：
　　薬で（が）

rpu．；ru．　ja－rq．．Pi．N｝〈e：

みんな　　　　　　　子供たちを
sudati：　ke：一juNda：
　育てて　　　来たのだから（ねえ）。

｝〈　unu　patuma：一na：
　　　その　　　　鳩問に

saNba：一N　o：raNbure：一nu　klsa；
　産姿　も　　居られなかったろうが，以前は

tata：一一ru；　abu：
　誰誰が，　　そんな

saNba　kati一一nu　ari　Qfa
産婆　　　　勝手が　　あって，子供を

　　　　　ぐ　　　
nasas：L・
生雀せて

。：Qta－kaja：・一nare：
　　論られたのだろうかねえ。

o錦見画面都…葛琢は竃葛：’器量播監菊蕊bu躊ぎ鑓響：

buba：　o：raNpuso：　ba：　paQtaN
訟ぱさんが　居られない時は　私が　　行った。

ba－N　 王ne：　N：
　私　　　も　　え一，

zisiN－ma：
　自信　は

na．取u－nu　　na。よ　me二
　ないが，　　ただ　　もう

bata－N　　コa】皿U　　kししsi－N
澄腹が　　　 痛い　　　　背が

コa辺U．　　GしCU8U：一ka：

痛い　　　と言うと，
　gi：　kasame：一ti：　mq：　marasu　knunu）
行って　　　つかまえて，　もう　　生ませる。

ube：　me：
それ浸けはもう

ba：一一ja：
　　私は

裟■sユ，一ma。

　自信は
na；N
ない。

　bubaea：　me：
as・ぱさんたちはもう，

meQti：
ちゃんと

zlsiN－ma：
　　自儒　は

aro：ri－be：ti：一gera：
　　あられて居るのでさ。

　　ure．　ax
それは色：のべそのように

so：QtaN－jo：
　なさったよ。

ur±　unu　mai－ja：
それ，　その　　前は

ta：　unu：　bubata：
また　　その　　輸ぱさんたちの

buめa：皿a：
おばさん，

da±ke：一nu：
　　大工家の

pusu・一gera．
　　入さ。

・。 unu．
その

IpagaripaN
「曲がり足」の

叔母さん，

gLseN：
わかるか。

王（　　naニーja　　si｝ζ：工miQt；a－nu

　　　名前　は　　　　聞いたが
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O　to：　unu　pusu－jo：
　　　とう，　　その人だよ。

　aQpa：　kjo：dai－cu　me：
蔚ばあさんの　（兄弟）姉妹だよ。

　　aQpa：
診ばあさんの

US2むU．
妹で

jaro：re：N－da：
　あられたので，

uTiN一一du　ta：
それが　　　蓑た

u．Nsul〈u．：　N：

あれほど，その

ure：　simama：ru　si：
（それは）島回わ珍を　　して，

junoN　saN－na：　ma：N　kuma：一一na：
与那国　　あたりにも，あっち　　　こっちに

s：L磁a皿a．ru・
　鳥回わりを

se：ti：
して

。：rit±一jo：　a±but　N：　〈lne：）
お・られてねえ，　そのような， pusu－nu

　入の

so：rumu：　miri：一N　si：
な逸ることを　　　　」見も　　　　し，

s±k±：一一N　si：
　聞きも　　して

○：ri；be二・じi：　　u．r：LN

細られるので，　　それも

皿e：
もう
biNkjo：一ja：
　　　勉強は

so：raN－wa：一na：
　なさらないさねえ。

CLu：一nu　zisiN－si：
自分の　　　自身で，

me：
もう，

ur　iN　一dvt　：

　その人が
nasasl．
生ませて

。；r1一一tlru：
　　澄られて，

buba－jo：
お・ぱさんを

una．
自分の

slbe；一ra：
　後から

cukisoi　siti：　buba：　sa：re：ti：
付添　　　　して　澄ぱさんを　　　連れて

huYa：ru
二人で

Qta　naso：ru　Qx”anast　ja：
子洪・を　生みなさる　　産婦の　　家へ

sa：re：一tl　o：re：一ti：
　連れて　　　　　訟られて，

nara．s1．一30・
教えて（習わせて）ねえ，

buba：　　飢θ；
おばさんは，もう

so：Qta，一jo：
なされたよ。

　　　　　　の頂anama．
　今に

sikit．tN　rae：
至るまで　　もう。

mana澱a．　　憩e：
　今は　　　もう

patuma－na：　Qfa　nasu
　　　三間では　　子供を　産む

玉）uso・
人は

bura：N－da：
　居ないので，

CN：）　buba　sukara－N　jo：ri　o：ri：
　　語ぱさん恵　　力も　　　　弱く　なって慶られて

me：　ur　i－nu：　ke；ra－nu：
もう　　そ才しが（；その人が），　皆が

　
　
ゴ
ら
て

k
か
っ

郎
思
切

paraNke：一ma：
行かなかった時は，

uriN－Ctu：
その人が

nasa　so：　Q，　ta　：

弾まされたよ。
mekuja：一N　buba；
宮古屋（宮良家）の論ばさんが。
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織 物 の 話

K　e：to　aNde：ka：
　　え一と，　それなら，

ku，Ndo：　pa，tuma－nu　puso：　nu：siru
今度は，　　　　歯間の　　　人は　　どのようにして，

kiNka：　sukuro：ri：
衣類（着物類）は作られて

ki．sp；Qt．a－ju：　abu　panasi：一・N
着けられたのか， そんな 話も

sukaso：ri　mi：
　聞かして下さい。

O　N：　patuma－na：一ti：
　　え「　　　鳩間島で

taNmono－ba：　turo：ri　ka：so：ru
　　　反物　　を　持ってこられて，　売られる

nacija：一N　na：nu
　診店　　も　　ない。

皿ata二
　玄た

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

kizaru・
診祭や

soNgaq．i：一Qtoka：
　　　正月　　とか，

N：　pi！：ru－Qtoka：
　　　豊年祭とか

ai．bu：　pusu：
そんな　　　とき，

kuma：
ここへ

isanake：
　石垣へ

bataro：ru－ka；
　　　渡られると，

isanaki－nu　mise：一一ra：　kaio：ri：　kiso：ru
　　石垣　の　　　　店から　　　買って来られ，着けられる

PUSU：聾　　 O。r二L・　　me：　　］逗：

　人も　　　teられ　　もう
。：kata：
　大方，

　　　
皿u・ru
みんな

du：s1－ru：
自分で

　　ゆ：pu・ru
豊年祭の

kiN一一ma　：

着物は，
（tui）　basa－ba：　u：mi：　kai：　du：si　me：　kure：
　　　　　芭蕉を　　　つむいで，このように　自分で　もう，　これは

ta：mu　kure：
誰のもの，　これは

七a：孤臓一〔もti

　誰のものと

　コ　　　　　　　　　り　　　　　　

Si・”JO・
葺ってねo

muJo・一3a・
模様は

kawosita
変わした。

lcawose：ti：　in±dumuN一一mo：　mrdvtmu－nu　kiN
　変えて，　　　　女のものは　　　　女　　の　　着物，

b±　ki　ctumo　：

　男　は
bikidumu－nu　k±N－Qti
　　男　　　の　　　着物　と

　　ひ　　ロ
＿8i・
言って
m覆篠ぼ」a：k墾是｝：

Lpu：rukiN－Qt±
豊年祭の着物と

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　や

S＝L．　　ur＝L・

書って織って
kiso：ri：
　着けられ，

soNgaci：　naruka：一ja：
正月に　　　　なると，蚤た，
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N；　kuLma：
　　ここへ

　コ　　　　　　サ　　の

0。r■ρ
来られて

　　　　（注邸1）
玉）a］aak：i］涯一t；i；

木綿着物と言って，

丑｝aoユJa・愉工m．　　kasi：一ba：
　　澄店　　の　　　かせ糸を

kaio：ri：一je：
買って来られてね。

hujukiN－ti：　si：　N：　hujukiN－ma；　mata：
　　　冬着と　　　いって　ええ一　　　冬着は　　　　また

　　サ　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　コ

エnθrme●　　　工【lu．

各自　　のものを
uri　kisaso：ruL　pustt：一N
織って　着せられる　　　人も

O
　
■

　
　
り

ぬ
れ
：
ら

　
あO
お

皿ata．
また

isigaki；
　石垣

sima－na：　o：ri：　taNxnunu－nu：　N：
　　島に　　　来られて　　　反物　の　　ええ，

i8 ]鑛簾ima；老滋i轟： taNmono：　me：
　　反物は　　　もう

血i：） 　コ　　　　　　　　　リ　　　　　　　ロ　　　　　の

m工Sf∋．騨コa●
　　店　　は

ari：一be：ti：
　　あるので

七aN］〔Rono｝ba；　　kai　　Q、rエ．　　ta二
　　反物を　　　買って　来られて　また

soNgac．ik．iA［一Qti　si；　z’：　ar．akiN－GL：i　si：　kai
　　　　　　　　　　　　　書ってえ一　　新しい着物と　いって　買って　　正月着物と

（N：）　kisaso：ru　pusu．：一一N　o：ri：　．me：
　　　　着せられる　　　　人も　　　於られ　　（もう）

sita－ni：　me：
もっぱら　　もう

siﾁ鋸昆ini；篭愕： pa ｼ謹’：馨％：，三二： paru
行く

pusu：一N－jo：
　　人も　ねえ。

　　z七a．二二へ 零ξup喫鍵顎rja：
Ql　：）

biユ〈idumu．Nk二e：一ja二。jo：　　SU，diGしkira－Gし’ti　　 s■・一∂Oゆ
　　　　　男たち　　は　ねえ，　　　袖切り　　　と　　　ff一ってね。

ma　ika　ac　ik　iN一七i：　　皿anama－N　　PU．sO・一一F　3a。　　凪U・ru　　ka　i。
　　稲刈り着と　　　　　　　今の　　　　　人　　は　　　みんな　　買い，

（N：）macija：一nu　　kiN－ba　　ki8i－ti　一一　ru．：　　maikariN－jU二

　　　　店の着物を着て　稲刈りにも

。・ru－wa．一na・
　：行かれるさねえo

lkurD　kuri－sth　：一jo：
　　　　　　これでねえ，

sud　Rkira　：　一一　ba　：

　　　　袖切り　　を

nuiti：　maikari　kiN一一Qti：
持って　　　稲x吻　　　　着と

disi：　ma’oa：　ka．naj　zu：
冨って　　また　　　　必ず
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狐ai?爺二三｝帥iぎ麦競■na叢二野：皿繍n砥’

zx：ii｝g“　：・rLqNTI［．e．N．　TQCi　pts　i：　u－ng　sudA　gLig±ra一’Da：　．．u．］r　i：．

熟しit　hうちにと 育って， その　　　袖切り を　　織って
kisasi：
着せて

。：rasuN－ti　si：　ai；　si：buL：a：一jo：
行かせようと　　してそんなに　　　していたよ。

kiN－nu　bure一一n］a：　ine：　nace：　me：
着物の　　　　分　は　　　屯う　　　夏は　　もう

　　ゆ辺u・ru，
みんな

　　（注152）

わaSO：kiN
　芭蕉着，

basasi　me：
芭蕉で　　もう

uri：一七i：
　織って

hu．jo：　　ta：　　hu3しし・

冬は　　また　　　冬
uro；ru　puso；
織られる　　ときは

ta：　kasi：一ba：
また　　かせ糸を

turo：rl：　ta：　hujukiN　uri　kisaso：ru
もって来られて蜜た　　冬着と　　織って　着けさせられる

pusu－N　or±：
　　入も　　涛られ

taNmono：一一ba　kaio：xi　ta　VaNmono－si：　ta：
　　　反物　　を　買って来られてまた　　反物　　で　　綾た，

80Ngaci：ki］嚢一」1ユ］嚢

　　正月着物　　を亀
CN；〉　kisaso：ru　pixsu－N　ori：　me：　．　a±一ru
　　着けさせられる　　二八　　k・られ，もうそんなふうにして

baNta：　wakari－kara：　ai－ru：　me：
私たちが　　　わかってからは，　そんなふうに　もう

si；o；Qta　（N：）

やって澄られた。

ba：
私は
a，si：ki：ru－jo：　rnu：ru　manama　Bil〈i－tiN　kure：　na：
そういう；わけでね，　みんな，　　今に　　　　至っても，　　これは　ただ，

kai　du：sl：　se：　kiN－ba：　nukasi　sike：
こう　　自分で　　やった　着物を　　残して　　＄bいてある。

K　watakiN－do：re：
　　　　綿着物などは

　　に　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ロ

nu・s＝L　　『ご1．8ユ．

　　　どのように

　ロ　　　　　　　　　　　　サ

s：L・ru・
して

sukuro：Qta－kaja一
作られたのだろうかねえo

nare；

O　　wa七a：　醗e：　wata　　sukuri：　辺Kce．　mθ：　　SQ：（も七a－nu　　孤u：ぬu
　　　綿は　　　もう　　綿の　　　作り　　　　方は　　　もう　　なさった酢られだ）ものを

m±ri：N　sanu
見ても　　ない。

wakarゴーN　　sanu一且U
　わかりも　　　　しない。

N：　mukasi－nu
　　　　　昔の
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puso．
人は，
du：si－ru：　wata；
　　自分で　　　　綿を

sukuri七i：　　滋a七a　　su］〔n：Lru
作られて，　　また　　染める

　　　　ロ　　　　　つ　の　　の
aユ．・隔コ○・

藍　ね。

aik2：一jo：
　藍の木ね。

kl：一jo：
木さ。

a癬菟一N三三夢（su：） CN　：）　ibi：　一一N

　　　植え，

mo：siti－jo：
　蕊えさせてね，

unu　　paニーba　　tur：L・
その　　葉を　　　取って

unu．　aa－nu．
その　　　藍の

kasi－nu
かせ糸の

sumikata：
　染め方は

du：一si－ru　sumo：Qta－Qco：
　　　自分で　　　　染められた　さ。

　　be：　ui－nu
私たちの家の　上の家の

搬瀦鷲蜜；瓶類：一」o：講6家のa：灘轟潔巌酵θ：

aikami一一ti：　mana：kl：
藍　瓶　と　　　今まで

ari：buN－da：　unu　ai－ba　irl：
あるんだから，　　その　　藍を　　入れ

sumi：　N；　hujukiN－ma二
染めて　　k．　一，　　冬着　は

urO：Gしt；a嗣℃i　　sま二　　a工一ru
織られた　と　いって　そんなに

azo二（憂，ta

雷われた。
baNta：
私たちが

N：　wa｝ζari－kara：　皿e：　wa七a軸N
　わかってからは　　　　もう，　　綿も、

na：nu　mata　urt　su：　doNgu：一N　na：nu
ないし　　廉た，　それを　やる　　　道具電　　　ないo

M6；
もう

　　　　　　　M■曹　unu．．
　　　その

　kasi：　so：Q，ta－nuL　jama．；一一N－eaN　me：
かせ糸を　　作られたところの　　ヤマ（道具）さえ　　もう

皿iri；】〔nira翼・一8eNトjQ：
　　見てみなかったよ。

baNta：　ba’Nta：　wakari：一一kara：一jo：
私たちは，　私たちが　　わかってからはねえ。

mu．ru　me．
みんな　　もう，

waQ，kuri：
　こわれて

　コ　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　リ

8ユ．畠むa輔JO●

　したよ◎

j＆buri：
破れて

sitiki8i七i：　　ai七i：　　panas工一ru・
捨て切って，　　そして，　　話　　を

mu：ru　kisa一一Npuso：
みんな　　　以前の人は，

baN七a：
私たちは，

　　（注t＄4）

hatoN一一jo；
　凝弼ねえ，

s±ke：
聞きは

unu　wata　turo：ri－ti：　hutoN－juN　du：si：
その　　綿を　　取って来られて，　　布団をも　　　　自分で

sukuro：re：
　　作られた
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hutoN－ma：　mana：ki
　布団　は　　　　今まで

　　　のaro．rU．
あられる

puso；
　人は

aro：ruN
あられる。

be　：’

家の

su』工凱一na：一N　　a聾
下の本家にも　　ある。

わaNte－na：・嶋聾　　aN
　私の家にも　　　ある。

wataN　urisi
　綿も　　それで

　　リ　　　　　　　　　　ロ

Se．狐O・
やったものは，

me．　mana．
もう　　今に

sikit±N　wata：
至る凌でも，　綿は

茎）iki

引き

musaraN－da：
むしられないX。

lro・一Da；
　色　　は

sikibu：一nu－jo：
付いているがねえ，

　の○．muka，si
　大昔の

皿u．nu。
ものは

↓ro・聯∂a・
　色　は

sikibu－nu：　mana，maN　wa・ta：　kai
付いているが，　　今の　　　　綿は　　　こう，

1〈asu：　一ka　：

こうすると，
boh疑一Q、xi　　磁巌S■r糠一wa－Ra．
プツント　　むしり切れるさね。

mukasi：N　wata：
　　苦の　　　　綿は

kai　siba：　kisiranu：
こう　やっても　　切れないo

ure：　me：　du：一一si：　wata－ba
それは，　もう，　　自分で　　　　綿　を

sukur1：ti：
　作って，

sitato：rθ：　　孤u．：一・Q，ti

仕たてられた　　　　ものと

　　コ　　の　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　り

S：L・　　a＝Lru。
言ってそんなに（鴻
　　　　，

（s　u．　N　：）

so：Q，ta－jo：
なさったよ。

K　patu嚥：一七e：　wata：
　　　　　鳩澗で　　　　綿を

ibo：Q，taN－cuino：　re：　maNma：一一na：
　　植えられたというのは，それは　どの辺に

ibO：Q，七a－ju：　　三丑a，ta：

植えられたのか，　また
ta，；一ru　一t．vLgo：Q，Pa－ju：　a：Pu
誰が 持ウて来られたのか，そんな

　　　　　　panasθ・
　話は，

sikimiro：raN－seN
聞いてみられませんでしたか。

O　mukasi－nu
　　　　昔　　の

muLno：　．1　a．　turo：Q，ta－ju：
ものは，　誰が，　　（どこから）

　　　　　　　　　もって来られたのか，

wakaraN－jo：
　　わからないよ。

pataki　ka：zi－na　me：　watapatake－vti
畑の　　　　数々に　　　もう，　　　綿畑　　　と

　　　　　　　　　コ　　リ　丑上uru　　ar＝L。
書って，みなあって

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ヴ

O。re・一コQ・
澄られたのだろう。

bu：pataki－tiN　ari：
　　　麻油　とも，　　あり，

pa七aki
　畑

twnul
（その）

一屈2一



n4k．aguru：　ba：
中昔のころ，　私が

wal〈aye：一ra：一jo：　unu　wa’ta－si：　ms：　noN
わかってからはねえ。　　その　　　綿　で　　もう　何も

rtuJo・　sl．
利用　　したり

si：ju：so：raN一一seN一一jo：
し得ることはなさらなかったよ。

me：　wa．ta　　s“kurユ．．
もう，　綿を　　作って，

isaNke：一ru：
　　石垣　　へ

ukuro：Q，’ta－ju：　nu：
　送られたのか，　　　どう

so：Q，ta－ju：　wakaru　（ntD
　なさったのか　　　わからなV㌔

baNea：一N；
　　私たちも，

isanaki－nu：
　石垣　　　の

baN’ta：一ra：　±zuka：
私たちからは　　言うならば，

tomimoto－nu－jo：
　蟄見本　　のねえ。

（zi　N：）

Q主iろ6）

　ozi
叔父に

狙e：（to皿i）
もう，

望碁u　8■禍腿竃「a●

balNTta：　be：　aQ，pata：　kjo：dai　jaro：re：N－da：
私たちは，　吾々の　おばあさんたちの　兄弟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であられたのだから。

uriニー封一d．u；

　その人が
patuma－Ra：　turo：r±：　mu：ru　patulnapusu：一N
　鳩間に　　　　取って来られて　みんな　　　　鳩問の人に：

wata
綿ft

（s　u）

mukase：　sukuri：　o：Q，ta－nu：　me：　unu　uNda
　昔は　 作（らせて）って勘られたが，　もう　そのそれから

kunukata：
　この方は

sukuro：ra）一be：tl　ta：
作られなかったので　　　また

mata wa七a－ba：　wata一聾
　　綿　を，　　綿の

tani－ba　ta：　N：　turo：ri　ta：　mu：ru　patuma一一na：
種　　を　　憲た，　取って来られて，　康た　　みんな　　　鳩間　　に

sukuraso：re：ta－nu：
　作らされたが，

unu　puso：　me：　N：　to：zi：　me：
その　　人は　　　もう，　その　　当時，　　もう，

unu．
その
bata－nu　sukuri；　nu：Nkui　saN－keN－ma：　me：
　　綿　を　　作り，　　　何やかんや　　しないうちに　　もう

naﾛ蟹霧象：ki：　ご染」 gorokuniNTma：
五，六年　　　　　　　　は

jami　o：re：一ti－ru
病んで　　　斡られて

ma：raso：re：N－da：　ure：
亡くなられたのであるから，それは

SIJO．
使用

s二L『ru・
しは

SQ二’raNseN
されなかった

　　ロ　　　　　　　　　　つ

CU。me．
んだよ。

（uri：）　utr±一N　sibe：　me：　wakaraN一一ba：　baNta：
　　　　　それの　　後は　　　もう　　　わからないので，私たちが

ZJU．
十
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nisaN　一一　nu
　｝　　＝＝　の
　一，

ゐ　　　　　　　ぢ　　り

しus：L．

年で
jaruN－da：　一一jo：
　あるので，　ね。

wakaraN一わaN　　魚θ：
　　わからないさ，　もう，

ure：　me：　nu：si－ru，：
それは　　もう，　どんなにして

su．lna．co：　no：N　me：　sukuro：re：
仕末は，　　何もかも，もう，　作られた

pusuNke；・一ja：　turo：ri：　N：　u．sa．mi：N　me：
　　人たち　　は　　取ってこられて，　納めに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう，

ku皿a：
ここ（石垣）へ

bataQkaN　pazi：　CLa：nu：　nu：si　naQ，ta－ju：　wakaraN　me：
渡った　　　　はず　　　だが，　どのように　なったのか，　　わからない　さ。

wata：
綿を

sukuraso：ru－Q，ti：　patuma－na：
作らされるんだといって，　　鳩間　　に

turo：ri：　svkurasi：
取ってこられ，　作らせて

。；Qta－jo：　ure：
澄られたよ。　それは。

K　e：　patuma－nu　jara－N
　　ええ，鳩聞の屋良の

　　り　　　　　　　　　の

ma・ra，
辺は，

Q｝wa七al）a七ake：
　　綿畑で

aro：Q，ta
あられた

sunu．　abU　pana8e。　siki　mora．raN－sθN（血iro：raNse聾の誤り）
というが，そんな　　話は　　　聞いて　　ごらんになbませんでしたか。

O　bu：pataki－jo：　mukasi－nu　be：　manama一一nu　jara：
　　　　麻畑　ねえ，　昔の暑々の　今の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋良へ

parl・
行く

mici－na：　patume－N　pataki－nu　aN－jo：
　道　に　　　　鳩間家の　　　　畑　　　が　　　あるよo

mata　be：
また　　吾々が，

maQ，］io：ne：　maQ，ko：ja：
　ヤシ蟹，　　　　　ヤシ蟹が

　　や
pe・yu
入って

bu．翼一Q、一もU　　SU：

　　いると　　いう

しとnしし。

その

a；bumu－nu　gazimaru－nu　Q，sa：ra：一一jo：　to　uma：一一．ja：
　　　　　　　　　　　ガジュマルの　　　下の方ねえ，　　とう，　そこはそんなものの

wata　patake：
　　綿　畑で

aQ，ta－co：
あったらしい。

　e：　bu：pataki：
ええ，　　麻畑

iramuti
　西表の

pusuN－du：　una：　o：ri：　bu：一wa　suku．ro：Q，ta－tu
　　入がそこに来られて麻を作られたという。

asiti－ru　me：
　　そして　　もう，

N：　Q，fa－N　sa：ri－t±一ru
　　子供も　　　　　連れて

　　　　　　　　コ　　サ

O。r：L．
来られて

bししre：一孤i：

居ただろうねえ。

一4t4一



aga　　Q，fa：nユa，　　e：　　Q，fa：ma　　sa・ro・r■

　　赤児を　　　　　　　子供を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連れてこられて，
me：
もう，
bu：　to：suNti－jo：
麻を　　刈り取ろうと1ズねえ，

Q，E．ar’　pataki－N　aza－na：　nibasikiti：　b．u：　to：suN一’t±：
子イ期ま　　　畑　の　　　畔　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寝かして澄いて，　　麻を　　刈9取ろうとして

。：ruN一一keN一一ma：一，jo：　u：bi　kara－nu　maQ，koja－nu　ki：“一jo：
澄られるうちにねえ，　　　　これ　　　くらいの　　　　ヤシ蟹　が　　来てね。

unu　Q，fa：
その　子供を

tw：）

ﾖ機て隈6脚；轟麩銀
lp“a　Q，　t．　a．　Q，r　tu　：r．Q，　tL　i：　．s　i：

行ってしまったというと　否って
aibe：ti：　ugta：一ja：　maQ，koja：・一nu
それで　　　　　そこは　　　ヤシ蟹の

ja：．一Q，ti　sumu：　panase：
家（胸だと言うのは　　話は

sikibu　一一　nu：

　聞いているが，

　　の　　　　　　サ

ntt。s■
どうで

jaQ，ta－ju：
あったのか，

waka　］r　aN　一baN
　わからない・さ。

　　　a．i　N：　．uQ，．ca一一N　sita－gija：
　　　　　　　あの人たちも　　　　言ったさ。そのように

　　　ai
そんなふうに

panaso：一Q，ta－jo：
　　　話されたよ。 unut　Jara．

その，　屋良は
　　　　の狙uru．
全部，

Jara且瑛
屋良の

　サ　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　リ

z工・in　3　a・

　土地は
Gral mukase：　iramute　pusu一一nu　bu：．patake

　昔は　　　　西表の　　　　　　　　　　　　　　　　　人　の　　　麻畑で

aQ，ta－tu－co　：
あったそうだ。

K　　iramu七θ：一ra：　孤θ二　wazawaza：　U狙a：一ma：ki：
　　　　　　西表から　　　もう　　　わざわざ　　　　そこ2で

　リ　　　　　　コ　　ロ

O・r：L・

来られて

su1く二uro：Q，七a－k：ija：

　作られたのかねえ。

O　（airuL　so：Q，ta）　airu　sukuro：re：N　glsaru
　　　Gをんなに⑫うなさった）。そんなふうに　　作られた　　　ようだ。

勿：L。一nu．
土地が，

patuma　一N　z　i　：　一nuN　一一　du　：

　鳩聞の　 土地が

kaQ，c　i　：

すぐれて
（fiE．ftて）

buta－ju：
いたのか。

ubi－nu
あれほどの

iramuti　zima：一ra：　kuma：　o：r±：　bu：
灘表　　　　　島から，　　ここへ　　来られて　麻を
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sukuro：Q，Za－kaja：一QXi：
作られたのかなあ一　　と

一si：

’蕩って，

　　　　　の1）anase・
　　話は

siki七i：
聞いて，

　　ロ　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　サ

na．：L　　！Re．

ただ，　もう

m蕩寵las品詞翼s鴫轟1「a： nu：si－nu　kaNke：一si：
どのよう左　　　　関係　で

uma・
そこへ

。：Q，ta－iKaja：一一Qt±：　si：　nuNt　iru　me：　aQ，du：　tu：
来られたのか　　と　　　言って，どういうわげで　もう，あれほどの　渡（海）を

kui：　huna－nu：
越えて，　船　　の

sukro：一Q，Xa－kaja：
作られたのかなあ一。

hunamice：一ra　o：ri　me：　unu　bu：
　　　船道から　　　来られて，もう，　その　麻を

zi：一nu翼一du　　域Nsuku
　　土地が　　　それほどに

　（注157）

ZO．七〇。

上等

」4Q，ta．一kaj．a：t－Q，．ti　si：　m．a！｝a：　k．a）lgai　Pe：一．jo：

であったのかなあ一と 冒って 今は 考えて　　　いるよ。

K　una：　nu：nu：　uyo：ru：　nu：nu
　　　そこで，　布を　　　　織られる　　布を

nu：si　si：一ru：　sukai
うに　　　　して　　　使って

　　コ　　　　　　ロ　　　　

　O．r1一・

論られて

bata一コO。

欺織る機ねえ，

（abゆ

abucamo：　nu：si
ああいうものは，　　どのよ

me；　abumu：
もう，そういうものの

璽anas■・
　話を

sikaso：ri：
聞かして一下さレ、。

O　N：　nu：
　　ンー1

kisanu：
以前の

nu：nu　bata：
　布織り機は，

zi：ba七a：
ジバタ

（地機）

jare：N－da：一jo：
であったのだからねえ。

manama：　i“u：ru　takabata－nu　aru－wa－na：
　今は　　　　みんな　　　　高機　　が　　ありますねえ。

zibata－nu
　地機　　も

ari一わe二ti：　　ba：　　皿θ：　　zlba　ta－nu，　dONgO．　　me：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道具は　　もう，　　あるので　　　私は　屯う，　　　地機　の

　コ　　ら　　　　　　ロ

：P■・cエ

　一つ

raba－N　me：
であっても，　もう，

sitiraraN　me：
捨てられない。　もう，

　　の　　　　　　　　　の

dulsi．
　自分で

ubMa：
あれだけ

se・nu
やった

d．o．　一N．gu　ja；±．ba：．　s．ipt￥a．r．aly’一ti　一si：　sirrk．e．　：．tq－nu　ii｝e．：　b．｛｝N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薔って　　置いたが，　　　もう，　私道具　　　であるので　捨てられないと

七a聾ga：
一人では

araN－wa：一na：
　　ないさねえ。

3a・一na．
　塚では，

nu．sl－ru　ma，．n
どのようにして　回わして
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si’tiQ，tasu－ju：　wakara－nu
捨ててしまうのか，　　わからない。

N：　　si七iraaci：N　　皿e：
ええ，　捨てられて，　　もう

　　ロ　　　　　　　　　ゆ

皿u．ru．
みんな

pi：ci　huta：ce：
一つ　　　二つは

nukaribuN－jo：
　残っているよ。

waQ，　’t　ena　：　一N

貴方の家にも

ta：　sumuna：一ja：　ta：　acja：　kublde：・一ma：nt－N：
蓑た，　下の本塚には　　　また，海父さんは，　　この間諜でも

as工ta］暴一jo：
　君ってたよ。 織翻躍ユぢR搬段： nutkaribuN－da　；

　　残こっているよo

aNda，；一Q、tゴ．　　as■．　　asuka：　　ししna：一N　　k：｝ユ籍a：一N

　あるよ　と　言って，そしたら　そこにも，　ここにも

tuja：su：一ka：一na：　N：
取り含わせると，ねえ，

patumunu；　xumizati－t±：
　織機　を　　　　組み立てて，

suLN－ti
しょうと

umuka：
思えば

si．ra，　i：isg．i｝u－rpa：一一g，ti　．一sl：　mu4asi－nui　qu－i：rnu
　出来るのだがねえ，　と　　警って，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昔　　の　　　自分が

se．nu
やった

siguto　：　一Q，tl　　　　　　　　　　　　si：　k罎gai
　　仕事は，　と　　言って　考えて

bure二
居は

su．nu－30・
するがねえ。

mukasimo：
　昔のものは，

ziba　一ta　j±Q，　”ta　（」　aQ，　一t　a）

地ぱた　　であった。
Z±bata－n昂二
　地ぱたで

aso　：　Q，ta，ru：

　なされたよ。
　uNda　ki：　baNta：
それから来て，　私たちの

zidai－ra：　me：
　　時代から　　もう

mukase：一ra　me：　unu　zibata一一na：
　　昔から　　　もう　　その　　　地ぱたで

uro：ri；一’ti－ru；
　　織られて，

（u　：）

c猛塗謬「臓留巽． takabata：一Qt±：　sumo：　aru：一一juN－da：
　　高機　　　と　　　いうものは　あるのですから。

K　zibata－tu　Cakabata一“L－o：　ure；　ma：一ru：　nu：si　kauri：
　　　　地ぱたと　　　　高機とは　　　　それは　　どこが，　どのように　変って

bu－wa－re：
いますかねえ。

O　nu：一N　kui一一N　mu：ru　kauri：su：
　　　何も　　　かも，　　みんな　　変っているo

zibata：一ja：
　地ぱた　　は
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ひ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ

Jas■麟rau．・
やすいもの

kai：一Q，七i一遊1ユka：

　　　だってぱ。

蟻rika：一聾：　　（冠me：）
織ることだけは　　　もう，

ni：ba：
遅く

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

a「 Uち懇ぎ鉱na． ta．ka　bata：　ka，lkai　kail〈ai　me：
　　高機は，　　　こう，こ．う　こう，こうやって，もう

pi：zuN　me：
一一・・@E中，　もう

七ゴ．：一tu　　pa翼一七u　　v．：kasu－ka：　　urar：L．
　季と　　　　足と　　　　動かすと　　　織られる

sunu・
　；o嵩

（N：　kurD Kun
これ

（z±tw　N：　zibata－na：一一ja：　alja：　me：
　　　え一，　　　地機では，　　そん左には　もう

hutahiru－N　mi：hlru－N　url　pararaN－jo：
　二ひろも，　　　　三ひろも　　織．って　　行けないよ。

　の　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　

aユru．　　　a］．●

それで，そんなに

zo：to－N　blNri：
上等にも　　便利にも

nariku：Ca－ru：
なって出たので，

takabata　：
　高機は

mu．ru．
　みんな

narai－ja：ti：　baNta：　Q，se：一ra：　ta：　kalko：一ba：
　　習いながら　　　私たちが　　知ってからは，裏た，　　カイコを

sukanai七i騨jo：
　養ってねえ，

s媒 �x○：震tj　a：誘e： 1〈a　lko　：　一・　ba

　カイコ　を
sukanai
　ロぶロ
　聲って，

uri－ba　Q，sumi：
それを　　染めて，

du：si　　七a：
自分で　　また，

　　　　やmuru．・
みんな

kalko：一nu　it．u－si：
　　カイコの　　　　糸で，

kai
こう

　　ロ　　　　　　　　　の

nu．no．
布は

si：　　ma．na辺a　　ata聾一ti翼　　k：aiko：飼nu　　ki聾一皿a：
して，　　今　　　であっても　　　カイコ　の　　　着物は，

nukari：
残って

buN－jo：
いるよ。

　aca：一N　　aca：　mu．N－ju：N　　arユ・
；is＝父さんもお・父さんの　　ものも　　　あり，

ba：muN－juN　ari：
　私のものも　　　あり，

baNta；　　皿U．ru．　　七a；
私たちは　　みんな，　また，

unu・
その，

uN－nu：
　その

ato：噛ja；
　後　は

ta：
また

s∂u●穴ﾉ○：磯a：鑑： no：一N　na：N　nari：
何も　　　　なくなって

na：ta－na：
しまったさねえ。

ikusa　ju：一nu　ato：
　戦争の世の　　　　　後は

no；N　na：N　naQ，ta：　ta：　uN－da：
何も　　無く　なったので，また，　それから
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七a：　　kaikO：一ba二
憲た，　　　カイコ　を

sukanaiti：
　養って，

kaiko：一nu：　munuN一一ba：
　カイコ　の　　　　　何　を

SUエni：　　du．二8i　　me：
染めて，　自分で　　もう

uN－ma：
それに

s息miku：一血u：
　　染め紛が

a　r・　i　：　一　b　e　：　ti　：

　　あるので

SU孤ikO：一ba：　　kaiki：　　ULrユーSユ．．
　　染め粉　を　　買って来て，それで

su辺iti：　　泌ata：
染めて，　　また，

s」“：倹浴B：3u： （iQ，tu） iQ，tutke：　me：　mu：ru　taQ，te
一時は　　もう　　みんな　　誰の象，

taQ，ti：　na：N
誰の家とは　　　なレ㌔

選u．ru　　me：
　　皆　　もう

ja：一llT　mi：　ka：zi：　ka±ko：
各家　　　　　　　ごとに　　カイコを

sukanaユ．七i．　　ur：L
　　養って　　　　それ

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

8■・一ru・
　で

ja：ni］N「zuニーN　　エnしし：　　kiN一狙a：

　　家族　のもの，着物は

uro：Q，ta：
織られた。

macija：　kuma：
　店は，　　ここへ

ku：一baN　uN－nu　baso：　me：
　来ても，　　その　　ころは，もう

taN狐unO：
反物は

na：N－wa－na：
　無いさねえ。

du：s±　ta：　ure：　ta：
自分で　　咳た，それは　　また

k＝aikoニーja二　　　ta：

　カイr一は　　また
cukanai　o：ru；
養って　　＊ii’られるQ

nu：nu：　si：
　布を　　作って

k：iN一〕皿a：　　kisi：　　魚ana皿a．
藩物は　　　着けて，　　今　に

nari；kl：
なって来て

わe：一jO：
いるわけよ。

王（　　e　　kaiko：贈ja：　　孤e：
　　ええ，　カイコ　は　　　もう

90：naki；一N　　pa・一sユーrvし　sukanai
　　桑の木の　　　　葉　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養って

。：Q，ta　me：
撫られたかねえ。

e　N：　lrwa：一一nu　pa：
　　ン㍉　　桑　　の　　葉だo P繍野瀬鶏：誹蝸いくら

sukana：一baN　kwa：　ari－be：ti：一gera：　patuma　pusu一一nu
　　養っても　　　　桑は　　　あったので　　さあ，　　　　　鳩間の人が

sukana：N　baso：
養わない　　　場合は，

亀：） ku工no：辺a：
小浜，

kurusima：一ra：　kl二
　黒島からも　　　　　来て
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　　の　　　　　　　ロ

pa・“Ja
葉は

muti　pare：N　basu：一iNT　lnzzti
持って　　行った　　場合も（ある），持って

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

9ユ・i」ru・
行って，

ka　“〈o　：

カイコを

sukanai　bure：N－da；一jo：
　養って　　　　居ったからねえ。

憩ana識a一長　　nihoN　huQ，ki
　　今でも　　　臼本　　復帰に

narv．一ka：
　なると

kwa：一一　，j　a：

　桑　　は
tais：Lcu．　　sO：ri－joニー一Q、ti：　　mu．・rlユ
　　大切に　　　なさいよ　　と　　　　みんな

azo・ru　puso；
言われる　　人は，

o：ru．hl－jo：
　澄られるよ。

ka±ko：
カイコ

sukana：rlbl－da：一Q，ti
　　養われるよ　　　　と

亀｝・

欝って。
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伊武田村、農耕の話

（稲作の思い出）

K　e： uN－da：　pa七u皿a－nu：
それから，　　　鳩間　の

iNaainuya－nu　panastN－do：rG：
　伊武田村の　　話　 など

unu　ma：ra．nu　panasm・
その　　　頃の　　　　話を

sikimicrO二Q，ta－ka二　　abU
　聞：かれたことがあったらそういう
　　　　　　　　　　　　　　’

pa，nas1－N
　－話　　も

sika．so；ri一血：　ta：
聞かして下さいね。　Rた

il）atake：　nu：st：　sul〈uro：ri：
畑は　　どんなにして作って澄られて

。：Q，陶じa－ju：

細られたのか。

O　mukase：一jo：　±Ztlda－na：
　　　　　昔　は　ねえ，　俸武には，

INd．amura－Q，ti
　　傷｝武田村と

　　ロ　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　ゆ　　　ロ

　Si，　　　aro。rユ．唇
言って，（村が）あり，

pa£uma：一ra：
　　鳩間から

bataro：ri：　una：
渡られて，　　そこに：

mura－nu．
　村　　が

頓：） me：
もう

mura　tati－nu　jo：ni　me；　una：
村を　　　たてる　　ように（なり）もう，　そこに

　　（注159）
kしし：ra－na：
　　久浦　に

。．rupuso．
　お・られる人は

　o・ru　puso・
細られる　　人は

　　（注149）

JUsxklra．
与志喜良へ

k玖：ra：
　久浦へ，

mu：ru　rrte：
みんな，　もう

（ta：） o；re：ti－ru：
　行かれて，

jusik二ira－na：
　　与志喜良に

PO・rエ・
散り

po．rz．
散参に，

i）lda：ra－ru　kajui　o：Q，taQ，co：
　　伊武田から　　通って　　　Ss”られつて。

狛a1　　（N；）

稲（米），

七a：sukuri－N－1且a：
　　田づくりには

kajui　o：riti：
通い　　　なされて，

ta：一ja：
　田は

sukuri
作って
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’o　：　Q，　“ta－nuN一　cEtu　：

’．お・られたのだけれど，

」．uqlk．iya，：

与志喜良は

　　　　（注142）

knya　：　ra　：　一Q，ti

　　六浦へ

inaka）

jusikira；
与志喜良へ，

　Slt　M9・
といって　もう，

（N二me：）

（注141）

ke：da：
慶田は

戯：）

　　　サatO．
後に

ke：da：
慶田へ，

beNr±
便利1《：

ki：　N三ne：
来ては　毛う，

（tuma） ku：ra：
　久濾は

S■・JO・ea・輔箆U
して診られたが，

ni：ure：一Q，ti　s±：一jo：　CISI：）
　　荷下ろしと　　　言ってねえ，

　　　ロu．na・
そこに：，

郎紹
は
：
田
at me：　sukuriti：

もう，　作って，

　　　のuna．
そこに

孤e：
もう

お
を
。
屋
糸．伽
田

t suktAri：一jo：　una：
　作ってね，　　そこに

　　　　　の七umarθ．
泊ったり

：umare：一一ti　me：　iNda：　kaijo：raN　jo：si：　iNda：
泊った｝）して，もう，　伊武田へ　遷ハならなない　　ようにして，儲武田へ

O：raN－to：si：　　皿e：　　U皿a：・一七i；
　行かれないで，　　もう，　　そこで

◎ご：） 　　の　　　　　　　　　　ロ　　　　　の

七a・903a・
　田小屋を

sukur2ti：
　作って，

u．na：一ti　　me。　　mu．ru．　工途e．

そこで　　もう　　みんな　もう
ta；一ja：　si：　o：re：
　　田は　　やって　細られた

　ぢ　　　　　　　　　し

s二LZ■。
わげ。

huju：一N　naci：・一N　me：
　冬も　　　　夏　　も，　庵う

（it±　ki’：） i！躍da：

伊武田
滋ura，
村は

（aQ，　s　i）

asita：　me：　uN－da：
そして　　もう　それから，

baN七a：
私たちが

wakar±一kara：　ki　me：
わかってからは，　　来て　　もう

iNdamura：
　伊武田村は

to：r±一一ti：

　つぶれて
コa，1ヨa　　narユ　　エユa：N－seN

山に　　なって　　しまったよ。
baN七a：
私たちが

ka，ju：］｝耳一keN－ma：　　　こ｝a，ma　　 narエー七i　　エne：
　通うた時には，　　　　山のように　　なって，　　もう，

katac±　miruka：
　形を　　　見ると，

　　　mu．ru，
みんな

ja；一nu　kuma：　taQ，te：　zumsN－na：
　家の，　　ここは　　どこの家と　　　図面に：は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

ar■rubu．
　　　ある。

kuma：
ここは
taQ，teN　jasiki
どの家の　　屋敷で

ja．　ro　：　Q，ta

　あられた。
kuma：
ここは

taQ，te－N
どこの家の

jasiki：
屋敷で

jaro：Q，ta－ti　si：　aribure：ru
　　あられたと　　いって　　あっていたんだろう。
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（N　：）
una：一t；ゴ．　　エne：　　a：一ju．N　　 maki－jo：
　そこで　　もう　　粟をも，　　蒔いてね。

u短一juN
イモも

lbi－jO：
植えてね。

器：禺謙蹴毒鵠：評器； osiki：
天気が

ja．bゴ
くずれて，

du：一N
自分の

　サ　　　　　　　　　の

s■ma・
務へ

sjukuro：
食糧

’じuri：一翼　　Q：raraN　　ま）a80：　磁a七a
　取砂に　　　行かれない　　場合は，　9た

una．
そこで
sukure：　muN－ba：　turi　Nke：　Nke：一ti－ru
作った　　　ものを　　　取って　食べ　　　食べなさって，

（t　th　ru　：1

七a。一Ja・
　田は

g．　z；　一一Jo．

いってねQ

Bukutro：Q，co：
作られたそうだ。

aisit±　Xa：　makibaN－Q，ei
そして，　kた，　牧場の番と

　　　　　｛注145）

si：baN一一Q，ti　asupuso：　ine：
巣の番（牧場の番）と　いう入は　　もう，

kutusi
　今年

（N：）　（talD　tanaduru　si：　nai：　uraso：rii一一ka：一jo：
（言いなお・し）　　種取りを　　して　　苗を　　　k・うされると，ねえ，

iQ，kanθN－ma：　　si：「baN－Q、－t；1：　　u孤anu　　maki：baN
　一ケ年は　　　牧場の番といって，　そこの　　牧場の番

づarO：Q，ta－Q、co二
　であられたそうだ。

　ma　kd　baN　me：
牧場の番は　　もう 姻

B
趨、
騒

ら
　
　

e
う

瑚
も
i
て
t
つ

飢
や

juneN－juN　situmu．ti－N
　　夕方も　　　　　朝　　　も

　　りInθ・　　u甑しし

もう，　その
make：　ma：re：一一ti：
牧場は　　　園わって，

usi一一ba　Nzas±：
　手を　　　出して，

na：Q，so：一N　pe：rasaN　jo：ni：
　苗代に　　　　　入れない　　　ように

ta：・一ja
　田　は

me：　munu　saN　jo：Nba　si：　me：
もう，何しないようにして，もう

CN　：）
si：baN－Q，ti　si：
　牧場番　と　　いって

u8工一nu。
牛　の

usimaki－nu：
　　牧場　の

baN－ma：　me：
番　は　　もう

n　i．Ngqizu　：

　年が年三

paita－na；
南風端に

。：Q，ta．一Q，『t；u二

お・られたというo

paita－na：
　南風端　に

。：re；一tiru　me：　ko：tal　kokal　si－ru　me：
：］E・・られたので，　もう　　交替　　　　交替　　　して　　もう
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huta：ru
　二人で

話．ata・一kaja：　　si：baN一磁a：
　　　　　　　　　　　　　牧場番は，あったのかねえ，

huta：ru　jare：N－da：
　二人　　　　であヨたから。

ko：tai
交替

sユー＝ru　　pa七Ulna：一N
　　して，　　点間へも

　コ　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　ロ　　　サ

O・r工．　　　SZ・

来られてやって
。：Q，’ta－jo：

細られたよ。

mai
稲を
ibi七i：
植えて

e：　ma　l－ba
　　　　　稲を

　　　　　　　　のk：ariti－ru．
　　　刈って

uN－da一一ru：　use：
　それから（が）牛は

　　ゆ
mu・ru
みんな

mak．e：一ra；
　　牧場から

（tuTzaSul Nzaso　：　Q，ta－jo：

　　出された　よ。

maikaro：ru
　稲を刈られる

　　　り1ユce・
闘は

me：
もう，

si：ba葺一通a：
　牧場番　は

Sik：i七U二Si　　bu：
置き通して　　居る。

uma－nu　baN－ba：
　そこの　　　番を

ゆ
　
ロー
てs
し

jo：
ねQ

わa聾ta：
私たちが

Q，se：一ra－ma：ki－N
　知ってからまでも

一jO・
ねえ，

　ロ　　　サ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ロ

s■．tu。sL。
　やり通して

。：Q，ta－nu：

澄られたが
unu　　醗a］．一nしし　　meuka　s　i一箆u

その　　葡　の　　　昔　　　の

kuto：
事は

me：
もう

　　　コ　　　コ
nu．s■。
どうで

arO：Q、七a：一ju，：　鵬：　u．bi
あったのかは　　　　もう　　それ
　　　　　　　　　　　（わからなしa）

dakl－ru
　だけが

　　　　　　ゆpana’se・
　　話は

sukuta－jo：
　　開いたよ。

K　unu　jakuniN－nu：
　　　その　　　　役人　が

pa　tu．ma　一N

　　鳩問の

　　ロ　　　　　　　　　　　の

磁a．ra。
あたりに：

　　　　　　　　　　　

磁a．rIl．

回って
　り○．yu
こられる

’pi1卜皿al
　ときは，

i　INI　d　a－N　miLi　irr　a　：　一ma　：　k±　：

伊武田　　　の村までも
。：Q，taN一一tu　su：
行かれたと　　　いう

　　　　　　　pa鷺a＄e・
話　は

　　　ゆu．rθ・

それは

　　じ　　　　　　ロ

nu．s■
どのように 象鳴嵩隷磨

O　iL　Nct　a一　lla　：

　　　添削囲に：

　リ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

O・rよta　　　U，狙a一］窪U．

行かれて，またそこの
no：siN　一me：
たぶん　　もう，

sukurimunu－ba：
　　　＝豊作物　　を

miruN－ti－ru　o：Q，ta－ju：
　見ようとして　　行かれたのか，

　　の　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ド

1丑e・　　9ユ・sa■
もう，　競争で

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　る　　　サ　　　　　　　　　　　　　　

JarO・re。一一M■・櫛na・
あられたのだろうねえ。

o：ri：　me：
行かれて　もう

jalTL寵niN一一nミユ：

　　役入が

　　　　　　　　　　　　　コ

○。ri．
行かれて

pa　Nt　a一　：

南風端の
1Ndamura：
餌武田村へ
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wataro：ru．一ka：一jo：
　　渡られると，ねえ，

me二　ube；　me：　patuma：　mθ：
もう，それだけは　もう，　　ち碁間は　　もう，

patulna－na：一ja：　me：
　　九懸問に：は，　　　　　もう，

iNda：一ra：　ku：　pabu：一jo：
　伊武田から　来る　　　ハブ　ね

pabu：一N　rpe：　pgi　t．uma：
ハブでも，　もう　　　　　　　　　　　　　鳩閥へ，

瀦昆● urlru－ka：
　　降りたら

slgu．
すぐ

kurubisu－Q，ti　asu　panasi－nu　aN－jo：一se：
　死んでしまうて　　いう　　話　　　が　　あるよ。

ax’i－be：ti
あり凌すので，

滋e：
もう

（N二） （1）ai　N：） 　o：ru　Vama，ro：ru　ja：一nu
行かれて　　泊れる　　　　家　の

s3u・■一コa一コ。・
周囲はねえ，

inoN－ba：　kai
　　砂　を　　　こう

　　サ　　　　　　　　　　コ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　の

nu・sO．r↓陶ru．
積んで来られて

■鴻レ
は

・
囲樹S

皿u．ru，・
みんな

±noN－ba：　．1〈al．　mak．　i：　me：　po：ri
　　砂　を　こんなふうに撒いて，　もう　　撒いて

suko：Q，“ta－Q，eo：一Q，’ti　si：　aibu　panasi：一N　suku”taN－jo：
　　診かれたそうだと　　　いって，そういう　　話　　も，　　　聞いた　よ。

asiN　me；
それでも，もう

pabo：　ki：sita－ju：　ku：N－ju：
ハブは　　　　来たのか　　　来ないのか

urjニー一N
それも

wakare：
わかりは

sanu－nu　ube：　paYuima：　kaNdaka：
しないが，　それだけ　　鳩問は　　　神高く

aro：re：一一ki；一
あられたのでねえ，

jo： pa．tu．ma－nu　inoN一一ba：　muto：ri一一ru：　unu：
　　鳩問　の　　　砂　　を　　持って来られて　　その

jakutni聾一n工：　　pai七翫・
　　役人　が　　　南風端へ

（musi　u：）　bataro：ru　baso：　siQ，co：
（言いあや袋b）　　渡られる　　　場合は，　出張

si：　o：ru　baso：
して　　来られる　場合は

ULnu，　　inoN一『ju．N　　 nu・SO・rユ．一ru，．　　unしし

その　砂をも　乗せて来られて，その

ja：一nu　sjvt：i－ja：　mako：Q，ta一’ti一一da：一Q，ti　si：　aibu：
家の　　　　　周囲は　　　　　撒かれたそうだよ，と　　　言って，そういう

pana．　sl　．

　話を
sゴ．k：aso；Q，七a聾一jO：

　　聞か港れたよQ
　（uri　urD　ubi：　panasi：
（言いあやまり）それだげの　　話　　を
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sukuta－daki－ru　me：
　　聞hただけで，　　　もう

　Nni　miri：一N　sanu鍛　　見も　しlt、，，

wakart：一N　saN－da：
わかりも　　　　しないで。

IK　unu：
　　　その

taRaduru－N　ptN－ma：
　　種取り　の　　ときは，

　　サ　　　　　　ロ　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ゆ

nu・s＝L●　　］au，．si讐ru・
どのように，　どんなに

si：
して

。：Q，ta－1〈ja：一nare：
　おられたのかねえ。

O　tanaduro：　me：　duku：　me：　unu
　　　　種取りは　　もう　あんまり　　もう，　その

（j　a」X

Jama－nu．
山　　の

丑｝unu構gera・
　　ものさ。

kamai－jo：
　　猛　ねえ。

ka?’輔嬰癬謬、灘脇1

Canaduru．　　so；zi：一Q、t：t　　　si：　　孤e：

　種取は　　　　精進（旧い）と　言って，もう
ゴ．Q，ke　na、　　so：zθ：　　　s1二

　非常に　精進（秘い）は　して，

（加NAT：） uta　saNs±N一・ma：
歌　　　三回線　は

SQ；ra聾一to：Sゴ．：　　狙e：

　なさらないで　　　もう
u七a
歌

kara　uta
から歌を
C羅を使わなレ蜘

si：一jo：　uta　siru：
してねえ，　　歌を　　歌って

（taruN） tanaduru一一nu：
　　種取　　の

mi：ka－nu　ai　saNnici－nu　ai－nu　u：a：
　　三巳　の　間　　　三日　の　　　間の　　歌

tanaduru　ajo：
　種取リ　　アヨーを

izo　：　Q，ta　：

歌われた。

コ　　　　　　コ　　　ロ

■z＝L。

歌って
。：re：N－da：
foられたので，

tanaduru　ajo：
　種取リ　　アヨーを

u　b　o　：　b・　u　N，　一t　i　一r　u：

覚えさせようとして，
unusuku：　孤ana皿a麟聾　　PUSO；一ja，：

あれだけ，　今の　入は
Zl．一8X
字　　で

kakiti－ru
　　書いて

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

■ZU－wa－na。
　　歌うさね。

kisa－Np媒SO；　　皿e：
以前の人は　　　　もう

siQ，gu：　uri：　ajo：　nara：suN－ti　si：
すぐ，　　それ　　アヨーを　　教えると　　　書って，

ub”ax’ruN一一一ti－ru　iQ，i＝’ena　siQ，’pal　si：　o：Q，‘ta－Q，’ti　si：　ai’ti
　　覚えようとして，　　大変　　勢一ぱい　やって　　訟られたと　　いってそして
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kゴru：
いたので

憩ana皿a　　Siki　　狙anama　　si｝（i七i一聾　　ai　　SO：re：
　　今に　　至る慶で　今に　　　　至るまでも，そのように　なさった

pusuNk：eニーづa：　皿u・rU　Ine：
　　人たち　　は，　みんな　　もう

atama－na：
頭の中に

　（注鱒4）

sumikumi：
染め込んで

si：
して

O：re：一むゴ，：　　ししiPUSU．Nke：一ja：　　Ubui
おられるので，　年寄りたちは，　　　覚えて

　ゆ
0・ru
お・られる

　　　コ　　リ
：pazユ・
はず。

mata：
また，

魚anama，
　今　の

ba”ka：　muNke：一ja：　me：
若い　　　　者たち　は，　もう

g，　ug　u　tw　：）　．　na　：

すぐ　　　　各自の

cjo；鶏eN一灘a二
　帳面　　に

　　　　　　　　のkaki七i－ru．．
　書いて，

sugu　i．z　ibu：N－da：　．（amaA）
すぐ　歌ってhるので， （雷いあやまb）

血a「ai I畿囎●「u’Qtti　8蓋㌔τ躍N：孤響sおN　p奨お一翼

katasini：　kuiburi：　1〈uiduri：一N　siki　lpari
　ように　　　　飾蓑わし　　　曲つけも，　　つけて　行き

ゆ　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　ゆ

」しし・sanu。
得ない。

kisa－N　pusvt－nu　izo：ru　katas±nt：
以前の　人が歌われるようには，

±zi：saN一一Q，t±　si：
　歌い得ないと　　言って，

pana．so：ru－wa：一N：一no：
　　話されるようだよo

K　ure：　tanaduru－nu：
　　　それは，　　種取の

piNma：
日は

　　　　　　　　　　　　（注14＄

me：　ibaci－N－do：re：
もう，　　　飯初なども

abumu－N
そんなものも

sulζo；「i：　　　so：Q，ta二

作られて　　なされたのか。

o o
●
　
　
，

θ
う
j
そ

重bace：一jo：　　k：ai　　pinakaN－nu　　mal　　pinal〈aN－nu．一工aa：一jo：
　　飯初はね，　このように，　火の神の　　　前，　　　　火の神のはねえ。

Bo：M　ibaci－Q，ti　s±：一jo：
精進　　　飯物初　と　　言ってねえ，

（注14θ

ozeN
診膳で

jaru－ka：
あるならば

ozeN－na：一jo：
　詮膳にね，

ju．：k＝a．dLu．一na：一ja：　　　kai　　 k二U．bi－na：

　　　四つ角にね，　　　このように　これくらいに
llユu．ruO魚uru．　o轍s］一〇

　　凌る酸る　　と

n）giri．一30；
にぎってね，

uri－ba　kai　bislt±：　maNnaka－na：
それを　こんなに　置いて　　　　真中　には
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ma：gi：一ba：　　tu．ro：ri：　　k二ai一・jo：　　エna，i：mai　si：　　turo・rユ．。
　‘9　一一ギ　を　　取ってこられて，このようにねえ，　大き　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取ってこられて

bisiti：・一jo：　Ure：　nu：ti
　置いてねえ，　　それは　　伺かと

suk二u－1ζ；a：　　kU．nU．　　ju：

　聞くと，　　　この　　四

　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

SU．・鵜ka一∂O；
言うとねえ，

（imi二su：）i血
（葺いな嚇し）意味を

Sユ．na，・一ja。　　muユくasi－nu
　贔　　e3　t　　　昔　　の

（注147）

szra－nu
　シラの

ni：sike：
土台（だよ）

ma聾naka：　　磁ai　　mur：L．　　孤a＝L　　S工ra．
真中は，　　米の　　　森，　　米の　シラ（だ）o

u黙u．

この

imptrru　jar±｝S　gtsaru：
意味’で　　　　　　　　ある　　　らしい。

ure。　　me　　Pまnaka罫ぎ一nu
それは，もう　　火の神　　の

niNgai－ja：　ubi：
　　顧　　は　　　　　　　　　　これだげ。

url　siQ，ti　si：
それを　やって，　して

。　：ri－Q，　”t　i：　jo：

＄・られてねえ，

鵬譜abun罧：一讐篇器宅P’糠糊un’灘認N

sotru．
なされる。

　　ukusi－N　so：ru：
富盛の手付けも　なされる。

iaisi：　N：　biki　N＞
　　　（言いあやまり）

kanarazu：
　必　ず

buba：ma－nu　o：ri：
　　　叔母が　　　　　i来られ，

bursaru－nu　o：ru－ka：
　　姉妹　が　　　お・られたら，

bi　］ti　ru－nu　：

　兄弟の方の

（N　：）

n’�?∂aρ ll）inaiXcL－N　nigat－ja　jaQ．dilFS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必ず　　　　　　　　　　祈願は　火の神の

bunaru－nu　o：ri－ru；
　　姉妹　が　　　来られて

piBaka±N－nu　n2ga±一juN　so：ru：
　　火の神　の　　　祈願をも　　なされる。

mata：　ukusi：　nu：一Nku：
　また　　起ζ二し財申勲）羽寸　　イ可もカkも，

　　　　　　　　けをすること）

80．1’U　　エ丑U：一N　　bunarU鱒ra：　　七i：
なされる　　のも　　　　姉妹　から　　手を

kako：ri一．ba－ru：　nul〈aru－N　pusuNke：一ja：
かけられたらこそ，　　　残りの　　　　　入たちは

SO．；．　，？i．i”X’　．：　一Q，　一t　i　一s　±　：

　精進と　　　習って，

jaral）il亘k二e－nu．　　a；ri二muN－ma：
　　子供たちの　　　　　暴れ者には

（Q，　z“　a）
Q，fa　：　so　：　raN－s　eN

　食わされなかった。

ciNbi：
チンビーを

　ワ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

Sユ．．　　ure．　　工ne．
して，　それは　　もう，

so：zi－ba　se：ri一一ru：　ma：su－ba
精進（祓いりを　しながら，　　　　塩　　を
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siki：
つけて

　　　ma．su．
　塩

　　ロ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ロ

sa・r■師ru’一30・
でもってねえ，

siki：
つけて
N齪，轟喫呈1

sa：一一si－Nt　Nko；ra）iJ－seN
診茶でも　　　食べられなかった。

mulcasi　puso：　（N）
　昔の　　　人たちは，

baN’ta：
私たちの

（si二N：） （ctz　idai　ma　：　1〈　1）

　　（時代9で）
baNta：
私たちが

gk；ma：Nke．T－ma：一jo：
小さかった頃はねえ，

七aNdt芝ru：一N　　PUSO・
　　穫取りの　　　ときは

’sa：　suQ，ka一一na：　sa：
茶は，　きゆすには，　茶を

iro：raN－seN
入れられなかった。

me：
庵う
saki：
酒，

saki－si－ru　　皿8：
酒で（が）　　　もう

N： pusu－nu　o：ri－ba｝
　人が　　　　来られても，

sal〈i－si－ru　ko：sai－juN
　酒　で（が）　　　交際を略

　　サ　　　　　　　　　リ

SO．ru．。
なされる。

（situmutD
　（朝）

　の　　　　　　　コ　　　　　　　　ロ　　　　　　サ

1亘：LZ＝L鞘コ‘⊃・

　水ねえ，

unubu蕪　一ma二
　あれほどは，

me：　na：Q，su－nu　so：zi：一da：　me：
もう，　　苗代　　の　　　精進（秋い）だよ，もう。

miz±一ba
　水を

mut；ikゴーjQ二
　持って来てね，

dOrO；一Q，七1　　kal　　no：Si皿±；醤　　SO；ra聾一se聾
ドロッと，　　このように　こぼさせ屯　　なさらなかった。

Kure．
これは，

na：Q，su一一nu　mizl－nu：
　　苗代の　　　　水　　の

●
　
OO

C
o

隅
よ

；
だ
羅霞
9
蓉

OS

ma　’t　a　　　Sa二

また，　茶を

na　：　Q，　su－na　；

　　苗代には

鷺umuN－ti
飲まないと

　　　（波14　8）

kana，ziru
　金汁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　も

SU，・簡wa，一∂Q・
いうのはねえ，

ura：聾　　七a，皿i；
出させない　　為。

（so：zi）D 　　　　　　　ロ　　　　　サ七a：一RU－JO・
　田のねえ

kanaziru
　　金汁が

聖畳；寸＝ia髪纒説窓na； to：
とう，
ur1－nu
それの

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

SO：Z工　一一cuta・
精進（稼い）だよ．。

　　コ　　　　　　　　　　　ロ

sa．　　＝Lru
茶．．の　色の

sikimo：
付いたのは

　　　　　　　ロ　　　ロ取u．滋aN－t：L・

飲まないと
asしし王no：

書うのは。

a±ru：　Q“　：）

そんな具合に．

tanaduru．一N　　　so；zi：一N　　　so二Q，ta－nu　　　mana－N　　　pusu．N－dしと：　　　】：u，：：

　種取りも　　　精進（祓い）も　なさったが　　　今の　　　　　人が，　’洞さ，

aibumv．一一nu：
　あんなことが

aru．一wa：一Q，一tii　st：　si：but－nu－jo：
あるものかと　　冨って，　やっている　が，

mukasi
　昔．め
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　　　　サPUSO・
人は

me：　airvL：　so：Q，ta
もう　そのように　なさったo

paita　：　一一ra

南風端から，

　　　　（注149）

　ja］asakabi二
山のように，ひげや髪

をのばして

oQPaN一一t±N　tapJaduro：　1）ini－ba　muija：一Pi－ru　so：Q，ta－da：
来られても，　　種取りは， ひげを はやして（が）　　　　なさったよ。

pini；N　suraso：raN－seN一一da：
ひげも　　　　剃られなかったよ。

ja．：一蕪　　皿inaka：一・N

家の　　　　庭　　も

玉）O：kaSQ：ra蟹一8e聾廓（ia：
　掃かされなかったよ。

axru・
そのように。

K　ure：　imi：　aribu：
　　それは　意昧は　　あるのですか。

O　imi　umanu
　　意味は，そこの

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

SO。Zユ．一CU，憩θ●
　　精進　　さ。

ja：N　　皿inaka　　po：k：u－k：a：一ja
家の　　　庭を　　　　掃くと

皿集菰nuj敷異房）遥紫裟u： suwa－na．
しまうさねえ。

iQ，　IPO　：

一一福ﾉ：

jU：ri－ba一一Q，ti－nu：　unu　kutu一一si－ru：
　　寄るから　と　の　　　その　　　ことで，

ja：一juLN
　　家も

PO：kaSO：ra聾幅se聾一jo：
　　掃かされなかったよ。

aユーru．　　七anadu．ru：
それで　　　　種取り

so：zi：N一一du：
　精進（稜い）が

iQ，ciN　huka：　aro：Q，ta：
一番：　　深く　　　あられ’ました。

K　pini：　suraN　cusu．mo：ta
　　　ひげを　剃らないというのは，また，

0　：pini：　suraN　七us磁。：　nU・一ru　a七a
　　　ひげを　　剃らないと　言うのは　　何で　　あった。

　ba贋七e　　abuzi七εし：
私の家の　as“じいさんたちは，

pini：N
ひげも

　　　コ　　ゆ
su．r＝L．

剃り

SQ：ra聾一Sθ聾一da：
なさらなかったよ。

gamaz　i：一N
　　髪　　も

（karaso：　N：）
　（君いあや噛まり）

　　　　　　　　　　（注iso）

k二araSQ：raN－SeN－CO：
　刈らされなかった　　　よo

daNDi　aci：輪聾
断髪　　　も

　　る　　　　　　　　　の

SO．Ze．
精進は

simastti－ru：
　済ませてから，

ctaNpaci－N　so：Q，ta－jo；
　断髪　　も　　　なさったよ。

uN　tuQ，ka
その　　十日

一G50一



（N：　）1　：）
tapaCLuruk　so：．zl－nu　tuQ，ka一一nu　ai－ja－jo：　N：
　種取b　　　　　　　　　精進　　の　　　十呂　の　　　間はねえ，

du：一nu　sima－nu　pataki－nu　Q，sa－N　jakaso：raN・一seN
自分の　　　　島の　　　　　畑　　　の　　　草も　　　　焼されなかったo

tuQka　tuQ，ka　so：zi：
十日，　　十日　　　精進を

siエロaso：ri－ba－ru：　　pa℃ak：i－nu
　済まされたら（が）　　　　　畑　　の

Qβa一翼　　jakしし　　jako：Q、ta：
　草も　　　焼き，　　焼かれた。

mana－Npuso：
　　　今の人は，

sukuru　puso：
　作る　　　人は

burl：
居り，

sukuraN　pu．su－N　bu－wa－na：
作らない 人 も 居るさねえ。

kibo：st：一N
　　煙　も

tatisu－bo：
　立てるよ。

（N　：） の　　　　　　　　　　　　ゆ

jakO・ru
焼かれる

puso　：　aribu－da　：　一一　nu
人は　　　　居るだろうが

baNta：
私たち

sukuri　puso：　me：
作る　　人絶家）は，もう，

zeNzeN　£uQ，kazira：
全然　　　　十日　ジラ

（ehe　：）

（いや）

tuQ，ka　tutQ，1｛a　so：zi：
十日　　十日，　　精進

simaso：raN　keN－ma：　pataki－nu
済まされない　　　うちは，　　　畑　　の

Q，sa：一N－caN　jaka－nu
　草　 さえも，　　　焼かなv㌔

tanaduro；
種取bは

iQ，keN　so：zi：
非常に　　　糟進の

huka：N
深い。

S■滋a。
島を
panariti：　kama－ja：　kama±一nu
　離れて　　　　　あそこは　　　　猪　が

su：waNtoN　jaru－wa－na：　ai－be：ti　ine：
　多い所　　　　　であるからねえ。　そうだから，　もう，

iQ，kena　：

　非常に

　　り　　　　　　　　　の

so・ze。
精進は

8工贈ru●　　皿U］［o●　　　80．TU．
して，　　　何は　　なされる。

K　una：
　　　ここに

b“寘撃至ﾂら翫鵬鯉嚴胃野灘ga’

o：ruN　cugumo：　ure；
されると　いうのは　　それは

　　　　りma．七a．
篭また

imi一・nu　ari：　o：aru－kja：
意味が　　　あられますのかねえ◎

O　no：N　taN－tlN－jo：　sukuri　pusu－jo：
　　　何で　　　あってもねえ，　　作り入（農家）はねえ，

sukg．ri　puso：
　　農家は，

一一
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bu．ba　：　m．a　：

叔母と
bunakru：
　姉妹，

　　　ゆ　あ　　　　サ

　wa・しa・
貴方たちの，

kanu，　：

あの，

（N　：）
munu．一na　：

　何かに

n　at　：　N　一　n　o　：

　ないのかねo

i聾d．a．

欝武風
nuドじ1　　si七a：　　iNdakudukiNma：
何と　　書つたかな，　伊武田口説では

ara箆u．
ない。

ta．naduru－na：　N：　iNda　ajo：一一Q，ti　si：
　　種取　　　に：，え一，俳武田　　アヨー，と　いって，

izp：ruNCi－gera：
　歌われるさねえ。

buわa：皿a一蕪：
　叔母　　に：

sukuri：
　作って

　リ　　　　　　　　　　　コ

k■t1．
きて
suKun
作って

’Ke：

きた
　艶O；
ものは
（作物）

bu’ba：ma－nt　batasi－ba：
　叔母　　に　　　　　渡したら，

buba：ma－ni：
　　　叔母に

　
，

”
　
●聾
も

bunaru－ni：
　　姉妹　に

ba　ta　s　i‘　一ba　：

　　渡たすと，

　　の　　　　　　　　　　　ロ　　　コ

urユ向s■，
　それで

NT：　．miki：一N　N：　kai：
え一，　神酒に，　　え一　変え

噌
も

　エ。

麗憩
粟
威 　　　　　コ　　　サ

皿aras■。
生まらせ

。：r．uN－ti　asumo：　uN－na：　aNti－gera：
（作る）なさると　言うものは，それに　　あるさねえ。

tana，duru：
　　種駅わ

　　　　　　　　の

aJO・一na。
　アヨーに

a聾七i－gera・
あるさねえ。

unしし　　（ai：　u：）　　ube：

その　　（無いあやまb）それだけは

me：
もう，

：L皿■一nしし　aru．　s：LZx願gera
意味が　　　　　　　ある　　　わけさ。

me：
もう
b±kiru．一nu
　　兄弟　の

sukuro：ru－mo：
　　作られるものは，

　　り　　　　　　　　　　　　

mu。ru・
みんな

sukuro：ru　Cku．：）　一ka：
　作られて　　（持って）来ると，

bunaru－N
姉妹　　に

batas±：
渡し，

bu．ba　：　ma　：　一一N

　叔母　　に

　　　　　サ　　　サ
batas■．
渡し，

mikゴーN－i　ユ〈ai　　a二mu．ru：一・　N
　神酒に　　　かえ，　　　粟餅iも

mara60：rti　一Q，　ti
生蜜らせて下さいと

si：
轟って，

（N：me二） ub±一si一一r’ut　me：
これだけ’でが　　もう，

bunaru．一N　gaN－ma：
　　　　な訟わ　神は

七aka：
高く

aro：ru－Q，ti
　あられたと

“s　i　：

蕎って，
ubisi：
それだけで

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　

a＝L．　　：L工Re。　　ar■。
そのように意床はあって，

si：　pari：
やって　　hって

bU罫lti：
いるさ。

1〈　wata：　tma：
　　貴方がたが，　そこに，

　コ　　　コ

s二L。一ntZ
牧場の

ucl－na一
　内で，

uisimaki－nut　aQ，taN
　　　牛牧　が　　あったと
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　　　　　ロCU理un　u　6　　　ULn　Ul

いうのが，　その
漁a：ra－n覗
　　ころ　の

　　　　　　サpanase・
　話　は

　　ロ　　　　　　　ロ　　　サ

n乏え．Lq：L．

どうで

ar’o：Q，ta一一kaja：一nare：
　　　あられたのか　　ね．え。

O　use：
　　　牛は，

pa七uma
記聞の

s。

ﾚ
餌
人

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

mu・ru－JO・
みんなねえ，

（arO：rの e：

ええ，

aro：yu
（財の）

あられる

pusu－ti：AT　ara，N
　　人　でも　　　ない◎

皿e：
もう

iga±ge：
大概は

me：
もう

iK±nai一一nU
　　家庭　の

　　　コ
哉ro・ru
（財の）

　あられる

pusuNke：一jo：
人たちはねえ，

　　ロ　　　の

us■・
牛を

　　　　　　　　　　　　　　じ

90・ra・
　．多く

皿uto；ru　pus翻鴫u：
持って細られる　　人が，

孤aki－na；
牧場　に：

　　の　　　　　　　　　　

90・ra’・
多く

usi－nu　bu：
牛が　　　居る

s。

ﾍ
興
入

皿e：

もう
ujaki；　pusu－t；i
　　　金持ちと

　　　　コ　　　コ

azan・
言われて

buta一一jo：
　いた　よ。

me：
もう，
nisaNzu：一一na：一N　maki－na：
　二．三十（頭）ずつ，　　牧場に

（us±　：）
use；
牛は
sukanai　sakarasi－jo：
養って，　　繁盛させてねえ。

sakarasiti
繁盛させて，

ロ
ロ
　
　
ひ

θ
うm
も

　
　
コ職 u．nu　usi：一si－ru　me：
その　　　　牛で，　　　もう

　　ロ　　　　　　　　コ　　　　　　コ

七a・一コa・

　田は
so：re：N　sizl：
なさった　　わけ。

血
雌

　　コ　　の　　　ロ　　　　　　サ

us工・コ○・
　牛ね。

mi：
雌i

　　　　U．se・

牛は
me：
もう

gorokgP．o：．一．na：　me：
　五．六頭　ずつ　　　　　　　　　　　　　　もう

mu・ru
みんな

　コ　　　　　　　　　　　サ

S］一no．

角は
hubari－ti－ru－jo：
　　くくって，ねえ

　コ　　　　　　　　　　　の

s：Lna．
網は
plkasi：
引かして，

hubari：一一ti－ru：
　　　縛って，

u，rユ，．岬sユ．一ru，．

　　それで，
ta：剛ja：
　　田は

so：Q，ta一一jo：

　なされたよ。

kaま　　zu．Nz　u．頸

このように，ずんずん

　　の　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ほ　　　　　　　ほ

　　　　　　　　　　　ma・se・tユ．一コ0・
　　回わしてねえ，

usi：N　humas“jo：
牛に　　　　踏酸せてねえ，

　　　　　　　　　mana∬1a－ru．
　　　今が

叙：） nu：一Nku一一si：
何もかもで，

kikai－si：
　機械で

　　　　　　　　　　リ　　　　　　ロ

ta，・一Ja・

　田は

　　　　　　　　　　　　　　ロ

sl．buI
やっているo

kisaN　puso：
　昔の　　　人は

asada；一ja：
　浅い田は

UL簸u．　　u」sユ．一sユ．，

その　　　牛で，
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　コ　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　コ

狙ユ．u8i－s■●
　　雌牛で

si：
やって，

　　　　（注ist）

hul〈ada：一ru
　　深い田を

　　　（注152）

ki：pai－si：
　　木鍬　で

sukuru
　作る。

伽：） kaisθ：七i
　耕して

sukuro：Q，ta－ru：
　　　作られたよ。

tw：　kaO a，　sa　da　：　一ja

　浅い田は

me：
もう，

江正u。rしし　　M■．

みんな　　雌
usi－ba一一jo：
　　牛を　ねえ。

makisiNka－na：一jo：
　　牧場組合に　　ねえ，

ko：tai　ko：tai　ma：ru－ba：　si：
交代　　　　交代，　　　一まわbばんこに　して

mana．
今は

taQ，teNI）usu：
どの家の入だ。

kju：一wa
　今日　は

taQ，te一±N　pusuL－nu　svtkau
どの家の　 人が　使う。

aca：　taQ，te－N
明日は，　　どこの

IpuSiLl一一nu　sukau－Q，ti
家の人が　　　使うと

si：一jo：　ure：　ta　si：baN－ni　ta：
言って，ねえ，それ　はまた，　牧場番に　　　Rた

S工：ba蟹一nu：
　牧場番が，

keNri：
権利は

　　　　　　　のarlユ帥CU．七a。
あるわけだよ。

si：baN－nu－du　taQ，te：
　　　牧場番が　　　　どこの家，

taQ，te：一ti　ku：一ka：　unu　kubar±：
どこの家と　　雷ってくると，その　　　配り

jo：　（N　kai：）
方（をする）。

uBe：　me：
牛は　　もう

tanaduru
　種駿9

jaru－ka：　me：
であるなら，　もう，

hutakumi
　　二組

bukara：聾
　ぐらいに

me：　taQ，te：
もう，　どこの家
　　　（というように）o

CNT　：）

tanadaro：　me：
　　種取りは　　もう，

na：Q，so：
苗代は

kana：zi：
必ず，

ur　1・一sl－ru．
　　それで

simo：re：一juNda：
させられたのだから，

si：七i
やって，

孤θ：

もう

（na　：）

h孝j昭j革：才a書鋭躍観葛Ua毒譲a：器

mutru　me・みんな　　もう
ko：tai　se：ti　ta：一ja　use：
　交代　　　　しなカ∫ら，　　田は　　　　牛は

孤e・　　una．
毛う　そこに

bu：
居る

use．
牛は
me：　mu：ru　urast　ki：　use：
もう　　みんな　　下ろして　来て，　牛は

hubari　ki：　me：
縛って　　来て，　もう，

ta：一ja　simo：Q，ta－jo：
田は　　　させて澄られた。

一一一≠T4一



K　una：　hvLno：ruN－do：re：
　　　その　　　　フノールなど，

kurubasa：N－do：re：　abucamo：
　　　クルバサー　など　　　ああいうのは，

o

kisa：ra　ari：
以前から　あb

　　　　　　（注a5S

kurubasa：一ja：
　クルバサーは

arθ・一コ。・
出たでしょう。

o：Q，’ta：

ましたか。

（ja：）
　munu．
何んですな。

　　　　　　　（注154）

huno：ro：一ja－jo：
　　　フノールは　ねえ，

“塩ζNS」“’羅鑛嫁「しし

huno：ru－ti：　hune：ma－ntt
　フノールといって，　小舟　　が

a瑳叢1琢“「翻a：蓋回忌s鷲贈「’哩嚢㌍

aru　kuto；N－jo：
している　　所　　ねえ，

　　　　urθ・
それは
muQ，kase：ra　ari：　o：re：一jo
　　昔から　　　　　あられたでしよう。

ure・鱒∂a・
　それは

kunu
この

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

u．3a，・za輪na9
　上々　　に，

mlQ，ci－nu　azakaze：
　　道　　の　　　畔などに

　　　　　kuma．
ここは

na：N－wa－na：
　　ないさねえ。

　muCo：ri：　uri：一N　me：　pususi：一da：
持って行かれて，　それも，　もう，　人間の力でだよ。

slna．　me．
網は　　　もう

（ku　：）
kunu　nai　aru－wa一一na：
この　　長さ　　あるさねえg

cju：siN－ni二
　　　中心　に

sina：　kuma－na：一N
網は　　　　　ここにも，

　　　　ロkunaI
ここに：

ar±ti：
あって，

　　　　コ　　　　　　　　　リ
hu籍θ。狙a．．

小舟　は

　　　　の　　　　　　リ　　　サ

8a．ro．r■・
持ウてこられて，

sikiti：　ki：pa：si：
　於いて，　　　木鍬で

tada：i　duro：　sukui
どんどん　　泥は　　　すくって

iriti：一jo；
入れてねえ， 習警驚a二

（pus　u／ saNta－na：
　下に

be：ti
　居て

saNgu－wa－na：
　　引くさねえ，

saT賎ka：蓋l　k笈誌面霊ta：哩幅出a：

bu．：　　pu8un疑　　七εし：

居る　　人が　　　また 芝饒轟繋貌素毛1鷺碧袈翫

s雑をli：狙主訴’支墾論：こ読もに暑謙夏昊謎i：晶齋袈
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ki：ki　si：
　来来　　して，

humo：ra：
　フノーラは

．m．i　uQ，ka　s　e：　一・　］r　a：　ar　i：

　　昔から　　　　　あって
bu．r’e：一jo：

　いたよ。

muQ，！〈a　s　i　：

　　昔の

　　　　　ひdO翼9u・
遵具は

孤a：ga－Q，七i

　　マーガと

　　　　　のasumO．
書うのは，

七a一コ○・

また，ねえ，

・
工
』
し
と

．
齢
ガ

a
［

逗
マ勲

　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

aSumo．　　ka　i。　　k：unuL
言うものを，このように，この

｝’iaba－nu　ica－nu　iQkeN－bikkara：
　はばの　　　　板の　　　　　一爾ぐらい

a　一rj　：　bure：　一一　n　a　：

　　あったろうなあ。
ub±一bukara－nu
　　それぐらいの

　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　コ　　　　　　リ

　na　LTa繭na・隔∂O・
（ものの〉中にねえ，

　kai
このように

ki：一nu　kai　uLsaNkari：
　木が　　このように差し込まれる

　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　サ

jo：NbaS：L・一jo●
　ようにしてねえ，

ki：一nu　iusaNkari：
木が　差し込める

じ　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

∂○。聾ba　　s＝L

　ように：

　　　　ゆ　　　　　　の　　の

s■．七エ．

　して
　1〈ai　jui一．fia：　kai　s±k±ti－jo：
このように　柄は，　このように　　付けてねえ，

匝贈：

　
　
　
　
，

●
　
　
・　
　
う

O
）狐
も

（sil〈iti：） urS－si：一ru　ta：
　　それで　　　　また

tada：t
どんどん

　ロ　　ロ　　　　　　　の　　　　　　

ZL・鴨3a・
土地は

tamo　：　Qta　一一　jo　：

ためられたよ。
　aibu
そのような

　　リ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　コ

工旦1ユ，噸sユーru，
　　もので，

　　　ゆure．
それは，

　　　　　の　　のmUlgasユ．
昔の

U㎏
具
．
．
道

Od manaN　dQNgo：　me：
今の　　　　　　　道具は　　もう

aibumo：　na：nu：
そんなものは　　ない。

ma無ama：　　皿e：
今は　　　　もう

s弊u：
k　ur　ub　’a’　s　a：　一　t　u　ka　：

　クルバサーとか
k：o：u！倣i：脚tok：a

耕紙機　　とか

nu：一聾k：ui轍s丈：
　　何もかもで

sukau－wa：一na：
　　使うさねえQ

孤ana鶏a一聾
　　　今の

　　　　けPUSO・
人は

iQ，keN
非常に

dakuni：
　楽に

sukuribu．：
　耕作している。

kisa－N　puso：　me：
　以前の入は　　　　もう

ki；pai－tu二
　　木鍬　と

aゴbu：
そんな

rcLU．　一一　S　l・

もので
sukuro：Q，ta一一jo：　（lna：bo：rasi：）
　　　耕作されたよ。

baNta　Q，se：一ra：
私たちが　わかってからは

me：　aj．ru　skxkvLro：Q，ta
もう　そのように　して作られた。

Itl．　’amz：　mak－iba－nu：　（）iJ：）

　　　その，　　　牧場の
u．si－nv一　niNgaiN－do：re：一ja：
　牛の　　　　　祈願　など　　　は，
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abumo：ja：　ta：
そういうものは　懐た

　　り　　　　　　る　　　り

nu．s＝L．
どのように

so：Q，ta－ju：
なされたのか

sikimiri：
聞いてみたb，

通コ．r　1．

miri：一一N　so：Q，taN
　見たりも　　されましたか。

O　sike：
　　　聞きは

：
　
O
e
う

通
も

　
　
O

：
よ
81
ｽ
　
し

sユ滋a－na●
　　島で

du：一N
自分の

　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

s工狐a葡na．
鳥　　に

be：ti
居て，

b±kidvtmuNkeN－du：
　　　　　男たちが

ust－N　j　o　i　s　lN－ma：
牛の　　祈いを　　しには，

o．ru－wa－na．
行かれるさねえ。

わaN七a：一ja，二　　midumuNkeニーja：　　gi：
私たちは　　　（また） 女たち

　　　　　　　　mi．　raN－nu一　jo　：

は　行っては　みないけれどねえ。

ja：一一na：一¢i　me：
　　　家で　　　　もう

usi；一N　　usユ．帥nu　　 コ。＝L一∂a●　　me：

　牛の　　　牛の　　　　祝いは　　もう
彰un）

kuNgaci　zu　N．gaci　mg：　o：　s　iX　．」　一n　u　juapt’　ru　pusu
九月　　　　十，月だなあ， もう。 天気が くずれる　　時で

3aru－wa－na．
　　あるさねえ。

slgu．
すぐ，

lzu．；N　tql〈u：一N　Zugi．：一jo：
魚も　　　たこ　も　　　　　　　　　　　　　　取って来てねえo

kana；razu：
　　必　ず

me：　　！nしとka8ゴ．　PUSO・　　豆ユθ：

もう　　昔の　　　人は　　　もう
zibuku－na：
　　重箱に

kunusina－nu　zu：
　　　八贔　　の　　語重，

kunUSMa．ZU二　皿urO：Q，ta－jo：
　　九品　　重を　　　　盛られたよ。

S＝Lna　　ho二S±一jo：　　as：L－t■一・ru・　　USi一円　　」Oi　　Si聾一1且a：　　王丑e：

品を　　合わせてねえ，　そして，　　　牛の　　祝い　　しには，　　もう

ure：　de：zinu　zalsaN
それは　　大変の　　　財産

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

∂arU輯wa－na。
であるからねえ。

zaisaN
財産で

jayo：ruN－da　me：
あられるのだから，もう

襲。：器： Sゴーtゴ
やって，

kutusi　：　一一N

今年も

haNzjo：　si：
繁盛　　　　して

jeN－juN　haNzjo：
　来年も　　繁盛

s■道e。
しめて

（kutui）

kuzunu：
　去年の

usi：一N　joi　so：re：一ra：　mariru．usi－jo：
　牛の　　祝いを　なされてから，　　生れる　　　集を
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Qfa：ma－jo：　Q，£a：jo÷　ure：ta　mata　ku．tu．　s2－nu：
　子供ねえ。　　　子ねえ，　それは　　　また　　　今年　　の

usi蜘N
牛の

コ○：L陰na・

祝いに
喋ぞ「“判溜をs甥£濫2£：

k疑re：
これは

七a：憩u．　　kure：

誰のもの，これは
ta：mu－ti：
　　誰のものと

（pa聾si：） 　paN－jvyN　ta：
半11（印）をも，　　　　　　　　　　また

’kurG：

これは
taQ，te－nu　paN　kai　kai　kis±　kai　klsari
　　　　　　　　　　　　　　。　こう，　こう，切って　こう　切られて誰れの家の　　判（邸）

bu：
いる
ja：一juN　ari：
　家　も　　あり，

ka，i　　亘1a七a：　　kai
こう，　　豪た　　こう

（g　i　：）
　　　　　　gjg　：．mata－ti
　　　幾　　　　　　またと，

kai　kisari　bu：
こう　切られている。

ja：一juN　　arユ・　　】Re・
　　家をも　　あり，　もう

uβユ．一nu　　pa］凝一si：

牛の　　　　判で

me：
もう

taQ，Ve：　mu：一一Q，ti：
誰の家の　　ものと

（i　：）
me：
もう
皿u・ru
みんな

wakaro　：　Q，一taN－jo　：

　　わかれたよ。

　　サ　　　　　　　　　の

　albU．
そういう

paN－ba：　siki：
判を　　　　つけて，

pa�黷ﾝ窟まi：

（注155）
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　se．　　田e．署は　もう

　
　
り
。
え

」
ね
ン
て
一
つs
書

blcuni；
　別に

P錯騨藻書茸キ；鴇：

P翁齢龍 b±cuni：
　別に：

　　　コ　　　　　　　　　　　　の

sak：■一jo・
酒　ねえ。

mu七〇：Q、七a，一jo；

持って行われたよ。

baNta：
私たちカミ

dg：H－s．p．：　．gi：．．　m±一r．aNta．一p．u：

自分では　行っては みなかったが．
コa・緬ra’・　　a：L－ru・

　家から，そんなに

suko：ri：
準備して

mu七asi：
持たせて

。：rasita：
　行かせた6

nigコ．r■・
　にぎり

王nユS＝L一工〕LU・

　　飯　が

kukunu　ku－na：一一jo：　una：　mata，：
　九個　　ずつ　　　ねえ，それに，　また

（unu：） usa：L－n幾　　 憩e：

ごちそうも　もう

zibuku－nu　ta：　zu：nu　ta：
　重箱　　の　　蓑た，　細面も　　また，

（pusuQ，ci：） 　ube：　me：
それだけはもう

s　un　a　一t　u　n　u：

備えて，　それを
加u七〇：ri：　　（maci）

持っていかれて，
kazari鴨七1－ru．：
　備えて，

JOI－Ja・
訟祝いは

幡
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so：Q，taQ，一co：
なさったそうだ。

uN－na：
　それに

N　　つ
●
よ
も

k
酉
i
層
m
零

sukurasi：
作らせて、

muto：r6：N
持って行かれた

　　　て　　り
王）az■・

だろう。
si：baN－nu：
　　牧場番の

ja；一N　puso：
　　家の入は，

miki：一N　sukuri：一jo：
　神酒も　　　作ってねえ

aiN－dlユニ　　muL七〇：ri］）　　sa：　　ta：
そんなにして持って行かれる　よう　だった。

K　unu：
　　　その

z±buku－na：
　箆箱　　に

ロ　　　　　　　　　の

iro・ru
入れられる

kunus　ina－ti　s　umo：　nu：
　　九品　　と　　いう毛のは，

nU　：　“一　Q，Vi　：

何と何と

　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ　　リ

klmarエ．
　決って

。：Q，ta：

澄られたの？

コ
る
　
　
タ
e
う
m
も
i
や

．
即
い

0 szna一一sa・9ユ・
　　品さえ

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

hO。suka－jo・
合わせるとねえ，

taku：一N　izuL：一一N
たこ　も　　　魚　も

jasai－juN　nu：一Nkui　turo：ri　me：
　　野菜をも　　何もかも　　　取られて，もう，

jaQ，diN　ho：so：Q，taN
必ず　　　　合わされた。

　　ロ　　　　　ら

huju・
冬

me：
電う，
kunusina：　ho：se：　nu：nu　waki一一nu　aru一一wa：
　　九品　　　合わせることは　何の　　　わけが　　　あるものか◎

me：
もう，
nu：一一Nkuj一一juN　me：　tiNpura：一N　nu：一Nkui：一・N
　　　何1もかも，　　　もう，　　　天ふ1らも，　　　　何もかも，

　ロ　　　　　　　ロ　　　　　サ

。・一∂a・

豚は

iro：r．aN－gera：
　入れられないさ。

o：一ja：　（ja：）

　　豚は，
ka滋i：
神

ima）　gjo：zi一一na：

　　　行事には

Kaml・
　神

　　　　　り　　り　　　　　　　　　　　　　　

maCU．rZ。脚口a●
　　　祭には

。．一nu　o；一］a．
豚の，　　豚は

pe：raN－jo：
　入れないよ。

miro：raN－jo；
　　見られないよ。

panasikrtt：
　話してお’いて

pa七U皿a－na；N－jQ：
　　鳩問に：もねえ，

du：一N
自分の

　　　　　　のsiロ｝a一】3a・一N
　　島にも

（to：na：鉛 U皿a：N　　iro：raN　　わure：
そこにも　　入れられなかった

pazレはず
kamai－ja：
　　猪　は

1ro・ru－nu
入れられるが，

O
　
●aj
は

創
豚

iro：raN
入れられない。

K　mata：　una：　patuma－nu：
　　　また　　そこには　　鳩間　　の

　　や　　　　　　　ロ　　　　　コ

七a・一コQ・

　田ね。
unu　ta：一ja：
その　　　田　は
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k±sa：
以前は

utara：一N　llia：N－na：
大多良にも　　その辺にも，

aro　：Q，　ta　一一　tu　gu：

　あられたと　　　いう

lpn．．na．siii）1－d．o：re：

　　謡　なども，
siki　miro：Q，taN
蘭いて　　みられたか。

O　N：　（aQ）
　　　ウン，

aro：Q，taN一一tu　su：
　あられた　と　　いう

kU．七〇：　　SU．kuL七a］爵

ことは，　聞いた。

」！ユCまN－ra－jo：
　ユチンからねえ，

juciN－ra：
ユチンから

±N七a－nu．　　u圏しara：一皿a：ke：　　瓢e；

西の方の，　　大多良廉では，　　　もう

utara：
大多良は

unu．
その

ura㌃λC〕．一コO・　　U．raUC1叫聾　　ma：魏一na：
　　浦内　ね，　　　　浦内の　　　あたりに

baNte－N
私の家の，

　　サ　　　　　　　ロ　　　　　　

ta・一∂a・
田　　は

ari：bu：一da：
　　　あるよ。

mu：ru：　po：；i：　ai：　aro；Q，t．a）±1
みんな　　　散り散りにそんな具合にあられた

一du；一jo：
けれどねえ，

　　ロ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　の

nUL・Sユ．緬ru．。

どのようにして，
斑urよu，狙e．

何だねえ，
stka：NtoN　muru　kai：
近くの所に，　みんな　買って

3U．S1・
寄せて

。：QXa一一juL：　utri：　wa．］〈araN一一gera
澄られたのか，　それが　　　わからないさ。

澄1a七a
また

iramuti　pusu－nu：
薦表の　　　　人　が

。：ri：　ta：　N：
来られて，また，

sakiNda：
崎田の

daike　一一N
大工家の

　　り　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　ロ

ta．轍sa。rθ。
　　田　などは，

ix－amut2　（ju）
西表　　　（のもの）。

サ　　　　　ワ　　　　　　　　　ひ

JU・ze・一nu
松竹家　の

tumada－N
　三田　の

七a．一sa．ve。　　七a，：
　　田などは　　　また

irarauti　pusu－N　ta：
　西表　　　　入の　　照で

jaro：Q，Ca－ti
　あられたと

suwa．
いうが，

　
　
コ騙
皿e：

もう
ka　1
ロロ

最って

Qi　uQ），

pa七uma－N
　鳩間の

叙：） sugu
すぐ

taNka：
；真向い

jari－ba，：
であるので

patuma　pusuN－du：
鳩問　　　　　入が

gi：　gnu　ta：rja
行って　その　　　　　　　　　　田は

sukLuru・一Q，ti：　azaraN　bure：一一jo：
　　作るとは　　　言われなかった　だろうさ。

ure；　kwaN－da－rut　ta：一ja：　me：　muru：
それは　　官　　から（が）　田は　　　もう　　みんな

ta；zi：一ja；　ree：
　田地は　　　　　もう
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baki：
分げて

turaso：re：一wa－na：
　取らされたからねえ，

asuN－da：　me：
それだから，　もう

ira皿ute
　茜表

　　　　の　　　　　　　の

pu80・騨∂a
　人　は，

kuna：　ki：
ここに　　来て

sukuri－ba：
　　作るのに，

pa響むU辺a　　PUSO・
　鳩間　　　人は

haNtai　ni：　kana：　kl：
　反対　　に　　あそこに　来て

sukししr　i：　　si：

作ったb　　して 癖馬ろ）瞥溜1

asiN　ba・NteN　ta：一jaN
それでも　私の家の　　　田は

（c　aN　N：　ta　；）
utara　unu；
大多良，　その

utara－N　ma：N－na：一jutN　ubisike－N
大多良の　　　あたりにも　　　　　　：大城家の

　　りta．一nu
　田が

　　サ　　　ロ

an．ありは
bure：su：
する。

ura　uci　一一　na　：　一N　ari　一一rut　bu：

　　浦内にも　　ありぞ　　居る。
mata：
また

juciN－na：一N
　　ユチン　にも

aribu：munu：　mu：ru　me：　una：一N　kana：一N　o：ri－ru
　ありをるのに，　　みんな　もう　　ここにも，　あそこにも　　澄られ

su加u・
Aすのに，

　　　の
ure・
それは

（ka憩 kwa頸一da：　　孤e：
　　官から　　もう

（paD 鍛sa．熱量

。：rt：　bure：　mi：
おられて　いた　　だろう。

hudanlN－Q，ti
　　納税者　と

　コ　　　　　　　　　　ロ　　　　　の

S■・一JO・
言ってね，
讐擢：

naruka・一コ。　　鵬idu豆1u：N
なるとねえ，　女毛

（bi：　e：） midumuNke：
　　減たちで

jataN一・tiN
あっても

七a・一コa　　呂■◎隅∂a・

　田は，　　土地は
aro；Q，taN－co：
　あられたそうだ。

bataso：Q，taN－co：
　　　渡されたそうだ。

zjvL：go　l・一ra　vtNVa；　huCL．a－n．．；．N－Q，pt　sl：一jo：
　　　　　　　　　　　上は，　　　納税者　　と　　蕎ってね，　十五から

　　　　　　コ　　　　　　ロ　　の

ba七asO．rL．
渡される

be：tl；
ので

　　の　　　　　　　　　　　　　ロ

be．一nu．
　家の

aQ，lpa一．jo：　aQ，pa　ea：　zi：・一ja：
凄ばあさんねえ，おばさんたちは，　土地は

ku　：　ra－Q，　tu：

　久浦と，

apat4　：　一rpa：　．ki　一ru　：

　於ばあさんたち酸でが

　　　　ゆ　　　　　　　サ

zz・“∂a
土地　は

atai　e：Q，ta一一Q，co：
与えて　冷られたそうだ。

ba　ta　］f　o　：　一Q，ta　一　tu－Q，　co　：

　　渡られた　そうだ。
　　aData：　sire：　me：
おばさんたちの　一難は　　もうg

nakasike：
　仲底の
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a黙寒既，轟：三富ぎ漉，at与聖鍍”t差： uhuta－N
　太田の

の　　　　　　

Da・脚nu
家の

abu，一tu：　uQ，ca：一jo；　uQ，ca一）if　baki：buN－ma：
細母さんと，その人たちはねえ，その方たちも，　分け前　は

　　の　　　　　　　　　り

皿u・ru．・
みんな

nakasi：一N　ma：N－na：
　台石の　　　　あたりに

　　　　aru．。
ある。

ku：ra：一ra：
　　三浦から

　　　　　　　i聾ta－na．
　西の方に

aru：　ta：zi：
ある。　　誰の土：地，

ta　：・　zi：　一一Q，　’tt　：

誰の土地と

　　　サ　　　　　　　　　の

　照u．ru。
言って，みんな

aro：ruN－jo：
　あられますよ。

bθ：　　patuma－na：　3ukurlbしし：
我々の　　鳩間に　　　作っている

　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　コ

ta。一3uN　　e・
　田も，

u．na・　　皿ana皿a・
そこに　　　今

sukuribu：
作っている

ta：一na：一N　　　kure二　　ka．nai　zi：一Q，七i：
　田にも，　　　これは　　　　上納田　と

　　　　　　　　　　　　リ　　　　　ロ

S工・一30・
言ってねえ，

kure：　kanaizi：　ta：　zi：
これは　　　．上納田，　　　誰の　　土地

jaro：ru一一da：　abu．ze：　zi：一一da：
であられるよ。　お・じいさんの　土地だよ。

aQ，pa　zi：一da：一Q，ti：　muru　aro：ruN－jo：
おばあさんの土地だよと言って，　　みんな　　あられたよ。

K　kanai　zi：　sumo：
　　　上納田と　　いうのは

nu：一ka　ja；
　何ですか。

o臓：器鎧議：回忌蓋：さ号1跳：．N畿♂u：

usami皿u：一N　　usamエ．
　納めものも　　納め

（N　：） ka．nhE｝1一．Q，　t±　“s　j：　rpe．：

　　　　　　　　　言って　もう“上納勘と

jakuba：一ra，：一nu：
　　　役場からの

aQ，t±一gera　me．：　ati　me：　ube：　mG：
割り当て物さ もう，割り妾てもう，それだけはもう

（waki　N：） 孤ana－N　PUSO：　職：一Q，℃i
　　今の人は　　　　　　　　　　　　　何と

　　　　の　　　　　　　　　　　　　コ　　　

SU－wa．　　a■。
雷うか，そのように

　　ロ　　　　　　　　の　　　　　　　　す　　の

mu。ru・構n■．
みんなに

Q，fO：ru　mu：一gera　mG：
与えられる　ものさ，　　　もう，

ur　1．
それを

（a孤の
unu‘
その，

ユζa，nai　2i：一Q、七主：

　　上納田　と
sO；Q，ta－ru．二
言われた。

N： tusinu　gjg：sa
年が　　　　　　　いくつに
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naruka：
なると，

kanai．z．　i：一ja：　kuma－ja：　ta：　midumu－N　mo：　ta：
　　上納田　は　　　　ここは　　　また　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女のものは（は）　壊た

bikidumu－N　mu－Q，ti　si：一jo：
　　男の　　　　　ものと　　　言ってね，

狙u・ru．　七a：　　ai
みんな　凌た　そのように

bako：　Q，taQ，一eo：
分けられそうだ。

niQ，tai　一一　ru　：　一bukaN－na　：

　　　二反ぐら　　ずつ
　　　の
aro・ru
あられる

P臓SU二N　　an・
　人も　　あり，

IQ，taN　Zara：N　eo：si：
一反に　　　　足りなくて，

aru；
ある

ta：一juN
　　田も

ari：bu：一da：
あったよ。

K　ure：

徽
bikidumu：　midumu－Q，ci；
　　　男　　　　　　女　といって，

ta：一nu　malsa：
　田の　　　大きさは，

O　ta：一nu
　　　　田の

（nesゴ） meNs　ek　iNT－du　：

　　面積　　が
kauru－ta一一ju：　ure：
　　変ったのか，　　　それは

wakaranu：
わからない。

kuma－ja：　ta：　zi：　kuma一一ja：　ta：zl：一Q，tj．
　ここは　　　誰の　土地，　あそこは　　　誰の土地と

　り　　　
量■・

言って，

］瞼u，・rしし　zz・一3a・　皿e二

みんな　　土地は　　　もう

　ロ　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

ZJU・90’ra・
　幸五から

uユ∂a・　　憩θ・
上は　　もう，

sエgu
すぐ

bataso：　Q，taN－eo：
　　　　渡されたそうだ。

（aidu　su　unu：
　　　（言いkas・し）

zju：go：一ra　：）

　サ　　　　　　　　　　　　　　　の

ZJU・90・
十五に
n鴛芝芽a：器1皿場si贈ρ’轟鶏諸篇誓撮場：

mu　一一　nu　ar’　e　．　一wa　一na　．

ものが　　　あったさねえ，
　kar｝ai　gg．i“hu．L－Q，t±
　　　　　　　　御用布　と上納米や

SU皿U轍nu．
いうもの

are：N－da：　uri：
があったので，それを

me二　zju：90：一ra：
もう　　　十五から

me；　　］皿urlユ　　u．ri＝一N

もう　　みんな　それも

jakuba：　kama：　kwaN　usami：munu　ari：一一be：ti：一jo：　a±
役場　　　あそこへ　　官へ　　　納める物で　　　あったのでねえ，　　　そう

so：Q，ta－ti　su：
　なさったと　　いうo

guih遺；一N
　御用布も

（so：Q，’ta｝O so：Q，ta－Q，tu
なさったそうだ
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su：
という

　　も獄aしa
また，

zi：一ju聾　　七a：
土地をも　　　また

zju：go：一ra：　．　ai　（N　：）

十五から　　　そのように

　　の　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

na．］Gユθ．me：一rLU・

　　各自　　　の
zi：一ja：　baki　Q，fo：Q，t］aN－Q，ti　si：　ta；zi：
土地は　　　分けて　　与えられたと　　言って，誰の土地，

ta：zi；一Q，七i　　　聡uru・
誰の土地といって，　みんな，

aro：Q，taN－Q，ti　st　airu：
　　あられたと　　　いって　そのように

panaso　：　Q，taru　：

　話されたよ。
　baNta：　du：一nu　Qse：ra－nu　kutu：
私たちは，　　自分が　　　知ってからの　　ことでは

　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　コ

ara聾一wa。一na．
　ないさねえ。

d．Uニーnlユ　　Q，Si：　　魚ire；一七i一］nu　　　］』【U．tuL；

自分が　　知っていて　　　　見ての　　　　事では

ara一一juN一一da：
　　ないので

panasi　dak±一du　sike：一ru
　話　　　　　だけが　　　　聞いた。 i

う
a
そ

sO：Q・七a－ti　　　量．］一・

なさったと　　　　　　　　　　言って，

K　una　kisa：　ta：　maci　hune：一一ra－ru：
　　そこには，以前は　　また，　　　松　舟　か　ら

gi；k．ai　so：Q，ta－ti
　　　　　　　　なさったと行き携えり

　　　のsunu・
いうが，

wata：　Q，so：re：一一ra：　ma，c±　hune：　ari：　o：一Q，ta：
貴方たちがお翻・りになつでから，　　松舟は　　　　ありましたか。

O　baNta　Q，se：ra：一jo：　maci　hune：一jo；
　　　私たちが　　知ってからねえ，　　　　　松西はねえ，

aj：）　b　e：一nu
　　　私たちの家の

sumu－nu　zo：一一na：一・ti：ru：
下の本家の　　　庭に瞬いて，

sukuro：re：一juN－cta：一jo：　ure：
　　作られたのだから，　　ねえ，　それは，

6．aike一一nu
　大工家の

　　　　　huni．
舟で

jaQ，ta－kaja：　daike一一nu　pusu－Cu
あったのか。　　　　大工家の　　　人と

iraburg－nu　pusu一一tu：
　　茜原i家の　　　人　　と

panasike－nu　pusuto：　maci　hune：
　　花城家　の　　　人とは　　　　松舟は

（N　：）

ki：一ba　turo：ri：
木を　　　取ってこられて，

　　　ロ　　　　　　ゆ　　　　　サ

PU．r工帽jo・
堀ってね，

puriti　　孤e：　　n■se。
堀って，　もう，　北へ

謙器．暑ぎ batayu：　si　o：ru　hvtne：　aQ，eaN渡珍を　　してみられる　舟は　　あった。
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miQ，XaN－jo：
　　見たよ◎

baNta：　Q，se：一ra：・　be：N　zo；一na：一ti：
私たちが　　知ってから，　　家の　　　　庭　　　で

iQ，so：
一艘

suku．ro：rari：　ure：
　　　作られ，　　それは，

da±ke：　huni：
大工家の　　舟で

jaQ，ta－ju：
あったのか，

irabure：
西原家の

hlユni二
舟で

ja，Q，ta－jvt：　wakaraN－eum6：
あったのか，　　わからないんですよ。

　　の　　　　　　　　　　　　　じ

zo．一na・
庭に，

be：N　zo：一na：一ti一一rut：　kusai　hune：
家の　　庭で（が）　こさえて，舟は

sukuro：Q，一ta：
作られた。

K　alt±　ublQ，ciN　hune：ma－na：　nu：Biru　a±ni：　nu：si：
　　そして，それぼちの　　小舟　　　に：，　どのようにして，そんなに，どのようにして，

o：Q，ta－kaja：一nare：
行かれたのかねえ。

o窒　　　　Q，fa　bofu－ti　su：　huni－da－me：　　　　　くて，　ポツンと　沈んでし謹う　　船ちよもう。
airunu：　mukasi
そうだが，　　昔の

puso・
入は

me：　　τユbθ：　　エnθ：

もう　それだけはもう

　　　　　　　　　コ　　ロ

nu．8＝L．
どのように

。：Q、taju二　　ure。
お・・られたのか，　それは

ka】旺1isa互｝a聾一du：

　　　神様　　が
sa：re：一ti：
　　連れて

。：ri：　bure：一ru：
　訟られたのでしょう。

孤喩留n’蜜us醜毫霞ls’諺舟窪un圃鵬載；

sig　；h．uni　一一　ti　sg：

　　杉舟　　　　　　　　　　　いう　　　　　　　と
hune：
舟は

（｝1　：）

nakamu　ka　se　：　一ra　一一　nu

　　　中　　昔　から　　の

（taD taiso：
大正

aranu　meiz±：一nu　ju：一na：一ru　Nze：
ではなh，　明治　の　　世に挫いて，　　出は

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

se・一30・
したよ。

ure：　baNta：　munu：
それは　私たちが　　　何を

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

se●騨ra－ru，費
して後に

（mac　i）

s霧繍un’2’書腸ぬ甥豪s，曲三二豪畠Tnu　b霧e

abu，ze：一ra．；　　sid．aki二
塚の撫じいさんから　最初に

sigi　hgni：　kai　o：Q，ta－ti－da：
杉舟を買われたそうだよ。
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kai　o：r±一ti：　uN－da：　me；
　　翼われて，　　　それから　もう

　　の辺u・ru．
みんな

わOCobOC｛ユ　　kai
　ぼつぼつ　　買って

。：re：N－ti－na：
お・られたさねえ。

（N　：）
狙aci　hししnθ：帽ja：　　baNta：
　　松舟　　　は　　私たちが

Q，se：’ra：一ma，：ki－N　sukuri：
　　知ってからまで　　　　作って

nu。rユ．．

乗って
。：Q，ta：

勘られた。

suku．ro：Q，taN　kuto：
　　作られた　　　ことは，

wakaruN
　わかる。

unu　su，kuro：ru　huniru
その　　　作られる　　　舟が

me：
もう
goe．ra．一Ja．
　　多くは

七akasuku　Ja工aa　　saN－na：一」○：
　　　高底山　　辺にねえ，

paita－N
南風端の

ja皿a一一na：一七i：
　　　山に＄・いて，

ubukize：
あら削りを

si：　naka　pure：
して，　　半分堀りも

si；一・ti－ru；
　　して，

三惑響a二講潔混9t：ぞ9：歳，護皿鍍ジ kusai
こさえ

。：Q，ta－ti－da：
られたそうだよ。

huni　sukuro：rcL　pusu：
舟を　　　作られる　　　場合は，

O
　
O
O
　
，
筥U
も

S 　　　　　　り憩u．razu。
村中の人が

O：re：七i：
　来られて，

sukuro：Q，ta－ti
　　作られた　と

　　　　のsu，nu．・
し（うo

K　takasuku　suka：
　　　　高調山と　　言うと

waQ，te－nu
貴方の家の

（N　：）

ta：噸nu　　aN　七〇N
　田の　　　ある所ですか。

o湧，舳亀塩nuu聖携墓ξa； uma一一nu
そこの

jama　一na：　一一　ti　・一ru：

　　　　山にお・いて

　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

uma●一ra，一ru．．
　そこから（が）

　ワ　　　　　　　　　　

k：■sl。

切って
mace．
松は

kisi：
切って

ura．　so　：　Q，　’t　a一　ti

　下ろされた　と
　si：
琶’って

urasl　o・rl．
下ろして　　来ら托て，

sttkuro：Qta一一ti　si：
　　　作られた　　と　　　いうo

baNta：
私たちは

guga：夢聖：£蟻ke震輌謄：
（N　：）

su｝curo：　Q，ta－ju：
　作られたのか，

iramu七i
西表の

puso；一ga．
　　人　　は

　　ゆ
滋u・ru
みんな
unu　huni　dara：
その　　舟　　なんだよ。

狙aci　hu丑1卿（la：
　松舟だよ。
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遊ana。
今に

sikitl－N　bu：
　至るまでも　居る

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

paz■・一da・
　はずだよ。

　　ゆ　　　　　　　　　り

na．na，．
長々と

siti：一jo：
してねえ。

N：　玉naci　hunゴ．ru：
　　　　　　松　舟　を

lramuti
　　　’繭表

　　　　　　　　の　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　サ

　pusu－ma・kθ・一ja。
人までは

minatu
　　港

batari：
渡り

jaru－wa－na：　tu；　batari：
　であるさねえ，　渡（海）　渡たりでは

araN－wa－na：
　ないさねえ。

孤ina，七u　　ba七ari：　　1複e；
　　港　　　　渡たりは，　もう，

aso：ru・一nu　patuma　puso：　me：
　なさるが，　　鳩間　　　人は　　もう

　ロ　　　　　　　　　の

ni　6e．
北へ

　　　　　　　　　Xu：一一juN　me：玉）a’Ja・謄nu．

　南への　渡（海）をも　もう
ure・一ra．
それから

bataro：　re：
　渡られた

slzlrgera．
　　わげさ。
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注

－
〃

P

／
1

〃
〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

注1．　一一nuは格助詞〈～の〉。

注2．　icinθNは共通語。層間方言ではpu繊tu8i〈4年、ひと年〉と

　　しaう。

注5．一nuは格助詞〈～が＞o主格を示す。上接する語、　bu：muは、

　　bu；munu〈いるもの〉の略形。　muはいわゆる準体助詞〈～の〉

　　にあたる。

注4．　aro：rUはa西〈有る〉の連体形aruの敬語。

注5．一kajaは疑問の終助詞〈～か（ねえ）〉の意。普通はru＜ぞ》

　　の結びの連体形に接続するが、arO：yu．N　1〈a　ja：のように終止形に

　　もつく。また、ぞんざいに発音されるとkja：となb、若年層に多

　　く使われる。

注6．一tiは接続助詞〈～と〉、引用してうける意。

注7．　ごbaは意味を強める“強意”の終助詞〈～よ＞Q

注8．　wa：は人称代名詞Q対称（二入称）の代名詞〈慰〉の意。人称代

　　名詞の体系は次のとk・bo

注9．　鵬：は間投助詞。

注10．一raは格助詞〈～から〉。動作、作用の起点を示す。

注M．普通は他動詞paz加irUN〈始める〉の敬語として“始める”主

　　体の動作を直接に尊敬してpazimo：ru・N〈始められる〉があb、

　　iliた自動詞“始まるJlの状態を尊って言うpaz加a　ro：ruNもある。

　　“始綾う”主体が非人格的なものであっても、それを崇敬する気持

　　ちから言う。特にそれが神格的なものと関係する場合は、石木のよ

　　うなものにも敬語を使う。
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注8．，

M．・　f｛zglxi
　　　　l

（
自
称
）

一
人
称

単 数 I

r
X

＝複数

一th

i

聞き手を含む ×

「聞き手を含まない

二（ 単 数

ひ
他
人
称
枷

数

近　　門

中　　称

遠　　称

不定称

数

複数

単　数

複　数

台　数

十数

十　数

十　数

×

wa：

wa：ta：

1

kunu　pusu

kunu　pusuNke：

unu　pusu

un現　pu8u．聾ke：

kanu　pusu

kanu　pusuNke：

ta：

ta：七a：

等

ba：　（baN）

be：　（bo：ta：）

baN七a：

wa

wa：ta：

kuri

kuQca：

uri

uQea：

karl

kaQea：

ta：　〈taru＞

七a：七a’：（taQca：）

卑 称

×

×

X

waNza

wa｝lzaNme：

kuNza：

kuN2a聾斑θ：

uNza：

uNzats－me　：

kaNza：

〈kaNzaNme：）

eaNza；

（taNzanume：〉
1

油2・一　w・”naの“一wa”は（1）nuM　i　k・ku－wa＜なぜ書く＠カ◇のよ

　　　うに疑問の終助詞として使われたb、（21Wa：一一　ra　kaku－Wa－na：

　　〈君から書くさ④ねえ〉のように、念をfoす意味のいわゆる間投助

　　詞として用いられる場合もある。ここでは（2）の用例である。（i）の場

　　合は、むしろ、副詞の呼応関係とみた方がよいと思われる。疑問の

　　副詞“　nuNti”に対し、～“wa”　で呼応して一文が終止している

　　と考えられる。

・　一1　5e一一



注猛　u蹴は指示代名詞。中称のuri〈それ〉の連体格“その”の意。

　　な澄、旛示代名詞の体系は次のと訟りである。

場所 事　　物 方　角 連　　体　　用　法

近　称
　ここ

求Fuma

これ．

汲浮窒

　ここへ
汲浮撃獅＝F

汲赴宸＝CNta

　この　　　こんな　　　　　　　こんなの

汲狽高普Ck：u．恥a，　　　kaiわuca

中　称
そこ

普D］鴇a

それ

浮注H

そこへ
tln　a：

oa聾rじa

遠　称
あそこ

汲♀獅Pa

あれ
汲≠窒

あそζへ
汲≠高＝怐@　　o

汲＝C加a，醤ta

衝畿　　／胃鏡　　　　　　　　　　　　　　　曳あ　　　　　　　あんな　　　　　あんなのkan　楽（u甑a一一k晒na　aibuca

不定称
どこ

高＝C：

（mri）どれ

紫g：

どこへ

ﾞa：

狽＝FN七〇聾

nu’nu@　●　　　　　　　　　　　　　どんなの

堰E）×　　・u鵠・門

　　張連体用法の“あんな”に相当する語は実際には使われないが、た

　　　　駅“u・典a一よaRna”〈あれやこれや〉があb、．　kaNna　が畳語

　　　化して残っているだけである。たx’し、ここであげた近称、中称、

　　　遠称の区別は標準語のそれに対応させて示した寓けで、必ずしも

　　　そのように厳密にわけて使うのではない。むしろ、近称、中称は

　　　綱法上からは漠然としていてはっきりしない。

醜ミ課ジ編，》磁飢て一’　ka「θ：となる・（一see濁・）

荘15．“ru”は係b結びの助詞で“　一一ru（du）”　～“一u”と係b結ぶ◎

注16　einakazFgo：kaziで畳語。　“種々、品々、いろいろなもの”

　　の意。　＜品数、具数？》

Ni　IZ・，・一・・一・人称代名詞。（一see，注8）。

注18．ja〈は〉は係助詞。ある事物を他と区励してとり出して言う。

注ag．　pusuNkeN　〈入たち〉、一一keNは一kθ：と同様、複数の接尾語。
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注20．bu：一juN－da，“bu：”はく居る〉の連体形。　tt　j囎”はくわけ〉

　　‘‘aa”はく～だから〉。　fe　yし、　eの“aa”は上接する語とのア

　　クセントの関係によb、次のように意味が異なるQ

　　　（d）　LkakUN－da　　＜：書くんだから、：書くのだから》

　　　（雛）　kakUN一「da　〈書くよ〉

注21．“co：”は念を押す意味の終助詞。この助詞も上接する語とのア

　　クセントの関係によ9、次のように意味が異なる。

　　　（イ）　LkakuN－cO：〈書くそうだ〉、伝聞の意味。

　　　（ロ）　kakuN一一一「CO：〈書くよ、書くさ〉◎念を押す意。

注22。t（○：”は尊敬語〈はい〉の意。対等の者に対しては普通避　とい

　　い、目下の者に制気圏に言う。

注23．“gi：”には（イ）〈行って〉、（ロ）＜時が移って》の意があるが、こ

　　こでは（・）の意。

注24。“so：zi－NJ’＜お・祓いごと（精進）も＞o　so：ziは身を清めて

　　神々に祈願をする神事を言い、豊年予祝祈願の一種のマジナイゴト

　　である。鳩闘島では旧暦4月に行われる“浜下bソージ”が有名で

　　あb、それは稲穂に関する祈願を行うものである。

注25．aQpata：一ni〈司の祖母たちに〉，aQpaは普通の親族語　と

　　しては、④uめ。：q：pa：　〈大きい（最年長の）祖母〉

　　　　　　（・）naka：qpa：〈中の　　‘　禎母〉

　　　　　　のaqpama：　＜小さな（最年少の）祖母》の区別があ

　　って、平常はegOを中心にして、それぞれの関係を示す語を使用し

　　ている。これらとは鋤に、島の“司”に対してもaQpaと書い、こ

　　こでは、神事に従事する“神司”の意昧で使ってhる。

注26．一bal・＆（d）tanamo：ru．ba＜たのまれるのであるから》，（m）tanamo：

　　raba＜たのまれたら》，←A）　tanareo：rθ：ba＜たの憲れたので》

　　のように上接する活用語の語幹部がア段、ウ毅、工段のhつれかに
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　　よって、（イ）確定条件Q（ロ）仮定条件。（7・）確定条件　となる◎

注2Z　kaija：rO：ruは形容詞の連体形kaijaruの尊敬語。

注28．QsarO：rUNはqsaruN〈申し上げる〉の尊敬語。　qsarUNは謙

　　譲語であるが、ここでは鵬aruNところの主体の行動を、話者が直

　　接に尊敬して言っている語である。

注29．“mu：”はmu：ru　〈皆〉のぞんざいな言い方。

注50。uNda－ru，　UNはくその時〉の意。一daはく～から〉の意。　dと

　　rは自由変異の嵐係にある。動作、作用の時間的起点を示す。

注潔。aibuca一一N　＜そんなのも＞o（一seθ注15）。

注52．入称代名詞。（一see注8）。

注55．maiZU細く前そね〉地名。鳩間島は周囲を珊瑚礁に囲まれてい

　　て魚貝類を多く産する関係上、島民の生活にも密接に結びついて細

　　り、場所によって、それぞれ名がつけられている。“前そね”は丁

　　避止の前方に発達したり一フのことである。鰹のエサがよく取れる。

　　また東南の方にはtakaわi〈たか干瀬〉、南廼の方にはku：sibi：

　　〈クーシ干瀬〉がある。

注54．pamazaki〈浜崎〉地名。干1彰塒に島の東南の海岸から沖へと長

　　く延びる白洲一帯を言い、鳩間島の民謡SC前ぬ浜”にも謡われてい

　　る所である。満潮時には鰹のエサ“zako：”＜雑魚》が群遊し、そ

　　れを追って白サギが飛びかい詩的景観をかもし出す。
　　　　　　　　　　ミキ
注55．kamisimi｝＊＜神酒をいただいて、飲みほす》ことを言うQこれ

　　には、その他に（イ）ひき臼の上歯と下歯がよくかみ合って物をよくく

　　だく。（ロ）頭上にものを乗せる（，？・）～に向いて行く等の意味がある。

注56．蝋ta：はく爾の方〉の慧。一ta：は万向を示す接尾語。〈～方〉

　　＜～の所》の意。

注57．s　Manu－miNはく綱の耳＞o豊年祭のとき第2嚴目に行われる

　　大綱引きの緬を結び合わせる所。
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注58．ju：agi＜世（幸）を招来する儀式》Q豊年祭の当日（第a日）
　　　バーり一
　　には竜船が行われるが、伝承によると、それは海幸を招来し、豊作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーり一
　　を予祝するために行われる儀式であるという。そのは竜船の行われ

　　るときに歌われるのが、いわゆる“ユーアギジラマ”である。

注39．SO：　r　aN一一ma：＜k・盆は＞o一一ma：は係助詞ja〈～は〉の異形

　　態である。鳩肉垂雷では、たとえば次のように

　　　（d）kaNgaN＜鏡》＋ja〈～は〉→kaNgaN皿a：

　　　（u）huN　〈tser：）7　十　ja　．　fi　．　hun－ma：

　　　のtiN〈天〉　＋ja　〃　　→tiN－ma：のように語尾が

　　塗音Nで終る場含、それに接続する係助詞ja〈～は〉は、一ma：

　　に変わるという法則が認められる。

注ao．　murumuruは澄盆に使う木々の実。鳩間ではアダンの実、バンザ

　　ク・一、野ブドウなどのように、食べられる木々の実を仏前に供え

　　るE］．とが、祖霊に対する孝行と考えられている◎

注綴．　una：＜k・のれ》、再帰代名詞的論法◎ここでは話題の人物

　　“弟”をさしている。なk一、卑称としてはunaNza：〈お・のれ野郎〉

　　がある。

注A2．　kau一一wa＜線香は＞Q－waは係助詞ja＜～は》の異形態。鳩間

　　方言では、／CV，V／の音飾構造をもつ語の／ずV／が／a，U／の

　　場合、たとえば次の（イ）～（rt）の例

　　　（イ）　sau．〈さお・〉　　　　＋ja〈～は〉一学sau－wa（：）

　　　㈲tau《くぼ地〉＋ja　〃　→七au－wa（：）

　　　の　zau〈栓〉　　　＋ja　　〃　　→zau－wa（：）

　　　←）　au．〈伴、つれ〉十ja　　〃　　→　au－wa（：）

　　　㈹bau〈棒〉　　＋」a’〃　一一・　bau－w・（：）のように、

　　ja〈～は〉が“一wa”となる法則を認めることができる。

注45．NkisasuNda＜召しあがらせるのだから＞o　NkiはNk：○：ruN
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　　〈召しあがる〉のいわゆる連用形で、qfuN＜食う》の尊敬語。

　　一一sasuN＜させる》は使役の助動詞。ここでは話題の入物の“食べ

　　る”という動作に対して、話老が敬意を払いつつ、それに使役の助

　　動詞を接続させて他動詞化している。

注44．Pe：〈吾々（聞き手を含む）〉。（一一s・ee注8）○一人称複数代

　　名詞。

注4S．標準語○鳩間：方言ではja：diNという。

注45　人称代名詞（一入称、複数、聞き手を含まない）。（一seθ注8）。

　　　一端は、係助詞くも〉。ある｛つの事実をあげて、同様の論もむ

　　きのあることを示す。

注4Z　ma＄ik：azi〈田ごとに〉O　masiは．田地の数詞で、　pusumasi

　　〈1マス（G枚）〉、hutamasi〈2マス（2放）〉のように言う。

　　　“kazi”はく～の数、～ごと、～全部〉の意。

注△8．“siCtimizi”はくわか水〉、　sld．iは動詞‘‘sidiruN”

　　〈艀でる〉の連用形。

注ag．　ja：は‘‘jana”　＜悪しへひどい》の略形。

注5α〔g」。gj・：〕＜漁業》・標準語・鳩間方言では（d）〔UMi一一：FVgZa〕

　　＜漁業一般》、〈F2）〔iso：〕《干瀬に嫁ける潮干狩》などがある。

注5f．〔saisjo：〕＜最初》、標準語、鳩聞方言では、〔padZUini：〕

　　〔paαzimi〕〈はじめ〉という。

注52。　〔hazumi：〕は、〔hazuni：〕t〔hazimi：〕＜はじめ》のこと。

津55・〔go：do：〕〈合同〉・標準語。鳩問方雷では〔ma：zu・N）〈一緒に〉”d

　　〔gu：siti：〕〈偶を作る〉などがある。また〔bako：〕といって

　　家造bの際合同して、山に入b、材木を切b出す作業もある。

注54。　〔nigo：〕〈二’号〉〈漁船の名〉、

注55．〔ku瓢iai〕〈組合〉標準語、これを意味する鳩間方言はない。

注56．〔sono：〕〈その一〉、連体詞の「その」ではなく、ここでは間
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　　　投助詞的に使用している。

　　　　　標準語・の「その」。菊間方奮では〔unu：〕〈その一〉とか、

　　　　〔una：〕〈その一〉という。

　注57．　〔kalsaN〕〈解散〉標準語。鳩間方言では〔baQkura＄u．N〕＜ば

　　　　らは：らにする〉というQ名詞は、　〔baQku．ri〕＜分裂》Q

　注58．〔sa1／izo　：〕〈三越〉標準語。鳩間方言では〔saNzu：〕という。

　注59．〔ka，bu〕〈株〉、標準語。これに相当ずる鳩問：方言はない。ただ

　　　　し、〔kabusiNka〕＜株式の組合、株伸間》は外来語として、方轡

　　　　化している。

　　　　　な於、株式のように一定の金を出しあうことを〔nuka：suN）と

　　　　いうQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　注6e．〔se齢○：〕＜戦争》、標準語。普通は、〔tkusa〕と言う。

　注61．〔taige：〕〈大概〉、標準語の匂ったもの。普通は〔ubukata：〕

　　　　＜お・うかた》という。

　注62．〔z瞬tO〕＜ずっと》（副詞）標準語。鳩間：方言では、〔cja：〕

　　　　〈ずっと継続的に〉（副）というQ

　注65。〔to：site：〕＜通して》標準語Q鳩間方雷では〔tu：si七i：〕

　　　　＜逸して》という。

　注64響〔saikiN〕〈最近〉標準語Q鳩尚方言では、〔eikaguru〕＜近

　　　　ごろ》、ku．Ruguruse：ra＜このごろでは》

t．tt @注65．〔na・　ka　ibu：saN〕〈仲伊都さん〉、固有名詞。標準語。鳩闘：方言

　　　　　では崖号〔uc　Me：〕《仲伊部家〉という。

　注66．　〔isigaki：〕〈石垣市㈲〉標準語。鳩閥：万雷では〔isa蟹ke：〕，

　　　　〔isa捻a，ki〕というQ

　　注67．〔9醐zai〕〈現在〉標準語◎蔭間方量では〔manama：〕＜今》と

　　　　いう。

　注68．〔sinak：akエja：〕〈幽い込み漁業〉、鳩間島の伝統的な漁業形態
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　　のGつである。

注69．　〔koziN）＜個入》標準語。鳩間方言では〔na：me：III・e〕〈各入〉。

注70．（naija：〕〈納屋〉標準語、外来語として方言化している。

　　　〔na’ja〕とも萎1’う。

注71．〔seizo：〕〈製造〉標準語、方言では〔si：zo：ja：〕となってh

　　るQ

注72。　　〔icio：〕　＜’一一一Jifs＞標準言吾。

注73．　〔icigo：〕〈一号、漁船の画有名詞〉標準語。

注74．〔kedas立○）《慶田城家》圏有名詞、鳩閥方言による屋号は、

　　　〔kaRzatuja：） とし（う。

注75．〔sidai　sid・i　ni：〕〈次々に〉標準語・山間方言では〔siNdai

　　　siNdai〕とか〔taQtaN〕〈だんだん〉という。

注76．〔esa〕〈えさ〉標準語、鳩間方言ではくえさ〉のことを〔mUN一一

　　dani〕という。たX’し、こ～二のところでは〔zako：〕〈雑魚〉をさ

　　しているQ

注7Z　〔sonohi：〕〈その日〉標準語。方言では〔uN　nu　PiN〕＜その

　　日〉という。

注78．〔soreni　joQte：〕＜それによって》標準語、：方言では〔UN

　　na：tiN〕〈それによっても〉という。

注79　〔Mto　ami　hu℃a　a趾〕〈一網こ二網〉標準語。方言では〔pusu

　　hU．k：uru　hu．七a　hukuru〕＜網一ふぐろ、二：二ふくろ》とhラ。

注80．　〔icinici　kakaQtemO七〇renai〕＜1日；かかっても取れなh＞

　　標準語。鳩間：方言では〔pusui　pi：zu　k：akaru－baN　turaranu〕

　　〈1日中かかっても取れない〉という。

注81．〔kiNkai〕〈近海〉標準語。方言では〔kusi：〕〈後の海〉とい

　　う。

注82．　〔nikwai〕＜2回》標準語Lo：方言では〔hutamusi〕　〈2回〉と
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　　いう。特にカツラ漁のときは〔hU七a　kabu〕という。〔kabu〕は数詞。

注85．〔z　」．　o　si　te　：〕〈そして〉標準語。方書では〔asiti：〕〈そして〉

　　という。

注84．〔sube七e：・〕〈すべて〉標準語。普通方言では〔subitti：〕というQ

注85．〔hucu：ja〕＜普通は》標準語。：方言では〔iciN　ma：〕＜h

　　つもGま〉という。

注86．〔mainici〕〈毎日〉標準語。，方言では〔pi：zu．N〕＜いつも》、

　　〔pi二蚕］≡）i：N〕〈録々〉という。

注8Z　〔hukuro：ami〕〈袋網〉標準語。：方言では〔hukuru　aN）、

　　〈袋網〉という。

注88．〔ame：〕＜網は》標準語の逼ったもの。方違では〔aN－ma：〕

　　〈網は〉という。

注89．　〔esatori〕＜餌取b》標準語。方言では〔zako：tu．ri〕＜雑

　　魚取り〉とし（う。

注90．〔zjo：tai〕＜状態》標準語。方言では〔jo：si〕＜様子、状態、

　　状況〉という。

注g1．　〔賦iwa：〕〈沖（漁場）を〉、〔wa：）は実は〔ba：〕　と発音さ

　　れるべきところであるが、ぞんざいな発音をすると〔wa：〕　となる

　　こともある。

注92．〔hil虹cuni：〕＜秘密に》標準語。方言では〔Q，　saNko：ra：si：〕

　　〈知らぬふりをして〉という。

注95．〔otagai　ni：コく論互いに》標準語。方言では〔na：むara：si

　　tara：si　se：ti〕〈足りないところは於互いに補いあって〉のよ

　　うに：習う。

注94．〔aizi　ta：〕＜そして、また》、〔aizi〕は〔ai　siti：〕＜そ

　　うして〉のぞんざいな発音。

注95．〔tori　makt〕〈鳥の群れ〉、：方言で正しくは〔七uru　maki〕
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注窪05．

注io6，

注10　7．

操り08．

　　一’jUN〕〈しへく度も〉とhう。

注109　〔oゴ．ru：〕〈オイノレ〉

注MO．〔zi：saN）＜ちいさん》標準語。ここでは固有名詞として使用

　　　されている。宮良長：康氏のこと。

注411．　〔遁O：ta〕＜モーーター一》

注112・〔zuqto〕〈ずっと〉標準語。方言では〔ka：ma〕＜ずっと、

　　　　　　　　　　　　　司59一

　　　＜鳥の群れ＞1という。

注％．　〔cikajOri　ki：tl：〕《近寄って来て〉標準語。方言では

　　　〔ju・：zi　kuN〕〈寄って来る〉という。

注9Z　〔seiN　dO：si：）〈船員どうしで〉標準語。：方言では〔siN－

　　　kaNke：na：ri：〕〈船員たちどうしで〉という。

注98．　〔sureNmUN〕《標準語の説つたもの〉方雷では〔uri二N〕

　　　〈それも〉という。

注99　　〔do：sitemo〕＜どうして転なかなか》標準語。方言では

　　　〔mu．situ〕〈ちっとも、どうしても、なかなか〉という。

注100．〔aNmari：〕〈さほど〉標準語。方言では〔naNzo：〕＜さほど

　　　～（ない）〉を多く使用する。

注IOI．　〔gizicu：〕＜技術》標準語◎

注102．〔saisjO：〕〈最初〉標準語。

注103．〔tumu　nu　miN〕＜魑（船尾）の：方にあって、帆の縄を掛けて

　　　k・く所》

注104．〔ba：i　ja：〕＜場合は》標準語。：方言では〔～pi節1瞼：〕

　　　〈～のときは〉とhう。

　　　　〔saNsuiki〕〈散水器〉標準語◎

　　　　〔ko：ka：〕　《効果〉標準語Q

　　　　〔kosjo：αarake：〕〈故障だらけ〉標準語。

　　　　〔na：Nkwai－juN〕〈何回も〉標準語。方言では〔gju：musi



　　　はるか》というQ

注質5．〔hito七〇：ri〕＜一とうb》標準語。方言では〔pusu　tu：ru〕

　　　〈一とうpl〉という。

注質4．〔ubUQkaru〕〈太陽〉、〔ubU〕は〔ubusaN）〈窪き〉（形容

　　　詞）の語幹で、それに〔akaru〕＜光、明b》9．たは〔garu〕

　　　〈明り〉が複合して出来た名詞。

注質5．〔nabisike二〕＜鍋置》、〔sike：〕は物が倒れないようにし

　　　て点くために、ワラや茅などを束ねて、それを円く編んだもの。

　　　頭上に物を乗せて運ぶときに為用いる。

注質6，〔ibira〕《飯べら、しゃもじ〉、普通の「シャモジ」よりも

　　　長：く、約Aecrn嘉慶のもの。イモを煮て、イモダンゴを作るとき、

　　　イモを裡ねるのに使う。

注質ス　〔k加OdOkuni〕〈気の毒に〉標準語。鳩間方言では〔kimui－

　　　ca：〕という。

注M8．〔o鍼皿e二〕〈於むつ〉標準語。鳩間方言では〔sibisike：〕と

　　　いう。　〈尻り当て〉の義か。

注照9　〔bar。：Qta〕〈割られた〉、剃刀で軽く背中や額を切鉱血

　　　を出すこと。高熱を発した場合に、引きつけを起こさせないため

　　　といって、よく行なわれていた。

　　　　また高血圧の入などは〔bu：bu〕とか〔O：bu〕とか言って、度

　　　数の高い酒を竹筒に入れ、火をつけて、背中などに剃刀で軽く切

　　　つた上に乗せて、！凱（汚れた血だと考えられてhる）を吸い出す

　　　方法を1吏うこともあったQ

注鷲0．（ma：basa〕〈’芭蕉〉、芭蕉には実の成るものと、実の成らな

　　　いものがある。ここでは、実の成らない、芭蕉布を作るときに繊

　　　維を欺る芭蕉の事をさす。

注繧21．〔aka　caN）〈赤ちゃん〉標準語。鳩間：方言では〔agaQfa：ma〕
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　　　《赤児〉という。

注122．〔nakuna　ru〕〈死ぬ〉標準語Q鳩二方署では、大入に対して

　　　は〔ma：raSUN〕、子供に対しては〔bu　ra：Nnar謝〕と言っている。

注125。〔hacO：hu：〕〈破傷風〉。鳩聞方欝では〔hO：ja：〕といって

　　　いる。

注124．　〔uro：rabaN〕〈澄られても〉。普通は〔o：rabaN〕　というQ

注125．〔sarai〕＜さらう＞o巌後の後産を残らずきれいに出すこと。

注126．〔aiti：〕〈それで〉、〔aija：ti〕〈それだから〉の意で、

　　　ぞんざいな発音で説っている。

注12Z　〔七uja：se：雛：〕〈二二して〉、漢：方薬で、幾種類かの薬草な

　　　どを混ぜて煎じ薬を作ること。

注128．〔jabu〕〈漢方医〉、漢方医の心得のある者をさして言う。へ

　　　たな医者という意味ではなく、〔isa　jabg　kakari　jaNmai

　　　nQ：SUN〕〈医者、ヤブにかかって病気を治療する〉のように、

　　　医者とヤブは対語的に使われる。

注42只　〔kuru，sato：〕＜黒砂糖＞o鳩間方言では普通〔Qfu　sata〕

　　　という。

注焔0．〔kuxo：kuro：siti〕〈黒々として〉標準語的、鳩間方言では

　　　〔Qfo：qfo：siti：〕　というQ

注a53。　〔panahi蛸く木綿着物〉、木綿のことを〔bata〕ともいう。

　　　〔icu1StN〕はく絹織物〉。

注452．〔baso：磁N〕《芭蕉着〉、普逓は〔basaki聾〕という。

注155．　〔waka「±kara：〕＜わかってから、略の心つbてから》、：普逓

　　　々ま〔Qse：ra〕という○

注得4．〔hutQN）《布団》標準語。鳩閲方言では〔Udzu〕という。

注155．　〔pa加．ma：℃e：〕《鳩問で》、　〔：patu皿ana：七e：〕　の誤り。

注156．〔ozi〕＜叔父》標準語。鳩間方言では〔bUdzasa〕，〔bLudzaraa〕

　　　　　　　　　　　　　一161一



　　　といい、＜叔母》のことを〔buba：ma〕という。

注15Z　〔ZO：tO：〕〈上等〉。人頭税時代の田地は、上田、中田、下田

　　　と区別されていた。上繊のことを〔kanaidzi：〕〈肥沃な土地〉

　　　という。それに対し、〈痩せた土地〉を〔pagidzi：〕　という。

注158．〔iNdamura〕〈伊武田村〉、西表島の北端、嬉々島の東南約

　　　6Kmの地、ここは鳩間島の下小屋のあった所。

注拓9　〔kU：ra〕＜久浦》地名、伊武田村の西側の水田地帯で、鳩間

　　　島の入々の所有田が多い◎

注140．〔jusikira：〕＜与志喜良》地名。伊武田と赤離の中間にある

　　　水田地帯。

注141．　〔ke：da〕〈慶田〉地名。大味謝川と慶田川の流域に広がる水

　　　田地帯で、与志喜良と伊武田の中間にある。

注1A2．〔ni：ure：〕〈荷の積み下し場所〉。各水田地帯には、それぞ

　　　れの荷物（稲）の積み下ろしをする場所がある。

注tA5．〔si：baN〕＜牧場の番＞o伊武田の原野は放牧場であった。そ

　　　の猪垣の内を〔si：nu　uci〕といった。そこで牧牛の管理をする

　　　ことを〔si：baN〕と薔’う0

注144　〔sumikumi：〕〈染めこむ〉。ここでは頭の中に刻みこんで覚

　　　える意。

注M5　〔ibatSi〕〈穿初〉、初穂で作一？た米の御飯。円錐形に澄にぎ

　　　bを作る。

灘46（・z・N〕〈診膳〉標準語。腰間方言では〔d・iN〕＜膳》という。

注14Z　〔sira〕《稲を穂積みにして保存するもの》。稲を脱穀しない

　　　で、高倉式に積みあげ、長く保存するために作ったもの。

注惣8　〔kanadziru〕＜金汁》Q苗代に水がなかったりすると、ある

　　　いは、その他の原町で、鉱物の溶出したような金汁が出て、苗代

　　　の苗が枯れることがあるQ
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注1ag．　〔jamakabi〕〈山のように、髪やひげを伸ばすこと〉、草木

　　　が繁茂することを〔jamakabuN〕という。ここでは、そのように：

　　　頭髪やひげが伸びることをさす。

注150．〔karaso：raNsθN〕　＜刈らされなかった＞o普通は、頭髪な

　　　どを刈ることを〔suruN）〈そる〉といい、茅などに為同様に

　　　〔suruN）を使うOしかし稲刈には〔maikarUN〕〈稲を刈る〉

　　　というQ

注151。〔hukada：〕〈深い田〉、モモの所9で、田の泥の中に入るよ

　　　うな田をいう。その反対は〔gatada：〕という。

注152．〔ki：pai〕〈木鍬〉、堅いカシの木で作った田鍬◎畑で使うの

　　　1は〔kanapai〕〈金鍬〉という。

IS　155．〔kurubasa：〕＜大木の幹を約6尺ほどの長さに切って、歯車

　　　状に作b、木のワクに軸を通してはめ込み、引っぱって回転させ

　　　田を耕すに使う農具〉

注154．〔huno：ru〕＜6尺ほどの円木舟の小さいものを作って、苗代

　　　田の地ならしの際、泥を運ぶのに使う農具〉

注455．〔gusi〕〈酒〉、〔rniki〕〈酒〉は、豊年祭などの神行事に使

　　　う。

　　　　昔は若い女性が米を歯でかんで、それを発酵させて作った。
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（鳩間島略図　）

　イ・uinu・一ugaN（友利お嶽）

　n・　araka：磁gaN（新川お・嶽）

　八　manもanu－ugaN（ヒナイ細嶽）

　二・　tabinU－ugaN（旅の勘嶽）

　ホ．nisido：一．　ugaN（西唐ま濾）

　へhunabaru－ugaN（船原澄嶽）
　ト・saNsiki（桟敷）
　A．桟　橋

　B．村　中

　C．学　校

　D．　iNnukar　（西の井戸）

　E・nakaNbure（中森）
　F・　aNnuka：　（東の井戸）

　G・uinuka：　（上の井戸）

　H・paciNgaka：　（パチンが井戸）

　1・　pamazak至　（浜磨奇）

　2．　ubudumaru　（大泊）

・3．nararipama　（ナラリ浜）

　4．hunabaru（船原）
　5．　hukabaka　（外ノくカ）
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1
1
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1
2
2
2
2
2
2
2

simanakapama（島中浜）
businuja：　（武士の家）

tacibarupama（立原浜）
jaranupama（屋良の浜）
huk：uNd　03　（福堂）

nisido＝（西堂）

ubumai　（大前）

irakamai　（イラカ前）

na3do3　（長堂）

もacibaru　（端ミ）

sakuraka　（サクラ井戸）

nabaNdo3　（ナバンドウ）

simanaka（島中）
sumusuku　（下底）

takabi；　（高千瀬）
a＝r　ttma　i　zun　i（東前曾根）

nakaRusuni　（中の曾根）

i：rimalzuni（西前曾根）

iNtanuhuci（西の口）
ku：sib鴛　　（クーシ三瀬）

httNsik圭　　（フンシキ乱丁）

　1．活間

　2．夢武田，久浦

　3．泊田，慶田

　4．　ヨシキラ，崎田

臣船浦
｝6．・上原

1

　7．　ウボー濁（住吉）

　＆　浦内

　9．西表，星立，程内
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